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有明工業高等専門学校紀要 第 23号

情報処理教育のためのパーソナルコンビュータシステムについて

ーその方式と高専におけるノマーソナルコンビュータの設置状況－

荒木三知夫・山下 巌
〈昭和61年 9月20日受理〉

On the Most Suitable Personal Computer System 
for the Computer Programming Education 

一一thesystem and the established situation of the 
personal computer at the college of technology -

We investigated the type of personal computer system that was established at all college of 

technology and how to use. When we are going to introduce the new personal computer 

system at our college, we want to refer to the investigated result. 

In this paper, we arrange the investigated data and report the result. 

Michio ARAKI and Iwao YAMASHITA 

1 .まえカずき 備が困難で、あり，パソコンシステムを端末として共用

マイクロエレクトロニクスの発展により，パーソナ せざるを得ない状態にある．

ルコンビュータ （以下パソコンと略称）の機能，品質 これ等の問題点についての調査のため，現在パソコ

が格段に向上し，従来より科学技術計算に使用きれて ンを既に導入し，教育を実施されている先輩各高専に

きた旧形式の中型電子計算機の機能を遥かに凌駕する 対し，設備状況の教示を求めた．約75%の高専より懇

機種が比較的低価格で使用可能となった．このパソコ 切な回答を頂いた．本校の設備は現在機種の選定中で

ンの産業界に及ぼす影響は極めて大きく，高専におい あり，後日報告の予定であるが，此処では当初本校が

てもその教育は必須のものと思われる．本校において 企画したネ ットワーク方式と各高専より報告された設

もパソコンを用いた情報処理教育の重要きが早くから 置状況について述べる．

認められ，学科あるいは研究室において教育，研究が

進められてきた．しかし，その教育は本校における基 2 .情報処理教育のためのパソコンネット

礎教育として，全学生に対して実施すべきものと考え ワークシステム

その設備を電子計算機室が中心となり要望してきた．

今年そのための予算が認められ，この設備が実現する 資源の共有を主目的としたパソコンLA NがOAの

こととなった．この設備の具体化に当り，次に示す問 中心となり，我国でも順次産業界に設置されつつあり

題点がいくつか挙げ‘られる． ，教育用としてもこのLA Nの導入の是非，方式等が

(1) パソコンのネットワーク化について

ノマソ コンは，名称通り個別に使用する方法とネッ

トワーク化し使用する方法があり，情報処理教育用と

しての選択に当り配慮すべき重要な点と思われる．

(2) パソコンの選定

現在，最も進展の速い製品であり，今後の予測も

困難で、あるが，十分な検討を要する．

(3) ホストコンビュータの端末としての利用につい

て

本校の電算室設備として，ホスト コンビュータの

端末はホストコンビュータの予算からみて，端末の整

検討さるべき時期に入りつつあると思われる．本校に

おける情報処理教育としてのパソコンの設備を計画す

るに当り，高度な技術の成果であるその特性を十分活

用するために，パソコンのネットワークの採用を希望

した．

パソ コンLA Nとして使用される LA Nの形態（ト

ポロジー）は，ループ，スター， リングおよびパス等

がある．最近のLA Nとしては，トークン ・リ ングの

形態が多く使用される傾向にあると云われているが，

情報処理教育用として，スター形態で計画した．

これらのネットワークの製品として，種々提案され

ているが，成熟した製品は多くはなく，今後に期待さ

れるものが多い．このことはパソコンの発展が速し



2 情報処理教育のためのパーソナルコンビュータシステムについて

LA Nの歴史が浅く，またその規格，コスト等に問題

があると思われる．教授用のネットワークは通常のL

A Nとは多少異なるが， LA Nの効用も得られれば利

用すべきであると思われる．本校のパソコンネットワ

ークは，今年同時に更新する予定の教育用計算機の端

末として使用する計画であり，その事を考慮してのネ

ットワークの構成が要求きれている．

これ等の事項に対し，同一教室内のネットワークの

必要性，授業方法，使用言語等本校として未経験の分

野も少くはなく，各高専の先輩校に対し，前述の如く

調査用紙を送付し，教示を求めた．

3 .高専に於けるパソコンおよびパソコン

システムの設置状況

付図 1の形式のアンケート用紙を各高専に送付し，

回答を依頼した．その回答の中より，比較的表として

整理出来得る部分を各校別に表としてまとめ， 表 lに

示した．校名の部分は明示せず，適当に番号を付して

区分した．設置台数は電算室の所有または管理する台

数であり，機器名は台数と対応して記入した．ネット

ワーク名は電算室が所有または管理するパソコンがネ

ツ Iトワークで結ばれているか否かと，ネットワーク化

されていればその名称、が記入されている．この場合ホ

ストとの接続は問わないものとする．次にホストコン

ビュータとの接続の台数の欄は，接続の有無，専用端

末，パソコンの種別およびその台数を示す．この欄は

（注）に示した如く， ＊は専用端末， Pはパソ コンを端

末として使用していることを示している．また（）中

にホスト名を記入した．最後の使用言語の欄は，情報

処理教育用として電算室が用意するまたは使用されて

いる言語を記入した．この表には，未回答，または不

明の部分に本年7月末，長岡技科大において開催され

た高専研究集会第3班の承合事項，および各高専より

寄せられた電算室の広報の記事からデータを補った．

ホストコンビュータと専用端末を用いてTs Sによ
るオペレーションを行っている高専は27校，パソコン

を端末として使用中の高専が25校ある．後者中のパソ

コンをホストコ ンビュータと接続した24校の中に，ホ

スト として， パソコン相互のみ， または超小形のホス

トとの接続を含む場合もかなりみられる．

パ、ノコンをネッ トワークと接続し，更にホストコン

ビュータの端末として使用している例は極めて小数で

あり，ノマソコンの本格的ネ ットワーク化も今後に期待

きれる状態にある．各校の回答中，表示した以外の事

項としてホストコンビュータをTs S処理する場合，
端末の数の増加とともに，応答速度が問題となり，各

高専においても難聞の一つであるが，その点について

も解決のためのいくつかが示された．また，システム

の構成等についても貴重な御教示を頂いた．次にその

いくつかを引用させて頂く．

先ず，応答速度の改善について，パソコン側にロー

カルなエディ ット処理を行うソフトを導入し，完成した

プログラムをホスト側に転送，パッチ処理し，処理後

再びパソコン側に転送する．この処理と同様な事をF

Dを介して行う方法も行われている．

また，学生のエディット処理の能力にかなりの差があ

り，このための時間差を逆に利用すればホストの負荷

が軽減され，応答速度の改善となる．これ等は，すべ

てホストコンビュータの性能に依るものであるが，現

在各高専に与えられる予算内での懸命の努力の様子が

つかがわれる．

次に，ホストコンビュータと端末のメーカが異なる

事で苦労された高専より，出来るだけ同一メーカが望

ましく，最悪の場合IB M手順を有する場合，これを

中介として接続する方法が示された．本校の場合，現

有機は同一メーカであるがIB M手順を用いたホスト

とのパソコンの接続を行いテスト中である．

CA Iについては，この領域は急激に進歩している

ため，現在最も良いシステムが近い将来良いシステム

と言う保証はないので考慮しておくべきである．

その他にも多くの貴重な御意見を頂いたが紙面の都

合もあり割愛させて頂くこととする．

4.おわりに

本校は現在，教育用電子計算機の更新および，情報

処理演習システム（ノマソコンシステム）の新設のため

のメーカよりの提案を期待している時であり，各高専

より 貴重な御助言を頂き感謝に堪えない．本校のシス

テムについては期待しているモデルはあるが，予算の

都合もあり機種の選定の後報告の予定である．おわり

に当り，御回答頂いた各高専の電算室の皆様へ重ねて

御礼申し上げます．

また，資料の整理には，本校電子計算機室の前川久

美子さんに御助力頂いた．記して謝意を表します．
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表一 1 高専に於けるパーソナノレコンピュ－？位置状況

NO. l 

学校｜投置台数 ll.ll 種 名 ネットワーク名｜同日比・＞－•との接続申台数｜ 使 用 言 語

1 I 4 6 + 1 ｜パソピア、 FMl 6 PF D なし

21 44+1+1+1 PC8001MKII, PC9800VMO, PC9800VM21なし
l I PC8801SR 

31 0 

41 l I I BM 5 5 4 0 

SI 22+1 I SORO. APPLE!! SOROS-NET 

61 !+!+21+1 PC980!F2, PC9801U2. PC880!MKJJ, ｜なし
!+! I IF800-50. FM7 

71 2 4 +I I PC 9 8 0 IF 2目 N5 2 0 0/0 5 なし

81 l+l+l I PC980 IF2. PC98XA. LEVELlll 

91 10 ｜目立B16/EX 

~ PC 9 8 0 l VM 2 なし

I 21 4 8 + 1 + 2 +I目立ベーシックマスタ LEVELill, PC9801VM4. ｜”ACIS 
I I CBM4032. PC-100 

131 l+l+l+ll PC980l. FM7, PC800!. C-15. システム姻末｜なし
+ 2 0 

141 20+1+1 I PCB801MKIISR, PC800l. FM8 なし

!SI 2 FM I I なし

161 5+3+23+1 PC800l. PC880l. PC980l. PC980!M21担L
15+7+! I. PC9801VM2. PC9801VM4 

171 0 

18110+10+ I MZ-1200. PC880l. FMl6PFDII なし

2 0 

l 9 I 1 + 1 + 3 + 2 I Pc 9 8 o 1. Pc 9 8 x A.目立ベーシックマスタ． なし・
+l I PC9801F2, FM16P 

2011+2+!+21 UX-300F. PC9801VM2, FM16P. PC800Iなし
イト !+1+2 I IMKII. PC9801. PC980!E. PC98XA 

•25 台（門ーl30F)

ts.t.. 

•33 台（門5120)

BASIC, FORTRAN, 1tシア‘ラ

BASIC.FORTRAN，向日”ラ．順槍語，
PASCAL 

BASIC, FORTRAN, 7t日可，楓擁語

・32台，I台p(I 側4331ーII) I FORTRAN, 7t円、守．崎櫨t喜

24台P(SORO附85) BASIC,FORTR州，，.，フ”ラ 栂維語

23台P(A430-l0) BASIC, FORTRAN77 

•23 台， l台P 仰5140) BASIC, FORTRAN 

•25 台， l台PC700S) BASIC, PASCAL,7tシア‘ラ

ts.し 閑BAS散IC型，F宮OR語TRAN,7tシヲ“ラ．

22台PC阿14日F) BASIC, FORTRAN 

22台P(A430-l0) BASIC, FORT町AN

なし I BASIC . FORTRAN，楓擁語， ~APT

・22台． I BASIC,C, FORTRAN，町内、守
20台p（削/2000DC)

•22 台. 7台P（附／6000) I BASIC, FORTRAN, 7t日吋．栂繊語

•16 台， 2 古川件lSOFl I BASIC,FORTRAN,7t>ア‘ラ．楓械語

48台PC430-!0) I BASIC, FORTRAN,PASC札＇ 7t幻可

•27 台．14台P（附／4日目的 I BASIC, FORTRAN77 

なし BASIC.FORTRAN, 7t＞ア‘ラ， COBOL 

なし BASIC, FORTRAN 

・22台， I FORTRAN 
6台P(0560日／60)

2 11 4 3 + 1 0 + 21 FM I 6βF Oil, FM N酬 7.M Z 1 2 0 0 ｜屯し ｜灯台p(53500) BASIC, FORTRAN, PASCAL,7tシア‘ラ，
CAP-X，楓被語

2 21 2 4 +I+ I ｜シャープMZ 5 5 0 0. FM I 6 P，目立ベーシックマスタ I 11 • －対日比・＞－• ｜・24台 （円－320E) BASIC.FORTRAN，向日、守．楓櫨梧

NO. 2 

学校｜設置台数 崎 種 名 ネットワーク名｜日日比九ータとの嬢続の台数｜ 使 用 言 語

231 2 PC 9 8 0 I なし 吋日台，24台PCVAX/11-7501FORTRAN77 

241 25+!+1+1 FACOM945011. PC9800. C-7000, なし ・9台，27台p（門ーl40F) I BASIC, FORTRAN，向日”ラ， 岨械語
4 I FACOM9450 

251 47+1+1+1 TRS-80 MODE LーI. FMllBS. M68, FM81なし •I 台｛円一 130F) BASIC, FORTRAN，向日吋． 樋械語
2+!+1 I. PC980 lVM2. YHP9845B 

261 l+l+l+ll PC800!. LEVELill. N5200-0S. なし なし BASIC, FORTRAN, 7t日吋，峨械i吾
+I I PC8001MKII. PC980! 

271 !+2 I PC980l. PC9801F なし なし FORTRAN, 7t，ア‘ラ

281 20+1 I PC9801VM2, PC9801VM なし •S台（UX300Fl I) BASIC,FORTRAN,C,PASCAL 

29115+6+1+1 PC9801Fl. PC980!F2. FMll. ｜なし I 26台PC円S-175) BASIC, FORTRAN, 7t刀、、ラ， ll.ll械iE
I !+2+! I PC9801VF2. PC9801VM2, N5200/07 I I 

3 0 I I 5 +I+ 2 0 Iパソピァ， Pc 9 8 0 I v F 2' p c 8 2 0 l I TOTAレLAN/PB I 1s台P(UX700) FORTRAN77. 7tシフ、、ラ，C

311 21+1 I PC8001MKII. PC980!M2 なし

32120+1+!+1 PC9801VM2, PC9BOIE. N5200/05. ｜なし
l I FM I I 

33121 I SORO M-23 なし

341 22+29 I SORO M-23. FM7 なし

351 3+10+2+1 PC9BOIF2 M2 VM2. LEVELlll なし

I+ l I PC 8 0 0 I.ベァ ト．アップル

3 s 1 2 3 ｜シヤプMz 6 5 0 0 PINE-CAI 

37123+1 I PC9BO!M2. FM!6P なし

381 I+! I PC9BO!E. PC9BOIVM2 なし

3 91 4 + 9 +I+ l Iパソピア， PC9BO!. PCBOOO. PCBBOO, FMBIなし
+I 

40110+1+1 I MB-16000 PCBOO!. PCBOOlMKll 

41124+4 IFMl6PFD.FMll 

421 2 I FACM945011. FMl6P 

4 3 I 2 2 ｜パソピ716 

441 23 I PCBOOlMKII 

4 5 I o 

なし

なし

なし

PNET 

なし

なし

23台PCMS175)

なし

なし

BASIC, FORTRAN, PASC札 ，ll.ll械語

BASIC, FORTRAN 

BASIC, FORTRAN, COBOL, 7tシア、ラ

BASIC, FORTRAN.COBOL, PASCAL, 
向日可，崎械語，HPL 

•10 台． I BASIC,FORTRAN,7t日”ラ，楓雄語
24 台P(OS6日目／80)

必台，4台P（ト310E) ｜附IC,FORTR州，AL肌 ，C叩 L

2加（MS175) I FORTRAN 7t＞門岨械語
•SB 台 ， I BASIC,FORTR州，PROLOG,PL/I,C,
l台P(450) I LISP 

•12 台． I BASIC, FORTRAN, 7t刀可，鳳雛語
13台P(DS600/60) 

なし I BASIC, FORTRAN, 7tシア‘ラ

28台P（幻3300) I FO附E州．向SCAυをシフ‘
•II 台， 2台p （”－13日F) I BASIC, FO附RAN77’H刀‘‘ラ．憾纏語
なし I BASIC, FORTRAN, 7t目、、ラ．楓雄語

・4台仰－130F) I BASIC,PASCAL,CAP x 
・65台，4台P(700-JJI／附） I FORTRAN.PASCAL,7tげ守

3 



4 

NO. 3 

学校 設置台数 岨 種 名 ネヂトワーク 名 同日比・aータと白梅続四台散 使 周 ’ ” ：~ 

46 2 8 +I 0 +I PC800!. PC980! PC6001. なし なし BASIC, FORTRAN. ?tシフ”ラー COBOl, 
+I AP PLEii CAP-X 

47 45 IF 8 0 0”ode! 60 ’iし なし BASIC, FORTRAN, PASCAl 

48 I 6 + 2 + 2 2 FM 7 . FM New 7 . FM 7 7 L 2 ti:し なし BASIC,FORTRAN,PASCAC,nシフ、‘ラ

49 2 4 +I+ 1 + PASOPIA!6. UX-300. APPLE!!. PNET なし BASIC, FORTRAN, PASCAl 
I PC 9 8 0 IF 2 

50 16 PC 8 0 0 I MK!! なし なし BASIC, FORTRAN77,CAP-X 

51 43 PC 8 8 0 I MK II ti:し なし BASIC, FORTRAN.Ill械語

52 2 + 2 0 + 3 + PC8801. PC980!E, PC9801MVO. なし なし BASIC, FORTRAN 
PC 9 8 0 I U 2 

53 3 0 PC 9 8 0 I VM 2 ’:i:L なし BASIC, FORTRAN 

54 7 + 1 9 +I 9 PC9801VM2. MZ2000. MZ1200 ’:i: L 屯し BASIC.FORTRAN 

55 2 5 + 1 8 + 2 N5200/05. PC880! FMB なし 25台P(A-350) BASIC, FORTRAN，？ヒνァーラ
+ 1 

56 26 なし •28 台 .26 台 P （門240目｝ FORTRAN,?tシフ“ラ

57 1 PC 9 8 0 1 E なし •3台 .49 台 P （円一！SOF) BASIC, FORTRAN, ?tシフ”ラ

58 2 1 + 1 + 7 PC8801MKll, PC980!VM2. PC8801MKll なし ・9台，2ヲ台P(C-800111) BASIC, FORTRAN, PASCAl 

59 3 9 + 3 0 PC9801F/VF, PC8001 なし 灯台，9台P(HS-175) BASIC, ?tシフ”ラ，lOGO,PIPS

60 3 2 + 3 + 8 + PC8001MKII. PC8801 PC9801 FM7. なし なし B憾AS械IC語;, FORTRAN,C，？をジフ”ラ，
1 + 1 + 2 SMC70. TRS80 

61 5 5 + 2 5 FM 1 1 l'M 8 なし • 1 00台， 20 台P(3030U) BAS!C,FORTRA N,?t刀可， 峨繊：~

62 29 PC 9 8 0 l VM PNET 灯台，29台p(410-40) BASIC, FORTRAN, ?tシフ“ラ

注） 取は専用品由来、 ｛ ）内はホストコンピュータ名、 Pはパソコン

パーソナルコンピュータシステム 再同1i'"1!;>ヨ咽匹F哩宅学金交

岨 種 名 そ白他、御敏示闘える特記事項がありましたら鮮しく御記入踊います．

設置台数

.入年月日

予算費固と薦入価格

パソコンをTs S姐末として

使用町場合、ホストコンピz

タ町名称、主記憶容量及び

磁気ディスク容量

システム図（別紙添付闘いま

す．｝

上記使用形態で応答速度、ファ

イル容量等の点についての間掴

点町有無、あればその内容

パソコンネットワークの有無、

あれば、そ白名称

ネフトワークによる敏育方法

形態

パソコンによる情報処理敏宵

における使用宮語且ぴ、主な

侵重科目名

付図1 アンケート用紙
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CASLプログラミング教育支援システム

松野了

く昭和61年 9月11日受理〉

Support System for Education of CASL Programming 

JIPDEC announced that CASL would be adopted as the programming language for 

Japanese infomation technology engineers examination in April, 1987. 

This paper describes the support system for education of CASL programming which is 

made up of the text editor, the cross assembler, and the debugger. 

Ryozi Matsuno 

1 .はじめに

現在まで情報処理技術者試験のアセンブラ言語とし

てCAP・Xが用いられて来たが，ハードウェアなどの発

展に伴い不備な点も目立つようになり昭和62年度4月

に行われる試験より新しいアセンブラ言語として，CASL

が使用されることとなった.1>

仕様書によると， CASLは， 23種類の機械語命令と

3種類のマクロ命令， 4種類の擬似命令からなる言語

であり，そのニーモニックは，Z80や6800などのマイク

ロコンビュータ用アセンブラとも似通った点もあり，

非常に覚えやすい表現方式となっている．

本校電気工学科では，一年時の学生よりマイクロコ

ンビュータ用アセンブラ言語の教育を行っているが，

CASLは，アセンブラ教育の入門用としても適した言

語であると思われる．本論文で述べる教育支援システ

ムは，本校において CASLプログラミング教育を行う

場合を想定して作成したが，学生自身が独習用の補助

具として使用する場合にも有効なシステムである．

2 .システムの概要

本システムは，テキストエディタ，クロスアセンブ

ラ， シミュレータ，及び，テいパッガからなる総合的な

言語フ。ロセッサである．設計するに当たっての基本的

な考え方として，ソースプログラム作成からアセンブ

ル，さらにシミュレートまでの操作が初心者にも簡単

であること，また，デノ〈ッカ、、においてはできるだけ多

* JAPAN INFORMATION PROCESSING 
DEVELOPMENT CENTER （日本情報処理開発
協会）

くの情報を表示することを念頭に置いた．すなわち，

MS-DOSのMASMやCP/M-86のASM86プログラ

ム開発に見られるような手順は初心者にとっては，繁

雑であり，アセンブラ言語学習とは本質的に関係のな

い部分での学習忌避の原因ともなりかねない

これらのことを考え合わせ，本システムは，システ

ム作成に用いた TURBOPASCAL2＞の設計思想を大

巾に取り入れ，次に掲げるようなシステムとした

①テキスト作成，アセンブルなどの選択はメニュー

方式とする．

②テキストエディターの操作法は，TURBOPASCAL 

自身でも採用され，広〈使用されている WordStar 

とほほ向機能とする．

③アセンブラはエラーを発見した場合，自動的にエ

ディタに戻り，エラー個所にカーソルを置く．

④デバッガには，単なるシミュレート機能の他，ス

テップ動作， トレース，ブレークポイント設定，

メモリダンプ，レジスタ変更などの機能を持たせ

る．

3 .システムのアルゴリズム及び操作法

本章では本システムの各部のアルゴリズム，操作法

について述べる．

3. 1 メニュー画面

メニュー画面を図 lに示す．利用者は実行すべきメ

ニューを選択し，最初の一文字を押せばその機能を実

行できる．
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Work File : exa. cs 1 

Load 

Save 

Assemble 

Go 
Edit 

Quit 

図1 メニュー画面のノ＼ードコピー

3. 2 テキストエディタ

エディトモードの画面を図 2に示す．エディタは36

個のコマンドを持ったフルスクリーンエディタであり，

単語探索や単語置換などの機能も持たせた．

〔InsertMode〕
TEST START 

LEA GRLMDUMP 
LEA GR2.HCONV 
CALL MDUMP 
EXIT 
END 

MD UMP START 

PUSH O.GRl 
PUSH O.GR2 
PUSH O.GR3 
LEA GR3. LGRl 
OUT MIDASI.LEN50 

LOOPO LD GRO.SPACE 
LEA GR2.38 

LOOPl ST GRO.CAREA.GR2 
LEA GR2. l,GR2 

〈ー－Wd 〈一一LnLn一一〉 Wd -> Rstrt 
D< > D-・-> LstCS PagUp PagDn 

図2 エディトモード画面のハードコピー

図2において最上位行はコマンド用メ ッセージ行で

あり， Find（単語探索）コマンドなどで必要に応じて

使用される．なお，この行にカーソルの現在位置など

の情報を常時表示すれば便利であるがスクロールの処

理速度が遅くなることから表示しないようにした．ま

た最下位の行は， PC-9801上のファンクションキー上

に頻度の多いと思われるエディト用コマンドを設定し，

その内容を表示したものである．

テキストバッファの構造を図3に示す.3）各行毎に，

前行，次行を示すポインタを設けた．メモリの使用効

匿？日一一一日明
図3 テキストバッファの構造

率が悪くなるにもかかわらずポインタを二つ設けた理

由はスクロールや単語探索などにおける双方向処理の

速度向上を目指したものである．図 4にテキストエデ

ィタ部の NSチャートを示す．

ENTRY OF EDIT 

No 

エラーフラグ ON7 
(FROM ASM?) yes 

テキスト先頭ヘ
カーソルをセ y ト

エラ一位置へ
カーソルをセット

キーボードより一文字入力

入力された文字をチェ ック．．．編集用コマンドか？
yes¥ /No 

編集用バッファ
を更新する

編集用パyファの内容をテキスト
バッファに移す

終了コマンドか？
N。
コマンド処理 ｜ 終了フラグを
ルーチンを呼ぶ ｜ 0 Nにする

until 品冬了フラグ ON 

図4 エディタ部の NSチャー卜

3. 2 アセンブラ

アンセブラは， 2-PASS4Jとした．プログラム単イ立ご

とに処理L，処理中にエラーが発見された場合は，エ

ラーフラグを onにし，エラーの発生した行と桁の情報

を設定後エディタへ行く．エディタではこれを受けて

エラーの発生した位置にカーソルを置き，それにより

利用者は簡単にエラー訂正が可能で、ある．エラーが発

生しない場合は，他プログラムとの結合作業を行い．

更にテキストバッファが空でなければ次のフ。ログラム

を同様に処理する．

全てのプログラムのアセンブル終了後，各プログラ

ムのメモリマップ，スタートアドレスを出力する．ま

たこの時点で，そのプログラムが存在しなければ（CASL

では未定義ラベルがあった場合そのラベルは他のフ。ロ

グラム名と解釈される）警告を出すようにした．図 5'
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PNAME - TEST 1000 1007 1000 
PNAME - MDUMP 1008 10B6 1008 

PNAME HCONV 10B7 lOEA 10B7 

List Device { Crt : Printer : No } ? 

図5 アセンブル終了時の画面ハードコピー
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図6にアセシブル終了時の画面と，アセンブラ部の NS

チャー トを示す．

ENTRY OF ASM 

(PASS 1): LASE L 等の処理

エラーフラ グ 0 N ? 

No 

(PASS 2）：目的プログラムの生成

エラーフラ グ 0 N ? 
No yes 

他プロ グラムとの結合処理等を行う

un ti I （エラーフラ グ ON)or （テキスト エン ド）

エラーフラグ 0 N ワ
No ¥ /yes 

各プログラムのメモリ割当状況 ｜ エラ一位置を設定後
及び未定義プログラム（ラベル） I (EDIT）ルーチン
などの情報を出力 ｜ へ行〈

図6 アセンブラ部の NSチャート

3. 3 デノ〈ッカ‘、

テーパッカ、、には，通常の実行機能 （シ ミュレータ）の

他， ステップ動作， トレース動作，指定アドレスでの

ブレーク動作，メモリダンプ，レジスタ変更の機能が

ある．テ守バッグモードでの画面は図7に示すように，

四分割されている．一段目は， ステッ2。動作やトレー

ス動作などの機能選択用であり，二段目は各レジスタ

の状況を16進と10進の両方で表示するためのものであ

る．さらに三段目は CASLプログラム用入出力画面で

あり，CASLプログラム内で使用される，IN命令，OUT

命令ではこの部分が使用される．四段目はテ。バッグ情

報が出力される部分であり， ステップ動作やトレース

動作時の逆アセンブルリストなどが出力きれる部分で

ある．このように画面を分割したことにより，CASLプ

ログラムでの入出力情報とテ。パッガによる情報が混合

されることがなく非常に見やすい画面となった．

MODE （機能）選択用

レジスター表示用
( 1 0進）
( 1 6進）

CAS L入出力用

DEBU G用

図7 テーパックモー ドの画面構造

なお，CASLプログラム用には画面を5行分確保し

ており，そこに出力きれる内容は図8に示されるよう

なリング状につながれたバッファに保存される．この

ような構造を採用したことにより，図9に示すような

簡単なフログラムで，あたかもスクロールを行ってい

るように見せることができる．

i巴：回：巴：白j国j
図8 CASLプログラム用出力バッファの構造

procedure casl area(data : text_buffer) : I text_ buffer: type string[80JI 
var i : integer 
begin 

csl".data: =data' 

for i : =cs! top to csl_end do 
begin 

GotoXY(l,i) , 
cs! : =cs!"' .next 
Write(csl ".data), ClrEol 
end; 
cs! : =cs!" .next 
end; 

図g CASL用画面部分の制御フ。ログラム

(1) ステップ動作， トレース動作

ステップ動作， トレース動作時の画面を図10-( b) 

に示す．これらの動作時に出力きれる情報は図からも

分かるように，アードレス，逆アセンブルリスト及ぴ各

命令の機能に応じた情報からなる．各命令に対する情

報については表1に例を示す．

表1 トレース，ステ ップ動作時に出力される情報

プログラム例 出力情報 イ蔚 考

LD GRO,MDUMP,GR3 IM凹DUMP+lO]I= ロードされる値は， メモリ

4120 I非10181 のMDUMP+lO(=GR 

3の値）番地の内容であり．

その値は.10進で4120,16 

進で1018である（以下同じ）

ST GR3,0,GR1 IM[4178+0JI < = ストアされる番地は4178番

49 I非00311 地であり．その（GR3の）

f直は， 10進で49

LEA GR2, -4,GR2 112-41 =81#00081 112 (=GR 2の値） -41 

*FR(P,NZ) =8が， GR 2のf査となる。

また，フラグ情報は正で．

非零である。

AND GR3,MASK 1#0010: M[MASK]:# 特0010と非OOOF（メモリの

OOOFI =0 I# 00001 MAS K番地の値）とのi寅

本FR(P,Z) 算はO。フラグ情報は正で．

零である。

業論理演算は16進表示。

ADD GR3,MASK 116 : M[MASK]:l5I =31 上記の備考欄と同じである

｜非001FI*FR(P,NZ) が，加減算は.10進表示。

SRL GR3,0,GR2 10001 0000 0001 1000- GR3の伎は， 2進表示で

>81 =161#00101 0001 0000 0001 1000であ

*FR(P,NZ) I），シフトされるピyト数

はBピソトで，方向は右で

ある。結果は16て1フラグ

情報は正で非零である。

議シフト関係は2進表示。
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IOBF : LEA 
IOCI : LD 
IOC3 : SRL 
I OC5 : AND 
IOC7 : LO 
IOC9 : ST 
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( b) 

図10 テ‘バッグモード画面のハードコピー

(2) レジスタ変更

レジスタ変更は，必要があればその値，なけれは、CR

キーのみを押す．図10-(a）に実行例を示す．

(3) ブレーク動作

レジスタ変更機能により設定されたブレークポイン

トをブレークカウンタに設定された回数実行後停止す

る．

(4) メモリタゃンフ。

指定されたアドレスからメモリの内容を16進数で表

示する．

4. CASLの拡張，及びマクロ命令の処理

CASLには入出力用マクロ命令として， IN命令，

OUT命令が用意され，それぞれ展開例も示されている

が，本プログラムでは処理の簡略化のため3バイト命

令として処理し，アセンブルは図11のように行う．ま

た，入出力命令として， READ命令と WRT命令を拡

張し入出力を簡単に行えるようにした．

ソースプログラム アセンブル結果
OUT MBUF, LEN50 AOOO (OUT命令の

機械語コード）

MBUFのアドレス
LEN50のアドレス

図11 OUT命令のアセンブル例

5 .おわりに

本システムは，前にも述べたように，その設計思想、

としては，TURBOPASCALの設計思想、を取り入れた．

その結果，テキストエディタ，アセンブラ，テのパッガ

が有機的に結合された，初心者にも使いやすいシステ

ムを作成することができたと思う．なお，本システム

はPC-9800上の MS-DOS版 TURBOPASCALで作

成したが， FM-16B上でも問題なく動作することを確

認した．

6 .プログラム

プログラムは行数にして約1800行に及ぶので，本論

文では，デパッカ、、部を中心としたプログラムの一部を

掲載する．
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（上）

正
徳
弐
年
七
月
十
一
日
綱
利
君
隠
居
。
同
日
宣
紀
君
家
督
相
続
。
設
年
文
照
院
家
宣
公
莞

御
。
同
三
年
四
月
十
六
日
御
暇
家
督
。
初
而
四
月
廿
七
日
江
戸
発
駕
、
五
月
廿
八
日
熊
本
着

城
。
同
四
年
十
一
月
十
二
日
綱
利
君
逝
去
。

妙
謄
院
殿
中
太
夫
羽
林
次
将
兼
越
州
太
守
雲
巌
宗
龍
大
居
士
卜
号
。
寿
七
十
二
。

享
保
七
年
諸
大
名
参
勤
交
代
時
節
違
被
仰
出
。
同
九
年
十
一
月
十
五
日
、
長
福
君
を
若
君

様
と
可
奉
唱
旨
被
仰
出
。
同
年
十
二
月
朔
日
、
家
重
公
と
号
。

正
徳
二
年
壬

長
七
月
十
一
日
、
綱
利
君
隠
居
。
献
物
如
左
献
家
宣
公
一

。

御
太
万

笠
腰
御
惟
子
単
物

一一十

御
馬
代
黄
金
拾
両
小
脇
拡
来
固
定
金
三

百

枚

金

渡
墨
跡
霊
山
寺
締
照
禅
師
筆
右
之
縁
書
一
幅
献
議
寺
開

御
台
様
、ぇ

古
今
和
歌
集
西
図
寺
実
事
事

享
保
十
七
年
六
月
廿
六
日
、
官
一
紀
公
於
江
府
卒
五
十
七

。
霊
雲
院
殿
前
越
州
太
守
桃
谷
義

播
大
居
士
号
。
武
州
上
野
妙
解
院
に
葬
ス
。

享
保
三
戊
四
月
廿
七
日
、
儲
君
土
熊
府
花
畑
。
名
は
主
税
。
使
高
瀬
久
右
衛
門
武
行
告
江

町
一

日

目

朗

読

許

六
同
年
七
月
昨
日
、
王

2官
於
桜
馬
場
1
一

一

-23一
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衛
種
次
、
宗
像
嘉
兵
衛
景
貞
、
宗
像
吉
太
夫
景
好
、
原
因
十
次
郎
文
直
、
太
田
小
十
郎
正
信
、

内
藤
長
十
郎
之
続
、
橋
谷
市
蔵
重
次
、
井
原
十
三
郎
吉
正
、
本
庄
喜
助
重
正
、
宮
永
庄
左
衛

門
宗
祐
、
野
田
喜
兵
衛
重
綱
、
津
崎
五
郎
長
秀
、
下
回
与
左
衛
門
正
貞
、
小
林
理
右
ェ
門
行

秀
、
伊
藤
太
左
ェ
門
方
高
、
右
田
因
幡
流
安
、
田
中
以
得
、
以
上
拾
九
人
也
。

三
斎
、
悲
の
あ
ま
り
悼
の
寄
に

行
も
道
ゆ
か
ぬ
も
同
し
み
ち
な
れ
と

つ
れ
て
ゆ
か
ぬ
を
わ
か
れ
と
そ
い
ふ

元
禄
五
年
十
月
廿
九
日
於
江
戸
病
死
す
。
其
子
式
部
寿
之
家
督
を
続
ス
。
同
十
二
月
城
に

移
ル
。
其
後
帯
万
と
改
ム
。

慶
安
二
年
十
二
月
廿
六
日
、
光
尚
於
江
戸
逝
去
す
。
行
年
三
十
一

歳
也
。

真
源
院
回
岸
宗
夢
大
居
士
ト
称
す
。

此
時
に
当
り
、
江
戸
に
て
殉
死
の
輩
に
は
、
富
田
小
左
衛
門
重
直
、

宗
像
庄
右
衛
門
景
官
一、

里
杢
之
丞
、
山
中
又
兵
衛
氏
連
、
小
原
無
楽
、
遠
坂
孫
九
郎
真
圏
、
池
田
久
五
郎
全
貞
、
渡

辺
伊
左
衛
門
正
綱
、
松
岡
喜
兵
圏
、
古
閑
試
之
丞
宗
清
也
。
堀
平
左
衛
門
好
景
は
折
節
国
本

に
在
し
に
、
日
比
回
殉
の
約
は
な
か
り
し
が
共
厚
志
難
黙
口
、
逝
去
の
後
四
ヶ
年
過
て
承
応

元
年
三
月
廿
六
日
江
戸
品
川
於
妙
解
院
殉
死
す
。

光
向
献
ズ
ル
遺
物
脇
指
不
骨
知比
銘
大
猷
院
君
御
鐙
忠利
拝
領
刀
左
文
字
月
硝
掛
物

正
保
二
年
乙
酉
十
一
月
十
一
日
、
光
尚
嫡
男
六
丸
始
市
奉
謁
将
軍
家
光
公
。
干
時
六
歳
也
。

慶
安
三
年
四
月
十
八
日
、
六
丸
八
歳
相
続
光
向
遺
跡
。
長
岡
式
部
少
寄
之
、
長
岡
勘
解
由
左

衛
門
延
之
、
御
城
え
召
連
て
老
中
に
謁
し
命
を
承
ル
。
六
丸
幼
年
成
が
故
也
。
承
応
弐
年
四

月
、
六
丸
日
光
え
初
市
参
詣
ス
。
此
節
九
才
也
。
同
年
十
二
月
十

一
日
、
将
軍
家
綱
公
之
御
詩

字
を
賜
り
号
綱
利
。
同
日
叙
従
四
位
下
任
侍
従
。

寛
文
元
年
二
月
、
初
而
御
暇
を
賜
ル
。
上
使
稲
葉
美
濃
守
正
則
、
芝
之
館
に
来
て
上
意
を

官一
ル
。
三
月
七
日
江
戸
発
駕
、
四
月
十
八
日
熊
本
城
ニ
入
。
同
三
年
発
卯
六
月
廿
二
日
水
戸

中
納
言
頼
房
女
を
松
平
讃
岐
守
頼
重
養
女
と
し
て
婚
礼
。
同
年
八
月
七
日
江
戸
発
、
熊
本
九

月
六
日
着
城
。

延
宝
八
年
五
月
八
日
、
将
軍
綱
吉
公
為
御
養
君
。
綱
利
七
月
十
八
日
熊
本
発
駕
、
八
月
十

二
日
江
戸
着
。
奉
謁
綱
吉
八
ム
。

貞
享
四
年
十
一
月
四
日
、
於
江
戸
与
一
郎
主
誕
生
。
元
禄
弐
年
五
月
十
日
、
仙
二
郎
主
誕

生
。
四
月
十
八
日
光
姫
婚
礼
。
嫁
酒
井
左
衛
門
尉
忠
直
。
同
八
年
二
月
十
五
日
、
与
一
郎
初

而
奉
謁
将
軍
綱
吉
公
。
元
掠
九
年
十
二
月
五
日
、
被
任
左
近
衛
少
将
。
同
十
三
年
七
月
廿

一

日
、
与
一
郎
逝
去
。

同
十
五
年
九
月
十
五
日
、
内
記
主
綱
吉
公
え
御
目
見
。
同
年
十
二
月
十
五
日
、
十
七
人
之

御
預
入
。
同
十
六
年
三
月
四
日
、
右
御
預
人
御
仕
置。

同
十
六
年
十
一
月
十
五
日
、
内
記
主
御
元
服
。
任
叙
従
四
位
下
侍
従
、
称
兵
部
太
輔
吉
利
。

吉
之
御
一
字
被
下
。
宝
永
三
年
四
月
廿
五
日
、
兵
部
太
輔
主
逝
去
。
同
正
月
十
九
日
、
主
税

君
為
養
子
。
干
時
三
十
三
歳
。
同
年
部
屋
住
に
市
御
暇
。
六
月
十
九
日
発
駕
、
七
月
廿
七
日

熊
本
着
城
。
同
六
年
四
月
十
八
日
元
服
任
叙
従
四
位
下
侍
従
。
御
語
字
拝
領
称
宣
紀
卜
。
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第 23号

別
記
に
有

忠
利
遺
物
ヲ
献
ス

正

宗

万

こ

い

だ

し

き

ノ
掛
物

時
雨
ノ
壷
但
小
松
殿
所
持
伝
也
内
大
臣
此
歌
、
査
に
添
て
有
由
也

歌
に
君
な
ら
て
誰
か
見
る
へ
き
小
松
よ
り
老
行
未
に
か
忘
る
行
衛
そ

同
五
月
五
日
光
向
家
相
続
家
光
公
を
拝
謁
す
。

正
保
二
年
の
久
、
＼
三
斎
於
八
代
、
例
な
ら
ず
痛
は
り
、
十
二
月
二
日
終
に
逝
去
す
。
行
年

八
十
三
歳
。

松
向
寺
殿
参
議
三
斎
宗
立
大
居
士
ト
号
ス

及
上
聞
大
樹
悲
涙
を
押
へ
給
と
也
。
殉
死
す
る
輩
に
は

介
健
磯
田
長
五
郎
蓑
田
平
七
正
元
介
慢
白
石
庄
三
郎
小
野
伝
兵
衛
友
次

介
惜
矢
野
久
三
郎
久
野
与
右
衛
門
山
伏
室
仙
坊
勝
延

奥
津
弥
五
右
衛
門
景
吉
は
折
節
、
江
府
に
在
し
か
共
、
日
比
回
殉
の
約
な
り
し
か
ば
三
年

の
過
行
を
待
て
、
正
保
四
年
の
冬
洛
に
趣
く
。
江
府
の
寵
臣
、
堀
田
筑
加
賀
守
、
其
外
、
洛

五
山
の
碩
学
の
方
よ
り
書
を
賜
、
歌
を
送
て
其
志
を
感
賞
し
給
ぬ
。
十
二
月
二
日
、
忠
興
三

回
追
善
大
徳
寺
に
て
執
行
有
し
折
か
ら
舟
岡
山
に
て
殉
死
す
。

別
記
に
有

三

斎

献

遺

物

使

者

長

岡

河

内

ノ

ノ

テ
ノ

雪
舟
重
山
扉
風
、
紫
栗
査
、
唐
絵
達
掛
物

斯
て
光
尚
得
台
命
長
臣
長
岡
佐
渡
興
長
に
八
代
の
城
を
守
ら
し
む
。
正
保
三
年
八
月
十
二
日

興
長
移
城
す
也
。

寛
文
元
年
六
月
廿
八
日
、
輿
長
於
熊
本
卒
去
す
。
其
子
式
部
寄
之
城
主
と
成
ル
。
名
を
佐

渡
に
改
む
。
同
六
年
正
月
六
日
寄
之
於
八
代
卒
ス
。
嫡
子
帯
万
直
之
八
代
に
移
城
す
。

後
改
佐

渡
筑
後

有明工業高等専門学校紀要



（上）

芦
村
十
郎
左
ェ
門

吉
弘
四
郎
太
夫

松
野
縫
殿

住
江
甚
兵
衛

竹

内

数

馬

長
谷
川
太
郎
助

長
谷
川
七
兵
衛

薮

熊

之

丞

河
部
弥
五
兵
衛

古

川

市

助

小
村
甚
十
郎

沢
田
彦
右
衛
門

沢
田
九
右
衛
門

一
加
増
五
百
石

一
同
百
五
拾
石

一
新
知
五
百
石

一
加
増
六
百
石

一
同
三
百
石

一
新
知
三
百
石

一
同
弐
百
石

一
右
同
断

一
右
同

一
同
百
石
井
力
手
ツ
カ
ラ
被
下
也

一
同
百
石

一
同
弐
百
石

一
金
子
一
枚

単
物
三

一
白
銀
二
拾
枚
其
後
広
瀬
安
右
ェ
門
岡
本
伝
十
良

一

白

銀

拾

枚

御

船

奉

行

向

井

兵

助

一
百
五
拾
石
新
之
跡
被
返
下
魚
住
杢
之
助

一

弐

百

石

右

同

断

近

藤

新

五

左

ェ

門

九
月
朔
日
従
光
尚
君

金
子
一
枚

小
袖
二
羽
織
一

一
右
内

一
右
内

一
右
同

一
新
知
弐
百
石
宛
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竹
内
七
郎
右
ェ
門

14 

明
石
源
兵
衛

田
中
左
兵
衛

林
太
郎
四
郎

阿
部
市
太
夫
大
塚
甚
右
ェ
門

荒
木
茂
左
ェ
門

大
村
伊
左
ェ
門
森
田
惣
兵
衛

内
山
伝
右
ェ
門
田
中
半
兵
衛

エ
門

光
尚
公
差
物
能
扱
申
に
付
知
行
被
下
村
井
長
兵
衛

一
金
子
一
枚
小
袖
五
十
二
月
二
日
に
ヒ
下
他
国
詮
擁
故
及
延
引

成
田
四
郎
兵
衛

一
白
銀
五
枚
宛

小
袖
二
羽
織
一

首
藤
次
郎
左
ェ
門

寛
永
十
五
年
二
月
廿
七
日
、
於
肥
前
固
有
馬
城
切
支
丹
御
退
治
之
時
、
細
川
越
中
守
人
数

手
負
討
死
之
目
録

手
負
合
千
八
百
弐
拾
六
人
内

討
死
合
弐
百
八
拾
五
人

四
百
壱
人
は
馬
乗
者
頭
共
に

五
百
五
拾
八
人
は
下
々

九
拾
人
は
馬
乗
頭
共
八
拾
九
人
は
侍
共

々

百
六
人
は
下

八
百
六
捨
七
人
は
侍
共

惣
合
弐
千
百
拾
壱
人

右
自
分
之
馬
乗
分
名
附
共
別
紙
有
之
候
以
上

寛

文

十

五

年

三

月

朔

日

細

川

越

中

守

松
平
伊
豆
守
殿

戸
田
左
門
殿

右
者
上
使
え
被
差
出
候
目
録
等
也

外手
負
討
死
合
弐
百
七
人
御
仕
寄
場
船
手
弁
極
月
廿
日
正
月
朔
日
手
負
死
人

内

従
公
義
被
下
御
扶
持
方
請
取
申
御
扶
持
方
之
事

合

七

千

四

百

五

拾

弐

石

者

京

舛

也

此
銀
三
百
七
拾
弐
貫
六
百
目
但
石
に
付
五
拾
目
圏

右
者
於
肥
前
有
馬
表
正
月
朔
日
よ
り
三
月
十
日
迄
日
数
六
十
九
日
分
之
御
扶
持
方
代
一
日

壱
人
に
付
五
合
宛
積
従
公
義
越
中
守
に
被
為
拝
領
請
取
申
者
也
伺
而
如
件

寛

永

十

五

年

三

月

四

日

長

阿

佐

渡

野

瀬

四

郎

左

ェ

門

様

有

吉

頼

母

山

中

喜

兵

衛

様
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小
野
権
兵
衛

忠
利
人
数

弐
万
八
千
六
百
人

惣
人
数
雑
兵
船
手
共
々

馬
弐
百
六
拾
疋
御
自
分
御
家
中
者
頭
馬
共

宮
崎
四
郎
右

寛
永
十
五
年
正
月
二
日
有
馬
え
光
尚
君
渡
海
、
其
后
、
忠
利
君
正
月
廿
六
日
渡
海
。
同
二

月
廿
七
日
落
城
、
三
月
二
日
帰
陣
有
。

同
十
八
年
三
月
十
七
日
、
忠
利
於
肥
後
熊
本
逝
去
。
行
年
五
十
六
歳
。

妙
解
院
殿
畳
雲
宗
伍
大
居
士
ト
号

此
時
に
当
て
殉
死
す
る
侍
に
、
寺
本
左
衛
門
丞
頭
、
阿
部
弥
一
右
衛
門
通
信
、
大
塚
喜
兵

入
江
伝
右
ェ
門
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被
下
次
第
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馬
一
疋
鞍
置

一

錨

持

鑓

津

川

四

郎

右

衛

門

一

加

増

千

石

大

木

織

部

一

新

知

三

百

石

長

谷

川

太

郎

助

一

同

弐

百

石

宛

清

成

八

十

郎

一
同
弐
百
石
宛
被
下
面
々
竹
原
庄
太
夫
岡
本
四
郎
三
郎
中
川
長
吉
井
上
新
之
丞

樹
下
九
郎
太
郎
越
生
儀
兵
衛
岩
佐
源
五
関
安
之
丞
野
田
小
三
郎
河
部
五
大

夫

野

瀬

角

太

夫

元

田

伝

次

上

村

勘

三

郎

能

津

庄

助

一

金

子

一

枚

寺

本

久

太

郎

明

石

源

左

衛

門

袷
単
物
惟
子
五
宛
続
平
左
衛
門
松
山
兵
左
衛
門
竹
内
八
兵
衛
香
山
与
助

服
部
武
右
衛
門
山
内
三
太
夫
荒
木
彦
太
夫
小
崎
次
郎
左
衛
門
阿
部
少
之
助

寺
尾
求
馬
松
山
次
郎
太
夫
山
崎
与
次
兵
衛
猿
木
河
右
衛
門
柳
瀬
茂
左
衛
門

下
村
五
兵
衛
広
瀬
杢
之
助
樹
下
右
衛
門
岡
山
三
郎
町
熊
之
助

楠
木
庄
九
郎
鎌
田
源
太
夫
福
田
次
郎
右
衛
門
小
林
半
助
上
田
忠
蔵

上
田
久
兵
衛
服
部
九
右
ェ
門
河
喜
多
八
助
山
本
三
蔵
藤
本
勘
助

小
林
半
太
夫
永
良
孫
太
夫
岡
本
源
次
熊
谷
忠
右
衛
門
小
林
半
左
ェ
門

柘
樹
源
右
ェ
門
的
場
勘
平
永
井
安
太
夫
鉢
木
十
右
ェ
門
伊
藤
左
内

河
村
伊
右
エ
門
一
村
伝
兵
衛
原
田
十
四
郎
弓
削
五
郎
兵
衛
武
藤
長
之
丞

伊
丹
角
助
安
場
仁
左
ェ
門
坂
井
七
郎
右
ェ
門
高
見
庄
九
郎
片
山
嘉
左
ェ
門

矢
野
勘
右
ェ
門
竹
内
次
太
夫
生
嶋
平
左
衛
門
藤
崎
喜
八
郎
横
井
牛
右
ェ
門

藤
本
伊
左
ェ
門
衣
笠
願
右
ェ
門
加
々
山
太
郎
兵
衛
後
改
奥
田

一
白
銀
五
枚
宛
郡
安
右
衛
門
野
々
村
藤
実
村
川
作
左
衛
門

単
物
雄
子
五
奥
村
次
郎
右
衛
門
矢
野
吉
之
丞
財
満
次
左
ェ
門

添
嶋
九
兵
衛
野
村
庄
兵
衛
渡
辺
平
左
ェ
門
篠
原
清
兵
衛

九
月
朔
日

一

加

増

三

千

石

沢

村

宇

右

衛

門

一

同

千

石

奥

田

権

左

衛

門

一

同

千

石

朝

山

斎

宮

一

同

五

百

石

坂

崎

清

左

衛

門

一

同

五

百

石

道

家

左

近

右

衛

門

上
使
柳
原
飛
弾
守
殿
え
被
附
一
番
乗
之
功

長
岡
式
部
寄
之

益
田
弥
一
右
衛
門

陳
佐
左
衛
門

都
甲
太
兵
衛

池
永
源
太
夫

後
藤
権
右
衛
門

先
知
百
五
拾
石

河
喜
多
九
太
夫

先
知
四
百
石
山
田
新
九
郎

金
子
一
枚

田
中
左
兵
衛

林
太
郎
四
郎

光
尚
公
衣

右
同

阿
部
市
太
夫

松
野
縫
殿

後
改
松
野
善
右
衛
門
下
吉
弘
四
郎
太
夫

後
改
九
郎
兵
衛

後
改
九
郎
兵
衛

長
岡
八
郎
左
衛
門

ハUつω

千
場
作
兵
衛



（上）

別
記
ニ
有

幽
斎
ヨ
リ
御
遺
物
家
康
公
え

定
家
筆
ノ
色
紙
灰
蒙
天
目
但
号
豊
後
天
目

秀

忠

公

え

紫

塵

愚

筆

重

硯

箱

同
十
六
年
の
冬
、
松
井
康
之
病
気
甚
重
シ
。
豊
前
小
倉
に
出
て
保
養
を
成
す
。
駿
河
に
聞

へ
て
家
康
公
不
便
に
思
召
の
由
に
て
、
御
薬
三
度
迄
被
下
と
い
へ
共
、
終
に
無
快
気
市
同
十
七

年
正
月
廿
三
日
卒
ス
J

春
光
院
と
号
。
家
士
松
井
志
テ
殉
死
す
。
豊
州
支
配
の
公
領
を
勘
定

し
て
金
子
を
納
む
。
家
康
公
懇
に
諭
し
給
ふ
事
両
三
度
也
。
公
領
預
置
る
冶
は
松
井
去
ル
慶

長
五
の
乱
の
忠
義
目
玉
吊
々
御
懇
慮
の
故
也
。
更
に
勘
定
す
る
に
不
及
と
て
上
納
の
黄
金
不
残

其
子
長
岡
式
部
興
長
に
被
下
、
城
州
二
ヶ
所
之
領
知
も
無
相
遣
旨
本
多
上
野
介
正
純
に
命
ぜ

ら
る
、

。
正
純
よ
り
興
長
に
賜
書
。
同
十
九
年
大
阪
秀
頼
の
乱
、
忠
興
豊
前
に
有
て
聞
之
、

軍
勢
を
催
し
て
足
立
山
へ
兵
を
並
べ
、
軍
列
を
定
む
。
秀
頼
和
平
有
て
忠
興
不
及
上
落
。

翌
元
和
元
年
の
夏
、
又
乱
に
及
。
東
軍
大
坂
ニ
進
ム
。
忠
興
、
手
廻
四
五
百
人
に
て
四
月

廿
八
日
豊
前
小
倉
を
進
発
。
供
奉
の
輩
に
は
村
上
八
郎
右
衛
門
、
薮
三
左
衛
門
、
成
海
丹
後
、

井
門
亀
右
衛
門
、
績
亀
之
助
、
佐
藤
伝
右
衛
門
、
乃
美
主
水
、
松
井
右
近
、
長
船
十
右
衛
門
、

間
七
太
夫
、
績
庄
助
、
佐
方
与
左
衛
門
、
吉
住
半
四
郎
、
清
田
七
助
、
朽
木
与
五
郎
、
志
方

半
兵
衛
等
、
其
外
ノ
士
は
不
及
記
。
五
月
三
日
、
兵
庫
花
熊
と
云
所
に
着
船
。
周
囲
日
、
摂

州
た
く
み
と
云
所
に
て
家
康
公
に
謁
し
、
命
に
依
て
藤
堂
高
虎
の
障
に
馳
加
ル
。
同
七
日
、

忠
興
抽
軍
功
、
家
士
高
名
す
る
輩
に
は
村
上
縫
殿
助
景
則
、
清
田
七
助
乗
栄
、
薮
三
左
衛
門
、

佐
藤
伝
右
衛
門
、
績
庄
助
重
友
、
吉
住
半
四
郎
正
景
、
佐
方
与
左
衛
門
友
信
、
志
方
半
兵
衛
、

績
亀
之
介
、
松
井
右
近
、
乃
美
主
水
、
朽
木
与
五
郎
等
、
或
は
鑓
を
合
、
或
は
組
討
し
て
首

級
を
得
、
忠
利
は
大
勢
を
率
て
中
国
陸
路
を
押
、
備
前
国
片
上
と
云
所
に
至
て
大
坂
落
城
を

聞
て
、
人
数
は
豊
前
え
指
返
し
、
手
廻
迄
に
て
上
落
し
、
家
康
公
に
拝
謁
す
。
忠
利
引
率
の
輩

に
は
、
壱
番
に
薮
内
匠
、
長
岡
内
膳
、
加
冶
山
隼
人
、
二
番
に
忠
利
、
三
番
に
長
岡
式
部
、

牧
左
馬
助
等
也
。
豊
前
国
留
守
居
の
城
代
弁
面
々
に
は
長
岡
勘
ヶ
由
、
氏
家
宗
人
、
中
路
周

防
、
小
谷
又
右
衛
門
、
小
瀬
宗
加
等
也
。

同
二
年
三
月
、
家
康
公
大
相
国
に
被
任
時
に
忠
利
酢
の
役
を
勤
、
同
四
月
十
七
日
、
家
康

公
莞
去
成
、
下
野
日
光
山
に
鎮
座
也
。

同
三
年
、
秀
忠
公
よ
り
豊
前
を
忠
興
に
被
下
御
書

豊
前
国
一
国
井
豊
後
之
内
、
国
東
郡
速
見
郡
之
内
、
所
々
都
合
三
拾
万
石
間
服
紙
事
宛
行

候
就
全
可
有
領
知
状
如
件

秀
忠
御
判

元
和
三
年
五
月
廿
六
日

豊
前
宰
相
と
の
へ

同
七
年
、
忠
興
江
府
に
在
て
隠
居
し
、
忠
利
に
家
督
相
績
サ
セ
剃
髪
し
、
号
三
斎
宗
立
店。

忠
興
永
禄
年
中
足
利
義
輝
に
仕
、
細
川
陸
奥
守
顕
氏
九
代
の
後
胤
、
中
務
太
輔
輝
経
養
子
し

て
輝
経
の
家
督
と
す
。
後
に
、
実
父
藤
孝
に
附
て
信
長
に
属
し
、
信
忠
の
講
の
字
を
賜
、
忠
興

と
称
す
。
長
岡
氏
と
し
て
秀
吉
に
仕
へ
、
羽
柴
氏
を
免
ず
。
元
和
よ
り
本
氏
に
帰
し
、
細
川

と
改
む
。
土
井
利
勝
公
方
に
乞
て
松
平
氏
と
称
せ
ん
と
也
。
忠
興
主
意
有
て
不
肯
。

寛
永
九
年
、
家
光
公
之
依
命
忠
利
豊
前
国
改
て
、
肥
後
国
を
賜
ル
。
十
月
廿
八
日
、
家
光

公
忠
興
忠
功
他
に
異
な
る
事
を
感
じ
、
日
一
は
忠
志
深
き
事
を
の
べ
て
肥
後
園
、

豊
州
の
内
迄

賜
ル
と
な
り
。
三
斎
を
八
代
に
居
ら
し
む
。
忠
利
、

豊
州
小
倉
に
下
向
し
て
有
吉
頼
母
英
貴
、

長
岡
監
物
是
秀
、
小
笠
原
備
前
長
元
、
志
水
伯
香
元
直
を
肥
後
え
先
に
遣
、
熊
本
八
代
の
城

を
令
請
取
。
長
岡
佐
渡
奥
長
を
豊
前
に
残
し
、
小
倉
仲
津
の
両
城
を
令
守
、
小
笠
原
右
近
太
輔

忠
真
に
渡
き
し
む
。
忠
利
肥
後
ニ
入
国
市
家
士
等
に
領
知
を
加
え
政
を
被
執
行
。

同
十
四
年
の
冬
、
肥
後
の
園
、
天
草
、
肥
前
、
有
馬
の
地
に
切
支
丹
宗
門
蜂
起
し
、
嶋
民

過
半
従
ひ
、
其
勢
ひ
強
大
に
し
て
轍
治
る
事
難
叶
、
領
主
の
家
臣
よ
り
肥
後
に
告
ク
。
斯
て
、

肥
州
高
瀬
に
豊
後
府
内
の
御
目
代
来
、
細
川
の
家
臣
長
岡
堅
物
是
秀
等
に
会
し
、
肥
前
、
筑
後

の
家
臣
等
集
談
す
。
肥
後
よ
り
飛
脚
を
馳
て
江
府
へ
急
を
告
ク
。
光
尚
釣
命
を
承
り
下
国
而

軍
を
天
草
に
発
向
す
。
有
吉
頼
母
、
英
貴
、
長
岡
式
部
寄
之
等
、
先
将
と
し
て
船
を
向
ふ
。

嶋
民
恐
て
有
馬
へ
潜
に
逃
去
ル
。
光
尚
、
有
馬
へ
渡
ル
。
長
岡
寄
之
、
有
吉
英
貴
等
供
奉
し

て
直
に
原
城
に
至
。
上
使
、
松
平
伊
豆
守
信
網
、
戸
田
左
門
氏
鉄
と
心
を
合
、
陣
を
堅
く
し
、

備
を
設
け
、
城
を
陥
す
策
を
成
ス
。
忠
利
の
備
能
し
て
一
按
等
夜
討
す
る
事
あ
た
わ
ず
。
他
の

備
は
数
多
一
撲
の
夜
討
に
あ
ひ
、
数
度
の
せ
り
合
に
家
士
手
負
、
討
死
数
を
不
知
。

同
十
五
年
二
月
廿
七
日
、
鍋
嶋
信
濃
守
勝
茂
上
使
の
下
知
を
背
て
出
丸
を
責
抜
。
御
目
付

柳
原
左
衛
門
佐
一
番
に
城
に
乗
入
ル
。
是
よ
り
諸
将
城
を
攻
、
忠
利
の
陣
場
三
ノ
丸
よ
り
本

丸
一
番
乗
は
忠
利
の
士
、
益
田
弥
一
右
衛
門
乗
入
ル
。
其
外
、
河
喜
多
九
太
夫
、
山
田
新
九

郎
、
津
川
四
郎
右
衛
門
、
池
永
源
太
夫
、
都
甲
太
兵
衛
、
後
藤
権
右
衛
門
な
ど
云
者
共
続
て

乗
入
ル
。
其
外
、
討
死
、
手
負
、
不
知
其
数
。
同
廿
八
日
ノ
朝
、
本
丸
一
按
乃
大
将
、
大
矢

野
四
郎
を
ば
忠
利
の
家
士
、
陳
佐
左
衛
門
討
取
。
城
之
火
シ
手
を
も
同
内
、
岡
本
安
右
衛
、

火
を
放
て
去
ル
。
忠
利
の
軍
勢
二
万
八
千
六
百
人
也
。
討
死
は
二
百
七
拾
四
人
、
手
負
は
千

八
百
拾
六
人
也
。
家
光
公
、
忠
利
、
光
向
乃
軍
功
他
に
己宍
な
る
由
を
感
賞
し
給
ふ
。
忠
利
父

子
帰
国
し
て
、
今
度
於
原
城
軍
功
有
志
共
に
賞
を
与
へ
、
討
死
ノ
士
卒
為
追
善
、
於
安
国
寺
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久
野
次
右
衛
門
、
曽
我
部
五
右
衛
門
等
討
死
す
。
木
付
勢
も
大
に
戦
て
大
友
勢
を
敗
る
。

松
井
、
有
吉
、
自
鑓
を
－合
、
康
之
は
首
二
級
を
討
取
、
庇
を
蒙
。
立
行
は
鑓
を
合
、
首
一
級

を
討
取
。
其
外
魚
住
市
正
、
河
喜
多
石
見
、
魚
住
右
衛
門
兵
衛
、
桑
原
才
蔵
、
可
児
清
左
衛

門
、
各
鑓
を
合
首
を
取
。
松
井
’
が
家
士
に
は
松
井
掃
部
、
坂
本
三
郎
右
衛
門
、
田
中
清
蔵
、

中
川
五
兵
衛
、
平
住
助
太
夫
、
前
野
九
兵
衛
、
近
藤
弥
十
郎
、
上
原
長
三
郎
。
有
吉
が
家
士

に
は
、
岸
助
之
丞
、
八
坂
又
助
、
葛
西
彦
四
郎
等
或
は
鑓
を
合
、
或
は
太
万
打
し
て
首
を
得

る
。
黒
田
勢
二
の
備
も
り
返
し
て
得
勝
利
。
大
友
勢
吉
弘
嘉
兵
衛
行
親
を
黒
田
の
家
臣
井
上

九
郎
右
衛
門
鑓
下
に
突
伏
、
同
内
小
栗
次
右
衛
門
と
云
者
吉
弘
が
首
を
取
。
其
外
、
大
友
勢

名
有
七
拾
齢
騎
討
死
し
て
義
統
立
石
に
引
退
く
。
同
十
四
日
如
水
着
陣
す
。
松
井
、
有
吉

出
向
立
石
を
責
ん
と
す
。
義
統
降
る
。
如
水
の
陣
に
入
囚
と
し
て
中
津
へ
送
る
。
世
鎮
り
て

大
友
は
常
陸
国
へ
配
流
。
是
よ
り
松
井
康
之
、
有
吉
立
行
、
其
外
相
随
ふ
輩
如
水
の
勢
に
加
り

豊
州
所
々
攻
随
ふ
。

同
八
月
、
濃
州
岐
阜
城
を
関
東
方
よ
り
責
給
。
城
主
は
石
田
方
岐
阜
中
納
言
秀
信
也
。
折

節
忠
興
家
康
公
の
為
先
鋒
会
津
景
勝
為
征
伐
下
野
那
須
野
へ
向
給
ふ
所
へ
石
田
反
逆
の
旨
を

告
。
家
康
公
下
野
の
小
山
に
有
て
諸
将
に
命
じ
て
会
津
発
向
を
止
て
上
洛
し
給
ぬ
。
岐
阜
の

先
手
も
福
嶋
正
則
、
加
藤
嘉
明
、
羽
柴
忠
興
三
人
と
宣
ふ
。
尾
州
清
須
に
集
て
手
分
の
評
定

し
て
右
三
人
は
お
こ
し
の
渡
を
越
て
岐
阜
の
追
手
七
曲
へ
馳
向
、
協
手
の
百
曲
へ
は
池
田
三

左
衛
門
輝
政
、
田
中
兵
部
、
一
柳
堅
物
直
盛
、
光
明
寺
の
渡
り
を
越
て
馳
向
、
忠
興
の
勢
は

瑞
龍
寺
よ
り
本
丸
に
懸
入
、
敵
に
渡
合
高
名
す
。
輩
は
松
井
新
太
郎
興
長
、
加
々
山
少
右
衛

門
輸
入
、
西
郡
太
炊
助
、
枚
新
五
脱
馬
允
、
岡
村
半
右
衛
門
、
中
嶋
左
近
、
中
路
新
兵
衛
等

也
。
一
之
須
戸
口
を
乗
込
、
組
討
の
高
名
に
は
有
吉
与
太
郎
興
道
峨
枇
長
岡
、
其
比
十
八
歳

の
初
陣
と
か
や
、
須
戸
の
左
右
の
高
名
は
柳
瀬
五
郎
助
、
野
尻
隠
岐
、
田
井
助
八
也
。
沢
村

オ
八
吉
重
は
鑓
下
の
高
名
。
同
組
討
に
中
納
言
内
中
嶋
侍
右
衛
門
と
云
名
高
キ
勇
主
を
討
取

と
い
へ
共
、
深
手
負
半
死
半
生
の
仕
合
也
。
瑞
龍
寺
表
に
て
鑓
を
合
す
る
輩
に
は
沼
田
小
兵
衛

断唯一酬
。

同
所
に
て
鑓
下
の
高
名
荒
木
左
助
昨
件
、
其
外
長
岡
玄
番
、
築
山
与
四
郎
、
金
守

半
助
、
久
条
三
太
夫
、
木
村
忠
三
郎
等
也
。
米
国
与
七
郎
雌
瞬
間
十
五
歳
初
陣
也
。
右
之
輩

は
本
丸
の
石
垣
に
つ
き
戦
功
を
励
す
。
長
岡
与
一
郎
下
知
を
成
し
給
ふ
。
討
死
の
面
々
に
は

米
田
助
右
衛
門
是
政
、
水
嶋
源
内
、
石
田
平
八
、
岩
村
新
蔵
也
。
同
廿
三
日
、
巳
之
刻
秀
信

降
し
て
去
ル
。
忠
興
の
先
勢
暫
ク
敗
せ
し
む
。
松
井
新
太
郎
興
長
一
人
乗
留
り
、
家
士
栗
坂
平

助
続
て
味
方
を
招
寄
、
大
手
の
門
脇
に
て
輿
長
庇
を
蒙
ル
。
栗
坂
平
助
、
南
櫓
に
乗
入
庇
を
蒙

ル
。
明
ル
廿
四
日
に
は
惣
軍
の
手
負
の
か
た
付
し
て
廿
五
日
岐
阜
よ
り
関
ヶ
原
に
心
ざ
し
赤
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坂
の
宿
に
寄
給
ふ
。

同
九
月
、
濃
州
関
ヶ
原
に
て
家
康
公
石
田
三
成
と
戦
給
ふ
。
同
十
五
日
家
康
公
の
先
鋒
加

藤
左
馬
助
、
羽
柴
越
中
守
、
福
嶋
左
衛
門
大
夫
自
分
鑓
を
合
、
各
首
を
取
。
忠
興
の
家
士
高

名
す
る
輩
に
は
子
息
与
一
郎
忠
隆
、
次
男
与
五
郎
輿
秋
力
戦
市
首
を
取
。
玄
番
、
興
元
、
中
務

孝
之
、
其
外
家
士
米
田
与
七
郎
、
有
吉
与
太
郎
、
鯛
瀬
善
助
、
沢
村
才
八
、
加
々
山
少
右
衛
門
、

津
田
タ
字
、
牧
長
三
郎
、
矢
野
来
女
、
杉
原
三
平
井
松
井
内
松
井
新
七
郎
、
栗
坂
平
助
等
各

高
名
而
忠
興
の
軍
功
無
比
類
と
家
康
公
之
甚
感
情
に
預
ル
。
忠
興
の
下
知
に
依
て
中
路
次
郎

左
衛
門
は
与
一
郎
忠
隆
に
随
て
備
を
丸
ク
し
て
進
て
勝
利
を
得
、
中
路
も
鑓
を
合
高
名
す
。

忠
興
の
軍
功
他
に
異
な
る
吏
を
感
賞
而
丹
後
国
を
改
て
豊
前
国
井
豊
後
国
木
付
辺
を
添
賜
ル
。

忠
興
豊
前
に
入
国
し
て
家
士
等
に
禄
を
加
増
市
賞
罰
を
正
ふ
す
。
松
井
康
之
は
木
付
の
城
を

守
ら
し
め
木
付
辺
に
関
所
数
多
、
家
康
公
の
命
に
依
て
康
之
代
官
と
な
る
。

一
万
三
千
石
を

支
配
す
。
連
署
の
奉
書
有
。
其
後
、
玄
番
、
興
元
、
子
細
有
て
小
倉
を
遁
去
て
家
康
公
に
仕
へ
、

代
々
常
州
茂
手
木
の
領
、
王
と
成
。
有
吉
立
行
、
名
を
武
蔵
と
改
。

同
九
年
、
忠
興
豊
前
小
倉
に
有
て
病
気
強
シ
。
家
督
を
三
男
内
記
忠
利
に
続
せ
ん
と
願
ふ
。

家
康
公
秀
忠
よ
り
の
謹
書
有
。

豊
前
宰
相
家
督
之
儀
任
忠
興
内
存
其
方
諸
職
可
ヒ
申
付
者
也

八
月
廿
六
日

家

康

御

判

内
記
と
の
へ

。。

忠
興
三
男

秀
忠
よ
り
詮
書
云

豊
前
宰
相
忠
興
家
督
之
儀
全
不
可
相
遣
者
也

慶
長
九
年
八
月
廿
六
日

秀
忠
御
判

忠
興
三
男
内
記
と
の
へ

忠
利
豊
前
へ
下
向
す
。
上
使
岡
田
太
郎
右
衛
門
来
て
病
方
を
問
。
忠
興
公
命
の
恭
事
肝
に

銘
ず
。
同
ク
十
年
忠
利
上
洛
し
て
四
月
五
日
従
四
位
下
侍
従
に
任
ず
。

同
十
四
年
四
月
、
小
笠
原
兵
部
太
輔
秀
政
の
女
を
秀
忠
公
御
養
女
と
し
、
忠
利
に
婚
礼
有
。

是
岡
崎
信
康
主
の
外
孫
女
也
。
松
井
佐
渡
守
城
州
至
輿
を
迎
、
土
井
大
炊
頭
利
勝
、
鵜
殿
兵

庫
、
伊
丹
喜
助
御
供
す
。
輿
を
渡
し
て
利
勝
は
下
ル
。
康
之
公
義
へ
御
礼
申
上
輿
を
豊
前
へ

入
。同
十
五
年
八
月
廿
日
、
玄
旨
洛
中
之
三
候
私
亭
に
て
逝
す
。
行
年
七
十
七
。
遺
骨
を
分
て

南
禅
寺
天
授
庵
、
豊
前
小
倉
に
お
さ
む
。
泰
勝
院
徹
宗
玄
旨
大
居
土
ト
称
ス
。



（上）

付
隣
国
也
。
心
を
被
添
給
れ
と
被
頼
し
か
ば
如
水
う
け
が
ふ
。
然
慮
に
上
杉
景
勝
逆
心
之
由
、

大
坂
よ
り
廿
八
日
に
着
、
急
を
告
。
翌
廿
九
日
に
忠
興
木
付
を
発
し
、
五
月
五
日
大
阪
へ
着

岸
す
。
六
月
初
に
家
康
公
東
征
。
加
藤
左
馬
助
嘉
明
、
羽
柴
越
中
守
忠
興
、
福
嶋
左
衛
門
大

夫
正
則
先
鋒
た
り
。
忠
興
六
月
廿
七
日
に
発
軍
、
七
月
十
六
日
野
州
到
那
須
野
、
秀
忠
公
発

江
戸
ヲ
至
宇
都
宮
に
、
家
康
公
下
総
之
至
小
山
於
愛
忠
興
拝
謁
す
。
時
に
従
大
坂
馳
飛
脚
、
京

（

7

7
）
 

師
の
形
勢
を
告
ク
。
三
田
三
成
謀
叛
し
、
大
谷
形
部
少
輔
吉
隆
、
増
田
右
衛
門
尉
長
盛
、
長

束
大
蔵
太
輔
正
家
等
を
か
た
ら
ひ
、
毛
利
右
馬
頭
輝
元
、
宇
喜
多
備
前
守
秀
家
、
嶋
津
兵
庫

頭
義
弘
、
鍋
嶋
信
濃
守
勝
茂
、
小
西
摂
津
守
行
長
等
之
諸
将
を
催
し
、
伏
見
の
城
を
攻
、
関

東
に
趣
、
諸
将
の
妻
子
を
大
坂
の
城
に
入
て
質
と
せ

ι呪
y
o
先
忠
興
の
室
宅
に
有
て
討
手

を
待
て
ゆ
か
ず
。
拐
、
慶
長
五
、
七
月
十
七
日
、
石
田
が
勢
忠
興
の
宅
を
囲
む
時
に
忠
興
の

室
自
死
す
。
家
士
小
笠
原
庄
左
衛
門
入
道
正
斎
、
河
喜
多
石
見
、
金
津
助
十
郎
自
殺
す
。
火

を
放
て
館
を
焼
失
ス
。
是
よ
り
諸
将
の
妻
子
に
城
に
入
事
を
止
、
家
康
公
小
山
に
て
諸
将
に

対
し
て
日
「
関
西
一
同
結
黛
也
。
諸
将
妻
子
大
坂
に
有
、
急
可
有
帰
洛
と
な
り
」
諸
将
言
葉

な
し
。
忠
興
の
日
、
「
某
が
妻
既
に
自
殺
す
。
今
、
何
の
面
目
有
て
洛
に
趣
ん
や
。
本
よ
り

君
懇
深
也
。
公
の
先
駈
を
願
ふ
」
と
宣
。
加
藤
嘉
明
、
福
嶋
正
則
従
之
。
忠
興
又
日
、
「
公

に
無
二
心
と
の
誓
書
を
献
じ
進
ら
せ
ん
に
は
し
か
じ
」
と
。
諸
将
一
同
に
誓
書
す
。
是
よ
り

諸
将
上
洛
せ
ん
と
す
。
忠
興
八
月
三
日
、
豆
州
三
嶋
に
至
ル
。
家
士
河
喜
多
石
見
が
家
奴
大

阪
よ
り
来
り
、
室
自
殺
の
形
勢
告
。
同
十
三
日
至
清
州
諸
将
会
実
家
康
公
給
書

今
度
上
方
鉾
楯
付
而
無
二
被
仰
合
候
儀
祝
着
存
候
然
者
丹
後
之
儀
記
不
及
申

候

但

馬

一
国
無
己
大
儀
進
置
候
猶
金
森
法
印
津
田
小
平
次
可
申
候
間
不
能
具
候
恐
々
謹
言

八

月

十

二

日

家

康

御

判丹
後
宰
相
殿

同
七
月
、
石
田
三
成
が
党
、
丹
後
国
を
攻
。
幽
斎
玄
旨
、
田
辺
の
城
に
在
て
下
知
而
宮
津

嶺
山
、
松
倉
所
々
の
城
を
自
焼
し
て
田
辺
一
城
を
堅
守
て
防
戦
、
月
を
除
て
不
陥
時
、
今
上

帝
、
玄
旨
死
せ
ば
歌
道
の
廃
ら
ん
事
を
歎
か
し
く
思
召
て
詔
り
し
て
中
院
通
勝
、
三
候
費
焼
、

鳥
丸
光
広
之
諸
卿
を
田
辺
に
下
し
給
ひ
、
和
儀
を
調
ふ
。
勅
命
難
黙
、
玄
旨
を
出
て
寵
城
の

時
、
古
今
博
授
の
書
を
鳥
丸
光
広
ま
で
送
り
和
歌
を
詠
す
、
是
、

禁
裏
に
達
す
る
と
な
り
。
攻
手
の
大
将
は
小
野
木
縫
殿
助
公
卿
石
川
備
前
守
長
谷
川

鍋
生
。
追
手
右
、
大
塚
源
次
佐
、
佐
野
三
之
丞
、
岸
山
知
客
。

田
辺
能
城
手
配

追
手
口
北
村
石
見
、
同
甚
太
郎
、
同
勘
三
郎
、
荒
木
善
兵
衛
、
蓑
田
甚
之
丞
、
宮
部
市
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左
衛
門
丸
山
助
左
衛
門

加
藤
新
助
上
羽
新
兵
衛

弥
十
郎

寺
井
吉
右
衛
門
宗
宿
限
酉

衛
麻
生
吉
左
衛
門

西
揚
手
脇
加
納
曲
斎
松
山
権
兵
衛

揚
手
須
戸
口
日
置
善
兵
衛
松
井
少
助
坂
井
半
助
山
本
三
郎
右
衛
門
築
山
五
右

衛
門
久
我
右
近
右
衛
門
寺
井
道
雲
神
戸
喜
右
衛
門
宮
津
舌
一生

同
七
月
、
松
井
康
之
、
有
吉
立
行
其
外
丹
後
の
士
、
豊
後
木
付
に
在
陣
、
石
田
乱
の
趣
、

丹
後
攻
の
事
、
肥
後
熊
の
主
、
加
藤
清
正
よ
り
告
知
す
。
松
井
康
之
丹
後
に
趣
ん
と
す
る
に

船
の
用
意
な
し
、
水
主
を
雇
に
無
力
、
康
之
豊
前
中
津
に
行
て
黒
田
如
水
軒
と
談
す
と
い
へ

共
、
船
の
用
意
不
叶
。
是
よ
り
木
付
の
城
を
堅
固
に
し
て
主
千
死
を
極
む
。
加
藤
清
正
加
勢

を
木
付
の
城
に
入
ン
と
す
。
松
井
辞
し
て
う
け
が
は
ず
。
石
田
三
成
、
長
束
正
家
、
増
盛
徳

善
院
玄
以
よ
り
書
を
以
、
康
之
を
招
、
同
心
せ
ず
。
大
谷
吉
隆
別
紙
以
康
之
を
呼
不
能
返
書
。

同
八
月
、
毛
利
輝
元
、
字
喜
多
秀
家
書
を
以
、
松
井
木
付
域
開
渡
す
べ
き
由
、
猶
又
、
五

奉
行
よ
り
松
井
方
え
書
を
送
ル
。
大
田
美
作
守
を
為
使
節
下
向
す
。
美
作
守
豊
州
臼
杵
に
着

て
其
旨
以
使
木
付
城
に
申
送
。
松
井
、
有
吉
岡
心
重
て
使
を
越
ば
討
捨
ん
由
返
詞
す
。
康
之

立
行
其
外
城
内
の
輩
各
必
死
す
と
究
む
時
に
、
豊
州
旧
主
大
友
左
兵
衛
督
義
統
に
豊
州
を
授
ケ

て
輝
元
兵
具
等
を
贈
り
て
豊
州
に
下
向
す
。
義
統
は
豊
後
数
代
之
旧
主
也
。
古
の
諸
牢
人
等

出
向
ふ
。
先
木
付
城
を
攻
落
さ
ん
と
家
臣
吉
弘
嘉
兵
衛
行
親
を
将
と
し
て
其
勢
二
千
三
百
騎
。

同
九
月
十
日
の
夜
攻
寄
、
城
に
龍
ル
所
の
郷
民
旧
主
を
し
た
ひ
人
質
を
捨
て
火
を
放
て
大
友
勢

に
加
ル
。
松
井
、
有
吉
能
下
知
市
寄
手
利
を
失
ひ
敗
北
し
て
同
十
日
の
朝
引
退
く
。
松
井
が

家
土
井
口
六
兵
衛
、
中
川
下
野
、
下
津
半
左
衛
門
、
坂
本
三
郎
右
衛
門
、
杉
崎
作
右
衛
門
、

今
井
惣
兵
衛
等
鎚
を
合
、
敵
を
討
取
。
大
友
、
毛
利
下
向
し
て
木
付
を
攻
る
の
由
を
黒
田
官

兵
衛
入
道
、

如
水
に
飛
脚
を
馳
て
告
る
。

如
水
方
え
は
折
節
関
東
発
向
の
残
統
の
雑
兵
百
三
十
な
ら
で
は
な
か
り
し
に
、
道
す
が
ら
高

田
の
城
竹
中
源
助
、
留
守
居
臼
杵
の
太
田
飛
弾
守
、
府
内
の
奉
行
等
彼
是
歩
武
者
無
程
弐
千

七
百
余
騎
加
勢
と
し
て
先
勢
久
野
次
右
衛
門
、
曽
我
部
五
右
衛
門
、
母
利
与
兵
衛
、
時
枝
平

太
夫
、
井
上
九
郎
右
衛
門
、
後
藤
太
郎
助
進
来
、
松
井
、
有
吉
に
面
談
す
。
大
友
義
統
、
立

石
と
云
所
に
有
て
備
を
堅
く
す
。
如
有
勢
押
寄
ん
と
詮
儀
し
て
木
付
勢
と
先
陣
を
争
。
松
井

下
知
市
騎
を
並
べ
て
蒐
ル
。
大
友
勢
、
石
垣
原
と
云
所
へ
出
て
戦
。
如
水
勢
一
の
備
敗
し
て

東
之
口

入
江
淡
路

上
原
甚
七

米
国
太
郎
左
衛
門

矢
袖
七
助
上
羽
小
右
衛
門

大
野

西
之
方

中
村
甚
左
衛
門

岡
本
新
兵
衛

万
屋
四
兵

司
／
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同
十
五
年
、
薩
州
嶋
津
義
久
為
退
治
、
秀
吉
西
国
下
向
之
時
、
忠
興
箪
を
進
て
趣
。
玄
旨

も
秀
吉
近
習
に
有
て
倭
宗
紀
行
を
作
ル
。
時
に
忠
興
廿
五
歳
。
豊
州
、
日
州
に
し
て
戦
功
有
。

松
井
を
秀
吉
感
賞
し
給
。
天
正
十
六
年
、
忠
興
の
臣
松
井
康
之
任
諸
大
夫
佐
渡
守
と
改
。
同

十
八
年
秀
吉
東
征
、
豆
州
米
山
城
之
出
丸
、
忠
興
望
て
秀
吉
に
検
使
を
乞
。
竹
中
貞
右
衛
門
、

石
尾
与
兵
衛
と
云
士
を
忠
興
城
乗
の
為
検
使
、
秀
吉
指
添
給
。
夜
紛
に
人
数
を
山
上
に
上
せ
、

即
時
に
忠
興
出
丸
を
乗
取
、
秀
吉
大
に
感
給
。
松
井
康
之
戦
功
を
励
し
、
秀
吉
感
給
ふ
。
玄

旨
も
秀
吉
に
供
奉
た
り
。
相
州
小
田
原
の
城
主
北
篠
氏
政
、
秀
吉
に
叛
く
。
同
時
に
秀
吉
責

落
す
。
忠
興
は
韮
山
よ
り
直
に
駆
来
が
故
に
諸
手
よ
り
遅
し
と
い
へ
共
、
秀
吉
の
前
備
早
川

口
の
松
山
を
受
取
、
堀
き
わ
に
一
番
に
仕
寄
を
付
、
戦
功
他
に
異
な
る
の
由
、
秀
吉
感
賞
を

成
き
し
む
。
落
城
の
後
、
秀
吉
の
命
に
依
市
忠
興
を
奥
州
検
地
之
為
見
分
、
小
田
原
よ
り
直

に
東
へ
趣
く
。
数
ヶ
度
勇
力
を
励
し
、
忠
勤
を
尽
す
故
也
。
玄
旨
於
小
田
原
倭
宗
紀
行
を
作

ル
。
此
時
秀
吉
、
浅
野
弾
正
を
使
と
し
て
忠
興
に
奥
州
会
津
表
百
万
石
可
給
由
を
宣
ふ
時
に
、

忠
興
心
有
て
辞
し
去
て
他
へ
譲
ル
。
其
後
右
之
加
恩
蒲
生
飛
弾
守
へ
賜
。

文
禄
元
年
、
秀
吉
朝
鮮
征
伐
、
忠
興
渡
海
軍
功
有
。
同
二
年
、
朝
鮮
晋
州
の
城
に
て
戦
功

有
忠
興
の
家
士
、
手
負
に
は
長
岡
玄
番
、
有
吉
田
郎
右
エ
門
、
数
ヶ
所
手
負
其
外
沢
村
才
八

戦
功
有
。
松
井
康
之
の
嫡
子
、
松
井
与
八
郎
手
負
家
士
松
井
二
平
次
、
和
田
五
兵
衛
討
死
。
与

八
郎
は
肥
前
名
護
屋
迄
帰
死
す
。
同
年
、
朝
鮮
在
障
の
内
、
秀
吉
は
肥
前
名
護
屋
に
在
て
軍
配

を
成
給
ふ
。
幽
斎
、
秀
吉
為
見
廻
従
丹
後
船
に
て
名
護
屋
に
至
。
然
処
、
薩
摩
の
国
祁
答
院

晴
蓑
逆
心
市
梅
北
宮
内
左
衛
門
を
し
て
肥
後
国
芦
北
の
浦
々
を
攻
取
之
由
秀
吉
に
告
。
玄
旨

秀
吉
の
命
を
受
て
薩
州
へ
趣
。
義
久
入
道
龍
伯
が
館
に
参
而
秀
吉
の
命
を
告
。
晴
竺
家
乞
欲
令

討
。
義
久
否
に
及
ば
玄
旨
能
伯
を
殺
さ
ん
と
計
ル
。
龍
伯
不
得
己
し
て
暗
蓑
を
殺
す
。
秀
吉

甚
感
賞
す
。

同
四
年
、
玄
旨
、
薩
州
隅
州
日
州
領
知
貼
定
す
。
玄
旨
、
薩
州
の
内
に
て
三
千
石
の
領
地

を
賜
ル
。
同
七
月
、
関
白
秀
次
逆
心
有
之
由
、
秀
吉
に
石
田
治
部
少
三
成
識
す
。
秀
吉
初
は

無
子
市
秀
次
を
養
、
関
白
職
を
譲
れ
り
。
今
、
実
子
秀
頼
を
取
立
、
家
督
に
せ
ん
と
思
ふ
折

な
れ
ば
秀
次
を
高
野
に
て
殺
す
。
一
味
の
諸
将
、
或
は
殺
さ
れ
、
或
は
流
罪
に
及
時
に
、
忠
興

秀
次
よ
り
黄
金
百
枚
借
用
す
る
事
有
。
忠
興
は
石
田
と
不
和
也
。
幸
と
忠
興
を
秀
吉
に
識
す
。

忠
興
伏
見
の
私
亭
に
入
ル
。
石
田
奉
行
を
催
、
忠
興
を
殺
ん
と
斗
ル
。
此
儀
、
竹
田
永
翁
聞

て
松
井
康
之
に
告
ク
。
忠
興
怒
て
伏
見
に
て
一
戦
市
武
名
を
残
し
自
死
せ
ん
と
云
。
松
井
康

之
諌
言
す
。
米
田
是
政
多
妻
楽
の
宅
に
遣
、
子
宝
を
守
ら
し
め
、
忠
興
戦
に
望
。
自
死
せ
ば

米
田
子
宝
を
殺
し
て
宅
に
火
を
放
、
死
ん
と
約
す
。
康
之
心
を
輩
出
し
黄
金
を
求
て
返
納
せ
ん
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と
欲
す
れ
共
、
乏
し
ふ
し
て
事
ゆ
か
ず
。
家
康
常
々
康
之
に
懇
慮
な
る
が
故
に
公
の
亭
に
行

て
柳
原
康
政
を
以
告
。
家
康
公
御
病
中
也
。
紙
張
を
明
て
康
之
を
召
て
黄
金
を
賜
。
家
康
も

「
忠
興
誤
な
き
旨
を
憤
ん
」
と
宣
ふ
。
E
、
徳
善
院
玄
以
法
印
を
以
秀
次
関
白
へ
無

一
味
、
金
子

如
に
意
依
て
拝
借
無
紛
旨
を
訴
ふ
。
秀
吉
許
容
有
。
然
市
黄
金
に
鑑
を
添
て
、
浅
野
弾
正
長
政

を
以
秀
吉
に
献
而
康
之
秀
吉
に
拝
謁
す
。
秀
吉
、
識
の
旨
を
知
、
忠
興
は
義
を
重
ん
ず
る
者

也
。
惟
任
、
光
秀
に
組
せ
ず
。
兼
て
身
武
し
と
思
百
し
之
由
也
。
黄
金
は
則
、
忠
興
に
給
と

也
。
康
之
因
州
鳥
取
以
来
の
戦
功
を
誉
て
手
づ
か
ら
菓
子
を
賜
ル
。
忠
興
罪
な
く
秀
吉
に
謁

す
。
忠
興
、
松
井
が
忠
義
を
感
じ
、
娘
を
以
康
之
が
嫡
子
新
太
郎
興
長
に
令
嫁
。

慶
長
三
年
八
月
十
八
日
、
秀
吉
於
伏
見
城
莞
ず
。
諸
候
鮮
士
に
賜
遺
物
を
た
い
し
ゃ
正
宗

ノ
短
万
を
忠
興
に
賜
ル
。
家
臣
松
井
康
之
に
藤
嶋
之
腰
万
を
下
し
賜
ル
。
同
四
年
玄
旨
に
於

薩
州
賜
ル
所
之
三
千
石
の
領
知
を
改
替
て
越
前
府
中
に
て
千

h
F
替
地
を
給
。
其
年
大
老
奉

行
中
不
和
の
事
有
、
前
田
大
納
言
利
家
と
家
康
公
と
合
戦
に
及
ん
と
す
。
是
偏
に
石
田
治
部

少
三
成
姦
邪
よ
り
出
た
り
。
時
に
忠
興
利
家
乃
長
子
利
勝
梢
長
に
談
市
和
平
之
儀
を
取
扱
、

諸
将
無
己
大
儀
而
家
康
公
と
利
家
会
而
和
睦
有
。
忠
興
専
心
を
霊
、
大
坂
伏
見
往
来
す
。
松
井

佐
渡
守
、
柳
原
式
部
大
輔
の
宅
に
在
て
、
心
を
利
家
の
亭
に
往
て
無
臭
を
斗
ル
。
和
平
之
後
、

秀
忠
公
よ
り
松
井
に
書
を
賜

一
書
令
啓
候
伯
而
今
度
各
よ
り
内
府
へ
御
断
之
儀
之
処
越
中
殿
種
々
御
肝
煎
に
付
御
出

魂
之
由
満
足
不
過
之
候
弥
可
然
様
に
頼
入
申
候
由
心
得
可
被
下
候
殊
其
方
情
入
之
由

祝
着
無
他
候
猶
重
而
可
申
述
候
恐
々
謹
言

三
月
九
日
羽
柴
武
蔵
守
秀
忠
御
書
判

松
井
佐
渡
守
殿

忠
興
官
侍
従
少
将
を
へ
て
宰
相
に
任
ず
。
同
年
八
月
廿
八
日
、
忠
興
丹
後
に
帰
、
利
家
加

賀
帰
ル
。
此
時
、

利
家
逆
心
を
企
、
忠
興
と
心
を
通
ル
之
曲
家
康
公
に
議
す
る
者
有
。
幽
斎

在
大
阪
興
元
康
之
伏
見
大
坂
に
在
て
忠
興
長
心
な
き
の
由
献
誓
書
、
金
森
法
印
、
有
馬
法
印

を
し
て
忠
興
罪
な
き
由
を
申
き
し
む
。
康
之
、
柳
原
康
政
を
頼
て
懇
に
秀
忠
に
達
す
。
於
是

怒
を
押
へ
給
と
也
。
康
之
専
情
力
を
尽
す
。

同
五
年
正
月
、
忠
興
三
男
光
千
代
…
将
司
忠
利
江
戸
え
往
て
為
質
、
同
二
月
、
豊
州
速
見
郡

木
付
六
万
石
家
康
公
依
命
忠
興
加
賜
、
忠
興
家
臣
松
井
佐
渡
守
康
之
、
有
吉
四
郎
左
衛
門
立

行
、
鉄
砲
頭
魚
住
市
正
、
外
様
之
士
魚
住
右
衛
門
兵
衛
、
河
喜
多
藤
平
、
松
田
七
右
衛
門
、

桑
原
才
蔵
、
速
見
孫
兵
衛
、
岡
本
源
三
郎
、
可
児
清
左
衛
門
等
を
木
付
へ
遣
、
城
を
令
請
取
。

同
四
月
、
忠
興
木
付
に
下
向
す
。
豊
前
中
津
の
城
、
王
、
黒
田
官
兵
衛
入
道
如
水
軒
と
会
而
木

に
U
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摂
州
に
集
居
と
い
へ
共
、
惟
任
退
治
す
る
事
あ
た
は
ず
。
愛
に
至
て
は
や
秀
吉
大
将
の
威
を

取
れ
り
。

同
六
月
十
三
日
、
秀
吉
山
崎
表
に
し
て
光
秀
と
相
戦
。
高
山
、
中
川
先
陣
と
す
。
池
田
、

丹
羽
相
続
く
。
信
孝
、
其
次
秀
吉
は
｛
取
末
に
有
て
諸
軍
に
指
揮
す
。
光
秀
、
忽
討
負
て
青
龍

寺
に
引
龍
る
。
秀
吉
諸
軍
を
帥
ひ
て
青
龍
寺
を
攻
因
。
光
秀
城
を
出
、
赴
行
。
伏
見
小
栗
柄

の
ほ
と
り
に
て
為
野
伏
自
害
す
。
光
秀
が
勢
叫
ん
刈
左
馬
助
は
江
州
坂
本
の
城
候
て
自
死
す
。

秀
吉
、
尾
州
へ
趣
ぬ
。
於
清
洲
、
柴
田
修
理
亮
勝
家
、
丹
羽
五
郎
左
衛
門
長
秀
、
池
田
信
輝

入
道
勝
入
等
と
談
じ
、
信
忠
の
子
三
法
師
を
主
君
と
し
、
幼
少
之
聞
は
信
雄
を
其
名
代
と
せ

ん
と
欲
す
。
然
鹿
に
秀
吉
と
勝
家
と
威
を
語
。
藤
孝
、
義
を
重
ん
ず
る
が
故
に
秀
吉
誓
書
を

謂
予
以
約
を
堅
ク
す
。
忠
興
、
丹
後
の
一
撲
を
し
づ
め
、
藤
孝
は
隠
居
と
し
て
忠
興
国
政
を

訊
リ
行
。
秀
吉
よ
り
康
之
に
書
を
賜
。

丹
後
国
明
知
知
行
分
間
家
来
矢
野
分
共
ニ
今
度
為
新
知
長
与
一
郎
御
知
行
候
其
内
三
分

一
其
方
え
可
ヒ
這
候
旨
申
候
条
ヒ
得
其
意
弥
人
数
等
御
馳
走
肝
要
候
恐
憧
謹
言

七

月

十

一

日

羽

柴

築

前

守

秀

吉

判松
井
胃
助
殿

同
七
月
、
玄
旨
都
に
至
、
於
本
能
寺
信
長
の
追
悼
連
歌
興
行
す
。

墨

染

の

タ

や

名

残

袖

の

露

幽

斎

玄

旨

玉

ま

つ

る

野

の

月

の

穐

風

聖

護

院

道

隆

あ
け
か
へ
る
か
け
の
松
虫
音
に
鳴
て

同
九
月
、
丹
後
前
の
屋
形
一
色
義
有
、
忠
興
を
背
て
異
心
有
。
忠
興
、
城
下
に
呼
て
謁

し
て
自
討
す
。
一
色
の
家
士
、
日
置
主
殿
を
中
路
次
郎
左
衛
門
討
取
。
一
色
の
従
者
長
牧
忠

左
衛
門
、
忠
興
の
家
士
梶
平
七
を
切
殺
さ
ん
と
す
る
所
を
、
同
内
沢
村
才
八
討
取
之
。

一
色
の

従
者
は
三
十
七
人
、
忠
興
の
士
は
十
七
人
と
い
へ
共
、
義
有
亡
し
故
、
利
あ
ら
ず
し
て
過
半

討
ル
。
一
色
の
居
城
弓
朱
城
攻
手
は
忠
興
の
一
族
家
臣
長
岡
玄
番
、
松
井
、
有
吉
、
米
固
な

ど
云
ル
勇
士
共
を
遣
、
即
時
に
攻
落
ス
。
一
色
の
室
は
妹
子
な
れ
は
、
無
惹
帰
館
を
成
き
し
め
、

城
を
請
取
降
人
を
助
て
帰
陣
す
る
二
色
義
有
の
一
子
有
、
幼
少
に
し
て
盲
シ
給
ひ
、
後
は
愛
宕

下
坊
に
入
僧
と
な
る
。
幸
能
と
云
廿
五
歳
に
し
て
病
死
す
。

同
十
一
年
壬
正
月
、
瀧
川
左
近
将
監
一
益
秀
吉
と
戦
、
一
益
が
家
臣
佐
治
新
助
が
龍
た
る
勢

州
亀
山
城
を
攻
る
。
忠
興
の
軍
先
に
進
て
功
有
。
松
井
康
之
、
米
田
是
政
、
荒
木
下
兵
衛
正

清
、
石
寺
五
郎
右
衛
門
一
沢
村
才
八
、
松
井
三
平
次
な
ど
が
戦
。
石
寺
は
鉄
焔
に
あ
た
り
て

死
す
。
三
平
次
常
秀
は
討
死
す
。
周
囲
月
、
柳
瀬
合
戦
の
刻
は
、
忠
興
は
丹
後
よ
り
越
前
へ
渡

『南関紀開』r細川御伝記』20 

海
有
て
、
彼
国
の
一
撲
を
駒
め
給
へ
と
有
し
か
ば
、
空
ク
越
前
に
趣
ぬ
。
同
九
月
、
越
中
国
外

山
城
主
佐
々
陸
奥
守
成
政
、
秀
吉
を
叛
き
て
戦
、
忠
興
は
丹
後
に
在
て
家
士
松
井
、
有
吉
井
長

岡
玄
番
を
船
手
の
大
将
加
州
宮
の
腰
に
着
岸
。
忠
興
は
手
廻
の
者
斗
に
て
米
田
助
右
衛
門
を

従
へ
て
同
宮
の
腰
に
来
て
、
船
手
の
三
人
を
越
中
の
国
へ
差
遣
、
手
痛
ク
攻
討
取
、
首
数
の
注

文
、
秀
吉
感
賞
し
給
ふ
と
云
々
。
秀
吉
は
越
中
国
こ
ふ
く
山
と
云
所
に
本
障
を
す
へ
、
成
政

和
を
乞
、
降
人
に
成
て
飯
る
。
同
十
二
年
卯
月
朔
日
、
長
久
手
に
て
池
田
勝
入
父
子
、
森
武

蔵
守
討
死
に
付
龍
泉
寺
表
堀
尾
茂
助
を
置
給
と
い
へ
共
、
無
勢
成
故
に
秀
吉
馬
を
出
給
ふ
。

其
夜
の
明
ん
を
待
、
堀
尾
は
龍
泉
寺
を
引
払
ひ
退
ぬ
。
忠
興
、
堀
尾
が
跡
よ
り
殿
り
し
て
勇
力

を
あ
ら
は
す
。

同
年
、
尾
州
小
牧
の
合
戦
の
刻
、
於
二
重
堀
信
雄
の
家
士
大
槻
を
討
取
。
信
雄
の
士
、
大

原
文
蔵
と
云
兵
を
ば
、
忠
興
の
家
臣
米
田
助
右
衛
門
が
士
、
山
本
又
三
と
云
兵
、
鎚
下
に
討
取
。

秀
吉
、
感
状
を
山
本
に
給
は
り
弁
契
斗
付
の
侃
万
を
賜
。
忠
興
の
家
士
西
川
与
助
高
名
し
て

秀
吉
、
西
川
に
感
状
弁
契
斗
付
の
大
小
を
賜
ル
。
長
岡
玄
番
が
家
士
日
下
部
与
助
高
名
す
。

松
井
康
之
が
先
に
進
て
戦
功
有
。
家
士
園
部
与
市
助
、
弓
削
将
監
、
有
吉
立
行
が
家
士
大
石

清
蔵
高
名
す
。
信
雄
方
濃
州
冨
田
加
賀
野
井
の
城
主
弥
八
郎
を
秀
吉
攻
ら
る
。
忠
興
進
て
功

有
。
忠
興
の
家
士
高
名
を
顕
す
者
共
に
は
有
吉
太
郎
助
、
沢
村
才
八
、
杉
新
六
、
近
藤
久
五

郎
、
宇
治
甚
助
、
松
田
吉
兵
衛
、
秋
田
助
太
夫
、
手
負
に
玉
井
作
、
福
田
七
蔵
、
討
死
に
は

能
内
与
兵
衛
、
友
岡
山
三
郎
、
大
石
清
蔵
、
坂
井
彦
太
郎
、
其
外
の
輩
は
記
す
に
逗
あ
ら
ず
。

加
賀
野
井
の
大
将
分
平
井
駿
河
守
を
ば
、
二
丸
の
門
口
に
て
忠
興
之
家
士
沢
村
オ
八
組
臥
て
首

を
取
、
秀
吉
、
富
田
の
寺
内
大
キ
な
る
塚
に
上
り
居
給
ふ
に
御
目
に
懸
る
。
小
牧
、
加
賀
野

井
両
所
共
に
忠
興
の
戦
功
、
家
士
共
に
他
に
己
穴
な
る
働
を
秀
吉
感
賞
し
て
松
井
康
之
に
侃
万

を
給
ひ
、
加
賀
野
井
の
戦
は
五
月
三
日
也
。
翌
四
日
に
落
城
す
。

天
正
十
三
年
の
春
、
泉
州
積
善
寺
秀
吉
攻
給
の
刻
、
忠
興
専
戦
功
有
。
家
士
討
死
す
る
輩

に
は
武
藤
喜
左
衛
門
、
松
原
博
八
、
鉄
焔
に
あ
た
り
て
死
す
。
高
名
に
は
沢
村
才
八
。
同
十

月
詔
し
て
玄
旨
法
印
と
叙
す
。
其
後
、
従
二
位
に
任
じ
て
二
位
の
法
印
と
称
す
。
紀
州
太
田

城
秀
吉
水
責
の
時
、
忠
興
専
戦
功
を
励
す
。
濃
州
竹
が
鼻
の
城
、
秀
吉
水
攻
の
時
に
忠
興
力

戦
し
て
軍
功
を
励
す
。

天
正
十
四
年
、
秀
吉
城
州
西
岡
三
千
石
を
玄
旨
に
給
。
旧
領
を
思
ふ
が
故
成
べ
し
。

於
西
岡
内
三
千
石
刑
制
事
宛
行
之
就
全
可
有
領
知
也

天
正
十
四
四
月
朔
日

玄
旨
法
印

F
「
υ

秀
吉
書
判
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「
船
軍
に
は
具
足
を
不
着
し
て
康
之
至
剛
也
。船
の
中
に
て
は
甲
胃
を
不
帯
し
て
松
井
風
に
し

て
可
戦
」
と
官
一。
康
之
丹
後
へ
帰
る
。
感
賞
し
て
偏
万
を
給
と
な
り
。
同
月
、
信
長
丹
後
国
一
色

義
有
、
矢
野
氏
が
釆
地
を
沙
汰
し
、
藤
惟
任
、

E
C書
を
賜

丹
後
国
矢
野
藤
一
知
行
分
之
事
宙
前
申
上
員
数
四
千
五
百
石
相
渡
候

戦
功
者
也

す
。
忠
興
、
近
習
に
有
て
戦
功
。
駿
州
に
至
。
冨
士
の
人
穴
に
忠
興
入
て
見
る
。
同
三
月
十

一
日
、
勝
頼
も
亡
ぶ
。
同
五
月
、
秀
吉
陣
を
発
し
備
中
に
至
、
毛
利
家
の
所
々
の
城
を
陥
す
。

高
松
の
城
を
水
責
に
す
。
時
に
毛
利
右
馬
頭
輝
元
、
大
軍
を
率
雨
後
詰
せ
ん
と
す
。
秀
吉
、
安

土
へ
使
札
を
飛
し
、
加
勢
を
乞
。
信
長
命
じ
て
惟
任
日
向
守
、
筒
井
順
慶
、
長
岡
越
中
守
、
池

田
紀
井
守
、
中
川
瀬
兵
衛
等
備
中
に
趣
ん
と
す
。
同
月
、
信
長
の
三
男
三
七
信
孝
に
、
丹
羽

五
郎
左
衛
門
尉
を
相
添
て
、
南
海
道
を
平
順
せ
ん
が
為
、
摂
州
へ
発
向
す
。
同
月
廿
九
日
、
信
長

近
習
の
小
臣
等
百
五
拾
騎
齢
を
し
て
上
洛
、
本
能
寺
に
居
座
有
。
信
忠
も
入
洛
、
妙
覚
寺
に

居
す
。
同
六
月
朔
日
、
惟
任
日
向
守
、
光
秀
叛
逆
の
心
指
有
と
い
へ
共
、
士
率
に
深
く
隠
し
て
備
中
表

に
出
陣
之
由
を
称
し
て
、
壱
万
齢
の
軍
勢
を
率
而
丹
波
亀
山
の
城
を
出
て
、
信
長
を
拝
謁
せ
ん
が

為
入
洛
す
る
之
由
を
披
露
す
。
一
族
家
臣
等
に
談
じ
、
明
知
左
馬
助
、
斎
藤
内
蔵
助
を
先
鋒
と

し
て
、
同
二
日
上
洛
し
、
信
長
の
旅
館
本
能
寺

へ
暁
天
に
押
寄
攻
囲
、
信
長
の
近
臣
森
蘭
丸
、
高

橋
虎
松
な
ど
防
戦
死
す
。
其
鈴
の
宿
直
の
者
討
れ
ぬ
。
俄
の
事
な
れ
ば
来
救
ふ
者
な
し
。
信

長
自
分
出
て
戦
、
火
放
自
殺
す
。
御
歳
四
拾
九
歳
。

信
忠
、
妙
覚
寺
に
有
テ
惟
任
逆
心
之
由
を
聞
本
能
寺
へ
馳
向
時
に
、
村
井
春
長
軒
父
子
、
道
に

ム

て
信
忠
に
謁
市
本
能
寺
炎
上
す
る
事
を
告
、
信
忠
を
留
て
二
条
の
御
所
に
令
取
時
に
惟
任
二

条
の
御
所
を
攻
囲
む
。
信
忠
利
あ
ら
ず
し
て
自
害
し
給
。
御
歳
廿
八
歳
。
村
井
春
長
軒
等
数
軍

自
死
す
。
惟
任
一
戦
に
利
を
得
、
猛
威
を
振
ひ
、
早
速
に
参
内
し
、
洛
中
の
地
子
銭
を
免
ず
。

其
日
、
忠
興
備
中
に
馳
向
、
秀
吉
に
力
を
合
せ
ん
と
す
時
に
、
愛
宕
下
坊
幸
朝
飛
脚
を
馳
て

信
長
を
試
せ
ら
る
と
の
由
を
告
。
藤
孝
、
忠
興
甚
愁
傷
す
。
父
子
落
髪
す
。
自
是
藤
孝
は
幽

斉
玄
旨
と
号
。
光
秀
、
沼
田
権
之
助
を
使
と
し
て
藤
孝
、
忠
興
を
招
く
。
父
子
共
に
不
義
を

悪
て
沼
田
を
追
返
す
。
重
て
使
を
通
せ
ば
討
捨
ん
と
大
に
怒
給
。
権
之
助
其
後
光
秀
を
叛
ひ

て
藤
孝
の
士
と
な
る
。
以
後
、

一
按
の
為
に
害
せ
ら
る
。
松
井
康
之
、
明
知
左
馬
助
に
書
を

遣
て
義
絶
す
る
の
由
を
通
ず
。
丹
羽
長
秀
摂
州
に
在
。
藤
孝
、
忠
興
是
に
通
じ
て
堅
ク
義
を

守
る
。
松
井
康
之
、
播
州
へ
飛
脚
を
馳
、
秀
吉
に
通
ず
。
秀
吉
、
康
之
に
書
を
賜
。
是
よ
り
先
、

秀
吉
高
松
の
城
を
攻
給
。
毛
利
輝
元
、
既
に
秀
吉
の
武
威
に
恐
れ
て
備
中
、
備
後
、
伯
噌
を

渡
し
、
和
睦
せ
ん
と
乞
。
惟
任
叛
逆
の
由
、
長
谷
川
宗
仁
よ
り
秀
吉
に
告
ク
。
速
に
惟
任
を

追
伐
せ
ん
が
為
毛
利
氏
と
和
平
し
て
播
州
に
帰
ル
。
則
出
陣
し
て
摂
州
尼
崎
に
至
ル
。
三
七

信
孝
、
丹
羽
五
郎
左
衛
門
長
秀
、
池
田
信
輝
入
道
勝
入
、
高
山
右
近
長
房
、
中
川
瀬
兵
衛
清

秀
等
惟
任
退
治
之
儀
評
定
し
ぬ
勺
信
孝
は
信
長
之
三
男
、
丹
羽
、
池
田
は
信
長
の
老
臣
也
。

一14-

残
分
悉
令
遣
候

天
正
九
年
九
月
四
日

信
長
墨
印

一
色
知
行
今
度
出
来
分
前
後
引
合
弐
万
石
通
以
検
地
之
員
数
引
渡
候

輔
可
遣
候
也

残
分
長
岡
兵
部
太

第 23号

信
長
墨
印

惟
任
日
向
守
殿

同
九
年
中
、
松
井
康
之
丹
後
勢
を
帥
て
伯
噌
に
働
く
。
伯
州
は
毛
利
家
の
分
国
也
。
伯
城
に

川
口
形
部
少
輔
久
氏
、
大
崎
城
に
回
公
氏
、
備
前
守
等
楯
能
。
松
井
、
伯
城
を
攻
て
所
々
戦

ひ
、
得
勝
利
、
伯
城
に
押
詰
首
を
斬
事
数
多
。
城
下
放
火
而
敵
船
六
十
五
般
切
取
打
入
候
時

田
公
氏
勢
を
出
す
。
康
之
下
知
而
追
崩
し
、
大
崎
山
下
を
放
火
し
て
康
之
軍
功
を
顕
。
藤
孝

よ
り
信
長
へ
注
進
す
。
信
長
書
を
賜
。

折
紙
弁
松
井
注
進
状
加
披
見
候
伺
而
到
伯
州
表
深
々
相
働
伯
城
押
入
数
多
討
捕
之
悉
令

放
火
敵
船
六
拾
五
根
切
捕
之
由
尤
以
無
比
類
之
働
神
妙
候
然
市
打
入
候
刻
自
大
崎
城
罷

出
候
慮
則
追
崩
彼
山
下
焼
梯
之
旨
芽
以
感
情
不
浅
候
能
々
相
勇
弥
抽
粉
骨
候
様
可
申
聞

事
専
一
候
也

天
正
九
年
九
月
七
日

有明工業高等専門学校紀要

九
月
十
六
日

信
長
翠
印

長
岡
兵
部
太
輔
殿

松
井
康
之
等
、
出
雲
伯
噌
に
趣
、
毛
利
と
船
に
て
戦
、
討
取
事
数
般
、
生
捕
等
若
干
也
。

秀
吉
感
じ
給
。
藤
孝
此
旨
趣
を
安
土
に
使
節
を
献
し
信
長
に
告
。
信
長
賜
書
。
松
井
加
悦
を

感
ず
。松
井
胃
助
加
悦
勘
十
郎
重
市
於
雲
伯
境
目
相
働
敵
船
数
般
切
取
候
者
廿
五
人
被
討
捕
虜
等

之
注
文
弁
羽
柴
藤
吉
郎
折
紙
到
来
披
見
尤
以
無
比
類
粉
骨
誠
感
情
不
浅
両
人
共
忠
節
之

旨
能
々
可
申
聞
事
専
一
候
也

九
月
廿
四
日

信
長
墨
印

長
岡
兵
部
太
輔
殿

同
十
年
、
信
長
、
武
田
勝
頼
を
撃
ん
と
信
州
へ
発
向
。
藤
孝
、
丹
後
に
有
、
忠
興
、
一巧
等
供
奉



同
十
一
月
十
四
日
、
藤
孝
井
惟
任
、
光
秀
等
兵
を
合
、
村
重
が
伊
丹
城
へ
押
寄
て
戦
。
藤

孝
軍
を
進
て
撃
て
退
く
。
万
楠
山
に
陣
す
。
信
長
賜
書

従
伊
丹
罷
出
候
者
共
於
尾
崎
様
駄
申
越
候
委
曲
得
其
意
候

を
附
置
馳
走
之
由
無
油
断
段
可
然
候
猶
々
可
入
情
候
也

十
一
月
廿
日

丹
後
国
領
知
方
之
事
国
中
無
残
所
遂
札
明
諸
給
入
手
前
面
々
指
出
之
員
数
無
相
遣
宛
行

於
齢
分
者
其
方
任
覚
悟
軍
役
以
下
速
可
申
付
候
也

三
月
五
日

猶
以
聞
合
可
示
越
候

人

信
長
基
印

長
岡
兵
部
太
輔
殿

藤
孝
丹
州
を
治
、
前
屋
形
一
色
五
郎
義
有
も
幕
下
に
属
し
、
埼
と
し
、
二
男
長
岡
興
元
、
松

井
康
之
に
領
知
を
与
へ
、
米
国
是
政
、
有
吉
立
行
を
備
の
番
頭
と
し
、
国
政
を
行
ひ
給
。

同
年
六
月
廿
五
日
、
秀
吉
数
万
の
兵
を
帥
ひ
て
播
州
を
発
し
、
因
州
に
趣
、
鳥
取
城
を
攻
。

城
主
は
毛
利
家
吉
川
隆
久
、
森
下
道
守
、
中
村
春
次
等
也
。
藤
孝
、
信
長
の
命
を
奉
り
、
松

井
康
之
に
丹
後
の
兵
を
相
添
て
秀
吉
に
加
勢
を
成
す
。
鳥
取
の
城
下
湊
川
に
至
、
信
長
給
書

両
通
披
見
候
伺
為
八
朔
之
祝
儀
惟
子
二
袷
一
到
来
遠
路
懇
志
不
易
之
儀
芽
悦
入
候
次

因
州
面
賊
船
之
事
申
遣
候
慮
松
井
相
副
之
差
遣
候
由
尤
以
可
然
候
彼
是
於
見
参
之
時
可

申
候
也

（上）

信
長
墨
印

長
岡
兵
部
太
輔
殿

情
入
度
々
注
進
尤
以
感
悦
候
猶
々
惟
任
相
談
之
時
は
追
々
可
申
越
候
事
専
一
に
候
也

十

一

月

廿

日

信

長

墨

印

同
年
、
藤
、
丹
波
園
長
曽
左
衛
門
が
小
山
城
既
旦
大
槻
城
、
高
城
を
攻
て
抜
。
同
七
年
正
月

藤
孝
伊
丹
之
障
に
在
。
七
月
、
藤
孝
、
惟
任
と
同
陣
。
丹
波
嶺
山
城
を
責
落
す
。
同
八
年
、

藤
孝
丹
波
国
入
、
八
幡
山
城
に
居
す
。
去
年
信
長
、
丹
後
国
を
賜
ら
ん
と
約
す
。
丹
州
の
敵

城
二
十
五
を
抜
、
悉
く
平
ぐ
。
信
長
、
賜
書

至
其
国
早
々
参
着
之
由
尤
以
可
然
候
於
様
子
は
惟
任
方
よ
り
具
に
申
越
候
弥
相
談
政

道
彼
是
無
油
断
申
付
候
事
専
一
に
候
此
方
見
廻
遅
々
不
苦
候
尚
珍
敷
儀
候
は
v
可
注

進
候
也

円
ベ
リ

信
長
墨
印

長
岡
兵
部
太
輔
殿

廿
日
之
注
進
今
日
廿
三
到
来
披
見
候
伺
市
因
州
表
敵
罷
出
候
は
ず
可
出
陣
之
由
申
候
所

無
油
断
用
意
之
趣
尤
以
可
然
候
於
様
琳
惟
日
申
聞
候
キ
猶
々
心
掛
専
一
候
次
今
度

其
国
賊
船
依
申
付
彼
方
城
え
兵
糠
丈
夫
人
置
其
外
敵
船
等
追
込
雄
大
風
深
々
相
働
候
旨

是
又
肝
心
候
松
井
折
紙
も
披
見
候
弥
可
入
勢
之
由
可
申
聞
事
簡
要
候
次
南
方
働
之

儀
も
聞
届
候
也

七
月
廿
八
日

『南関紀聞』『細川御伝記』

八
月
十
三
日

信
長
墨
印

長
岡
兵
部
太
輔
殿

藤
孝
居
城
を
宮
津
に
築
ん
と
乞
。
信
長
答
書
云

折
紙
披
見
候
伯
而
其
表
之
儀
無
異
儀
由
尤
以
珍
重
候
然
ば
居
城
之
事
宮
津
と
申
地
可

相
時
之
旨
得
心
候
定
而
可
然
候
哉
就
夫
普
請
之
儀
急
度
由
候
惟
任
方
え
朱
印
造
候

間
令
相
談
丈
夫
に
可
申
付
儀
肝
要
候
次
は
十
五
日
至
大
阪
相
戦
幾
内
有
之
諸
城
大
略
令

破
却
候
漸
可
上
洛
候
間
猶
期
後
日
候
也

八
月
廿
一
日
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信
長
墨
印

長
岡
兵
部
太
輔
殿

国
士
吉
原
西
雲
は
藤
孝
に
異
心
有
。
光
秀
、
藤
孝
是
を
討
殺
す
。
信
長
、

賜
書
に
云

一
昨
日
廿
午
之
刻
え
注
進
今
日
申
之
刻
到
来
披
見
候
伺
而
其
国
吉
原
西
雲
不
罷
出
依

野
心
相
働
悉
果
候
由
尤
以
可
然
候
尚
々
高
事
無
油
断
調
儀
専
一
候
也

八
月
廿
二
日

信

長

墨

印
長
岡
兵
部
太
輔
殿

惟
任
日
向
守
殿

同
九
年
、
藤
孝
に
丹
後
之
国
中
属
士
の
釆
地
を
検
定
す
。
信
長
、

賜
書

信
長
墨
印

長
岡
兵
部
太
輔
殿

か
く
て
松
井
康
之
、
丹
後
勢
を
帥
ひ
て
来
ル
を
秀
吉
喜
び
給
。
脇
坂
甚
内
安
治
を
使
と
し
て
、

康
之
が
船
に
来
て
康
之
を
同
道
し
て
秀
吉
に
謁
見
す
。
湊
川
水
軍
の
事
を
つ
か
き
ど
ら
し
む
。

鳥
取
城
に
は
毛
利
家
よ
り
加
勢
と
し
て
水
軍
に
刷
れ
た
る
鹿
足
民
部
少
輔
を
将
と
し
、
戦
蟻

拾
般
穀
船
五
般
を
率
而
湊
川
に
至
る
。
康
之
是
を
聞
て
藤
孝
の
家
臣
桑
原
才
蔵
を
以
矩
投
て

敵
船
を
焼
し
む
。
康
之
甲
胃
を
脱
て
小
船
に
乗
偽
て
、
商
売
の
者
を
ま
ね
て
潜
に
鹿
足
か
船

に
近
付
、
乗
移
て
自
分
力
戦
す
。
是
よ
り
入
乱
て
戦
。
鹿
足
、
利
を
失
て
水
中
に
入
赴
去
。

康
之
が
家
僕
村
尾
四
方
助
、
小
船
を
走
し
め
て
追
付
、
村
尾
水
中
に
入
、
鹿
足
と
引
組
首
を

取
。
秀
吉
、
浅
野
弥
兵
衛
長
政
を
康
之
が
合
力
と
し
て
至
ら
し
む
。
軍
散
し
て
来
る
。
長
政

と
康
之
同
船
し
て
秀
吉
の
本
屯
に
来
り
、
康
之
が
首
其
外
討
て
取
。
首
級
生
捕
等
を
献
す
。

秀
吉
、
甚
康
之
を
感
ず
。
村
尾
に
感
賞
し
て
秀
吉
着
す
る
所
の
羽
織
を
給
る
。
秀
吉
ノ
云
、

八
月
廿
三
日
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下
津
水
練
を
得
た
る
が
故
に
、
組
討
に
岩
成
が
首
を
取
時
に
、
藤
孝
、
信
長
へ
岩
成
が
首
を

献
じ
ぬ
。
信
長
甚
感
じ
給
ひ
、
賜
テ
書
感
賞
し
弁
下
津
に
貰
金
百
両
授
給
と
な
り
。

レ

信
長
尾
州
へ
発
向
し
、
一
撲
を
平
ぐ
。
此
時
藤
孝
河
内
国
に
し
て
凶
徒
と
相
戦
、
長
嶋
へ

献
使
節
、
信
長
、
藤
孝
へ
賜
書
’

折
紙
拝
見
候
伺
河
内
三
ヶ
城
え
去
晦
相
働
候
慮
、
及
一
戦
首
少
々
討
捕
被
追
散
之
由
尤
に

候
猶
以
無
油
断
ヒ
心
掛
可
然
候
次
此
表
之
事
端
之
一
按
楯
龍
所
崩
出
候
之
旨
追
討
に

首
数
多
見
来
候
長
嶋
一
所
相
究
候
弥
詰
陣
申
付
候
条
近
日
可
為
落
居
候
就
夫
津
田

事
組
承
候
上
洛
之
問
可
相
談
候
委
細
済
可
申
恐
々
謹
言

八

月

三

日

信

長

墨

印

長
岡
兵
部
太
輔
殿

去
十
八
日
於
飯
盛
下
一
撲
等
被
討
捕
首
注
文
到
来
近
比
以
心
地
能
候
此
表
之
事
先
書
如

申
不
日
可
相
果
之
間
則
可
上
洛
候
ヒ
成
其
意
弥
馳
走
専
一
に
候
恐
々
謹
言

九

月

廿

三

日

信

長

墨

印

長
岡
兵
部
太
輔
殿

今
度
於
萱
振
被
討
取
首
注
文
到
来
加
披
見
候
誠
以
粉
骨
之
段
感
悦
無
極
候

一
に
候
恐
々
謹
言

同
五
月
、
信
長
大
坂
え
進
発
し
佐
久
間
信
盛
、
松
永
久
秀
、
長
岡
藤
孝
先
鋒
と
し
て
賊

徒
を
追
伐
す
。
藤
孝
軍
功
有
。
松
井
康
之
戦
功
を
抽
。
松
井
が
郎
従
松
井
与
左
衛
門
一
良
力

戦
し
て
信
長
ノ
直
に
預
ル
。
同
五
年
二
月
、
畠
山
貞
政
、
紀
州
岩
室
城
に
有
根
来
雑
賀
を
か

た
ろ
ふ
。
信
長
進
発
、
藤
孝
長
尾
に
し
て
先
鋒
し
大
に
勝
利
を
得
た
り
。
時
に
信
長
、
藤

孝
に
感
状
を
賜
ふ
。

作
日
於
長
尾
合
戦
令
先
駈
数
十
人
討
取
之
首
到
来
尤
以
神
妙
候

無
人
数
有
之
条
感
情
不
浅
候
猶
以
可
入
勢
候
也

一
一
月
廿
三
日

粉
骨
之
段
候
無
其
類
以
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信
長
墨
印

長
岡
兵
部
大
輔
殿

同
八
月
、
松
永
久
秀
、
同
久
通
、
和
州
信
貴
城
に
楯
龍
て
謀
叛
す
。
信
長
、
安
土
在
て
信

忠
数
万
の
軍
勢
を
率
る
。
和
州
に
発
向
。
松
永
暫
く
相
戦
。
勢
尽
て
同
十
月
久
秀
自
害
す
。

久
通
は
被
生
捕
て
訴
伐
せ
ら
れ
ぬ
。
時
に
松
永
が
一
族
、
森
海
老
名
等
河
内
国
片
岡
の
城
に
楯

龍
。
信
長
の
命
に
依
て
惟
任
、
光
秀
、
長
岡
藤
孝
馳
向
。
同
十
月
城
を
陥
す
。
松
井
康
之
先

に
進
て
戦
功
有
。
藤
孝
の
長
子
与
一
郎
忠
興
十
五
歳
斬
敵
得
首
級
。
家
臣
有
吉
平
吉
立
行
、
米

田
助
右
衛
門
是
政
力
を
尽
し
戦
。
下
津
権
内
一
通
討
死
す
。
城
終
に
漬
ぬ
。
信
長
、
藤
孝
に

書
を
賜
一
昨
日
朔

- 12 -
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弥
戦
功
専

信
長
墨
印

長
岡
兵
部
太
輔
殿

粉
骨
之
段
神
妙
候
猶
以
可
抽
戦
功
也

信
長
墨
印

長
岡
兵
部
太
輔
殿

同
十
月
五
日
、
藤
孝
信
忠
に
従
ひ
、
和
州
信
貴
成
を
攻
。
同
年
丹
波
に
藤
孝
出
陣
し
、
籾
井
、

萱
城
を
討
取
。
同
年
正
月
至
安
土
城
茶
会
設
殿
主
を
見
せ
し
め
給
ふ
。
同
五
月
、
藤
孝
播
州

へ
発
向
し
て
高
砂
過
に
屯
す
。
信
忠
、
毛
利
家
と
戦
。
上
月
城
を
捨
て
書
写
山
に
向
ひ
、
神

木
城
を
破
却
し
、
志
方
の
城
を
攻
む
。
藤
孝
、
織
田
信
雄
と
城
東
山
に
有
て
戦
功
有
。
橋
ユ

テ
陣
ノ
内
和
歌
を
詠
し
、
発
句
を
作
て
藤
孝
箪
労
を
慰
む
。

同
十
月
、
荒
木
摂
津
守
村
重
謀
叛
す
。
藤
孝
、
松
井
胃
助
康
之
を
し
て
安
土
へ
趣
し
め
、

密
事
を
告
ク
。
康
之
、
信
長
を
拝
謁
し
、
村
重
逆
心
を
告
。
藤
孝
に
信
長
賜
書
、
其
状
云

就
津
国
新
祝
切
々
様
鉢
申
越
候
懇
切
之
儀
祝
着
候
其
時
宮
内
卿
法
印
万
見
仙
千
世
遣

之
候
弁
惟
任
日
向
守
申
含
越
置
候
キ
相
談
候
市
外
聞
可
然
之
様
気
遣
専
一
候
委
曲
松
井

可
申
候
也

九
月
廿
四
日

片
岡
城
乗
明
数
多
首
注
文
到
来
候

十
月
三
日

信
長
墨
印

長
岡
兵
部
太
輔
殿

同
三
年
八
月
、
信
長
越
前
に
発
向
し
、
朝
倉
が
齢
党
を
平
ぐ
。
加
州
を
も
攻
取
専
戦
功
を

励
す
。
周
年
九
月
、
丹
波
国
之
内
桑
田
、
船
井
両
郡
を
藤
孝
に
加
給
。
同
四
年
、
摂
州
大
坂

本
願
寺
光
佐
、
信
長
に
不
順
。
時
に
、
佐
久
間
、
荒
木
、
惟
任
、
藤
孝
を
遣
て
攻
き
す
。
藤

孝
森
口
表
へ
押
寄
、
放
火
し
、
於
所
々
相
働
。
光
佐
、
木
津
、
難
波
に
城
を
構
て
相
戦
、
在

障
す
る
事
久
し
。
同
七
月
大
坂
よ
り
一
族
出
張
す
。
藤
孝
追
散
、
番
船
等
を
押
取
時
に
藤
孝

八
朔
の
祝
詞
に
使
節
を
安
土
へ
献
ず
。
信
長
賜
書

為
八
朔
之
祝
儀
雌
子
二
生
絹
懇
切
之
至
殊
佳
例
令
祝
着
候
次
従
大
坂
罷
出
候
一
撲
即
追

討
首
三
被
討
捕
彼
近
辺
へ
ヒ
嘉
之
由
尤
以
可
然
候
船
以
下
迄
ヒ
取
之
趣
無
由
断
候
条
感

悦
候
猶
馳
走
専
一
候
委
細
福
富
可
申
也

七
月
廿
九
日

十
月
廿
五
日

信
長
墨
印

長
岡
兵
部
太
輔
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拐
、
無
事
故
、
若
州
武
田
大
膳
太
夫
義
統
、
不
屑
に
し
て
逆
徒
追
伐
乃
事
ゆ
か
ず
。
又
、

義
昭
、
若
州
を
出
、
藤
孝
供
奉
而
越
前
国
に
趣
、
朝
倉
左
兵
衛
督
義
景
を
頼
て
暫
滞
座
成
け

る
。
朝
倉
は
将
軍
家
厚
恩
の
者
也
。
然
ば
義
景
は
便
僚
に
し
て
義
昭
を
不
敬
而
、
軽
疎
に
す
。

時
に
藤
孝
は
義
景
が
所
行
不
儀
成
事
を
知
て
、
義
昭
に
訴
へ
、
藤
孝
井
上
野
中
務
太
夫
清
信
、

両
使
節
と
し
て
美
濃
国
岐
阜
に
趣
、
御
内
書
を
封
し
て
織
田
上
野
助
信
長
を
頼
む
。
信
長
悦

て
両
使
に
謁
し
、
浅
井
備
前
守
、
不
破
河
内
守
を
使
節
に
相
添
て
義
昭
を
奉
迎
。
義
昭
江
州

に
滞
座
之
内
、
藤
孝
、
信
長
に
通
置
給
が
故
也
。
拐
、
藤
孝
、
清
信
、
越
州
に
帰
る
。

永
禄
十
一
年
七
月
、
義
昭
越
州
を
、
濃
州
正
立
寺
に
着
座
也
。
信
長
馳
参
ぬ
。
義
昭
対
面

し
、
藤
孝
を
し
て
弥
頼
ぬ
。
同
八
月
、
信
長
、
藤
孝
、
江
州
へ
発
向
し
、
佐
々
木
承
禎
に
使

を
遣
、
三
好
追
伐
の
議
を
談
と
い
へ
共
、
佐
々
木
不
請
合
し
て
止
ぬ
。
信
長
、
藤
孝
、
岐
阜

に
帰
る
。
同
九
月
、
尾
張
、
美
濃
、
伊
勢
、
コ
一
ヶ
国
の
軍
勢
を
引
率
而
重
て
江
州
へ
発
向
す
。

藤
孝
も
信
長
も
力
を
合
、
佐
々
木
と
所
々
に
て
相
戦
。
藤
孝
進
て
戦
功
有
。
箕
作
の
城
、
遂

ヲ
ト

に
陥
す
の
時
、
松
井
胃
助
純
一
附
糊
純
一時
寸
康
之
先
に
進
て
鑓
を
合
、
戦
功
有
。
義
昭
胃
助
を
召

て
感
賞
す
。
其
兄
松
井
新
次
郎
勝
之
は
義
輝
の
為
に
義
死
せ
し
故
、
殊
更
義
昭
懇
情
深
し
。

佐
々
木
承
禎
、
同
義
弼
逐
電
す
。
信
長
数
日
を
不
歴
し
て
、
江
州
平
均
の
事
を
感
じ
給
、
夫

よ
り
信
長
威
儀
を
つ
く
ろ
ひ
、
義
昭
、
入
洛
の
供
奉
た
り
。
義
昭
、
清
水
寺
に
着
座
。

同
十
月
、
信
長
摂
州
へ
発
向
し
、
逆
徒
三
好
を
退
治
す
。
三
好
一
族
楯
龍
、
沼
の
城
を
攻

落
す
。
三
好
終
に
敗
北
而
泉
州
に
走
隠
る
。
松
永
久
秀
、
同
久
通
等
降
人
と
成
て
、
信
長
の

幕
下
に
属
す
。
藤
孝
、
義
昭
の
供
奉
而
謀
い
み
じ
。
義
昭
、
信
長
帰
洛
。
義
昭
、
六
候
本
国

寺
に
居
座
し
給
。
信
長
は
岐
阜
へ
帰
城
す
。
同
月
十
八
日
、
義
昭
を
参
議
左
中
将
従
四
位
下

征
夷
大
将
軍
に
任
ず
。
抑
、
逆
臣
を
退
、
天
下
を
再
興
し
、
義
昭
を
武
将
に
備
る
事
、
是
偏

に
藤
孝
の
多
年
忠
功
積
る
が
故
也
。
然
共
、
藤
孝
へ
は
さ
せ
る
賞
を
も
与
へ
不
給
、
便
俵
邪

僻
の
輩
を
集
、
不
知
文
道
、
武
道
を
忘
、
酒
宴
遊
興
を
の
み
事
と
し
給
ふ
。
藤
孝
大
に
歎
て

よ
り
／
l

＼
に
諌
給
ふ
と
い
へ
共
、
許
容
な
く
し
て
不
快
也
。

ヒ
サ

角
て
、
逆
徒
三
好
は
公
方
義
輝
を
奉
殺
し
、
よ
り
以
来
武
威
遠
境
に
振
ひ
、
義
栄
を
武
将

と
仰
ぎ
し
。
義
栄
は
病
に
依
て
卒
し
ぬ
。
剰
、
摂
州
所
々
の
城
は
義
昭
、
信
長
に
落
さ
れ
、

泉
州
に
隠
れ
て
空
敷
月
日
を
送
し
が
、
義
昭
六
条
に
仮
に
住
居
の
由
を
聞
、
一
族
共
色
相
催
、

永
禄
十
二
年
正
月
六
日
、
六
候
本
国
寺
に
押
寄
、
六
僚
に
は
三
糊
大
和
守
藤
英
卒
に
不
知
而

相
戦
、
無
勢
に
し
て
危
し
時
に
、
藤
孝
青
龍
寺
よ
り
味
方
を
催
し
、
桂
川
辺
に
て
戦
。
松
井

康
之
戦
て
其
刻
三
好
敗
し
ぬ
。

義
昭
、
藤
孝
の
戦
功
を
感
じ
、
再
、
松
井
を
召
て
酒
な
ど
を
賜
ひ
、
勇
力
を
感
じ
給
。
此
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事
信
長
聞
給
ひ
、
上
洛
し
、
義
昭
に
謁
し
、
戦
の
次
第
を
問
。
藤
孝
の
後
詰
を
感
給
。
同
二

月
よ
り
、
信
長
、
近
国
の
諸
士
に
命
じ
て
二
保
元
の
御
所
を
四
方
一
町
広
め
さ
せ
、
堀
、
石

垣
、
御
殿
に
至
迄
、
其
便
に
応
じ
、
沙
汰
し
、
相
築
、
義
昭
よ
り
上
野
中
務
太
輔
清
信
を
し

て
諸
士
に
令
下
知
、
藤
孝
、
三
淵
、
沼
田
の
一
族
、
北
の
方
を
請
取
相
営
む
。
清
信
が
家
人
、

藤
孝
近
隣
の
歩
卒
と
口
論
し
、
喋
を
投
打
、
藤
孝
の
幕
中
に
投
入
。
藤
孝
の
郎
従
驚
騒
ぐ
時

に
、
三
淵
、
沼
田
の
一
族
、
上
野
と
細
川
喧
時
と
思
、
直
に
清
信
方
に
討
懸
る
。
清
信
こ
ら

へ
ず
し
て
逃
走
時
に
、
清
信
此
事
を
将
軍
家
へ
訴
へ
、
藤
孝
が
諌
言
を
心
う
く
思
百
折
な
れ

ば
、
幸
に
藤
孝
を
追
伐
せ
ん
と
す
。
信
長
、
甚
ダ
将
軍
家
を
諌
て
此
事
や
み
ぬ
。
難
然
、
将

軍
家
不
快
し
て
近
習
に
命
じ
て
討
せ
ん
と
す
。
夫
よ
り
し
て
信
長
藤
孝
に
通
じ
て
隣
み
を
深

す
。
将
る
後
は
信
長
の
幕
下
に
属
し
ぬ
。
拐
、
無
程
御
所
は
造
り
早
ぬ
。
将
軍
家
移
給
ぬ
。

信
長
は
岐
阜
に
帰
城
し
給
ひ
、
木
下
藤
吉
秀
吉
を
留
て
将
軍
家
を
衛
護
す
。

同
六
年
、
将
軍
家
従
三
位
大
納
言
に
昇
進
す
。
元
亀
四
年
、
将
軍
家
信
長
不
快
に
し
て
、

武
田
、
上
杉
、
朝
倉
、
浅
井
等
に
御
教
書
を
下
し
て
、
信
長
追
伐
の
意
を
議
す
。
時
に
信
長

大
に
怒
て
丘
ハ
を
率
て
上
洛
す
。
将
軍
家
和
を
乞
。
信
長
是
を
許
し
て
岐
阜
に
帰
る
。
同
七
月
、

和
平
破
て
将
軍
家
宇
治
の
真
木
嶋
に
城
を
構
て
信
長
に
敵
す
。
信
長
大
軍
を
率
而
入
落
。
藤

孝
も
信
長
の
催
に
随
と
い
へ
共
、
臣
た
る
道
を
思
ひ
、
真
木
嶋
に
は
不
向
。
信
長
、
真
木
嶋

へ
押
寄
る
。
将
軍
家
、
一
戦
に
討
負
て
秀
吉
を
頼
て
命
乞
。
信
長
赦
し
て
河
内
に
送
る
。
将

軍
家
剃
髪
而
義
昭
を
改
、
昌
山
と
号
。
足
利
の
家
は
此
時
、
既
に
絶
た
り
。

同
月
、
山
城
国
壱
万
石
之
地
、
藤
孝
に
賜
謹
書

今
度
被
戦
信
長
被
抽
忠
節
神
妙
之
至
候
伯
城
州
之
内
限
桂
川
西
地
之
事
一
職
申
談
候

全
領
地
不
可
有
相
違
之
状
如
件
元
亀
四

z
i
 
－－ 

七

月

十

日

信

長

朱

印

細
川
兵
部
太
輔
殿

藤
孝
入
西
岡
、
士
豪
之
士
属
す
る
に
、
物
集
女
宗
人
、
我
地
代
々
伝
領
す
と
て
、
藤
孝
に

不
服
。
松
井
康
之
、
物
集
女
を
計
討
て
庇
を
蒙
ル
。
是
よ
り
西
岡
を
領
す
。
藤
孝
、
長
岡
に

居
住
し
、
改
氏
、
長
岡
と
称
す
。

同
年
、
天
正
に
改
元
。
藤
孝
の
家
臣
、
松
井
胃
助
康
之
を
沼
田
上
野
助
光
長
が
娘
に
令
嫁

て
領
知
を
加
与
ふ
。
同
年
七
月
二
十
七
日
、
城
州
淀
の
城
に
、
三
好
が
一
族
岩
成
主
税
頭
古

通
、
楯
龍
時
に
、
信
長
、
藤
孝
に
命
じ
岩
成
を
討
し
む
。
藤
孝
、
軍
兵
を
率
て
、
淀
の
城
にカス

押
寄
、
謀
を
能
市
勝
利
を
得
た
り
。
山
石
成
打
負
て
自
出
て
相
戦
。
藤
孝
の
郎
従
下
津
権
内
一

通
、
透
を
窺
ひ
、
橋
の
上
に
し
て
岩
成
と
引
組
、
川
中
に
落
入
。
岩
成
至
剛
な
り
と
い
へ
共
、
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O
附
録

土
俗
目
。
南
関
御
番
所
よ
り
今
の
御
境
固
ま
で
は
二
十
五
町
、
其
内
熊
本
よ
り
十
一
里
自

の
一
里
塚
、
御
番
所
よ
り
十
七
町
余
に
あ
り
。
此
処
よ
り
御
境
固
ま
で
八
町
余
あ
り
。
背
戸

よ
り
市
瀬
の
川
迄
三
町
雄
一
比
一
山
一
川
崎
百
三
池
郡
上
尻
村
に
河
流
る
。
橋
あ
り
。
そ
れ
よ
り
北
ノ

闘
の
前
ま
で
二
町
有
。
此
村
は
づ
れ
に
柳
川
よ
り
四
里
目
の
一
里
塚
あ
り
。
是
よ
り
三
町
程

先
に
田
尻
因
幡
守
種
員
討
死
の
所
に
石
塔
あ
り
。
是
は
文
禄
二
年
に
立
花
家
士
と
戦
ひ
て
死

し
た
り
と
か
や
。
此
処
に
二
間
程
の
河
あ
り
。
此
所
よ
り
二
町
程
先
に
三
ツ
峯
村
あ
り
。
三

ツ
峯
村
よ
り
二
町
斗
り
に
白
井
河
あ
り
。
そ
れ
よ
り
原
町
と
て
家
数
回
十
軒
程
有
。
其
次
に

日
あ
け
河
流
る
。
橋
あ
り
。
其
次
に
野
町
と
て
馬
町
あ
り
。
北
の
出
口
に
柳
川
よ
り
三
里
目
の

一
里
塚
あ
り
。
夫
よ
り
赤
坂
と
い
ふ
坂
あ
り
。
次
を
広
田
村
と
い
ふ
。
次
を
松
原
村
と
い
ふ
。

此
処
に
加
藤
清
正
の
陣
所
あ
り
。
次
を
藤
尾
村
と
い
ふ
。
是
よ
り
本
吉
村
清
水
寺
に
行
道
あ

り
。
行
程
一
里
余
有
り
。
次
に
大
竹
村
七
八
閉
め
堀
あ
り
。
橋
あ
り
。
瀬
高
下
の
庄
村
船
渡

し
川
上
の
庄
町
二
百
軒
、
町
口
下
久
米
村
此
処
に
も
清
正
の
陣
処
跡
あ
り
。
其
次
白
鳥
村
徳

益
村
鎌
船
津
村
高
畠
村
柳
川
口
瀬
高
川
同
町
な
り
。

（上）r南関紀聞』「細川御伝記』

右
に
土
俗
の
説
と
記
せ
る
は
、
外
目
村
伊
左
衛
門
物
語
を
載
た
る
也
。
此
書
の
草
稿

を
ば
伊
左
衛
門
望
に
任
せ
て
与
ふ
る
処
に
、
近
年
人
の
為
に
ぬ
す
み
と
ら
る
。
此
故
に

伊
左
衛
門
子
藤
三
郎
、
予
が
許
に
来
り
て
頻
り
に
請
故
、
辞
し
が
た
く
て
二
度
写
し
て

イ
ソ
ジ

是
を
応
ず
。
予
が
齢
も
既
に
五
十
に
及
ぴ
ぬ
れ
ば
、
筆
を
染
る
事
心
に
任
せ
ず
と
い
へ

キ
ヲ

ど
も
、
し
ひ
て
是
を
書
は
身
後
不
朽
の
形
見
物
と
せ
ん
事
を
思
へ
ば
也
。
必
／
＼
是
よ

り
の
後
、
他
見
を
ゆ
る
さ
る
ま
じ
き
も
の
也
。
若
又
他
見
せ
し
め
ら
れ
紛
失
に
及
ば
ゾ

予
が
志
し
を
空
し
く
せ
ら
る
、
に
似
た
り
。
謄
写
の
序
に
思
ふ
所
を
終
り
に
し
る
し
て

是
を
告
と
い
ふ
。

細
川
宣
紀
公
武
臣
鳥
鋭
首

享
保
五
年
五
月
十
一
日

井
沢
十
良
左
エ
門
長
秀

外
目
村藤
三
郎
殿

天
保
十
四
卯
仲
秋
南
関
町
色
木
金
作
ヨ
リ
借
請
写
取
之

服
部
姓

細
川
御
伝
記

細
川
兵
部
太
輔
藤
孝
入
道
幽
斎
は
、
清
和
源
氏
八
幡
太
郎
義
家
之
後
胤
、
細
川
讃
岐
守
頼

春
之
二
男
右
馬
頭
頼
有
よ
り
七
代
、
細
川
刑
部
太
輔
元
有
之
養
息
也
。
実
は
、
三
淵
伊
賀
守

カ
ス

晴
員
入
道
源
宗
薫
之
二
男
也
。
母
は
、
舟
橋
大
外
記
清
原
宣
賢
之
女
也
。
家
伝
三
淵
氏
は
室

町
幕
府
之
落
胤
也
と
称
ス
。

ア
キ

藤
孝
は
、
柳
営
義
晴
・
義
輝
・
義
昭
に
仕
へ
り
。
近
習
之
役
勤
後
は
申
次
之
役
と
成
、
武

事
之
外
芸
才
多
シ
。
古
今
和
歌
集
、
藤
原
実
枝
受
て
歌
学
の
秘
離
を
極
、
廷
臣
、
武
臣
等
従

第
す
る
者
甚
多
、
弓
馬
を
能
シ
、
倭
国
武
将
之
躍
式
を
知
れ
り
。

天
文
十
八
年
、
三
好
が
乱
に
藤
孝
十
六
歳
戦
功
有
。
義
晴
の
供
奉
し
て
江
州
へ
至
ル
。
永

禄
八
年
五
月
十
九
日
、
三
好
長
慶
反
逆
、
其
子
左
京
太
夫
義
継
家
臣
松
永
等
、
軍
勢
を
催
し
、

二
保
之
御
所
を
攻
囲
、
警
衛
之
武
士
雄
防
戦
、
利
あ
ら
ず
し
て
、
沼
田
上
野
助
光
長
、
松
井

新
次
郎
勝
之
、
治
部
三
郎
左
衛
門
藤
通
戦
死
す
。
義
輝
自
出
て
戦
ひ
、
火
を
放
て
営
を
焼
て

莞
じ
給
ぬ
。
角
て
、
三
好
は
君
を
試
し
、
心
の
偉
に
行
ひ
、
義
輝
の
弟
南
都
一
乗
院
学
慶
、

北
山
鹿
苑
寺
周
最
を
討
し
め
ん
と
す
。
周
回高
を
出
京
き
せ
て
、
平
田
某
、
殺
す
。
南
都
へ
士

率
を
趣
し
め
、
一
乗
院
を
相
因
。
藤
孝
は
今
度
公
方
莞
去
之
節
、
宮
中
に
不
在
合
事
を
悔
、

一
度
覚
慶
を
取
立
、
凶
徒
を
追
伐
せ
ん
と
思
、
急
南
都
へ
趣
ぬ
。
然
共
、
早
、
三
好
相
囲
、

藤
孝
計
策
を
廻
し
、
米
田
宗
賢
を
し
て
内
に
入
て
、
覚
慶
の
近
習
に
約
諾
し
て
深
更
に
及
て
、

覚
慶
、
藤
を
供
而
出
奔
す
。

春
日
山
を
越
、
江
州
甲
賀
郡
和
田
伊
賀
守
が
館
に
入
て
、
佐
々
木
入
道
承
禎
を
頼
て
還
俗

し
、
義
秋
と
号
。
後
に
改
テ
義
昭
ト
ス
。
同
国
、

矢
嶋
郷
に
移
て
暫
被
居
住
時
に
、
志
の
士
、

漸
々
に
馳
参
ル
。
斯
て
藤
孝
は
逆
徒
三
好
退
治
事
、
佐
々
木
に
時
々
す
、
め
給
ふ
と
い
へ
共

許
容
せ
ず
。
剰
、
承
禎
が
一
子
右
衛
門
尉
義
弼
、
密
に
三
好
に
通
じ
、
義
昭
を
殺
さ
ん
と
計

る
。
藤
孝
、
佐
々
木
が
隠
謀
之
由
を
聞
、
義
昭
卿
に
詔
て
諸
士
を
分
散
し
て
、
永
禄
十
年
八

月
、
僅
近
習
七
八
人
を
し
て
八
嶋
を
出
る
。

若
州
へ
赴
、
及
日
暮
、
山
田
乃
浦
に
着
。
蟻
ひ
急
ぐ
と
い
へ
共
、
夜
に
入
し
故
に
や
、
亦

は
佐
々
木
通
じ
置
し
に
や
、
浦
人
船
を
出
き
ず
し
て
、
さ
す
ら
ひ
き
。
今
も
や
追
手
の
来
る

ら
ん
と
、
供
奉
の
人
々
安
き
心
も
な
か
り
け
り
。
藤
孝
、
浦
人
に
青
銅
を
あ
た

へ
頼
給
へ
ば
、

欲
心
の
輩
候
て
、
船
頭
を
致
し
湊
を
出
給
ふ
。
藤
孝
、
取
あ
へ
ず

よ
る
へ
な
き
身
と
な
り
ぬ
れ
は
し
は
な
ら
ぬ

海
の
面
に
も
う
き
め
見
る
か
な

- 10 -



土
俗
説
日
。
慶
長
五
年
石
田
乱
の
時
、
鍋
嶋
、
立
花
と
合
戦
に
及
び
し
が
、
清
正
其
扱
ひ

と
し
て
筑
後
に
赴
き
帰
国
の
瑚
り
、
南
関
高
原
と
い
ふ
処
に
上
り
自
ら
縄
張
し
て
新
城
を
築

か
せ
ら
る
。
此
時
美
作
縄
張
の
相
手
と
な
る
と
い
へ
ど
も
、
清
正
の
心
に
不
叶
。
故
に
美
作

が
下
人
近
藤
勘
左
衛
門
と
い
ふ
も
の
を
呼
び
出
し
て
相
手
と
せ
ら
れ
、
清
正
の
心
に
叶
ひ
け

る
故
感
悦
せ
ら
れ
、
知
行
を
あ
た
へ
ら
れ
し
也
。

第 23号

（
三
こ

O
美
作
桂
一
斗
東
光
院
一
附

i
関
町
一
事

土
俗
説
日
。
美
作
城
の
か
た
わ
ら
に
東
光
院
を
建
立
す
。
本
妙
寺
の
末
寺
に
て
日
蓮
宗
な

り
。
美
作
配
流
の
後
に
、
寺
廃
せ
り
。
娘
一
町
一
日
叶
げれ官

同
く
十
回
剛
山
獄
の
麓
に
五
十
五
聞
の
町
を
引

て
南
関
町
を
立
る
。
今
の
上
町
中
町
也
。
哩
只
な
美
作
時
代
に
立
添
た
る
は
今
の
田
町
也
。
悦
帥

U

尚一
γ
…
仲
間
砂
川
可
其
後
次
第
に
立
そ
へ
て
凡
百
聞
に
余
れ
り
。

有明工業高等専門学校紀要

士
三
ご

O
茨
与
の
事

土
俗
説
日
。
慶
長
十
六
年
十
一
月
晦
日
、
豊
後
国
の
盗
賊
茨
与
と
号
し
た
る
内
六
人
関
町
に

来
て
狼
籍
を
成
し
げ
る
に
、
美
作
が
家
人
松
野
三
四
郎
と
い
ふ
者
出
合
ふ
て
、
憎
き
奴
原
成

一週二
（主
一
一
寸
の
力
を
抜
て
切
て
懸
れ
ば
、
茨
与
共
打
笑
ひ
、
小
男
め
推
参
な
り
と
い
ふ
ま
も

ク
リ
サ
コ

に
六
人
共
に
三
尺
あ
ま
り
の
万
を
抜
、
悟
真
寺
の
門
前
よ
り
栗
迫
迄
の
聞
に
て
追
っ
か
へ
し
つ

切
合
し
に
、
三
四
郎
件
の
悪
党
二
人
切
り
伏
せ
其
身
も
深
手
九
ヵ
所
負
て
、
翌
十
二
月
朔
日

三
十
三
歳
に
て
死
し
た
り
。
残
る
悪
党
四
人
は
丸
山
に
遁
龍
り
け
る
を
、
美
作
が
家
人
追
々

に
駈
付
二
人
打
殺
す
。
一
人
を
ば
外
目
村
の
土
民
孫
左
衛
門
と
い
ふ
者
打
殺
す
。
一
人
は
筑

後
に
赴
行
と
い
ふ
。コ

ポ
タ

（
三
三
）

O
被
毅
新
城
附
美
作
被
流
刑
事

レ

二

一

二

一

土
俗
説
日
。
高
原
の
新
城
慶
長
五
年
よ
り
鍬
初
あ
っ
て
元
和
二
年
迄
城
半
迄
出
来
け
る
に
、

将
軍
家
よ
り
一
国
一
城
と
仰
出
さ
れ
し
故
、
此
城
を
も
こ
ぽ
ち
す
て
し
と
い
ふ
。
今
書
院
の

松
な
ど
い
へ
る
残
れ
り
。
元
和
九
年
に
美
作
と
加
藤
右
馬
之
允
と
争
論
に
及
ぶ
。
此
時
家
中

二
ツ
分
か
れ
不
和
に
成
り
、
俗
に
言
馬
方
牛
方
と
い
ふ
は
、
是
よ
り
は
右
馬
之
允
が
相
手
と

い
ふ
こ
と
に
て
牛
方
と
は
名
付
し
也
。
此
事
上
聞
に
達
し
、
美
作
非
分
に
極
り
、
越
後
国
に

流
さ
れ
、
其
子
丹
後
は
出
雲
国
に
流
き
る
も
と
い
ふ
。
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（
三
四
）

O
南
関
村
寺
院
事

ム
柴
尾
山
西
福
寺

ク

そ
の
か
み
禅
剃
な
り
。
寺
尊
薬
師
は
行
基
菩
薩
の
一
木
を
以
て
三
躯
を
き
ざ
め
る
内
の
一

鉢
な
り
。
後
小
松
院
応
永
四
年
雲
渓
支
山
和
尚
の
開
基
な
り
。
世
姓
支
岐
の
種
族
な
る
故
に
、

岐
の
字
を
分
て
支
山
と
号
す
。
能
書
能
画
な
り
。
雲
渓
は
雪
村
和
尚
に
嗣
法
す
。
慶
長
年
中

セ
キ
ス
イ

月
湖
禅
師
中
興
た
り
。
月
湖
の
時
碩
瑞
に
請
ふ
て
月
湖
の
言
を
つ
く
ら
し
む
。

同
ム
之
後
州
南
関
柴
尾
山
西
福
精
舎
、
主
盟
十
点
首
島

5
1
4一。
遠
争
一
回
信
一

手

人
一

需
其
証
。
難
未
面
熟
、
不
能
固
辞
、
綴
小
伽
陀
、
宣
月
湖
之
言
云
。

一
一
一
均
十
7

レ
一一キ
7

ニ
一クヲン

レ
一
一
一
一
一
一
一
一
シ
円
高ノクミレ
〈一
タク（ウ

光
明
寂
然
知
午
前
北
。
久
遠
今
時
一肌
斥
休
。
忽
よ
一泉
山
一
少
駕
看
A

F

－
一
大
下
景
一
一
輪
秋
。

慶
長
十
八
暦
昭
陽
赤
臼
若
春
壬
正
月
如
意
珠
日
、
前
霊
鷲
第
六
世
幻
住
法
孫
小
比
工
鳳

ソ
フ
ミ
F
リ
ニ
ス

申
文
碩
瑞
護
題
。

月
湖
は
天
西
和
向
の
弟
子
也
。
此
時
に
は
筑
後
三
瀦
郡
立
石
村
寿
福
寺
の
刷
砕
け
一時
一
マ
末

寺
と
な
る
。
加
藤
清
兵
衛
薬
師
堂
を
再
建
し
、
山
薮
田
畑
を
寄
附
す
。
加
藤
美
作
落
去
の
後

無
禄
地
に
成
る
。
今
は
寺
廃
し
て
本
尊
薬
師
ば
か
り
草
堂
に
安
置
し
、
浄
土
宗
の
僧
一
心
こ

キザム

れ
を
守
る
。
十
二
神
将
あ
り
。
何
れ
も
延
徳
二
年
四
月
十
九
日
所
刻
。
願
主
橘
重
世
、
橘
実

勝
、
実
吉
、
久
吉
、
同
実
次
、
同
勝
吉
、
同
勝
実
、
同
千
代
、
雲
浄
本
玄
芳
妙
心
妙
吾
住
持

清
弘
、
工
山
本
久
吉
と
見
え
た
り
。

一
説
に
此
寺
は
大
津
山
資
基
が
所
建
也
と
い
ふ
。
未
分
明
。

ム
浄
葉
悟
真
寺

浄
土
宗
也
。
天
正
七
年
誠
養
長
老
開
基
。
本
尊
阿
弥
陀
は
安
阿
弥
が
作
な
り
。

ヅ
池
知
足
院
常
時
一
、
炉
問
司
諮
問
十
主
嵩

ゾ
ン

仏
A

龍
の
裏
に
、
玉
名
郡
松
風
関
知
足
院
本
尊
厨
子
二
子
、
大
檀
慶
当
城
督
加
藤
美
作
守
藤

原
正
次
、
番
匠
下
川
和
泉
入
道
浄
秀
。
慶
長
第
六
南
呂
十
一
如
意
吉
祥
日
。
当
住
寺
玄
中
由
又

寿
三
首
座
誌
之
と
あ
り
。

（
三
五
）

O
南
関
古
跡
の
事

ム
墨
す
り
河

カ
ナ
ワ
ソ
，
、
タ

金
輪
塚
と
て
三
ツ
釜
ち
た
る
山
の
間
よ
り
流
る
冶
故
に
す
み
す
り
川
と
名
付
。
歌
に

、ラカ

肥
後
の
国
す
み
す
り
河
や
硯
り
川
長
洲
腹
赤
は
浦
っ
、
き
世

ム
障
の
平

小
代
八
郎
行
平
、
三
池
五
郎
親
治
と
戦
し
所
也
。

ム
経
塚

加
藤
忠
広
の
家
臣
、
土
肥
源
左
衛
門

b
yは
大
乗
典
の
一
石
一
宇
を
納
る
所
也
。
日
一
一
掛
川
一

い
ふ。

- 9 -
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（ 

一
一一一） 

O
大
津
山
系
図

南
人
取
て
か
へ
し
て
半
弓
を
以
て
八
人
を
射
落
す
。
大
助
吉
内
は
漸
く
の
が
れ
城
に
入
る
。

帰
朝
の
後
、
八
人
の
者
共
が
為
に
経
塚
を
築
く
。
是
を
八
ツ
塚
と
い
ふ
な
り
。
一
山
町
一
統
一
的
百

こ
れ
を

同時ス。

大空
職面
冠詰
鎌喰

足E

7不宣
ヒ比藍
ト等管

｜位

手房警
4前互

｜議

7真主
主橋百

｜き位

2内詰
Z麿若

I~ 従位
7真警
±夏亙
参
議

二浜喜
オ雄Z

｜輔従五
位
下

家支
示弁

｜義

~iJH 
2蔭号

l従五位
下

ネ繁担
時寺

｜主位
下

手輔皇
道寺

｜従五位
下

有室
園芸

従

位

（
二
七
）

O
同
人
出
一
群
唐
津
一
事
。

土
俗
説
目
。
其
後
清
兵
衛
朝
鮮
に
お
ゐ
て
清
正
の
命
に
背
ひ
て
帰
朝
し
、
文
禄
二
年
肥
前

唐
津
に
出
奔
し
、
寺
沢
志
摩
に
属
す
。
此
清
兵
衛
甚
だ
士
民
を
あ
わ
れ
み
け
る
故
、
其
恩
を

知
れ
る
も
の
時
々
肥
前
に
行
て
安
否
を
問
し
と
い
ふ
と
な
り
。
清
兵
衛
奥
州
会
津
に
至
り
、

蒲
生
下
野
守
秀
行
に
仕
て
本
山

一
万
石
を
領
し
、
本
山
豊
前
守
と
改
め
し
と
也
。

右
清
兵
衛
直
政
が
花
押
を
得
た
り
。
左
に
載
ス
。
状
長
し
。
是
を
略
ス
。

六

月

八

日

消

丘

衛

直

正

岡

国

式
部
大
輔
従
三
位

資
業

実重
品同寺

:I: 工品岡E詰正
四
位
下

右
中
弁
正
四
位
下

実
光

手資五
長平
納
己

正

位

継
中
納
言
正

二

位

中

納
言一
正

三

位

中

納

言
正

二

位

中

納

吉
正

二

位

術

大

納

言
正
二
位

術
大
納
百
正
二
位

兼
光
｜
｜
｜
資
実

I
l
－
－
家
光
｜
｜
｜
資
直
｜
｜
｜
俊
光
｜
｜
｜
資
名

サ

ネ

ト

ン

。祖
資主
T基日

｜国守

経里
行登：丙

｜守

主経2
1稜￥

経堂
2方主

重差
経寺

資控
秋完

（上）

制
日
刊
守
．

4
｜
郵
貯

I
l－
－
祐
直
関
右
京
子
孫
正
明
後
筑
後
一
芳
関
氏
一

一

ス

ケ

幼

名

見

付

御

子

P

一

信

濃

守

「
｜
家
直
子
孫
佐
官
一

ハ
月
廿
二
日

泊
丘
ハ
直
政
岡
国

r南関紀聞』『細川御伝記』

消
兵
衛
直

正

問

団

- 8 -

（
二
四
）

O
加
藤
清
兵
衛
為
革
巌
城
代
事
。

土
俗
説
日
。
加
藤
清
正
入
国
の
時
、
高
山
獄
の
城
代
と
し
て
桑
原
清
八
を
置
る
。
清
八
後
に

加
藤
清
兵
衛
直
政
と
あ
ら
た
む
。
或
は
直
正
と
も
書
す
。
八
千
五
百
石
を
領
す
。

（
二
八
）

O
加
藤
美
作
為
域
事
。

土
俗
説
目
。
清
兵
衛
出
奔
の
後
、
玉
名
郡
小
代
の
城
代
加
藤
美
作
政
次
ほ
昨
日
攻
草
山
獄
の
城

代
と
せ
ら
れ
、
文
禄
二
年
三
月
よ
り
慶
長
五
年
迄
居
住
す
。
美
作
知
行
八
千
五
百
石
と
い
ふ
。

（
二
五
）

O
加
藤
清
正
朝
鮮
出
陣
勢
汰
事
。

土
俗
説
日
。
天
正
二
十
年
、
加
藤
清
正
朝
鮮
出
陣
之
時
、
墨
摺
河
の
東
船
林
と
い
ふ
小
高

タ

ケ

ヒ

ゲ

カ

タ

チ

き
処
に
上
り
て
着
到
を
記
き
し
む
。
清
正
は
長
六
尺
余
に
し
て
赤
嶺
あ
り
。
形
相
絵
に
書
る

鬼
の
如
し
と
い
ふ
。
其
側
に
津
田
三
四
郎
と
い
ふ
大
男
、
四
尺
八
寸
の
万
を
帯
て
唯
壱
人
拍

へ
た
り
。
着
到
支
配
は
井
上
大
九
郎
也
。
未
明
よ
り
始
て
薄
暮
に
終
る
。
其
勢
都
合
八
千
な

nリ

（
二
九
）

O
同
人
建
↓
立
大
津
山
明
神
拝
殿
－
事
。－

J
ノ

J
ノ

大
津
山
明
神
の
棟
札
目
。
肥
後
国
玉
名
郡
白
問
庄
大
津
山
関
、
奉
建
1

立
大
津
山
明
神
拝
殿
。

レ

二

一

子
時
文
禄
二
年
丁
酉
卯
月
十
八
日
、
大
檀
那
藤
原
朝
臣
美
作
守
、
藤
原
朝
臣
冬
種
、
松
尾
修

理
亮
敬
白
。
大
工
右
京
亮
。

ヒ
デ
り

土
俗
説
日
。
或
年
早
打
つ
ゾ
き
し
に
、
美
作
馬
に
乗
て
大
津
山
宮
の
社
人
が
許
に
行
て
、

レ
イ
ゲ
ン

明
神
は
霊
験
あ
ら
た
な
り
と
開
し
が
斯
る
早
魁
に
雨
を
ば
ふ
ら
せ
ら
れ
ず
や
と
悪
言
す

る
と
ひ
と
し
く
、
忽
ち
雲
た
な
引
、
雷
鳴
り
、
雨
う
っ
す
が
如
く
な
り
し
か
ば
、
美
作

大
に
驚
き
、
杜
領
十
石
を
寄
附
し
て
謝
し
け
る
と
な
り
。

（
二
六
）

O
加
藤
清
兵
衛
家
人
於
朝
鮮
蔚
山
討
死
の
事
。

ウ
ル

土
俗
説
目
。
加
藤
清
正
順
天
に
紘
一
城
の
時
、
一
加
藤
清
兵
衛
は
順
天
よ
り
五
里
隔
て
蔚
山
に

カ
ク
ナ
ミ

龍
城
せ
し
に
、
漢
南
人
お
し
戦
ふ
時
、
浅
野
左
京
大
夫
後
巻
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
漢
南
人
知
）ひ
か

イ
シ
ク
レ

た
く
思
ひ
引
取
を
、
清
兵
衛
が
子
大
助
、
家
人
石
九
里
吉
内
己
下
十
人
に
て
追
討
せ
し
は
、
漢

（三

O
）

O
南
関
高
原
被
良
一
新
城
一
事



め
、
山
の
上
に
別
に
道
を
付
、
往
来
を
吟
味
す
。
翌
十
四
日
、
高
瀬
の
願
行
寺
を
御
本
陣
と

定
メ
ら
る
。
此
所
に
於
て
御
使
を
以
て
、
大
津
山
家
稜
が
所
領
は
い
か
程
あ
り
や
と
御
尋
あ

り
し
に
、
三
百
十
二
町
と
言
上
せ
し
か
ば
、
何
れ
も
小
給
人
は
立
置
れ
ざ
る
事
な
れ
ど
も
、

筑
後
迄
御
迎
に
出
、
此
処
迄
案
内
せ
し
め
た
る
功
に
依
て
、
城
の
廻
り
に
て
五
十
町
下
し
賜

る
旨
仰
出
さ
れ
け
れ
ば
、
家
稜
、
辱
き
由
御
請
申
上
、
是
よ
り
薩
州
ま
で
御
供
を
望
み
け
れ

ど
も
、
と
く
／
＼
帰
て
返
っ
て
居
城
を
堅
固
に
守
る
べ
き
と
の
上
意
を
請
、
首
岡
山
獄
の
城
に
帰

る
と
い
ふ
。

第 23号

ご
八
）

O
家
稜
退
1

出
居
城
井
佐
々
藤
右
衛
門
為
城
代
事
。

一

一

一

一

一

一

土
俗
説
日
。
其
後
秀
吉
公
肥
後
国
を
佐
々
内
蔵
介
成
政
に
賜
ふ
。
後
に
陸
奥
守
と
改
む
。

成
政
申
さ
れ
け
る
は
、
国
士
の
中
に
て
大
津
山
家
稜
、
領
地
は
五
十
町
と
御
朱
印
に
見
へ
ぬ

れ
ど
も
、
関
赤
坂
に
て
は
既
に
六
十
町
に
余
れ
り
。
他
所
に
て
五
十
町
相
渡
す
べ
き
問
、
城

を
退
出
す
べ
き
旨
使
を
遣
し
て
い
わ
れ
け
れ
ば
、
家
稜
、
是
非
に
不
及
城
を
出
て
、
城
の
東

前
原
と
い
ふ
所
に
小
屋
を
か
け
て
移
り
ぬ
れ
ば
、
城
に
は
番
代
と
し
て
佐
々
藤
右
衛
門
を
入

ツ
カ

置
る
。
剛
一
作
一
明
一
大
配
拡
幅
一
間
関
肌
一
州
比
一町一
尚
一
川
」
剛
院一
刊
一
局
長
札
酬
峰
村
山U
町一一
円九一
川
町
…
ぽ
町
一
州
航
側
一
札
匂
M

附

右
衛
門
も
城
を
出
て

逐
電
す
と
い

ふ。

有明工業高等専門学校紀要

（
一
九
）

O
大
津
山
家
稜
龍
神
尾
城
事
。

土
俗
説
目
。
家
稜
は
秀
吉
公
よ
り
賜
れ
る
領
地
を
か
へ
ら
れ
、
代
々
相
続
ひ
て
住
せ
し
居

ノ

コ

カ

城
を
追
出
さ
れ
、
朝
暮
憤
り
思
ふ
処
に
、
家
稜
が
男
山
本
郡
下
野
の
城
主
内
空
間
鎮
房
が
方

よ
り
新
田
善
良
を
使
と
し
て
、
「
国
守
成
政
の
振
回
情
な
き
事
多
し
。
終
に
は
国
士
ど
も
を

押
倒
、
領
知
を
家
人
に
与
へ
ら
る
べ
し
。
所
専
叛
逆
を
思
ひ
立
、
恨
の
箭
を
射
か
け
て
討
死
せ

ん
と
思
ふ
也
。
足
下
も
同
心
せ
ら
る
べ
し
口
と
い
ひ
遣
し
け
れ
ば
、
家
稜
も
願
ふ
処
な
る
故
、

子
細
な
く
同
心
し
、
前
原
の
小
屋
を
こ
ぽ
ち
取
り
、
上
下
二
百
六
十
人
し
て
大
田
黒
神
尾
の

城
に
楯
龍
る
。
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（二

O
）

O
大
津
山
家
稜
被
諒
事
。

土
俗
説
日
。
家
稜
が
大
田
黒
神
尾
城
に
楯
寵
る
事
を
佐
々
藤
右
衛
門
が
方
よ
り
注
進
せ
し

モ
ラ

か
ば
、
成
政
公
の
勢
を
以
て
討
捕
は
安
け
れ
ど
も
却
而
討
漏
す
事
あ
る
べ
け
れ
ば
、
た
ば
か

カ
ニ
フ
（守守）

っ
て
諒
せ
ん
と
て
家
入
伝
生
駒
於
千
に
士
八
人
を
相
添
、
家
稜
が
方
へ
自
筆
の
状
を
送
ら
る
。

其
趣
に
は
家
稜
に
三
千
石
を
あ
た
ふ
べ
き
問
、
何
れ
に
で
も
此
儀
於
御
同
心
は
吉
地
村
の
浄

満
院
に
て
参
会
せ
し
む
べ
し
と
い
ひ
遣
す
に
、
河
内
守
誠
と
お
も
ひ
、
其
比
出
頭
空
屋
敷
弾

シ
モ
ベ

（？？
）

正
と
い
ふ
大
強
力
の
者
一
人
に
奴
僕
少
し
百
連
れ
、
浄
満
院
行
て
両
人
に
対
面
し
、
酒
宴
に

一守
ご

及
び
け
る
半
に
、
家
人
伝
七
脇
差
を
抜
て
家
稜
を
切
伏
け
れ
ば
、
弾
正
は
は
っ
と
い
、
て
飛

出
、
案
内
は
知
り
た
り
、
後
の
山
に
は
し
り
上
り
行
方
な
く
赴
失
た
り
と
い
ふ
。
誠
一
一
月
…
一
持
、

士口一
地
に
住
し
て
、
弾
正
が
四
尺
八
’寸
の
太
刀
今
に
あ
り
。
源
内
と
い

ふ
山
知
持
も
、
鎚
を
持
な
が
ら
－板
僚
に
赴
た
り
。
其
子
孫
鎚
も
残
れ
り
。

右
佐
々
成
政
よ
り
巳
前
は
肥
後
に
て
は
高
と
い
ふ
事
な
し
。
只
何
町
何
反
と
斗
り
い
、

し
を
、
成
政
生
駒
於
千
に
竿
を
打
せ
何
石
と
究
め
ら
る
。
生
駒
竿
と
い
ふ
は
是
な
り
。

一
反
三
百
六
十
歩
な
り
。
今
の
竿
は
一
反
三
百
歩
な
り
。

（
二
二

O
大
津
山
家
稜
没
落
之
事
。

カ
ザ
リ

土
俗
説
目
。
家
稜
が
弟
信
濃
守
家
直
は
其
折
柄
、
赤
坂
の
厳
宮
に
参
詣
し
て
居
け
る
が
、

此
事
を
聞
け
れ
ど
も
、
小
勢
に
て
は
叶
ひ
難
け
れ
ば
、
時
節
を
待
ん
と
て
三
池
の
諏
訪
の
江

イ
サ

よ
り
舟
に
の
り
、
肥
前
の
諌
早
に
落
行
、
大
嶋
と
い
ふ
処
に
て
病
死
す
。
其
子
孫
、
肥
前
に

あ
り
と
い

ふ。

（
二
二
）

O
家
稜
が
子
之
事
。

土
俗
説
日
。
神
尾
の
城
に
能
れ
る
者
ど
も
是
を
聞
て
ち
り
／
＼
に
落
失
。
家
稜
が
子
三
歳

に
成
し
を
、
家
人
等
ひ
そ
か
に
か
く
し
て
養
育
し
、
世
の
聞
へ
を
障
り
て
見
付
伽
手
と
改
め
、

シ
ケ

親
族
な
る
故
に
三
池
上
総
介
鎮
照
を
頼
み
居
た
り
し
に
、

鎮
照
も
中
山
兄
鎮
貞
と
家
督
の
争
論

に
依
て
家
断
絶
せ
し
か
ば
、
見
付
御
子
は
柳
川
に
至
り
て
住
居
し
、
成
長
の
後
、
関
右
京
祐

直
と
名
乗
り
立
花
飛
騨
守
に
仕
ふ
。
其
末
孫
関
吉
兵
衛
、
三
池
龍
助
、
津
山
七
左
衛
門
と
て

今

に

あ

り

。

己

池
上
総
女
が
子
式
部
と
い
ふ
者
、
加
藤
消
正
の
友
人
と
成
り
二
千
七
百
石
を
領
し
加
藤
美
作
が
与
カ
頭
に

、
南
関
新
城
の
来
丸
に
住
す
。
其
跡
今
に
あ
り
。
三
池
氏
の
先
祖
は
斎
院
次
官
貌
能
也
。
親
能
は
筑
後
三

池
並
玉
名
郡
久
霊
長
田
を
領
せ
し

と
い
ふ
。
鹿
子
木
氏
北
二
流
也
。

- 7 -
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制一郎一町一川川一川…唱し
M
M
W
J
純一・
1
一
一
概
日
一
一
箱
崎
伽
一
段
目
γ
四
回
一
叫
一
比
例
引
慨
し句
れ
北
関
、
亀
尻
、
小
萩
、

中
原
、
細
野
、
三
峯
税
制
畑
一
肌
一
畑
一
川

i31等
に
て
三
百
拾
二
丁
を
領
す
。
一
一
一
肌
間
約
一
同
川
町
し
て
家
稜

が
大
津
山
民
部
政
尚
沼
誤
信
一
討
石
井
下
総
、
中
村
出
羽
、
同
専
助
、
福
山
出
雲
、
小

野
権
之
允
也
。
此
六
人
今
の
知
行
高
に
し
て
百
石
づ
－
3

を
家
人
に
つ
く
ら
し
む
。
家
中
惣
押

ク
0
2作
2

・

は
戸
上
右
馬
介
な
り
。
侍
三
十
余
人
村
議
結
吋
誌
協
日
制
引
い
訪
問
守
若
党
三
十
余

人
田
壱
町
を
領
と
も
あ
り
。
畑
壱
町
を
領
す
る
も
あ
り
。
力
者
三
十
余
人
田
五
反
畑
三
反
を

領
す
。
下
力
数
百
人
あ
り
。
田
三
反
畑
三
反
を
知
行
す
。
惣
支
配
、
台
所
、
賄
等
は
名
頭
六

人
に
任
せ
置
。
右
六
人
の
土
民
は
石
丸
、
五
郎
丸
、
金
丸
、
徳
丸
、
弥
太
郎
丸
、
堀
池
固
な

り
。
此
者
共
が
屋
敷
を
今
に
名
屋
敷
と
呼
び
来
れ
り
。

（
一
五
）

O
小
野
権
之
允
が
妻
、
自
殺
の
事

土
俗
説
日
。
坂
本
の
城
責
の
時
討
死
せ
し
小
野
権
之
允
が
妻
は
、
石
井
下
総
が
女
子
な
り
。

権
之
允
討
死
と
聞
し
か
ど
も
、
少
し
も
悲
め
る
気
色
も
な
く
、
「
是
こ
そ
武
士
の
本
意
な
れ
、

我
男
子
な
ら
ば
少
し
も
お
と
る
ま
じ
き
に
、
女
の
身
は
口
を
し
き
事
な
り
口
と
、
さ
ら
ぬ
鉢
に

て
申
せ
し
を
、
聞
人
ご
と
に
「
お
そ
ろ
し
き
女
な
り
U
と
そ
し
り
あ
へ
り
。
斯
て
夫
の
跡
よ
く
と

ぶ
ら
ひ
、
七
日
に
あ
た
り
け
る
日
、
同
穴
の
契
約
を
違
ず
と
い
、
て
、
二
十
歳
に
し
て
自
害

ミ
サ
ホ

す
。
此
時
に
及
て
そ
し
り
を
ひ
る
が
へ
し
其
節
操
を
感
じ
け
る
。

右
権
之
允
夫
婦
が
墓
を
な
ゐ
べ
築
き
け
る
を
、
五
十
年
を
経
て
後
、
あ
る
土
民
国
の
か
た
わ
ら
に
有
て
妨
げ
な
り
と
て
は
り
か

へ
し
捻
け
る
に
、
程
な
く
彼
土
民
一
家
俄
に
病
付
、
十
余
日
に
こ
と
／
九
〈
死
せ
り
と
い
ふ
。

り
大
津
山
勢
利
を
失
ひ
引
退
く
を
見
て
、
城
中
よ
り
突
て
出
、
危
く
見
へ
け
る
に
、
信
濃
守

家
直
取
て
返
し
、
辺
春
が
勢
を
城
戸
口
に
追
込
、
殿
し
て
難
な
く
惣
勢
を
引
と
り
し
と
な
り
。

（上）

（
一
三
）

O
家
稜
時
代
大
津
山
宮
祭
礼
次
第
事
。

守

ノ

ウ

〉

チ

ミ

コ

ン

社
人
組
噌
周
一
人

主
唱
一
人
間
謹
弘
和
一
二
人
亙
女
費
時
名
頭
六
人
恕
て

鋒
持
三
人
立
花
持
二
人

O
務
持
弐
人

O
駕
輿
丁
昇
二
人
風
流
二
人
鎧
武
者
一
人
語
（三｝

名
代
騎
馬
。
右
の
こ
と
く
に
し
て
下
ツ
宮
州
旅
に
御
下
り
あ
り
。
上
り
下
り
共
に
風
流
を
打
、

－

1

7

ヤ
ア
ケ

杜
に
て
は
神
楽
及
能
あ
り
。
此
能
は
筑
後
三
瀦
の
繋
明
太
夫
。
相
勤
役
料
に
本
田
五
反
を
あ

て
晋
一
と
い
ふ
。
右
に
出
せ
る
社
人
村
山
神
祇
介
は
加
藤
消
兵
衛
が
人
に
な
り
百
十
石
を
領
す
。
此
時
、
社
記
、
古
証
文
を

悉
く
持
参
し
、
己
が
跡
に
は
甥
松
尾
又
次
郎
を
残
誼
て
社
人
と
す
。
今
の
松
足
石
見
が
先
祖
な
り
。
固定よ

り
後
、
社
記
た
へ
て
伝
ら
ず
。
其
後
消
兵
衛
唐
津
に
出
奔
す
る
時
、
神
祇
介
は
熊
本
に
出
て
神
田
修
理
と
い
ふ
も
の
、
家
人

と
な
り
五
十
俵
を
領
す
。
加
藤
忠
広
の
時
修
理
は
浪
々
し
て
上
京
し
、
神
祇
介
は
益
城
郡
沼
山
津
に
住
し
て
土
民
と
な
る
。

O
大
津
山
家
稜
が
花
押
を
得
た
り
。
左
に
の
す
。

加
冠
名
字
之
事
稜

時

天
正
十
三
年
乙
酉
十
二
月
吉
日

- 6 -

家
稜
岡
回

近
延
七
郎
殿
洲
一
町
山
内
一
日
明
中
捻
七
郎

（
二
ハ
）

O
大
津
山
家
稜
、
為
嶋
津
先
手
攻
岩
屋
城
事
。

土
俗
説
目
。
天
正
十
四
年
六
月
下
旬
、
嶋
津
義
久
大
津
山
首
町
山
獄
の
城
辺
に
打
出
ら
れ
、
此

処
よ
り
諸
方
の
手
遣
ひ
あ
り
。
同
七
月
嶋
津
兵
庫
忠
平
を
大
将
と
し
て
肥
後
筑
後
の
勢
を
遣

し
、
高
橋
紹
運
が
龍
り
た
る
岩
屋
の
城
を
攻
さ
せ
る
。
家
稜
は
案
内
者
と
し
て
先
手
に
加
へ

ら
る
。
此
時
家
稜
大
津
山
明
神
の
榎
木
ノ
馬
場
に
て
勢
揃
せ
し
む
。
士
二
百
五
十
人
一
叫
ん
町
一
似

り
足
軽
百
人
な
り
。
大
津
山
が
一
番
備
石
井
下
総
が
与
十
二
人
也
。
其
十
二
人
は
夫
婦
木

新
蔵
、
蔵
野
尾
治
部
、
釈
迦
牟
尼
仏
掃
部
、
福
山
左
京
、
同
伊
織
、
猿
渡
小
三
郎
、
椋
本
右

6
ミ

京
、
坂
井
藤
九
郎
、
砥
上
宇
兵
衛
、
牛
嶋
主
殿
、
野
田
権
六
、
町
次
郎
太
郎
也
。
碍
吋
斯
て

岩
屋
の
城
を
攻
て
家
稜
高
名
を
究
し
か
ば
、
嶋
津
義
久
軍
功
を
賞
し
、
感
状
弁
馬
四
疋
を
与

へ
ら
る
。

『南関紀聞』 『細川御伝記』

（
一
四
）

O
坂
本
合
戦
之
事

土
俗
説
目
。
其
比
辺
春
能
登
守
親
行
と
い
ふ
者
、
山
鹿
郡
茂
賀
浦
、
玉
名
郡
十
町
吉
地
板

楠
の
内
を
領
す
。
豊
後
の
国
主
大
友
義
統
旗
下
に
て
軍
功
あ
り
し
か
ば
、
同
郡
の
内
に
て
藤

田
前
原
江
田
を
加
行
せ
ら
れ
、
十
町
村
と
筑
後
山
の
境
に
城
を
築
て
住
居
す
。
是
を
坂
本
の

城
と
い
ふ
。
然
る
に
大
津
山
家
稜
が
領
地
吉
地
に
も
あ
り
し
に
、
辺
春
領
の
土
民
と
境
目
を

論
ぜ
し
に
よ
り
事
つ
の
り
て
不
和
に
成
り
、
河
内
守
家
稜
、
同
弟
信
濃
守
家
直
二
百
五
十
人

に
て
坂
本
の
城
に
押
寄
て
戦
ふ
に
、
大
津
山
が
一
番
備
の
添
頭
小
野
権
之
允
と
い
ふ
者
、
辺

春
が
家
人
前
原
加
兵
衛
が
放
つ
鉄
胞
に
当
り
て
死
す
。
時
に
権
之
允
二
十
三
才
な
り
。
是
よ

（
一
七
）

O
秀
吉
公
西
征
弁
大
津
山
家
稜
参
l

市
町
筑
後
広
川
一事。

土
俗
説
日
。
天
正
十
五
年
、
秀
吉
公
嶋
津
征
伐
と
し
て
筑
紫
に
下
向
あ
り
。
四
月
十
二
日

筑
後
国
御
井
に
御
陣
を
居
ら
れ
し
時
、
大
津
山
家
稜
は
筑
後
広
川
迄
御
迎
に
出
け
れ
ば
、
肥

後
の
案
内
者
せ
し
む
べ
し
と
の
仰
也
。
翌
十
三
日
、
大
津
山
に
御
着
あ
り
。
明
神
の
南
の
方
正

法
寺
に
御
陣
を
居
ら
る
。
此
時
秀
吉
公
、
此
寺
に
住
持
は
な
き
ゃ
と
御
尋
あ
り
け
る
に
、
是

ゾ

ス

よ
り
先
に
住
持
は
病
死
し
、
道
蔵
主
と
い
ふ
僧
看
坊
し
て
居
た
り
し
が
、
罪
科
に
や
行
れ
ん

と
恐
れ
て
赴
ぐ
。
野
町
民
託
子
殺
ザ
ペ
ド
主
任
蛾
守
門
拝
匂
大
津
山
の
背
戸
口

は
瑞
嶋
加
賀
守
仰
を
承
て
、
家
臣
多
久
、
次
子
両
頭
に
手
勢
を
相
添
、
切
通
を
塞
ぎ
守
ら
し



然
る
に
相
ノ
谷
村
、
鯉
の
俳
に
新
城
を
築
く
。
鯉
鮮
と
は
南
関
よ
り
辰
巳
に
あ
た
れ
り
。

ソ

ノ

カ

ミ

ミ

サ

ゴ

ス

シ

往
昔
、
鳴
、
鯉
を
取
て
俳
に
せ
し
由
土
人
言
な
ら
わ
し
た
る
事
な
り
と
か
や
。
此
城
、
半
成

れ
る
時
、
大
津
山
資
冬
、
是
を
聞
て
、
鯉
の
俳
は
某
が
領
地
に
懸
り
た
る
山
な
る
を
、
一
言

の
断
も
な
く
、
尾
龍
振
舞
な
り
と
怒
て
、
手
勢
を
引
具
し
鯉
鮮
に
押
寄
、
追
ち
ら
し
け
る
と

也。

人
を
生
捕
、
大
津
山
の
背
戸
に
つ
れ
行
、
「
大
津
山
が
手
並
は
か
く
の
如
し
。
今
よ
り
し
て

は
必
ず
寄
ら
る
〉
な
U

と
唱
と
笑
ひ
縄
を
解
ひ
て
肥
前
に
返
し
け
り
。

是
よ
り
後
天
正
十
六
年
、
佐
々
成
政
、
摂
州
に
於
て
自
殺
の
瑚
り
、
秀
吉
公
よ
り
肥
後

一
撲
の
残
党
等
諒
致
す
べ
き
旨
を
ば
立
花
左
近
将
監
宗
茂
に
命
ぜ
ら
れ
し
か
ば
、
宗
茂

ム
カ
テ

郎
等
三
人
を
遣
し
臼
間
太
郎
を
討
し
め
ら
る
。
此
時
太
郎
重
大
の
百
足
丸
と
い
ふ
太
万

を
抜
て
働
し
が
、
誤
て
鴨
居
に
切
り
付
、
鍔
本
よ
り
折
た
り
。
三
人
の
者
ど
も
、
透
き

ず
太
郎
を
切
り
臥
、
首
を
捕
と
い
ふ
。

（
一
二

O
同
資
冬
、
所
々
合
戦
之
事
。

ア
キ

一
書
日
。
天
正
七
年
五
月
五
日
、
大
津
山
資
冬
、
筑
後
の
国
山
下
の
住
人
蒲
池
志
摩
守
鑑

タ
ム
ロ

広
と
一
味
し
、
筑
後
松
延
原
に
打
出
、
筑
後
の
給
人
九
頭
と
合
図
を
極
め
瀬
高
に
屯
す
。
龍

造
寺
家
治
、
白
鳥
に
出
向
ひ
、
終
日
蒲
池
と
戦
ふ
に
、
志
摩
守
打
負
て
後
走
せ
ん
と
す
。
大

津
山
、
横
よ
り
突
て
出
、
肥
前
勢
を
追
散
し
数
百
の
首
を
得
た
り
。

又
日
、
同
八
年
六
月
十
五
日
、
小
代
大
津
山
一
味
し
て
二
千
余
騎
を
率
し
、
筑
後
高
良
山

に
押
寄
、
座
主
坊
を
追
落
し
、
同
十
七
日
蒲
池
鑑
広
が
城
に
寄
て
急
に
攻
む
。
城
後
三
河
守

親
興
、
三
百
余
騎
に
て
蒲
池
を
助
て
小
代
大
津
山
と
戦
ふ
。
大
津
山
勇
を
振
ひ
敵
軍
を
打
破

り
、
城
後
と
引
組
み
取
て
押
へ
首
を
取
り
、
蒲
池
が
城
を
攻
落
し
帰
陣
す
と
あ
り
。

土
俗
説
目
。
資
冬
書
を
能
し
歌
を
噌
む
。
『
佳
』
と
い
へ
る
謡
を
作
る
。
其
内
に
紅
梅

桜
、
飛
梅
、
松
風
聞
の
事
を
載
す
。
紅
梅
桜
と
い
へ
る
は
小
原
の
桜
の
馬
場
の
事
也
。

桜
馬
場
は
臼
間
庄
司
善
郷
が
植
る
処
也
。
山
一
鵬
官
ー

《γ’《ザ，、、、

O
朽
網
兵
庫
頭
親
満
が
永
正
尺
年
阿
蘇
山
の
衆
徒
中
へ
遣
す
書
言

ゲ

ン

ギ

ベ

フ

ノ

カ

ラ

ノ

リ

氷
正
六
年
、
菊
池
政
隆
又
現
形
之
問
、
拙
者
於
一
肥
後
一
冷
一
出
張
一
以
一
回
間
桜
馬
場
一
泊
↓
取
政
隆
一

隈
部
衆
阿
蘇
衆
へ
渡
之
と
あ
り

O
資
冬
家
人
福
山
九
郎
に
名
一
字
を
遣
す
書
に
言
く

一
字
の
事
冬
満
遣
之
恐
々
謹
言

四

月

吉

田

資

冬

岡

国福
山
九
郎
ど
の
へ

O
大
津
山
明
神
の
社
地
に
十
一
面
観
音
を
安
置
す
。
習
合
の
説
に
依
て
土
俗
は
明
神
の
本

ヅ

シ

地
堂
と
い
ふ
。
資
冬
が
時
に
は
社
僧
あ
り
。
神
応
寺
と
号
す
。
右
御
観
音
の
厨
子
に
、

「
大
檀
那
大
津
山
河
内
守
資
冬
、
武
運
長
久
息
災
延
命
当
宮
司
神
応
寺
権
少
僧
都
勢

僧
大
願
主
天
正
九
年
辛
巳
十
月
吉
日
敬
白
」
と
記
し
た
り
。
此
時
迄
は
資
冬
が
時
代

と
見
へ
た
り
。

- 5 -

第 23号

（一

O
）

O
神
尾
城
合
戦
の
事
。

土
俗
説
言
。
天
正
七
年
の
事
に
や
、
大
津
山
資
冬
、
龍
造
寺
が
命
を
背
く
事
あ
る
故
に
、

討
手
に
向
ふ
と
風
聞
す
。
依
之
資
冬
、
本
城
は
小
勢
に
て
能
り
て
は
防
ぎ
が
た
し
と
て
、
南

関
よ
り
三
里
斗
り
あ
る
東
郷
大
田
黒
村
神
尾
の
域
に
楯
能
る
。
然
る
処
に
龍
造
寺
家
治
小
勢

な
り
と
あ
ざ
む
き
、
縫
三
百
余
騎
に
て
押
寄
、
合
戦
す
る
事
五
日
に
及
に
、
肥
前
勢
多
く
討

れ
負
色
に
見
え
し
に
、
誰
と
は
し
ら
ず
肥
前
勢
の
中
よ
り
黒
革
の
鎧
に
三
本
菖
蒲
の
前
立
に

ナ
キ
ナ
タ

し
た
る
胃
を
着
、
大
薙
万
を
提
げ
只
壱
人
す
、
み
出
、
大
音
上
げ
、
「
大
津
山
が
家
人
の
内

に
て
大
剛
の
勇
士
あ
ら
ば
撰
ぴ
出
さ
る
べ
し
。
花
々
敷
一
勝
負
す
べ
し
J

」
と
言
け
れ
ば
、
河

j

7

ト
キ

内
守
是
を
聞
て
、
「
誰
々
と
い
ふ
と
も
我
内
に
て
は
楠
田
伊
豆
、
宮
野
主
水
、
夫
婦
木
新
蔵

な
る
べ
し
口
と
て
呼
出
に
、
宮
野
は
年
少
し
老
た
り
。
新
蔵
は
小
兵
な
れ
ば
、
「
楠
田
伊
豆

出
合
べ
し
口
と
い
、
け
れ
ば
、
楠
田
は
、
「
承
り
候
口
と
て
万
斗
り
に
て
城
戸
を
ひ
ら
き
立

出
、
「
肥
前
よ
り
手
合
を
望
は
足
下
な
る
に
や
、
名
乗
れ
よ
口
と
い
、
け
れ
ば
、
彼
武
者
打
ー

笑
ひ
、
「
当
時
に
於
て
武
名
天
下
に
隠
れ
な
き
龍
造
寺
隆
信
が
家
人
の
内
に
て
、
群
に
勝
レ

進
み
出
た
る
者
な
れ
ば
、
合
手
に
は
不
足
な
き
ぞ
。
我
名
を
聞
ん
よ
り
其
方
名
乗
れ
口
と
互

ク
ロ

ひ
に
論
じ
て
立
居
た
り
。
楠
田
は
田
の
畦
に
万
を
も
抜
ず
ひ
か
へ
け
る
を
、
肥
前
方
の
兵
、

い
で
一
討
に
せ
ん
と
飛
懸
り
、
長
万
に
て
突
け
る
に
、
楠
田
、
長
万
を
踏
落
し
、
抜
打
に
切

伏
せ
首
打
落
し
、
自
よ
り
高
く
差
上
つ
益
、
「
大
津
山
資
冬
が
家
人
楠
田
伊
豆
が
働
見
よ
。

ケ
様
な
る
弱
兵
を
よ
く
は
ゑ
ら
び
出
さ
れ
た
り
。
名
乗
と
い
ふ
に
名
乗
ぬ
も
断
り
也
。
名
乗

ら
ば
此
上
の
恥
辱
な
ら
ん
口
と
欺
き
け
る
に
、
肥
前
勢
、
叶
わ
じ
と
思
ひ
、
｛
女
房
守
を
初
、

惣
勢
ど
っ
と
崩
れ
て
遊
行
を
、
城
中
よ
り
追
て
出
、
き
ん
斤
＼
に
切
ち
ら
し
、
宗
徒
の
兵
七

（
二
乙

O
大
津
山
家
稜
領
知
之
事
。

土
俗
説
日
。
大
津
山
八
代
目
河
内
守
家
稜
、
玉
名
郡
関
、
赤
坂
、
東
郷
の
内
、
大
田
黒
、

ミ
／

野
田
、
上
津
、
原
、
平
野
、
青
木
並
河
床
、
箱
谷
、
溝
上
川
一
恥
一
応
一
駄
官
ょ
筑
後
国
の
内
真
弓

有明工業高等専門学校紀要30 
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カ
ド

（五）

O
大
津
山
経
稜
、
勧
l

請
阿
蘇
大
神
事
。

タ
テ
イ
、
タ
ツノ

土
俗
説
に
言
。
大
津
山
三
代
目
は
河
内
守
経
稜
と
い
ふ
。
阿
蘇
一
ノ
宮
健
磐
龍
命
、
二
ノ

ヒ

メ

ρ

宮
比
昨
神
を
葉
山
に
勧
請
す
。
葉
山
は
今
の
日
町
口
よ
り
二
町
斗
リ
河
下
に
あ
り
。
経
稜
深

く
此
神
を
信
敬
せ
し
が
、
或
時
郎
等
二
百
五
十
人
を
相
具
し
筑
前
に
行
け
る
に
、
赤
地
九
郎

と
い
ふ
者
、
大
津
山
を
討
ん
と
て
七
百
余
騎
に
て
筑
後
広
川
に
待
居
た
り
。
其
夜
の
成
の
刻

タ
イ
7
ツ

ク

ソ

ハ

斗
り
に
経
稜
此
所
を
通
り
し
が
、
続
松
二
千
斗
に
見
え
馬
の
足
音
轡
の
ひ
ゾ
き
移
し
か
り
け

る
ゆ
へ
、
大
勢
と
心
得
へ
叶
ふ
ま
じ
と
て
引
返
す
。
後
に
経
稜
是
を
聞
て
、
「
人
力
に
は
あ

コ

カ
ッ
カ
7

ら
ず
、
ひ
と
へ
に
大
津
山
明
神
の
加
護
な
る
べ
し
己
と
猶
渇
仰
の
首
を
か
た
む
け
た
る
と
か

や
。

（上）

（六）

O
大
津
山
経
方
、
重
経
事
。

一
説
言
。
大
津
山
四
代
目
を
修
理
亮
経
方
と
い

ふ。

又一言
。
五
代
目
を
掃
部
頭
重
経
と
い
ふ。

後
に
美
濃
守
と
改
む
。

重
経
花
押

宿
河
原
主
一
税
介
給
分
赤
坂
分

一
所
同
店
屋
鋪
以
上

弘
治
四
年
正
月
十
一
日

『南関紀聞』『細川御伝記』

一
町
四
段

一
ヶ
所

野
中美
捻濃
七守
郎重
殿治
汁唱メ入 「ーーー「

μ 防｜
璃四
祖医
也師

資
秋
か
妻
の
方
よ
り
新
重
経
、
我
子
資
冬
夫
婦
に
賜
る
目
録
相
伝
ふ
。

重
経
殿

百

疋

織

物

一

た

ん

資
冬百
疋

御
内
殿

織
物
一
た
ん

以
上

右
に
百
疋
と
あ
る
は
金
子
に
あ
ら
ず
。
木
綿
弐
百
端
な
り
と
い
ふ
。

タ
ネ

（七）

O
大
津
山
経
真
、
建
立
大
津
山
宮
子
革
巌
麓
事
。

土
俗
説
言
。
大
津
山
六
代
目
修
理
亮
経
真
後
に
資
秋
と
改
む
。
大
津
山
大
明
神
に
毎
日

参
詣
せ
し
が
、
葉
山
に
あ
り
て
は
便
り
宜
し
か
ら
ず
と
て
、
草
山
獄
の
麓
に
社
を
遷
し
建
つ
。

コ

今
の
社
地
是
な
り
。
資
秋
領
知
を
其
子
資
冬
に
譲
り
、
其
身
は
剃
髪
し
て
湖
春
と
号
し
、
色

一
木
山
に
屋
鋪
を
か
ま
へ
隠
居
す
。
其
跡
今
に
残
れ
り
。
屋
敷
跡
、
口
七
十
問
、
入
り
三
十
間

余
な
り
。
此
処
よ
り
関
中
眼
下
に
し
て
景
色
尤
よ
し
。
色
木
山
は
今
の
堀
池
苑
の
上
な
り
。

（八）

O
。大
津
山
資
冬
、
出
1

奔
肥
前
。
附
豊
後
勢
、
討
小
原
宗
意
事
。

一

一

一

ア

キ

一

土
俗
説
言。

大
津
山
七
代
目
河
内
守
資
冬、

豊
後
国
主
大
友
義
鑑
の
旗
下
な
り
し
が
、
い

か
な
る
事
に
や
、
命
を
背
て
城
を
追
出
き
れ
肥
前
国
に
隠
れ
居
た
り
。
其
跡
に
大
友
よ
り
家

（

7

7
）
 

人
小
原
三
郎
左
衛
門
鑑
元
入
道
宗
意
を
革
巌
の
城
に
置
る
。
宗
意
初
は
小
原
の
城
、
王
な
り
。

サ
イ
キ

然
る
所
に
宗
意
反
逆
の
聞
あ
る
に
よ
り
、
大
友
宗
麟
下
知
せ
ら
れ
、
佐
伯
田
原
大
将
に
て
大

津
山
資
冬
を
案
内
者
と
し
て
肥
後
筑
後
の
小
給
人
木
野
親
政
、
小
代
、
谷
川
、
河
崎
、
辺
春
、

三
池
、
田
尻
、
蒲
池
等
に
豊
後
勢
を
合
て
三
千
余
騎
、
大
津
山
に
差
向
ら
る
。
弘
治
二
年
五

月
六
日
一一一す禄
到
着
し
、
同
七
日
町
小
路
焼
払
ひ
矢
合
せ
し
て
、
八
日
の
朝
本
城
を
攻
る
に

強
く
防
て
寄
手
死
傷
尤
多
し
。
・
中
に
も
木
野
弥
次
郎
親
政
、
深
手
を
負
ひ
帰
障
の
後
終
に
死

ア
ラ
テ

す
。
豊
後
勢
、
生
兵
を
入
替
／
＼
攻
戦
ふ
半
に
、
案
内
知
き
る
肥
後
士
、
裏
手
よ
り
打
入
け

れ
ば
宗
意
叶
じ
と
や
思
ひ
け
ん
、
己
が
妻
女
弁
女
子
を
殺
害
し
、
郎
等
百
二
十
人
を
相
具

し
大
手
の
門
を
ひ
ら
き
切
て
出
て
、
勝
に
乗
た
る
敵
を
追
立
て
百
九
十
二
人
討
取
、
上
下
枕

を
な
ら
べ
て
戦
死
す
。
宗
意
四
十
二
歳
、

妻
女
三
十
六
歳
、
女
子
十
七
歳
な
り
。
其
後
資
冬

を
還
城
せ
し
め
、

豊
後
勢
は
帰
陣
す
。

右
資
冬
、
大
友
に
従
ひ
た
る
時
は
、

豊
後
国
上
原
の
城
の
南
方
、
大
津
山
が
屋
敷
跡
あ

り
。
領
内
の
土
民
、
田
を
持
た
る
者
、
殊
に
初
米
一
俵
づ

、
を
府
内
に
附
出
す
。
其
一

俵
、
十
合
舛
三
斗
入
り
也
。
十
合
舛
と
い

ふ
は
木
の
厚
き
六
七
歩
、
舛
の
わ
た
り
六
寸

程
也
。
今
の
京
舛
に
す
れ
ば
壱
斗
二
合
入
と
い
ふ
。
右
の
米
の
残
り
は
田
一
反
に
銭
百

文
、
畠
一
反
に
銭
五
十
文
の
算
用
に
て
払
ふ。

其
比
は
筑
後
銭
何
程
と
唱
ふ
。
大
津
山

が
豊
後
に
て
つ
か
ふ
処
の
旦
屋
、
夫
銀
も
領
内
の
土
民
共
方
よ
り
出
す
年
貢
の
員
数
に

当
る
。

O
小
原
が
領
地
な
り
し
時
は
初
米
を
人
毎
に
一
俵
づ
も
大
友
に
献
ぜ
し
め
、
其

余
は
自
ら
是
を
納
む
。
但
し
夫
銀
は
出
き
し
め
す
。

O
中
比
の
京
舛
と
い

ふ
は
今
の
京

チ
イ

舛
よ
り
は
大
な
り
。
舛
小
さ
く
成
り
た
る
時
よ
り
知
行
三
ノ
口
米
は
じ
ま
る
。
三
日
米

を
加
へ
て
古
の
大
舛
に
あ
た
る
也
。

- 4 -

（九）

O
同
資
冬
、
討
草
野
新
佐
原
家
清
事
。

／

／

 

東
鏡
目
、
寿
永
三
年
四
十
月
六
日
、
池
大
納
一一
言
井
室
家
領
三
十
四
ヶ
所
、
如
元
可
為
彼
家

ノ

ク

マ

レ

レ

二

菅
領
之
旨
、
其
内
球
磨
、
臼
間
庄
肥
後
ト
ア
リ
。



第 23号

か
な
る
故
に
此
大
津
山
の
関
他
国
の
内
に
成
り
し
ぞ
と
尋
る
に
、
大
津
山
の
領
主
大
津
山
修

ス

ケ

・

’

y
ゲ
テ
ル

理
亮
資
秋
が
女
子
は
削
減
λ
筑
後
三
池
の
領
主
三
池
上
総
介
鎮
照
が
妻
と
成
る
。
此
時
女
子
父

の
資
秋
に
向
ひ
て
、
「
我
男
子
た
る
べ
く
は
大
津
山
領
の
こ
ら
ず
進
退
す
べ
け
れ
ど
も
女
子

ケ

ワ

イ

の
身
は
是
非
な
し
。
三
池
に
送
り
給
は
ら
ば
化
粧
田
を
附
給
へ
。
き
ら
ず
は
参
る
ま
じ
口
と

ト
7
市
フ

い
ふ
。
家
人
石
井
下
総
と
言
者
、
「
其
義
に
て
候
は
ゾ
、
赤
坂
の
内
か
東
郷
の
内
に
て
進
ら

せ
ら
る
べ
し
U

と
い
、
け
れ
ば
、
女
子
大
に
腹
立
し
て
、
「
い
や
／
＼
そ
れ
は
か
な
ふ
ま
じ
。

三
池
に
附
た
る
村
に
て
給
は
る
べ
し
口
と
望
む
故
、

湯
谷
村
三
町
、
中
尾
村
三
町
、
中
原
村

三
町
、
河
床
村
三
町
都
合
拾
弐
町
を
与
ふ
。
今
の
知
行
高
に
し
て
八
百
拾
石
余
な
り
。
そ
れ

カ
ド

よ
り
三
代
過
て
大
津
山
河
内
守
家
稜
が
時
に
、
右
の
十
二
町
を
返
す
べ
き
よ
し
い
冶
け
れ
ど

も
、
い
ま
だ
返
さ

ゾ
る
内
に
、
天
正
十
六
年
に
家
稜
は
佐
々
成
政
の
為
に
諒
せ
ら
れ
、
一
家

カ
セ
イ

断
絶
す
。
然
る
に
成
政
苛
政
を
以
て
民
を
苦
め
げ
れ
ば
、
国
境
の
者
ど
も
成
政
を
疎
み
て
三

エ
ケ
イ

池
に
心
を
通
ず
。
其
後
成
政
は
摂
州
尼
ヶ
崎
に
お
い
て
自
殺
す
。
同
年
安
国
寺
恵
理
公
命
を

奉
り
て
筑
後
に
下
向
し
け
る
に
、
南
関
の
土
民
に
右
の
四
ヶ
村
を
肥
後
の
内
な
り
と
て
筑
後

カ
イ
ゾ
へ

の
土
民
と
争
論
す
。
此
時
大
津
山
資
秋
が
女
子
の
介
添
と
し
て
遣
し
置
た
る
北
村
隠
岐
と
い

叫
者
も
三
池
方
と
な
る
。
一紘一
勧一
誠一
一訪
問
一
官
四
ヶ
村
の
庄
屋
彦
左
衛
門
と
い
ふ
者
下
内
の
道

甫
と
い

ふ
も
の
を
つ
れ
出
る
。
然
れ
共
、
安
国
寺
は
不
知
案
内
の
固
と
い
冶
一
文
不
通
の
土

民
な
れ
は
何
を
証
拠
と
し
て
理
を
付
ん
様
な
し
。

「
い
づ
れ
に
で
も
四
ヶ
村
の
内
に
古
き
寺

ム
十

社
の
棟
札
あ
ら
ば
持
参
せ
よ
。
其
れ
を
見
て
是
非
を
分
つ

べ
し
口
と
い
冶
け
れ
ば
、
昔
よ
り

大
津
山
に
七
ヶ
所
の
大
寺
あ
り
。
其
七
ヶ
所
は
湯
谷
の
来
福
寺
路

…
阿
、
中
尾
の
観
音
寺
一
即
時
、

中
原
の
浄
雲
寺
一純
一
、
川
床
の
来
光
寺
耕
一
問、

津
留
め
水
浄
寺
銃一
、
柴
尾
の
西
福
寺
都
側、

慈
照
院
也
。
此
内
川
床
の
来
光
寺
に
棟
札
あ
り
け
る
を
、
下
内
の
道
甫
、
其
棟
札
に
肥
後
国

ウ
ス
？

玉
名
郡
臼
聞
の
庄
来
光
寺
と
あ
り
し
を
剛
リ
て
、
又
元
の
如
く
書
置
た
り
。
其
後
南
関
の
土

民
等
、
右
の
棟
札
を
持
参
し
け
れ
ば
、
安
国
寺
い
わ
れ
け
る
は
、
「
此
棟
札
の
鉢
を
見
る

に
、
元
は
筑
後
の
国
と
あ
り
し
を
剛
て
肥
後
と
改
め
置
し
鉢
也
。
南
関
の
土
民
奇
怪
也
口
と

て
終
に
三
池
領
に
極
め
ら
る
。
此
時
筑
後
よ
り
は
北
原
の
土
民
左
馬
彦
右
衛
門
、
肥
後
よ
り

カ
プ
ト

は
外
目
村
の
土
民
民
部
左
衛
門
と
い
ふ
者
出
合
て
、
胃
岩
よ
り
花
立
松
迄
の
問
、
山
川
原
野

田
地
の
境
を
極
む
。
党

中
打
話
一
切
れ
伊
詩
詩
情
是
よ
り
し
て
大
津
山
七
ヶ
寺
の
内
、
来

福
寺
、
浄
雲
寺
、
観
音
寺
、

来
光
寺
は
四
ヶ
村
に
あ
る
故
、
筑
後
領
の
内
と
な
り
、
水
浄
寺
、

西
福
寺
、
慈
照
院
ば
か
り
肥
後
の
内
に
残
れ
り
。
其
後
加
藤
清
正
の
領
知
と
な
り
し
時
も
前

代
よ
り
右
の
通
り
な
り
け
れ
ば
、
見
角
の
沙
汰
に
及
ば
れ
ず
と
な
り
。
此
説
を
以
て
古

へ
の

大
津
山
の
関
は
、
今
の
筑
後
の
背
戸
口
な
る
事
を
知
る
べ
し
。

モ
ト

ス

ル

（
二
）
大
津
山
資
基
、
下
l

向
肥
後
事

土
俗
の
説
に
言
。
大
津
山
の
領
、
玉
、
大
津
山
河
内
守
藤
原
の
資
基
と
い

ふ。

日
野
中
納
言

資
名
卿
の
子
也
。
建
武
年
中
、
足
利
尊
氏
、
新
田
義
員
と
矛
盾
及
ば
れ
け
る
時
、
尊
氏
、
持

明
院
殿
の
院
宣
を
賜
ら
ん
が
為
、
熊
野
本
宮
の
別
当
が
子
薬
師
丸
と
い

ふ
者
日
野
資
名
の
一

族
な
り
し
か
ば
、
彼
を
以
て
資
名
に
頼
み
、
院
宣
を
申
下
し
、
一
戦
の
功
に
依
て
義
貞
を
討

捕
、
天
下
を
治
ら
れ
し
よ
り
し
て
、
尊
氏
、

資
名
と
甚
だ
む
つ
ま
じ
。
此
故
に
資
名
の
末
子

（
？
？
）
 

資
基
、

尊
氏
に
属
し
て
武
士
と
成
る
。
将
将
義
持
の
時
、

資
基
肥
後
国
玉
名
郡
大
津
山
を
賜

り
て
シ
抗
永
二
年
十
二
月
品
川
日
大
津
山
木
屋
塚
同
組
問
…
。
に
下
着
す
。
其
勢
百
五
汁
余
人
な
り
。

翌
年
革
巌
に
城
を
築
て
住
居
す
。
依
之
日
野
氏
を
大
津
山
と
改
め
、
元
河
内
国
古
市
に
住
せ

し
故
河
内
守
と
号
す
。
家
の
紋
は
五
段
の
梯
子
な
り
。
常
に
は
革
巌
よ
り
西
南
の
方
関
水
と

い
ふ
処
に
住
す
。
其
辺
に
正
法
禅
寺
を
建
立
す
。
一
打
開
九
一
件
仙一一四一
抑
制
一
能
川
一切

其
時
の
町
は

今
の
明
神
の
社
地
、
馬
場
の
横
二
通
り
に
あ
り
と
い
、
伝

へ
、
町
の
裏
堀
の
跡
と
て
今
に
残

れ
り
。
大
道
の
跡
も
あ
り
。
此
大
道
よ
り
小
原
に
出
し
と
い

ふ。

高
山
獄
は
平
地
よ
り
高
さ
四
百
五
十
問
、
廻
り
八
町
な
り
。
本
丸
の
跡
三
十
三
問
、
二
ノ

丸
跡
二
十
七
問
、
三
丸
跡
三
十
問
、
大
手
は
南
向
也
。

山
上
よ
り
五
十
間
成
亥
の
方

に
き
が
り
て
井
あ
り
。
今
は
水
な
し
。
大
津
山
七
代
資
冬
、
龍
造
寺
隆
信
が
旗
下
に
属

カ
夕
、
ラ

し
、
肥
前
佐
賀
に
出
て
勤
仕
し
け
る
時
は
、
龍
造
寺
家
治、

此
城
の
傍
、
山
よ
り
西
に

タ
チ

住
居
す
。
今
其
跡
を
家
治
館
と
い

ふ。

其
内
に
久
保
丸
と
い

ふ
処
あ
り
。
是
は
家
治
が

家
人
久
保
某
し
が
住
せ
し
跡
と
い
ふ
。
又
其
辺
に
菖
蒲
井
の
跡
あ
り
。
此
所
を
金
井
屋

鋪
と
い

ふ。

秀
吉
公
、
正
法
寺
に
御
障
を
居
ら
れ
し
時
、
此
水
を
汲
て
献
し
と
な
り
。

- 3 
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（三）

O
大
津
山
民
部
大
輔
、
勧
l

請
熊
野
三
社
子
小
亀
山
獄
事

一

、

一

（

7
7
）

土
俗
の
説
に
言
。
大
津
山
民
部
太
輔
殺
一枠

紀
州
熊
野
三
社
を
小
亀
ヶ
巌
勧
請
す
。
此

山
、
亀
に
似
た
る
故
に
号
す
。
高
山
獄
と
一
双
の
山
な
り
。
故
に
小
亀
山
獄
権
現
と
も
、
引
地
権

現
と
も
い

ふ。

ス

ミ

カ

ザ

リ

（四）

O
大
津
山
経
澄
、
建
立
厳
宮
事。

一
説
に
言
。
大
津
山
二
代
目
を
河
内
守
経
澄
と
い

ふ。

正
長
元
年
に
紀
伊
国
よ
り
熊
野
権

現
を
赤
坂
村
に
勧
請
し
、
厳
り
の
宮
と
号
す
。

32 
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『
南
関
紀
聞
』
は
熊
本
藩
士
で
神
道
家
と
し
て
著
名
な
井
沢
長
秀
が
、
肥
後
北
部
の
交
通

の
要
衝
南
関
（
現
在
の
玉
名
郡
南
関
町
）
の
官
舎
に
滞
在
中
に
土
地
の
農
夫
か
ら
聞
き
書
き

し
た
、
南
関
の
故
事
集
。
主
に
加
藤
家
入
封
以
前
の
領
主
大
津
山
一
族
の
歴
史
を
記
す
。

『
細
川
御
伝
記
』
は
そ
の
名
の
通
り
、
藤
孝
以
来
の
細
川
家
の
歴
史
を
略
述
し
た
も
の
。

い
ず

れ
も
伝
本
稀
少
で
あ
り
、
し
か
も
本
文
庫
蔵
本
は
他
本
と
の
比
較
に
お
い
て
独
自
の
位
置
を

占
め
て
い
る
。
諸
本
と
の
異
同
及
び
解
題
は
紙
幅
の
関
係
で
次
号
に
譲
り
、
今
号
は
ま
ず
本

文
を
提
供
す
る
に
と
ど
め
る
。

南
関
紀
聞

凡

例

南
関
紀
聞
序

や
つ
が
れ
は
か
ら
ず
し
も
い
に
し
と
し
の
暮
よ
り
南
聞
の
官
舎
に
す
み
侍
し
に
、
か
ね
て

き
け
る
に
も
増
り
て
も
の
き
び
し
く
、
月
日
も
す
ぐ
し
が
た
き
心
地
す
れ
ば
、
近
き
あ
た
り

に
さ
る
世
の
ふ
る
き
事
な
ど
を
く
わ
し
く
知
れ
る
農
夫
あ
り
と
聞
て
、
つ
と
め
の
い
と
ま
ご

と
に
よ
び
て
か
た
ら
せ
ぬ
る
に
、
ま
、
め
づ
ら
か
な
る
事
も
あ
れ
ば
、
か
た
わ
ら
な
る
反
古

の
う
ら
を
か
へ
し
て
ひ
と
つ
／
人
に
し
る
し
留
ぬ
。
ま
こ
と
に
用
な
き
わ
ざ
な
れ
ど
も
、
さ

す
が
に
か
ひ
や
り
す
て
ん
も
無
下
な
れ
ば
と
て
、
な
を
か
れ
こ
れ
を
か
ん
が
へ
、
終
に
一
ま

ト
ヂ
ブ
ミ

き
の
冊
子
と
な
し
て
や
み
ぬ
。

宝
永
ひ
の
へ
い
ぬ
の
と
し
ゃ
よ
ひ
廿
日

筆
を
墨
す
り
川
の

な
が
れ
に
し
た
づ

（上）

底
本
を
尊
重
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
、
次
の
ご
と
く
加
筆

等
を
行
っ
た
。

一
、
適
宜
、
句
読
点
・
濁
点
・
「
」
等
を
施
し
た
。

一
、
漢
字
は
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
活
字
の
あ
る
異
体
字
は
そ
の
ま
ま
残
し

た
。

一
、
か
な
文
字
は
現
行
の
字
体
を
用
い
た
。

一
、
本
文
中
の
ニ
・
ハ
・
ミ
は
ひ
ら
が
な
に
直
し
、
他
の
カ
タ
カ
ナ
は
す
べ
て
活
か
し
た
。

一
、
明
ら
か
な
誤
字
・
桁
字
は
正
し
た
が
、
特
に
そ
れ
と
注
記
し
な
か

っ
た
。

一
、
疑
問
の
箇
所
は
（
マ
マ
）
と
右
に
記
し
た
。

一
、
読
解
不
能
の
箇
所
は
門

U
で
示
し
、
推
読
し
た
文
字
を
中
に
入
れ
た
。

一
、
『
南
関
紀
聞
』
は
各
話
の
表
題
の
上
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。

一、

『細
川
御
伝
記
』
巻
末
記
載
の
H

当
家
武
具
之
次
第
。
（
五
丁
分
）
は
本
編
と
は
関

係
な
い
と
判
断
し
、
省
略
し
た
。

ノ

／

（

二

南

関

非

大

津

山
関
事

古
俗
の
説
に
日
。
此
所
を
す
べ
て
大
津
山
と
い
ふ
故
に
大
津
山
の
関
と
い
ふ
。
又
松
風
関

と
も
い
ふ
。
此
関
は
肥
後
筑
後
の
境
に
か
、
り
た
る
山
に
あ
り
し
が
、
今
は
筑
後
柳
川
領
に

セ

ト

成
り
背
戸
と
よ
ぶ
。
此
背
戸
の
内
六
十
間
余
あ
り
。
其
中
程
に
古
へ
の
境
目
あ
り
。
左
右
に

山
つ
ら
な
り
甚
だ
峨
岨
に
て
績
に
此
口
ば
か
り
の
通
路
な
れ
ば
、

此
口
を
さ
し
ふ
さ
が
ば
鳥

な
ら
で
は
越
が
た
き
所
也
。
源
平
盛
衰
記
に
、
菊
池
次
郎
高
直
に
大
津
山
の
関
明
け
て
ま
ひ

ら
せ
よ
と
て
先
達
て
通
し
た
り
け
れ
ど
も
此
事
終
に
は
か
件
＼
し
か
ら
じ
と
て
高
直
心
替
り

？

－ア

し
て
け
り
と
あ
る
は
此
背
戸
の
事
也
。
和
歌
手
引
に
へ
肥
後
の
国
万
里
の
森
よ
り
西
に
あ
る

（

7

7
）
 

た
つ
の
瀬
川
や
松
風
の
関
と
も
見
え
た
り
。
此
背
戸
よ
り
南
の
大
津
山
の
闘
の
南
と
い
冶
、

北
を
大
津
山
の
聞
の
北
と
呼
び
来
り
し
を
、
龍
造
寺
安
房
守
家
治
、
た

ゾ
に
南
の
関
北
の
関

と
よ
ぶ
べ
し
と
い
、
け
る
よ
り
今
の
名
に
成
り
た
り
。
此
北
ノ
関
は
筑
後
国
の
内
な
れ
ど
も

此
時
は
肥
後
筑
後
と
も
に
龍
造
寺
領
せ
し
故
、
両
国
を
か
け
て
南
北
の
名
を
定
し
な
り
。

い

『南関紀聞』『細川御伝記』

井
沢
長
秀
書
す
卦
…
1
六
歳

- 2 一

市己

南

関

聞

註
－

「
六
主
主
文
庫
所
蔵
郷
土
資
料
第
一
実
録
体
小
説
篇
『
北
関
始
終
物
語
』
『
平
山
入
湯
土
産
』
（
大
津
薮

河
実
記
）
」
（
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
第
二
十
一
号
）



霊
堂
文
庫
所
蔵
郷
土
資
料
第
二
歴
史
資
料
篇

『
南
関
紀
聞
』
『
細
川
御
伝
記
』

（上）

r'-ー，
f ¥. 

山

健

（
福
岡
女
子
短
期
大
学
）

田

富

二

夫

保

田

啓

一

久花
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B
O
え

p
o
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ニ
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古
任
。

第 23号

A
Z山
口
付
回
口

H
W
F
Cロ

ωロ己

同
ハ
巳
門
目
。
∞
ロ
ロ
｝
内
。
ピ

σ
5ミ一一司
ω
2
N・
国
訪

Z
E
S］
宮
山
件
。
吋

g
－ω

A

図
。
ω
O
｝S
者向凶

H
m
o（ruロ
｝
己
主
（
同
）

有明工業高等専門学校紀要

σM1
吋
出
｝
内

mwωE
〉
ロ
山
可
ω
B
P
司

ε－
。
出
向
凶
口
町
芦
田
町
Y

同
2
－
n
E
関
口
σ
o
g

lま

め

じ

前
稿
に
引
き
続
き
、
套
堂
文
庫
所
蔵
郷
土
資
料
の
う
ち
歴
史
資
料
と
し
て
『
南
関
紀
聞
』

『
細
川
御
伝
記
』
の
二
点
を
翻
刻
す
る
。
以
下
簡
略
に
書
誌
を
記
す
。

南
関
紀
聞
写
本
。
半
紙
本
一
冊
。

底
本
套
堂
文
庫
蔵
本

表
紙
柿
茶
色
二
四
・
八
×
一
七
・
四
糎

題
簸
左
肩
「
南
関
紀
聞
全
」
一
四
・
三
×
三
・
一
糎

内
題
「
南
関
紀
聞
L

本
文
墨
付
四
十
丁
各
半
丁
九
行

識
語
「
天
保
十
四
卯
仲
秋
南
関
町
色
木
金
作
ヨ
リ
借
請
写
取
之

印
記
「
服
部
蔵
書
」

ロ
民

R
H仲
ヱ

H
H
立
口
4
U
F
」
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細
川
御
伝
記
写
本
。
半
紙
本
一
冊
。

底
本

套
堂
文
庫
蔵
本

表

紙

茶

色

二

七

・

二

×

一
九
・
二
糎

題
策
左
肩
「
細
川
御
伝
記
全
」
※
中
央
上
方
に
「
上
」
と
墨
書
。

内
題
「
細
川
御
伝
記
」

本
文
墨
付
五
十
七
丁
各
半
丁
ヂ
行

識
語
「
明
和
七
庚
寅
五
月
二
日
山
鹿
郡
南
嶋
村
伊
東
氏
平
次
郎
」

し
に
別
筆
に
て
「
寛
政
十
年
午
三
月
之
書
祐
氏
」
と
あ
る
。

「
服
部
蔵
書
L

※
裏
見
返

印
記



第 23号

切
の

y
z
E
E
B
m
が
上
演
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
こ
の
都
市
の
住
民
の
才
能

に
基
礎
づ
け
ら
れ
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
と
大
学
の
サ
ー
ク
ル
に
よ
っ
て
奨
励
・
育
成
さ
れ
た

音
楽
と
演
劇
は
、
そ
の
後
今
日
に
い
た
る
ま
で
失
な
わ
れ
る
こ
と
な
く
つ
づ
け
ら
れ
、
ま
さ

に
ウ
ィ
ー
ン
の
シ
ン
ボ
ル
を
成
す
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

一
五
一
五
年
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
が
死
の
数
年
前
に
そ
の
孫
を
べ

l
メ
ン
と
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
継
承
者
と
結
婚
さ
せ
、
同
時
に
そ
の
領
土
の
相
続
契
約
を
結
ん
だ
と
き
、
か
れ
は
ウ
ィ
ー

ン
の
地
に
諸
候
会
議
司
一
戸
町

ωzzaを
お
い
た
が
、
そ
の
こ
と
は
後
の
ド
ナ
ウ
大
国
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
発
展
の
基
石
を
成
す
出
来
事
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
が
殻
し
、
そ
の
相
続
人
た
る
カ
ー
ル
と
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
が
未
だ
国

外
の
地
に
あ
っ
た
と
き
、
低
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
等
族
達
は
、
か
れ
ら
が
前
帝
の
治
下
で
領
邦

君
主
の
中
央
官
庁
に
よ
っ
て
失
な
っ
た
勢
力
を
ふ
た
た
び
と
り
返
そ
う
と
こ
こ
ろ
み
た
。
そ

の
と
き
、
ウ
ィ
ー
ン
は
、
不
承
不
承
で
は
あ
っ
た
が
、
市
長
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ジ

l
ベ
ン
ビ
ュ

ル
ガ

l
博
士
の
も
と
で
領
邦
等
族
の
側
に
立
っ
て
そ
の
反
抗
の
味
方
を
し
た
。
市
が
自
主
的

な
政
治
的
役
割
を
演
じ
た
の
は
そ
れ
が
最
後
で
あ
っ
た
。
次
い

で
、
ブ
リ
ユ
ツ
セ
ル
の
領
土

分
割
条
約
で
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
に
上
お
よ
び
低
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
シ
ュ
タ
イ
エ
ル
マ
ル
ク
、

ケ
ル
ン
テ
ン
、
ク
ラ
イ
ン
お
よ
び
チ
ロ
ル
を
与
え
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
や
否
や
、
か
れ
は

直
ち
に
等
族
の
反
乱
を
弾
圧
し
、
領
邦
君
主
と
し
て
の
そ
の
無
制
限
の
権
力
を
確
立
し
よ
う

と
決
意
し
た
。
か
れ
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
ヴ
ィ

l
ナ
｜
・
ノ
イ
シ
ュ
タ

ッ
ト
の
「
血
の
法

廷
」
巴

E
m
2
R
E
は
、
一
五
二
二
年
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ジ

l
ベ
ン
ビ
ュ
ル
ガ

l
博
士
を
も

含
む
反
乱
の
首
謀
者
に
対
し
て
死
刑
の
判
決
を
言
い
渡
し
た
。

四
年
後
の
一
五
二
六
年
、
ウ
ィ
ー
ン
の
運
命
を
以
後
数
世
紀
に
わ
た
っ
て
規
定
し
た
二
つ

の
決
定
が
な
さ
れ
た
。

三
月
に
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
は
一
ヶ
の
都
市
条
例
を
布
告
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ウ
ィ
ー
ン

が
未
だ
有
し
た
と
こ
ろ
の
若
干
の
権
利
を
剥
奪
し
た
。
市
民
は
も
は
や
市
長
や
市
参
事
会
員

を
自
由
に
選
ぶ
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
が
こ
の
二
世
紀
の
間
非
常
に
効
果
的

に
運
営
し
て
き
た
市
参
事
会
に
お
い
て
、
今
や
「
都
市
の
代
表
者
」

ω
g島
自
宅
色
丹
は
都
市

領
主
の
側
に
立
っ
て
そ
の
意
向
通
り
に
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
本
来
は
都
市

の
自
治
を
す
す
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
こ
の
機
関
は
領
邦
君
主
の
意
志
に
完
全
に
屈
服
き
せ
ら

れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
態
は
十
九
世
紀
半
ば
の
絶
対
主
義
終
罵
に
い
た
る
ま
で
つ

づ
い
た
の
で
、
最
近
三
世
紀
聞
の
市
の
歴
史
は
真
の
意
味
の
都
市
史
で
は
な
か
っ
た
と
も
い

え
る
の
で
あ
る
。
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中
世
か
ら
近
代
へ
の
移
行
の
時
期
に
、
バ
ル
カ
ン
半
島
で
は
、
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ウ
ィ

ー
ン
に
と
っ
て
差
し
迫
っ
た
状
況
が
生
じ
て
い
た
。
ト
ル
コ
人
は
小
ア
ジ
ア
か
ら
バ
ル
カ
ン

半
島
に
移
り
、
一
四
五
三
年
に
は
東
ロ
！
？
帝
国
を
ほ
ろ
ぽ
し
、
バ
ル
カ
ン
半
島
の
ス
ラ
ヴ

系
諸
民
族
を
隷
属
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
カ
ル
パ
テ
ィ
ア
山
脈
の
屈
曲
線
に
よ
っ
て

か
こ
ま
れ
た
ド
ナ
ウ
・
テ
ィ

l
ス
平
原
に
侵
入
し
よ
う
と
こ
こ
ろ
み
た
。

一
五
二
六
年
八
月
、
ベ

l
メ
ン
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
、
南
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
モ
ハ
ッ
チ
で
ト
ル
コ
人
と
の
た
た
か
い
に
敗
れ
た
。
そ
の
結
果
、
一
五
一
五
年
の
相
続
契

約
を
理
由
に
、
今
や
か
れ
の
義
兄
弟
た
る
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
大
公
が

べ
l
メ
ン
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
継
承
者
と
な
っ
た
。
そ
の
直
前
に
都
市
の
自
治
権
を
失
な
っ
た

ば
か
り
の
ウ
ィ
ー
ン
は
、
こ
こ
に
、
ア
ル
プ
ス
、
ズ
デ
｜
テ
ン
お
よ
び
カ
ル

パ
テ
ィ
ア
の
諸

領
域
を
包
括
し
た
大
国
家
の
首
都
と
な
っ
た
。
か
つ
て
プ
ラ
ハ
の
オ

ッ
ト
カ
ル
と
ブ
ダ
ペ
シ

ト
の
マ
テ
ィ
ア
ス
・
コ
ル
ヴ
ィ
ヌ
ス
が
構
想
し
た
こ
れ
ら
三
領
域
を
統
合
せ
ん
と
の
こ
こ
ろ

み
は
、
こ
れ
ら
の
領
域
体
の
自
然
な
地
理
的
中
心
地
と
も
い
う
べ
き
ウ
ィ
ー
ン
の
地
か
ら
す

す
め
た
場
合
、
実
現
の
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
に
は
思
わ
れ
た
。
し
か

し
、
現
実
に
は
、
そ
の
よ
う
な
中
心
地
と
な
る
代
わ
り
に
、
ウ
ィ
ー
ン
は
、
そ
の
後
一
世
紀

半
の
間
ト
ル
コ
の
軍
事
力
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
た
「
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
防
波
堤
」
回
。
＝

者

q
w仏
R
n宵
Z
Z巳
出
芹
と
な
っ
た
。

（

未

完

）

句
E
ムつω
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の
貨
幣
で
あ
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
の
ペ
ニ
ヒ
貨
は
支
払
手
段
と
し
て
の
そ
の
重
要
性
を
失
な
っ
た
。

一
四
五
八
年
に
は
価
値
の
な
い
黒
い
ペ
ニ
ヒ
貨
た
る
悪
評
高
い
「
シ
ン
ダ
｜
リ
ン
ゲ
」
印
n
y
・

5仏
2
2ロ
唱
が
非
常
に
多
く
鋳
造
さ
れ
た
の
で
、
「
最
後
に
は
子
供
達
が
路
地
で
沢
山
の
ペ

ニ
ヒ
貨
を
も
ち
、
そ
れ
を
投
げ
捨
て
る
ほ
ど
」
で
あ
っ
た
。
貨
幣
価
値
の
切
り
下
げ
は
そ
れ

に
よ
っ
て
多
く
の
豊
か
な
市
民
達
の
財
産
を
無
な
ら
し
め
、
ま
た
食
料
品
の
価
格
を
引
き
上

げ
て
再
三
に
わ
た
り
下
層
の
住
民
層
を
飢
僅
状
態
に
お
と
し
い
れ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
ウ

ィ
ー
ン
の
商
業
地
区
が
今
や
完
全
に
南
ド
イ
ツ
の
競
争
相
手
の
手
に
お
ち
い
る
と
い
う
事
態

き
え
生
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
弱
体
化
し
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
王
統
が
も
は
や
ウ
ィ
ー
ン
の
開

市
権
を
効
果
的
に
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
は
、
企
業
心
に
富

み
、
資
本
力
の
あ
る
上
ド
イ
ツ
の
商
人
を
必
要
と
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

は
、
か
れ
ら
ド
イ
ツ
の
商
人
を
し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
聞
の
有
利
な
取
引
き
を
独
占
せ
し
め

た
だ
け
で
は
な
く
、
大
し
た
抵
抗
に
遭
う
と
い
う
こ
と
も
な
し
に
ウ
ィ
ー
ン
人
を
そ
の
独

自
の
ワ
イ
ン
の
取
引
き
か
ら
閉
め
出
す
と
い
う
こ
と
を
達
成
せ
し
め
た
。
最
後
に
、
そ
の
こ

と
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
、
重
要
な
交
通
路
の
交
点
と
し
て
の
そ
の
位
置
自
体
の
価
値
が
失
な
わ

れ
た
こ
と
を
否
応
な
し
に
印
象
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
に
お
い
て
、
一
四
五
三
年
の

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ

l
プ
ル
の
陥
落
と
バ
ル
カ
ン
半
島
へ
の
ト
ル
コ
の
進
入
と
い
う
あ
ら
た

な
事
態
は
ド
ナ
ウ
貿
易
に
有
害
に
作
用
し
、
他
方
に
お
い
て
、
地
理
上
発
見
に
よ
る
大
西
洋

方
面
へ
の
世
界
交
通
路
の
伸
長
は
、
南
方
と
く
に
地
中
海
へ
の
通
商
路
を
無
価
値
な
ら
し
め

る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

皇
帝
フ
リ

l
ト
リ
ヒ
一
二
世
｜
｜
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
は
一
四
三
八
年
以
来
ふ
た
た
び
ロ

l
マ

・
ド
イ
ツ
帝
国
の
帝
冠
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
｜
｜
は
、
こ
の
よ
う
な
ウ
ィ
ー
ン
の
経
済
的

窮
状
を
救
う
こ
と
が
で
き
ず
、
次
い
で
ま
た
、
ハ
ン
方
リ

l
王
マ
テ
ィ
ア
ス
・
コ
ル
ヴ
ィ
ヌ

ス
に
よ
る
瀕
々
た
る
脅
迫
に
対
応
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
困
難
な
時
代

さ
な
か

の
最
中
の
一
四
六
九
年
に
ウ
ィ
ー
ン
は
司
教
区
と
な
っ
た
。
ま
た
、
一
四
八
五
年
に
は
、
戦

乱
に
よ

っ
て
そ
の
商
業
活
動
を
ふ
た
た
び
ひ
ど
く
い
た
め
つ
け
ら
れ
た
市
が
マ
テ
ィ
ア
ス
に

屈
服
し
、
そ
の
結
果
都
市
貴
族
の
中
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
友
好
的
な
党
派
が
出
現
す
る
と
い
う

事
態
が
生
じ
た
。
だ
が
し
か
し
、
五
年
間
も
つ
づ
い
た
ハ
ン
カ
リ
！
の
支
配
は
ウ
ィ
ー
ン
の

商
人
達
に
苦
い
幻
滅
感
を
も
た
ら
し
た
。
マ

テ
ィ
ア
ス
は
ウ
ィ
ー
ン
人
に
対
し
て
開
市
権
を

保
証
せ
ず
、
ウ
ィ
ー
ン
人
に
仲
介
利
潤
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
輪
入
品
の
価
格
を
高
め
よ

う
と
も
せ
ず
、
ハ
・ン
ガ
リ
ー
へ
の
商
品
輪
入
を
上
ド
イ
ツ
の
商
人
の
手
に
任
せ
た
ま
ま
に
し

た
。
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
マ
テ
ィ
ア
ス
が
一
四
九

O
年
に
残
し
た
後
、
ウ
ィ
ー
ン
は
み
ず

ウィーン市の歴史（→

か
ら
す
す
ん
で
皇
帝
フ
リ
ー
ト
リ
ヒ
の
管
轄
下
に
入
る
に
い
た
っ
た
。

フ
リ

l
ト
リ
ヒ
の
息
子
に
し
て
後
継
者
た
る
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
の
下
で
、
ウ
ィ
ー
ン

は
、
最
初
の
う
ち
は
さ
ら
に
大
い
な
る
政
治
的
、
経
済
的
後
退
を
背
負
い
込
ま
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
市
は
否
応
な
し
に
か
れ
の
大
胆
な
政
治
的
計
画
と
多
く
の
経
済
的
所

与
の
犠
牲
と
な
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
は
、
一
一
五
六
年
以
来
パ
｜
ベ
ン
ベ
ル
グ
家
の
居
城
・
政

治
的
中
心
地
、
次
い
で
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
所
有
と
な
っ
た
が
、
今
や
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
が

賢
明
な
結
婚
政
策
に
よ
っ
て
ブ
ル
グ
ン
ド
や
北
イ
タ
リ
ア
を
も
手
に
入
れ
た
の
で
、
そ
れ
は

よ
り
恵
ま
れ
た
位
置
に
あ

っ
た
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
の
蔭
に
か
く
れ
て
一
時
的
に
は
後
退
せ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
加
え
て
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
は
、
そ
の
遠
大
な
行
政
改
革
の
歩

み
の
中
で
ま
ず
最
初
に
エ
ン
ス
と
リ
ン
ツ
を
、
そ
し
て
一
五
一

O
年
に
な
っ
て
は
じ
め
て
ウ

ィ
ー
ン
を
低
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
統
治
の
中
心
地
に
し
た
。
最
後
に
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
は
、
も

は
や
か
な
り
以
前
か
ら
時
代
に
適
合
せ
ぬ
も
の
と
な
っ
て
い
た
ウ
ィ
ー
ン
の
開
市
権
を
拒
否

せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
か
れ
は
信
用
の
必
要
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
上
ド
イ
ツ
の
商
業

都
市
の
資
本
力
の
大
き
き
か
ら
多
く
を
教
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
か
れ
ら
が
ウ
ィ
ー
ン
の
商

業
地
区
で
あ
げ
る
利
益
の
高
を
縮
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
一
五

O
O年
ご
ろ
の
ウ
ィ
ー
ン
は
、
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
重

要
性
を
も
た
ぬ
都
市
に
な
り
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
上
ド
イ
ツ
の
商
業
都
市
た
る

レ
l
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
、
ウ
ル
ム
、
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
や
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
な
ど
と
も
、
ま
た

当
時
の
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
首
都
や
世
界
貿
易
港
と
も
比
肩
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
。

し
か
し
、
お
ど
ろ
く
べ
き
こ
と
に
は
、
同
じ
こ
ろ
の
ウ
ィ
ー
ン
は
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア

ン
の
精

力
的
な
保
護
奨
励
に
よ
っ
て
パ

l
ベ
ン
ベ
ル
グ
時
代
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
文
化
的
繁
栄
を
享

受
し
た
の
で
あ
る
。
以
前
の
時
代
に
は
公
の
城
が
宮
廷
的
・
騎
士
的
文
化
の
中
心
地
と
な
っ

て
い
た
が
、
今
や
こ
の
時
代
に
は
市
民
層
の
中
の
教
養
あ
る
上
流
の
人
々
が
あ
ら
た
な
文
化

の
担
い
手
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
文
主
義
運
動
の
一
つ

の
中
心
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
出
身
の
コ
ン
ラ

l
ト
・
ケ
ル
テ
ィ
ス
や
ク
ス

ピ
ニ
ア
ン
が
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
、
ブ
ル
グ
ン
ド
や
ス
ラ
ヴ

的
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
的
東
方
か
ら
来
っ
た
多
く
の
学
生
達
を
収
容
す
る
ド
イ
ツ
の
高
等
教
育
機

関
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
じ
時
期
に
、
ウ
ィ
ー
ン
で
は
、
数
世
紀
以
来
保
護
育
成
さ
れ
て

き
た
市
民
的
・
民
族
的
な
芸
術
｜
｜
民
族
歌
曲
簡
素
な
器
楽
、
キ
リ
ス
ト
受
難
劇
や
謝
肉

祭
劇
ー
ー
が
そ
の
全
盛
期
に
達
し
て
い
た
。
荘
厳
な
音
楽
は
、
一
四
九
八
年
に
マ
ク
シ
ミ
リ

ア
ン
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
宮
廷
音
楽
堂
で
演
奏
さ
れ
、
大
学
で
は
人
文
主
義
的
な
学
校
劇

ハU
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漁
夫
、
筏
師
や
船
頭
達
が
居
住
し
、
川
辺
の
森
で
は
材
木
が
伐
採
さ
れ
、
草
原
は
放
牧
地
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
最
初
の
こ
ろ
か
ら
、
都
市
中
央
部
の
主
要
建
築
物
群
や
ル

ツ
ケ
ン

地
区
の
住
民
は
固
い
や
越
流
口
の
前
の
濠
に
よ
っ
て
防
禦
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
十
五
世

紀
と
い
う
騒
乱
期
に
入

っ
て
は
じ
め
て
、
市
の
行
政
は
防
禦
柵
を
も
含
め
た
都
市
の
濠
の
前

面
の
す
べ
て
の
こ
れ
ら
の
居
住
地
を
と
り
こ
む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
防
禦
柵
と
は
、
強
い

支
柱
の
聞
を
堅
い
枝
を
束
ね
て
編
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
前
に
は
一
つ
の
小
さ
な
濠
が
掘

ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
や
り
方
で
、
市
が
非
公
式
の
経
過
の
中
で
と
り
こ
ん
だ
と
こ
ろ

の
前
面
の
地
域
の
防
備
施
設
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
防
禦
柵
を
通
っ
て
七
つ
の
市
門
か
ら

入
っ
て
く
る
幹
線
道
路
が
通
じ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
市
は
石
造
の
門
塔
を
建
て
た
。
幹
線
道

路
の
中
に
は
ケ
ル

ン
ト
ナ

l
門
か
ら
入
る
も
の
、
シ
ュ
ト
ゥ

l
ベ
ン
門
か
ら
入
る
も
の
、
そ

れ
に
ロ
｜
テ
ン
・
ト
ウ
ル
ム
（
赤
塔
）
門
か
ら
入
る
も
の
と
の
三
つ
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
特

別
の
経
済
的
価
値
を
有
し
た
。
第
一
の
も
の
は
グ
ラ

l
ツ
経
由
で
ウ
ィ
ー
ン
を
ト
リ
エ
ス
卜

や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
結
び
つ
け
た
通
商
路
で
あ
り
、
第
二
の
も
の
は
古
代
ロ
ー
マ

の
リ

l
メ

ス
街
道
の
後
を
承
け
、
東
方
の
販
路
と
し
て
非
常
に
重
要
な
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
と
い
た
る
も
の
、

北
方
へ
の
交
通
路
と
な
っ
た
第
三
の
も
の
は
、
勿
論
、
領
邦
君
主
に
よ
っ
て
支
援
さ
れ
た
都

市
が
一
四
三
九
年
に
ド
ナ
ウ
川
の
支
流
の
上
に
四
つ
の
輩
固
な
木
造
の
橋
を
架
け
る
と
い
う

体
制
を
打
ち
出
し
た
と
き
に
は
じ
め
て
、
意
味
を
獲
得
す
る
に
い
た

っ
た
も
の
で
あ
る
。
ウ

ィ
ー
ン
は
そ
れ
に
よ

っ
て
は
じ
め
て
、
そ
の
歴
史
の
中
で
一
ヶ
の
架
橋
都
市
と
な

っ
た
。

市
の
前
面
の
防
備
施
設
の
彼
方
に
は
、
勿
論
ウ
ィ
ー

ン
の
森
の
小
川
や
幹
線
道
路
沿
い
に

ぶ
ど
う
園
や
沢
山
の
村
々
が
広
が

っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
村
々
は
小
さ
な
ゴ
シ

ッ
ク
式
の
教

会
と
簡
単
な
防
備
施
設
を
も
っ
裕
福
な
居
住
地
に
な
っ
て
い
た
。
都
市
に
非
常
に
近
い
村
々

は
当
時
す
で
に
郊
外
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
都
市
周
辺
の
状
況
に
つ
い
て
、
一
人
の
同
時
代

人
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
ウ
ィ
ー
ン
の
全
領
域
は
美
し
い
ぶ
ど
う
園
の
あ
る
丘
と

果
樹
園
と
で
飾
ら
れ
た
一
つ
の
途
方
も
な
く
大
き
く
壮
麗
な
庭
園
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
も

っ
と
も
愛
ら
し
い
別
荘
で
飾
ら
れ
、
養
魚
場
、
狩
猟
場
、
家
と
庭
で
、
あ
ら
ゆ
る
欲
求
で
、

生
の
あ
ら
ゆ
る
事
受
で
飾
ら
れ
た
み
や
び
や
か
に
し
て
快
適
な
前
山
〈

2
σ
R
m
が
よ
こ
た

わ
っ
て
い
る
U

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
き
わ
め
て
牧
歌
的
で
心
地
よ
い
ム

l
ド
の
ウ
ィ
ー
ン
も
、
十
五
世

紀
に
は
ふ
た
た
び
難
局
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
つ
て
は
そ
の
門
の
前
で
フ
ン
族
や

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
対
す
る
た
た
か
い
を
体
験
し
た
が
、
今
回
は
困
難
な
経
済
的
後
退
を
甘
受
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
る
直
接
の
結
果
は
住
民
中
の
下
層
の
人
々
の
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生
活
困
窮
化
と
市
民
の
間
で
の
政
治
的
な
紛
糾
で
あ
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
災
厄
の
主
要
な
原
因

は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
勢
力
の
一
時
的
な
動
揺
と
い
う
こ
と
の
中
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
べ
き
出
来
事
は
ま
ず
第
一
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家

の
所
領
の
分
割
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
相
続
と
後
見
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
の
な
が
い
係
争

が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
い
で
、
後
期
中
世
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
も
、

立
法
、
租
税
認
容
、
そ
れ
に
行
政
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
領
邦
君
主
と
等
族
と
の
聞
に
紛
争
が

生
ず
る
に
い
た
っ
た
。

一
方
に
お
い
て
都
市
領
主
と
な

っ
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
争
い
、
ま

た
他
方
に
お
い
て
は
領
邦
議
会
に
対
し
都
市
の
代
弁
者
と
し
て
ふ
る
ま
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
ウ
ィ
ー
ン
は
、
そ
の
時
代
、
王
朝
と
等
族
と
の
聞
の
た
た
か
い
に
三
度
も
介
入
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
あ
ら
ゆ
る
こ
の
よ
う
な
政
治
的
な
企
図
は
都
市
に
と
っ
て
は
何
の
効
果
も
も
た

ら
さ
ぬ
も
の
、
そ
の
首
謀
者
達
に
と
っ
て
は
血
な
ま
ぐ
さ
い
も
の
に
終
わ
っ
た
。
百
十
四
年

の
聞
に
ウ
ィ
ー
ン
の
市
長
は
三
人
も
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

一
四

O
八
年
に
、
市
長
の
コ
ン
ラ

l
ト
・
フ
ォ
ア
ラ
ウ
フ
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
二
人

の
公
た
る

エ
ル
ン
ス
ト
と
レ
オ
ポ
ル
ト
が
ま
だ
未
成
年
で
あ
っ
た
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
五
世
に
対

す
る
後
見
役
の
ゆ
え
に
行
な
っ
た
戦
争
に
き
い
し
て
、
都
市
貴
族
の
多
数
と
と
も
に
エ
ル
ン

ス
ト
の
側
に
立
た
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
都
市
貴
族
の
参
事
会
の
没
落
を
予
測
し
た
ツ

ン
フ
ト
は
レ
オ
ポ
ル
ト
の
側
を
支
持
し
た
。
そ
こ
で
、
コ
ン
ラ

l
卜
・フ

ォ
ア
ラ
ウ
フ
は
八
人

の
手
工
業
者
を
打
ち
首
に
さ
せ
た
。
だ
が
し
か
し
、
か
れ
は
そ
の
よ
う
に
き
び
し
い

処
置
を

と
っ
た
こ
と
で
、
争
い
合
っ
て
い
た
公
達
が
和
解
す
る
や
否
や
殺
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
世
紀
の
半
ば
こ
ろ
に
は
、
ウ
ィ
ー
ン
は
、
裕
福
な
家
畜
商
出
の
市
長
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン

グ
・
ホ
ル
ツ
ア
ー
に
よ
り
、
皇
帝
フ
リ
ー
ト
リ
ヒ
三
世
と
そ
の
弟
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
六
世
と
の

聞
の
継
承
戦
争
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
た
。
こ
の
ホ
ル
ツ
ア
ー
と
い
う
政
治
的
野
心
家
は
、
市

長
と
し
て
、
不
満
を
も
っ
下
層
民
衆
に
皇
帝
に
反
対
す
る
行
動
を
と
る
よ
う
に
け
し
か
け
、

か
れ
（
皇
帝
）
を
ほ
ぼ
二
か
月
に
わ
た
っ
て
ウ
ィ
ー
ン
の
城
に
と
り
囲
ん
だ
。
ホ
ル
ツ
ア
ー

が
後
に
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
に
見
捨
て
ら
れ
、
都
市
が
嫌
わ
れ
者
の
皇
帝
に
対
す
る
包
囲
を
解
い

た
と
き
、
民
衆
は
か
れ
か
ら
離
れ
た
。
そ
し
て
、
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
は
か
れ
を
き
び
し
い
裁
判

に
か
け
た
。
そ
の
後
、
か
れ
の
支
持
者
達
が
ア
ム
・
ホ

l
フ
広
場
で
首
を
例
ね
ら
れ
た
後
、

ホ
ル
ツ
ア

l
自
身
は
四
つ
裂
き
に
さ
れ
た
。

ウ
ィ
ー
ン
に
と
っ
て
き
ら
に
悲
惨
で
あ
っ
た
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
出
来
事
の
結
果
と
し

て
、
そ
の
経
済
が
重
苦
し
い
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

最
初
そ
れ
は
貨
幣
価
値
の
下
落
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ
た
。
十
三
j
十
四
世
紀
に
は
、
良
質
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紀
末
以
来
市
の
風
景
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
四
七

O
年
ご
ろ
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
人
の
親
方
に
よ
っ
て
画
か
れ
た
「
エ
ジ
プ
ト
へ
の
脱
走
」
と
い
う
題
の
有
名
な
パ
ネ

ル
絵
の
中
で
、
背
景
と
し
て
画
か
れ
た
ウ
ィ
ー
ン
市
の
な
が
め
に
お
い
て
も
っ
と
も
魅
力
的

に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
そ
の
絵
は
、
都
市
城
壁
内
の
空
間
が
後
期
中
世
の
経

過
の
中
で
完
全
に
建
物
で
ふ
さ
が
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
を
確
証
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
狭
い
空
間
に
密
集
し
て
い
た
建
物
の
数
は
お
よ
そ
一
千
二
百
、
住
民
数
は
中
世
末
に
は

約
五
万
人
と
み
つ
も
ら
れ
て
い
る
。
二
十
一
の
教
会
や
数
多
く
の
修
道
院
、
そ
れ
に
世
襲
市
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民
の
住
宅
や
若
干
の
宮
殿
と
な
ら
ん
で
、
今
や
、
狭
い
道
路
に
向
い
た
正
面
と
傾
斜
の
あ
る

破
風
を
も
っ
ゴ
シ
ッ
ク
式
の
市
参
事
会
議
事
堂
の
建
物
が
都
市
の
風
景
を
と
り
わ
け
印
象
づ

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
市
参
事
会
議
事
堂
の
古
い
建
物
は
、
こ
け
ら
葺
き
屋
根
を
も
っ

ブ
ロ
ッ
ク
ま
た
は
木
組
み
の
建
築
で
、
よ
り
新
ら
し
い
部
分
は
石
造
と
な
っ
て
お
り
、
煉
瓦

で
お
お
わ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
建
物
に
は
家
畜
小
屋
が
接
続
さ
れ
、
高
い
屋
根
裏
の
物
置

き
は
飼
料
倉
庫
と
し
て
役
立
ち
、
地
下
室
に
は
ワ
イ
ン
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ

の
地
下
室
は
、
（
一
人
の
同
時
代
人
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
）
「
地
の
下
に
は
ワ
イ
ン
の
た
め
に
地

の
上
と
同
じ
位
多
く
の
建
物
が
あ
る
と
、
人
が
言
う
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
非
常
に
深
く
、
か

つ
広
々
と
し
て
い
た
」
の
で
あ
る
。

都
市
の
狭
い
街
路
、
路
地
な
ら
び
に
通
路
は
再
三
に
わ
た
っ
て
大
き
く
拡
げ
ら
れ
た
。
そ

の
中
で
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
は
、
そ
こ
で
市
場
も
開
か
れ
た
が
ゆ
え
に
一
般
に
市
民
都
市

の
中
心
を
成
し
た
ホ

l
ェ
・
マ
ル
ク
ト
、
そ
こ
で
市
民
自
治
体
の
集
会
が
行
な
わ
れ
た
ア
ム

・
ホ

l
フ
広
場
、
そ
の
他
コ

l
ル
・
マ
ル
ク
ト
、
グ
ラ

l
ベ
ン
、
プ
ラ
ン
ト
シ
ュ
テ

ッ
テ
、

ノ
イ
マ
ル
ク
ト
、
そ
れ
に
一
四
二
二
年
以
来
ゲ
ッ
ト

l
が
解
散
さ
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
の
ユ
ダ
ヤ

人
が
追
放
き
れ
る
か
ま
た
は
そ
こ
で
残
酷
に
惨
殺
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
ユ
ダ
ヤ
人
広
場
な
ど
で

あ
っ
た
。
独
自
の
大
学
地
区
を
構
想
し
た
設
立
者
の
広
大
な
計
画
に
反
し
て
、
二
二
八
四
年
、

大
学
の
た
め
に
は
、
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
教
会
と
シ
ュ
ト
ゥ

l
ベ
ン
門
と
の
間
に
あ
っ
て
密
集
し

た
建
物
で
ふ
き
が
れ
た
地
区
に
、
ド
ミ
ニ
コ
会
の
修
道
院
と
向
か
い
合
っ
て
一
つ
の
塔
を
も

っ
簡
素
な
建
物
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
の
翌
年
大
学
は
開
校
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
四
五

O
年

ご
ろ
、
そ
れ
は
す
で
に
お
よ
そ
一
千
人
も
の
学
生
を
有
し
て
、
帝
国
内
で
も
っ
と
も
多
く
の

入
学
生
を
も
っ
最
有
力
の
大
学
と
し
て
勢
力
を
誇
っ
た
。

都
市
の
城
壁
は
十
三
世
紀
以
来
ほ
と
ん
ど
変
更
を
蒙
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
落
し
格
子
を

備
え
た
市
門
が
効
果
的
に
防
衛
す
る
た
め
の
防
壁
と
し
て
築
か
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
都

市
は
、
漸
次
そ
の
幅
が
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
濠
の
中
の
小
川
が
流
れ
込
む
場
所
を
、

平
和
時
に
は
養
魚
場
を
営
み
、
水
が
干
上
が
っ
た
と
き
に
は
鹿
を
捕
え
る
場
た
ら
し
め
た
。

濠
の
対
岸
に
は
数
世
紀
以
来
い
ろ
ん
な
仕
方
で
定
住
地
が
成
立
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
教
会

の
基
金
で
開
墾
さ
れ
た
定
住
集
落
、
大
農
園
、
次
い
で
ウ
ィ
ー
ン
川
沿
い
の
水
車
小
屋
な
ど

の
水
力
に
依
存
し
た
中
小
生
産
者
達
の
集
落
、
さ
ら
に
最
後
に
｜
｜
車
大
工
や
鍛
治
屋
の
ご

と
く
｜
｜
運
送
業
を
も
営
ま
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
そ
の
仕
事
場
を
幹
線
道
路
沿
い
の
場

所
に
つ
く
っ
た
手
工
業
者
や
ぶ
ど
う
国
労
働
者
ら
の
「
ル
ッ
ケ
ン
L

F
己

wwoロ
と
よ
ば
れ
た

居
住
地
で
あ
っ
た
。
市
の
北
の
ア
ウ
ラ
ン
ト
地
区
、
す
な
わ
ち
ド
ナ
ウ
川
の
中
洲
に
は
庭
師
、
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第 23号

ど
を
維
持
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
目
明
し
や
死
刑
執
行
人
を
傭
う
た
め
の
給
料

の
額
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

都
市
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
市
民
達
は
、
平
時
に
も
市
の
城
壁
や
塔
で
の
夜
ご
と
の
見

張
り
番
の
役
を
果
し
、
防
衛
工
事
の
た
め
の
不
断
の
労
働
た
る
「
濠
夫
役
」
の

E
Zロ
g
σ2

を
遂
行
す
る
よ
う
促
が
さ
れ
た
。
市
の
兵
器
庫
に
は
十
分
な
数
の
火
器
、
弾
薬
、
そ
れ
に
あ

ら
ゆ
る
種
類
の
手
で
使
う
武
器
類
が
整
備
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
戦
時
に
は
、
市
参
事
会

は
都
市
の
防
備
施
設
の
防
衛
を
組
織
づ
け
、
傭
兵
を
募
集
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

都
市
に
対
し
て
あ
ら
ゆ
る
必
要
な
商
品
を
供
給
せ
ん
が
た
め
に
、
市
参
事
会
は
市
場
を
設

立
し
、
そ
の
た
め
の
市
場
監
督
官
を
指
名
し
た
。
そ
の
監
督
官
は
容
易
に
い
た
み
易
い
商
品

を
調
べ
、
質
量
と
重
さ
と
を
検
査
し
た
。
必
要
な
時
期
に
は
市
参
事
会
は
食
料
品
の
最
高
価

格
を
定
め
た
。
都
市
の
建
物
の
新
築
ま
た
は
修
理
の
た
め
に
、
市
参
事
会
は
高
価
な
建
築
用

材
を
ド
ナ
ウ
川
で
上
流
か
ら
下
流
へ
と
流
き
せ
、
生
育
上
粗
悪
な
も
の
は
ド
ナ
ウ
北
岸
の
ア

ウ
ゲ
ビ

l
ト
で
切
断
さ
せ
、
建
築
用
石
材
を
運
ば
せ
、
煉
瓦
を
焼
か
せ
た
。
交
通
路
に
つ
い

て
は
と
り
わ
け
多
く
の
注
意
が
払
わ
れ
た
。
街
道
と
市
場
は
物
資
輪
送
の
た
め
に
舗
装
さ
れ

ね
ば
な
ら
ず
、
都
市
の
濠
を
こ
え
る
橋
や
ウ
ィ
ー
ン
の
街
筋
は
都
市
前
面
の
ぶ
ど
う
固
と
の

聞
の
輪
送
路
に
充
て
る
た
め
に
整
備
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
た
え
ず
土
砂
に
埋

ま
る
お
そ
れ
の
あ
っ
た
南
側
の
ド
ナ
ウ
の
入
江
は
航
行
可
能
な
状
態
に
保
持
さ
れ
ね
は
な
ら

な
か
っ
た
。

数
多
く
の
疾
病
と
の
た
た
か
い
に
お
い
て
、
市
参
事
会
は
住
民
に
健
康
な
飲
み
水
を
提
供

し
、
汚
染
さ
れ
て
い
た
家
庭
内
の
井
戸
を
清
潔
な
公
共
の
湧
き
水
に
よ
っ
て
補
っ
た
。
ま
た
、

街
路
や
市
場
の
泥
や
汚
水
を
と
り
除
い
て
清
掃
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
と
と
も
に
、
早
く
か

ら
市
の
糞
便
な
ど
の
汚
水
を
受
け
い
れ
て
い
た
ド
ナ
ウ
に
流
れ
こ
む
沢
山
の
小
川
を
迂
固
さ

せ
る
と
い
う
工
事
を
は
じ
め
て
い
た
。
ひ
と
き
わ
目
立
つ
の
は
病
人
や
老
弱
者
へ
の
配
慮
が

不
足
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
こ
と
は
個
々
の
同
胞
達
の
活
動
的
な
隣
人

愛
に
狂
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
を
収
容
し
た
の
は
ウ
ィ
ー
ン
川
の
岸
辺
に

建
て
ら
れ
て
い
た
二
つ
の
養
老
院
と
市
の
郊
外
に
あ
っ
た
「
施
療
院
」

ω
5己
2
2
2
yg
g・

5
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
桶
患
者
も
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
注
目
に
値
す
る
こ

と
は
、
市
が
消
防
制
度
を
設
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
時
は
家
屋
の
大
多
数
が
ま
だ
木

材
で
建
て
ら
れ
、
密
集
し
て
い
た
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
を
焼

き
つ
く
す
火
災
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
最
後
に
、
市
参
事
会
の
重
要
な
任
務
は
シ

ュ
テ
フ
ァ
ン
教
会
の
南
側
に
あ
っ
た
ラ
テ
ン
語
学
校
に
つ
い
て
の
配
慮
で
あ
り
、
ウ
ィ
ー
ン

有明工業高等専門学校紀要39 

市
は
一
二
九
六
年
の
都
市
法
に
よ
っ
て
そ
の
使
命
を
授
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
以
来
、
市
は

そ
の
教
師
を
雇
用
し
、
学
校
の
建
物
を
維
持
せ
ね
は
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
。

同
じ
こ
ろ
、
ウ
ィ
ー
ン
の
市
民
が
都
市
の
行
政
を
非
常
に
綿
密
に
仕
上
げ
て
い
た
時
期
に
、

か
れ
ら
は
ま
た
、
力
強
い
芸
術
上
の
使
命
の
遂
行
に
も
と
り
か
か
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、

か
れ
ら
は
、
大
い
な
る
文
化
史
上
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
自
ら
を
適
合
き
せ
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス

の
中
で
後
期
中
世
の
聞
に
経
済
的
な
ら
び
に
社
会
的
に
上
昇
し
た
市
民
層
を
、
貴
族
や
聖
職

者
と
な
ら
ぶ
文
化
担
当
階
層
と
し
て
歩
み
出
さ
せ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
で
は
、
こ
の
よ
う
な
経
過

は
、
聖
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
教
会
の
四
百
年
に
も
及
ぶ
建
設
の
歴
史
の
中
に
も
っ
と
も
明
白
に
示

さ
れ
て
い
る
。
一
一
三
七
年
ご
ろ
当
時
の
都
市
城
壁
の
前
面
で
開
始
さ
れ
た
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン

教
会
の
最
初
の
建
築
は
、
多
分
パ
ッ
サ
ウ
の
司
教
を
施
主
と
し
て
は
じ
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
ド
イ
ツ
の
カ
イ
ゼ
ル

・
ド
ー
ム
に
も
比
せ
ら
れ
、
ま
た
、
そ
の
西
正
面
に
は
巨
大
な
門

や
双
つ
の
異
教
風
の
塔
が
あ
り
、
十
三
世
紀
の
後
期
ロ
マ
ネ
ス
ク
風
に
拡
大
さ
れ
た
そ
の
建

物
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
バ

l
ベ
ン
ベ
ル
グ
時
代
の
作
で
あ
っ
た
。
第
三
の
、
後
期
中
世
の
諸

世
紀
に
完
成
さ
れ
た
力
強
い
ゴ
シ
ッ
ク
風
の
建
物
は
、
そ
の
建
築
の
運
命
に
お
い
て
、
ま
た

芸
術
的
な
形
姿
に
お
い
て
、
そ
の
時
期
に
最
終
的
な
建
築
上
の
重
ね
直
し
が
行
な
わ
れ
た
こ

と
を
表
示
し
て
い
る
。

一
三
二

O
年
こ
ろ
、
後
期
ロ
マ
ネ
ス
ク
風
の
教
会
の
東
方
に
付
加
さ

れ
た
ゴ
シ
ッ
ク
風
の
増
築
部
た
る
「
内
陣
」
〉

5
2岳民
R
y
o
h
F
2
は
、
勿
論
す
で
に
ウ
ィ

ー
ン
市
民
層
の
財
政
力
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
領
邦
君
主
の
建
築
助
成
は
、
ル

ド
ル
フ
四
世
公
が
建
物
の
拡
張
と
改
造
を
大
い
に
急
が
せ
、
二
二
五
九
年
に
南
の
塔
す
な
わ

ち
今
日
の
「
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
塔
」
印

z
u
y
m
S
E
R
B
建
設
の
た
め
の
土
台
石
を
据
え
た
と
き
、

そ
の
頂
点
に
達
し
た
。
し
か
し
、
十
四
世
紀
の
末
ご
ろ
王
家
内
に
紛
争
が
お
こ
り
、
シ
ュ
テ

フ
ァ
ン
教
会
の
建
築
に
対
す
る
関
心
が
突
然
失
な
わ
れ
る
や
否
や
、
敬
慶
な
ウ
ィ
ー
ン
の
市

民
は
、
十
五
世
紀
の
初
め
に
遭
遇
し
た
困
難
な
経
済
的
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
建
物
を
拡

張
す
る
た
め
の
財
政
的
な
ら
び
に
技
術
的
な
責
任
を
引
き
受
け
る
に
い
た
っ
た
。
か
れ
ら
の

注
意
深
い
監
督
の
下
で
、
ハ
ン
ス
・
プ
ラ
ハ
テ
ィ
ッ
ツ
は
一
四
三
三
年
に
南
の
塔
を
完
成
し
、

ハ
ン
ス

・
プ
l
フ
ス
パ
ウ
ム
は
一
四
四
六
年
に
長
い
建
物
（
身
廊
）
の
屋
根
造
り
を
は
じ
め
、

一
四
五

O
年
に
は
北
の
塔
の
土
台
石
が
据
え
ら
れ
た
。
一
五
一
一
年
に
は
そ
の
建
築
工
事
は

ふ
た
た
び
中
止
さ
れ
た
。
あ
ら
た
な
世
俗
的
雰
囲
気
の
時
代
の
人
々
は
宗
教
的
建
築
に
対
す

る
関
心
を
失
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
あ
ら
た
に
流
行
し
て
き
た
ル
ネ
サ
ン
ス

の
建
築
志
向
は
ゴ
シ
ッ
ク
に
対
す
る
好
尚
を
完
全
に
駆
遂
し
て
し
ま
っ
た
。

高
い
身
廊
の
屋
根
と
突
出
せ
る
南
の
塔
を
も
っ
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
教
会
の
建
物
は
、
十
五
世

ウ

i
可
E
A
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が
存
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
や
こ
の
よ
う
な
住
民
の
階
層
は
、
そ
の
聞
に
大
き
な
能
力

や
財
産
の
差
は
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、
も
は
や
の
り
こ
え
ら
れ
ぬ
社
会
的
制
約
に
よ
っ
て
分
離
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
都
市
貴
族
は
、
そ
の
資
産
能
力
に
関
し
て
言

え
ば
、
む
し
ろ
中
流
階
級
に
近
い
地
位
に
あ
っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
、
7
と
、
ウ
ィ
ー
ン
市
の
経

済
は
か
な
り
不
利
な
状
況
の
中
で
急
速
な
発
展
を
遂
げ
た
た
め
、
都
市
貴
族
は
他
の
地
方
で

の
よ
う
に
ゆ
た
か
な
初
期
資
本
主
義
的
企
業
家
層
へ
と
成
長
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
中
流
階
級
に
は
ツ
ン
フ
ト
だ
け
で
は
な
く
、
ぶ
ど
う
の

裁
培
や
取
引
き
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
利
益
を
も
保
証
さ
れ
て
い
た
の
で
、
か
れ
ら

は
し
ば
し
ば
都
市
貴
族
に
比
肩
す
る
ほ
ど
の
財
力
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
、

都
市
貴
族
は
中
流
階
級
に
対
し
て
開
放
的
で
あ
り
、
手
工
業
者
や
そ
の
仲
間
達
に
対
し
て
も
、

か
れ
ら
が
裕
福
に
な
っ
た
と
き
に
は
差
別
な
く
す
べ
て
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。
他
の
面

か
ら
言
え
ば
、
手
工
業
の
親
方
達
も
、
そ
の
職
人
達
で
す
ら
、
他
の
地
方
に
お
け
る
よ
う
に

貧
し
く
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
そ
こ
に
は
、
多
く
の
人
々
を

従
属
的
立
場
で
働
か
せ
る
．
よ
う
な
大
き
な
工
業
は
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
き
わ
め
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
経
済
的
な
ら
び
に
社
会
的
な
状
況
は
、
十
四

世
紀
の
ウ
ィ
ー
ン
に
対
し
て
他
に
例
を
見
ぬ
ほ
ど
の
平
穏
な
発
展
を
も
た
ら
す
に
い
た
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
中
世
の
歴
史
一
般
に
お
い
て
し
ば
し
ば
そ
の
血
な
ま
ぐ
き
い
一
章
を
形
作
っ
た

「
都
市
の
支
配
権
」
∞

E
門
昨
日
巴
目
。
旦
へ
の
法
的
な
参
加
を
め
ぐ
っ
て
の
都
市
貴
族
と
手
工

業
者
と
の
聞
の
格
闘
は
、
ウ
ィ
ー
ン
で
は
そ
れ
ほ
ど
深
刻
化
す
る
こ
と
が
な
く
、
ほ
と
ん
ど

エ
ピ
ソ
ー
ド
風
の
性
格
を
有
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に、

次
か
ら
次
へ
と

つ
づ
く
都
市
法
の
規
定
は
、
激
し
い
身
分
間
闘
争
の
成
果
で
は
な
く
て
、
漸
次
的
な
社
会
の

再
編
成
、
手
工
業
的
中
流
階
級
の
平
和
的
な
上
昇
、
そ
れ
に
そ
の
中
で
か
れ
ら
が
都
市
の
利

益
の
擁
護
を
一
つ
の
巾
広
い
社
会
的
基
盤
の
上
に
お
こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
の
考
慮
を
担
っ
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
た
と
え
ば
、
＝
＝
二
年
の
都
市
法
が
都
市
参
事
会
に
所
属
す
べ
き
権

利
を
も
っ
ぱ
ら
世
襲
市
民
や
弱
体
な
都
市
貴
族
的
上
層
階
級
に
対
し
て
留
保
し
た
の
に
反
し
、

結
局
の
と
こ
ろ
一
三
九
六
年
の
参
事
会
選
挙
条
例
は
、
市
参
事
会
が
「
尊
敬
す
べ
き
世
襲
市

民
、
商
人
や
平
凡
な
手
工
業
者
」
の
中
の
三
分
の
一
の
人
々
で
構
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

明
確
に
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
ウ
ィ
ー
ン
で
も
、
中
流
階
級
が
「
都
市
の
支
配

権
」
に
関
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

十
四
世
紀
の
市
の
歴
史
に
と
っ
て
の
も
っ
と
も
重
要
な
現
象
、
す
な
わ
ち
社
会
的
な
勢
力

と
政
治
的
な
影
響
力
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
手
工
業
的
中
流
階
級
の
台
頭
と
結
び
つ
く
問

ウィーン市の歴史ト）

題
は
、
都
市
に
つ
い
て
の
責
任
が
あ
ら
た
な
付
加
的
機
関
に
委
託
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
世
紀
の
中
葉
以
来
、
ウ
ィ
ー
ン
に
は
市
参
事
会
と
な
ら
ん
で
四

十
人
の
構
成
員
を
数
え
る
コ
レ
ギ
ウ
ム
問
。
＝
o
m
t
Eロ
と
い
う
名
の
合
議
体
が
導
入
さ
れ
て

い
た
が
、
そ
れ
は
次
い
で
市
参
事
会
が
「
内
庁

L
F
5
5門
出
巳
と
名
付
け
ら
れ
る
や
否
や

「
外
庁
」
〉
ロ

ω
ω
2
2
河
川
弘
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
十
五
世
紀
の
初
め
に
は
、
こ
の
外

庁
は
二
百
人
の
構
成
員
を
有
す
る
も
の
へ
と
拡
大
さ
れ
た
。
こ
の
機
関
に
属
し
た
責
任
の
あ

る
使
命
と
は
市
長
と
市
参
事
会
員
を
選
ぶ
こ
と
と
、
両
者
の
行
動
を
監
視
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
評
議
会
と
な
ら
ん
で
、
そ
の
こ
ろ
す
で
に
全
市
民
の
完
全
集
会
た

る
「
自
治
集
会
」
の
O
E
O
－
ロ
母
と
い
う
名
の
第
三
の
機
関
が
存
し
た
。
そ
れ
は
勿
論
、
十
五

世
紀
と
い
う
騒
然
た
る
時
代
に
そ
れ
が
市
長
と
市
参
事
会
員
を
選
ぶ
権
利
を
得
る
に
い
た
っ

た
と
き
、
そ
し
て
ま
た
、
そ
こ
に
お
い
て
新
時
代
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
潮
流
が
効
果
を
発
揮
し

た
と
こ
ろ
の
決
議
を
、
野
心
的
な
政
治
家
が
そ
の
大
胆
な
行
為
の
正
当
化
の
た
め
に
役
に
立

て
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
き
に
は
じ
め
て
、
政
治
的
な
重
要
性
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

都
市
の
諸
機
関
が
決
定
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
市
参
事
会
は
実
行
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
、
一
一
一
二
六
年
以
来
、
ヴ
ィ
ッ
プ
リ
ン
ガ

l
シ
ュ
ト
ラ

l
セ
に
面
し
た
市
庁
舎
内
に

坐
を
占
め
、
そ
の
開
会
に
あ
た
っ
て
は
聖
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
の
鐘
に
よ
っ
て
召
集
さ
れ
た
。
市

参
事
会
の
議
長
役
を
つ
と
め
た
の
は
市
長
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
、
そ
の
補
佐
役
と
し
て
、
後

に
市
の
事
務
局
と
文
書
保
管
室
の
長
の
地
位
に
昇
格
し
た
一
人
の
法
律
に
明
か
る
い
市
役
所

書
記
な
ら
び
に
厄
介
な
市
の
財
政
事
務
に
専
念
さ
せ
た
二
人
の
収
入
役
を
養
う
こ
と
に
な

っ

た。
市
参
事
会
が
種
々
の
委
員
会
の
助
力
を
得
て
克
服
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
重
要
な
行
政
上

そ
う

の
課
題
を
灰
見
す
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
後
期
中
世
に
お
け
る
ウ
ィ
ー
ン
の
生
活
の
姿
は
け

術
と
さ
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
広
範
囲
に
わ
た
る
行
政
の
各
面
に
わ
た
っ
て
金
を
支
出
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
市
は
そ
の
市
民
達
か
ら
税
を
徴
収
し
た
が
、
そ
の
中
で
は
ワ
イ
ン
税

が
と
り
わ
け
収
益
の
多
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ぶ
ど
う
の
と
り
入
れ
の
後
、
市
民
が

市
会
議
事
盆
の
地
下
室
に
入
れ
て
貯
臓
し
た
ワ
イ
ン
の
量
に
応
じ
て
割
り
当
て
ら
れ
た
。
そ

の
ほ
か
、
市
は
市
門
や
ド
ナ
ウ
川
の
と
こ
ろ
で
、
旅
を
し
て
通
過
す
る
商
人
達
か
ら
通
行
料

を
徴
収
し
た
。
そ
し
て
、
市
場
で
商
売
を
す
る
人
々
に
対
し
て
は
店
や
販
売
用
テ
ー
ブ
ル
の

た
め
の
賃
貸
料
を
支
払
わ
せ
た
。
ま
た
、
市
民
達
は
、
公
の
裁
判
に
対
す
る
寄
与
と
し
て
、

「
シ
ュ
ラ
ン
ネ
」
符
宵

ω
5
0
と
よ
ば
れ
た
ホ

l
エ
ン
・
マ
ル
ク
ト
の
裁
判
所
の
建
物
、
そ

さ
ら

の
前
の
曝
し
台
、
囚
人
留
置
用
の
ケ
ル
ン
ト
ナ

l
塔
、
そ
れ
に
ウ
ィ
ー
ン
山
の
上
の
刑
場
な

戸

h
u
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ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
ア
ル
プ
レ
ヒ
卜
一
世
公
が
一
二
九
六
年
に
ウ
ィ
ー
ン
市
民
に
授
け
、

そ
れ
に
よ

っ
て
領
邦
君
主
と
そ
の
首
都
と
の
関
係
が
き
び
し
く
規
制
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
あ
ら

た
な
都
市
法
の
成
立
こ
そ
は
、
厳
密
な
意
味
で
こ
の
時
期
の
開
始
を
告
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

都
市
の
帝
国
直
属
性
を
一
応
認
容
し
た
新
ら
し
い
王
朝
は
、
領
邦
内
で
の
支
配
権
を
確
立

す
る
に
い
た
る
や
否
や
、
決
し
て
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
在
来

存
し
た
広
範
な
都
市
の
自
治
権
は
漸
次
後
退
し
、
代
わ

っ
て
都
市
領
主
へ
の
従
属
性
が
あ
ら

ゆ
る
領
域
に
わ
た

っ
て
強
め
ら
れ
る
に
い
た

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
十
四
世
紀
の
半
ば
に
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
は
す
で
に
そ
の
居
城
都
市
と
つ
よ

く
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
、
野
心
的
な
計
画
に
充
た
さ
れ
て
い
た
ル
ド
ル
フ
四
世
公
は
、

ウ
ィ
ー
ン
を
し
て
、
当
時
の
帝
国
の
首
都
た
る

「黄
金
の
プ
ラ
ハ
」

mo
E
命
日
司
E
m
の
後

塵
を
拝
せ
し
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
指
令
し
た
。

二
ニ
四
九
年
と
一
三
五
九
年
の
二
度
に
わ

た
っ
て
黒
死
病
す
な
わ
ち
ペ
ス
ト
の
襲
来
を
蒙
り
、
二
ニ
六

一
年
に
は
ひ
ど
い
火
災
に
遭
い
、

多
く
の
市
民
が
経
済
的
に
そ
れ
に
依
存
し
て
い
た
ぶ
ど
う
栽
培
の
時
期
に
は
し
ば
し
ば
凶
作

に
遭
遇
す
る
な
ど
の
不
幸
を
体
験
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ル
ド
ル
フ
は
、
そ
の
よ
う
に
重

大
な
試
煉
を
へ
た
ウ
ィ
ー
ン
を
学
問
、
芸
術
な
ら
び
に
優
雅
な
社
交
生
活
の
輝
か
し
い
中
心

地
た
ら
し
め
た
の
で
あ

っ
た
。

か
れ
は
、
さ
ら
に
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
が
十
三
世
紀
に
市
の
南
の
城
壁
の
傍
に
建
て
た
新

ら
し
い
居
械
の
周
辺
に
大
い
な
る
防
衛
施
設
を
つ
く

っ
た
。
こ
の
、
四
角
形
の
宮
殿
（
今
日

の
ス
イ
ス
宮
）
の
付
近
に
造
営
さ
れ
、
四
角
い
塔
で
補
強
き
れ
、
水
濠
に
と
り
固
ま
れ
た
「

城
」
四
日
関

は
、
そ
の
周
辺
部
と
一
体
に
な

っ
て
都
市
防
衛
を
強
化
す
べ
き
で
あ

っ
た
。
勿

論
、
そ
の
場
所
は
、
市
の
城
壁
の
前
面
が
平
担
な
地
形
と
な

っ
て
い
た
た
め
、
お
そ
ら
く
も

っ
と
も
敵
の
攻
撃
を
受
け
易
い
状
況
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ル
ド
ル
フ
四
世
は
、
一
三
五

六
年
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
対
し
て
、
東
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

の
境
界
椋
上
に
あ
る
こ
の
地
に
全
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

か
ら
教
授
と
学
生
を
集
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
創
立
書
簡

ω
丘
E
ロ
関
与
ユ
止

を
発
し

た
が
、
そ
の
と
き
、
城
と
シ
ョ

ッ
テ
ン
修
道
院
と
の
聞
の
未
だ
何
も
建

っ
て
い
な
か

っ
た
空

き
地
に
パ
リ
の
模
範
に
な
ら

っ
て一

ヶ
の
大
学
区
を
つ
く
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。
同
時

に
、
か
れ
は
、
城
の
す
ぐ
近
く
の
へ
レ

ン
ガ
ッ
セ
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ナ

l
シ
ュ
ト
ラ
｜
セ
と

い
う
長
い
街
路
の
両
側
に
ひ
ろ
が

っ
て
い
た
貴
族
の
住
宅
区
域
が
発
展
す
る
よ
う
促
進
助
成

し
た
。
さ
ら
に
、
ウ
ィ
ー
ン
を
一

ヶ
の
司
教
区
に
昇
格
せ
し
め
ん
と
の
す
で
に
パ

l
ベ
ン
ベ

ル
グ
家
の
こ
ろ
か
ら
志
向
さ
れ
て
い
た
希
望
の
達
成
に
近
づ
か
ん
が
た
め
に
、
か
れ
は
、
つ

い
に
、
聖
シ
ュ
テ
フ
ァ

ン
寺
院
の
ゴ

シ
ッ
ク
的
改
築
と
拡
張
工
事
と
を
開
始
す
る
に
い
た

っ
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た
。
も
っ
と
も
、
ル
ド
ル
フ
四
世
は
早
世
し
た
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
そ
の
大
胆
な
計
画
は
ほ
と

ん
ど
実
現
を
み
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
、
か
れ
に
「
創
設
者

L
m
t
P

2
の
異
名
を
与
え
た
と
こ
ろ
の
歴
史
の
中
で
、
未
来
の
た
め
の
重
要
な
推
進
力
と
し
て
の
こ

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
二
九
六
年
の
都
市
法
に
よ
り
お
の
ず
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
都
市
の
自
由
の
喪
失
は
、
ハ

プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
強
大
な
勢
力
が
ウ
ィ
ー
ン
の
貿
易
に
対
し
て
あ
ら
た
な
繁
栄
を
享
受
せ
し

め
た
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
埋
め
合
わ
せ
を
つ
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
領
邦
君
主
が
ア
ド
リ

ア
海
沿
い
の
ト
リ
エ
ス
ト
港
に
い
た
る
ま
で
の
南
方
へ
と
領
土
を
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、

都
市
は
大
き
な
利
益
を
得
た
。
こ
の
領
土
拡
大
は
、
ド
ナ
ウ
川
の
道
と
イ
タ
リ
ア
か
ら
北
上

す
る
陸
路
と
の
交
点
に
あ
る
と
い
う
ウ
ィ
ー
ン
の
位
置
の
経
済
的
有
利
性
を
一
段
と
有
効
な

ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、
ウ
ィ
ー
ン
人
は
、
か
れ
ら
が
そ
の
後
も
す
三
世
紀
と

同
じ
取
引
貨
物
を
も
っ
て
ウ
ィ
ー
ン
の
市
場
経
由
で
上
ド
イ
ツ
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
聞
な
ら

び
に
イ
タ
リ
ア
と
べ

l
メ
ン
と
の
聞
に
展
開
し
た
と
こ
ろ
の
、
開
市
権
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ

た

「
骨
の
折
れ
ぬ
通
過
貿
易
」

自
白
河
－

0
2ロ
N
巧
宮
の
y
o
口
町
自
丘
巴
か
ら
最
大
の
利
益
を
収

み
め
「
、
、
句

め
て
い
た
。
ウ
ィ
ー
ン
人
は
そ
の
経
済
的
位
置
の
卓
越
性
の
上
に
胡
座
を
か
い
て
安
心
し

切
っ
て
い
た
の
で
、
か
れ
ら
は
、
そ
の
通
過
貿
易
の
利
益
を
当
に
で
き
な
く
な
る
日
の
到
来

を
予
想
し
て
、
必
需
品
生
産
の
拡
大
に
よ
り
生
産
的
か
つ
輪
出
可
能
な
大
工
業
の
育
成
を
は

か
る
と
い
う
配
慮
を
全
く
行
な
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
経
済
に
お
け
る
か
よ
う
な
構
造
的
な
弱

き
が
、
非
常
に
す
み
や
か
に
都
市
の
宿
命
的
な
非
運
を
み
ち
び
く
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

ウ
ィ
ー
ン
の
住
民
は
、
す
で
に
後
期
中
世
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
と
し
て
の
市

の
位
置
と
そ
の
波
乱
に
富
ん
だ
歴
史
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
き
れ
た
と
こ
ろ
の
き
わ
め
て
複
雑

な
構
成
を
有
し
て
い
た
。
よ
り
早
い
世
紀
に
は
西
方
か
ら
バ
イ
エ
ル
ン
人
や
フ
ラ
ン
ケ
ン
人

が
移
住
し
て
き
た
が
、
今
や
そ
れ
に
代
わ
っ
て
同
種
族
の
王
家
に
よ
り
ア
レ
マ
ン
人
が
よ
び

こ
ま
れ
て
き
た
。
ま
た
、
南
方
か
ら
の
通
商
路
伝
い
に
市
内
に
イ
タ
リ
ア
人
が
入
っ
て
き
た
。

こ
れ
に
反
し
て
、
あ
ら
た
に
創
立
さ
れ
た
大
学
は
と
り
わ
け
ス
ラ
ヴ
人
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
を

ひ
き
つ
け
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、
シ
ュ
タ
イ
エ
ル
マ
ル
ク
や
と
く
に
低
オ
ー
ス
ト

リ
ア
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
に
入
っ
て
き
た
人
々
の
数
が
異
民
族
の
移
住
人
口
と
ほ
ぼ
つ
り
合
っ
て

し
たウ
ィ
ー
ン
の
住
民
の
社
会
的
構
成
と
住
民
各
層
相
互
聞
の
関
係
は
都
市
の
経
済
構
造
を
忠

実
に
反
映
し
て
い
た
。
自
明
の
こ
と
乍
ら
、
そ
こ
に
は
、
全
住
民
を
都
市
貴
族
と
手
工
業
的

中
流
階
級
と
都
市
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
と
に
三
分
す
る
と
い
う
中
世
都
市
特
有
の
方
式

r
h
u
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る
。
そ
れ
ら
の
芸
術
の
保
護
者
と
し
て
歴
代
の
公
が
讃
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
保
護
奨
励

が
行
な
わ
れ
た
場
所
は
パ

｜
ベ
ン
ベ
ル
グ
家
の
城
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

パ
ー
ベ

ン
ベ
ル
グ
家
の
宮
廷
で
は
、
洗
練
さ
れ
た
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

風
の
騎
士
道
、
公
達
が
十
字
軍
の

さ
い
に
学
ん
だ
高
度
に
文
明
化
さ
れ
て
い
た
イ
ス
ラ
ム
的
オ
リ
エ
ン
ト
世
界
の
影
響
、
そ
し

て
パ

l
ベ
ン
ベ
ル
ク
家
が
そ
の
ビ
ザ
ン
ツ
公
女
と
の
結
婚
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た

華
や
か
な
東

ロ
！
？
文
化
の
影
響
な
ど
が
相
会
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
騎
士
の

祭
典
の
場
と
な
り
、
そ
の
気
前
の
よ
さ
の
ゆ
え
に
当

5
5
己
が
Z

Y
O
内
自
宅

5
5
と
讃

え
ら
れ
た
こ
の
宮
廷
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
の
恋
愛
詩
は
非
常
な
繁
栄
期
を
迎
え
た
。

エ
ル
ザ

ス
の
ラ
イ
マ
｜
ル
・
フ
ォ
ン
・
ハ

｜
ゲ
ナ
ウ
は
西
ド
イ
ツ
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
に
移
り
、
パ

ー
ベ

ン
ベ
ル
グ
家
の
宮
廷
詩
人
と
な
っ
た
。
ヴ
ァ
ル
タ

1
・
フ
ォ
ン
・
デ
ア

・
フ
ォ

l
ゲ
ル
ヴ
ア

イ
デ
は
か
れ
に
よ
っ
て
「
歌
い
、
そ
し
て
語
る
L

こ
と
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

ヴ
ア
ル
タ

l
・
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
フ
ォ

l
ゲ
ル
ヴ
ァ
イ
デ
は
お
そ
ら
く
一
一
八
七
年
以
来
、

ウ
ィ
ー
ン
の
宮
廷
で
そ
の
青
年
時
代
を
過
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
れ
は
そ

の
時
代
の
も
っ
と
も
有
名
な
吟
遊
詩
人
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
年
の
放
浪
生
活
に
お

い
て
も
た
び
た
び
ウ
ィ
ー
ン
に
滞
在
し
て
い
る
。
『
ニ

1
4
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』
で
は
、
八
ム
と
そ

の
宮
廷
に
お
け
る
騎
士
的
な
生
活
の
な
ら
い
に
対
し
て
明
白
に
敬
意
を
表
そ
う
と
し
て
い
る
。

三

二

O
年
こ
ろ
の
か
れ
の
最
晩
年
の
ド
イ
ツ
語
の
言
い
回
し
は
、
お
そ
ら
く
パ
ッ

サ
ウ
の

司
教
の
官
房
出
身
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
の
著
者
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
叙
事

詩
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
地
を
、
十
七
日
間
に
わ
た
っ
て
エ

ッ
ツ
ェ
ル
と
ク
リ
ー
ム
ヒ
ル
テ
と
の

婚
礼
の
式
典
が
催
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
場
面
た
ら
し
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
辺
境
伯
リ
ュ

l
デ

ィ
ガ

l
・
フ
ォ
ン

・
ベ
ッ
へ
ラ
｜
レ
ン
と
そ
の
騎
士
道
的
宮
廷
の
理
想
像
を
借
り
て
、
パ

ー

ベ
ン
ベ
ル
ク
家
の
レ
オ
ポ
ル
ト
六
世
公
と
ウ
ィ
ー
ン
の
城
の
優
雅
な
社
交
界
を
賞
賛
し
よ
う

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

経
済
的
な
ら
び
に
文
化
的
繁
栄
の
十
年
の
問
、
ウ
ィ
ー
ン
で
は
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
出

来
事
が
た
え
な
か
っ
た
。
第
一
次
十
字
軍
の
軍
勢
は
こ
の
市
を
通
っ
て
東
方
へ
と
進
撃
し
て

い
っ
た
。
皇
帝
フ
リ

l
ト
リ
ヒ
・
パ
ル
パ
ロ

ッ
サ
は
た
び
た
び
そ
の
城
壁
の
内
部
に
滞
在
し

た
。

一
一
九
二
年
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
王
リ
チ
ャ
l
ド
獅
子
心
王
が
、
第
三
次
十
字
軍
の
間
レ

オ
ポ
ル
ト
六
世
公
を
聖
地
で
侮
辱
し
た
こ
と
の
意
趣
返
し
に
ウ
ィ
ー
ン
近
郊
の
エ
ル
ト
ベ
ル

ク
で
捕
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
公
が
一
二

O
一
年
に
そ
の
万
札

ωの
『
当
R
Z
2
Z
を
行

な
っ
た
後
、
ウ
ィ
ー
ン
市
民
は
、
二

一O
三
年
ビ
ザ
ン
ツ
の
王
女
テ
オ
ド
ラ
と
の
盛
大
な

結
婚
式
を
目
撃
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

ウィーン市の歴史（ー）

だ
が
し
か
し
、
レ
オ
ボ
ル
ト
六
世
の
死
こ
二
三

O
年
）
と
と
も
に
、
ウ
ィ
ー
ン
は
ふ
た

た
び
き
わ
め
て
不
安
な
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。
都
市
は
、
は
じ
め
は
最
後
の
パ
｜

ベ
ン
ベ
ル
グ
家
の
公
た
る
フ
リ
ー
ト
リ
ヒ
二
世
と
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン
家
の
皇
帝
フ
リ

l
ト
リ

ヒ
二
世
と
の
争
い
に
、
そ
し
て
次
い
で
一
二
四
六
年
の
パ

l
ベ
ン
ベ
ル
グ
家
滅
亡
の
後
は
べ

！
メ
ン
王
オ

ッ
ト
カ
ル
と
ド
イ
ツ
王
た
る
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
ル
ド
ル
フ
と
の
聞
の
た
た
か

い
に
捲
き
こ
ま
れ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
紛
争
の
経
過
の
中
で
、
は
じ
め
て
、
時

に
応
じ
い
ず
れ
か
の

一
方
に
味
方
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
益
を
手
に
入
れ
る
た
め
、
大
き
な

政
治
に
介
入
し
た
。
フ
リ
ー
ト
リ
ヒ
二
世
公
と
皇
帝
と
の
争
い
に
お
い
て
は
、
都
市
参
事
会

は
、
金
を
必
要
と
し
た
公
が
都
市
に
対
し
て
高
い
税
を
課
し
た
が
ゆ
え
に
、
皇
帝
の
側
に
つ

い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
ウ
ィ
ー
ン
は
一
二
三
七
年
、
「
帝
国
直
属
都
市
」

円。
R
YE
日
邑
芹
己
σω
円。ロ

ω
E砕
と
い
う
特
権
的
な
地
位
を
獲
得
し
た
。
そ
の
後
、
ウ
ィ
ー

ン
が
非
常
に
す
み
や
か
に
ふ
た
た
び
領
邦
君
主
に
従
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
都
市
参
事
会
は
、
＝
＝
二
年
の
都
市
法
の
改
善
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
パ
｜

ベ
ン
ベ
ル
グ
家
が
断
絶
し
た
後
、
ウ
ィ
ー
ン
は
帝
国
直
属
性
を
回
復
し
た
が
、
そ
れ
は
二
一

五
一
年
べ

｜
メ
ン
の
オ

ッ
ト
カ
ル
王
に
よ
り
、
か
れ
が
そ
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
支
配

を
強
化
す
る
や
否
や
ふ
た
た
び
と
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ

ッ
ト
カ
ル

は
ウ
ィ
ー
ン
の
都
市
貴
族
に
支
持
さ
れ
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
そ
の
強
力
な
支
配
の
お
か

げ
で
、
ウ
ィ
ー
ン
人
の
商
業
取
引
の
た
め
の
必
須
の
前
提
た
る
領
邦
内
の
平
和
が
達
成
さ
れ

た
か
ら
で
あ
る
。
次
の
永
い
年
代
に
わ
た
る
べ

｜
メ
ン
王
と
ル
ド
ル
フ

・
フ
ォ
ン

・
ハ
プ
ス

ブ
ル
ク
と
の
聞
の
争
い
に
き
い
し
て
、
市
の
参
事
会
は
、
そ
の
双
方
の
側
の
利
害
関
心
が
強

化
さ
れ
、
そ
し
て
そ
の
結
果
よ
り
大
い
な
る
軍
勢
の
補
強
の
た
め
に
有
用
な
都
市
（
ウ
ィ
ー

ン
）
を
利
用
し
つ
く
す
で
あ
ろ
う
と
観
念
し
た
。
オ
ッ
ト
カ
ル
王
に
対
す
る
決
定
的
な
勝
利

を
目
前
に
し
て
、
ル
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン

・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
は
、

一
二
七
八
年
に
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
を
そ
の
王
家
の
財
産
と
し
て
一
門
の
た
め
に
獲
得
せ
ん
と
の
計
画
に
心
を
傾
け
ん
が
た

め
に
、
あ
ら
た
め
て
市
に
帝
国
直
属
の
資
格
を
授
与
し
た
。
し
か
し
、
一
二
八
二
年
に
ハ
プ

ス
ブ
ル
ク
家
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
領
邦
君
主
と
し
て
ウ
ィ
ー
ン
の
都
市
領
主
と
な
る
や
否
や
、

か
れ
ら
は
ウ
ィ
ー
ン
の
市
民
か
ら
そ
の
特
権
を
奪
い
去
り
、
そ
の
政
治
的
な
行
動
の
自
由
を

何
よ
り
も
ま
ず
大
き
く
制
限
し
た
。
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占
拠
以
来
高
位
貴
族
た
る
主
人
、
そ
し
て
最
後
に
は
パ

l
ベ
ン
ベ
ル
グ
家
の
従
者
と
し
て
ウ

ィ
ー
ン
地
域
に
到
達
し
た
人
々
で
あ
る
。
一
二

O
O年
こ
ろ
に
な
る
と
、
今
や
か
れ
ら
の
多

く
は
都
市
の
中
央
部
に
あ
っ
て
塔
で
守
ら
れ
た
邸
宅
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
れ
ら

は
都
市
の
前
面
の
場
所
に
そ
の
土
地
財
産
、
と
く
に
ぶ
ど
う
園
を
所
有
し
た
。
そ
し
て
、
ぶ

ど
う
園
の
仕
事
に
従
事
し
た
ほ
か
、
遠
隔
地
通
商
に
も
活
動
し
、
ま
た
、
高
官
修
品
製
造
の
営

業
主
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
か
れ
ら
と
社
会
的
に
よ
り
低
い
階
層
た
る
中
流
階
級
と
の
聞

に
は
明
確
な
境
界
線
が
引
か
れ
て
い
た
。
こ
の
中
流
階
級
は
多
く
の
手
工
業
者
や
小
商
人
達

を
包
括
す
る
も
の
で
あ
り
、
農
業
的
な
性
格
を
も
っ
中
世
の
都
市
生
活
に
お
い
て
特
徴
づ
け

ら
れ
た
ご
と
く
、
か
れ
ら
も
ま
た
都
市
城
壁
の
前
面
に
土
地
を
所
有
し
て
い
た
。
そ
の
仲
間

の
中
に
は
ぶ
ど
う
園
の
持
主
も
お
り
、
ま
た
勿
論
ひ
か
え
目
乍
ら
遠
隔
地
通
商
に
関
心
を
も

つ
も
の
も
い
た
。
最
低
の
階
層
を
な
し
た
の
は
賃
労
働
者
で
あ
り
、
か
れ
ら
は
ぶ
ど
う
園
で

働
く
か
ま
た
は
手
工
業
に
従
事
す
る
こ
と
で
日
々
の
パ
ン
を
得
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
多

く
の
乞
食
や
伴
浪
人
が
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
都
市
の
居
住
民
に
加
え
て
、
さ
ら
に
次
の

三
つ
の
非
市
民
的
な
グ
ル
ー
プ
の
人
々
が
い
た
。
そ
れ
は
城
の
中
に
住
む
宮
廷
社
会
の
人
々
、

聖
職
者
達
、
そ
し
て
最
後
に
ウ
ィ
ー
ン
が
繁
栄
せ
る
経
済
都
市
に
な
っ
て
以
来
今
日
の
ユ
ダ

ヤ
広
場
付
近
の
ゲ
ッ
ト

l
に
住
ん
で
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
、
そ
の
信
仰
、
そ

の
衣
服
と
生
活
風
習
な
ど
に
よ
っ
て
都
市
内
の
他
の
住
民
か
ら
き
び
し
く
差
別
さ
れ
て
い
た
。

中
世
に
お
け
る
唯
一
の
金
貸
し
と
し
て
ー
ー
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
利
子
を
と
っ
て
金
貸
し
を
す

る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
｜
｜
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
現
金
資
本
を
自
由
に
使
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
ゆ
え
に
貧
欲
で
あ
る
と
と
も
に
ひ
ど
く
憎
ま
れ
て
い
た
。
一
種
の
「
室
内
奴
隷
」
一
同
ω’

B
E
2｝
S
R
Z
と
し
て
、
か
れ
ら
は
ウ
ィ
ー
ン
に
お
い
て
も
、

他
の
場
所
に
お
い
て
も
、

領
邦
君
主
の
庇
護
下
に
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
裕
福
な
か
れ
ら
は
重
要
な
課
税
の
対
象
と

さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

二
＝
二
年
に
、
レ
オ
ポ
ル
ト
六
世
公
は
、
そ
の
居
城
た
る
ウ
ィ
ー
ン
に
都
市
法

ω
g己目

門
誌
の
芹
を
授
与
し
た
。
元
来
中
世
の
初
め
の
こ
ろ
の
都
市
法
は
都
市
の
自
治
機
構
の
設
立

を
は
か

っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
、

よ
り
大
い
な
る
共
同
体
へ
と
成
長
し
た
入
植
地

が
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
処
せ
ん
が
た
め
に
み
ず
か
ら
種
々
の
措
置
を
講
ず
る
自
由
を
認
め

て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
さ
ら
に
、
早
期
の
都
市
法
は
、
都
市
内
の
問
題
に
対
し
て
、
そ

の
血
統
と
財
力
で
他
に
卓
越
し
て
い
た
上
流
階
層
に
の
み
政
治
的
な
影
響
力
を
認
め
よ
う
と

つ
と
め
て
い
る
。
二
二
二
年
の
ウ
ィ
ー
ン
の
都
市
法
で
は
、
都
市
領
主
と
し
て
の
公
は

都
市
貴
族
の
中
か
ら
え
ら
ば
れ
た
経
験
ゆ
た
か
な
二
十
四
人
に
対
し
、
都
市
の
「
名
誉
と
利
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益
に
な
る
」
す
べ
て
の
こ
と
、
と
り
わ
け
経
済
的
な
問
題
の
決
定
に
参
与
さ
せ
る
と
の
認
容

を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
首
班
と
な
っ
た
の
は
、
二
十
四
人
の
都
市
議
員
の
仲
間
達
す
な
わ

ち
市
参
事
会
員
の
中
で
公
の
利
益
を
守
る
こ
と
に
専
念
し
た
都
市
判
事
で
あ
っ
た
。
よ
り
広

範
な
権
限
を
も
っ
機
関
と
し
て
の
市
参
事
会
を
構
成
し
た
の
は
「
公
称
」
百
人
の
信
頼
で
き

る
人
々
で
あ
り
、
か
れ
ら
も
最
初
は
法
律
行
為
へ
の
公
認
の
立
合
人
と
し
て
召
集
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
か
よ
う
な
わ
け
で
、
こ
の
二
つ
の
都
市
機
関
の
影
響
力
は
元
々
は
大
し
た
も
の
で

は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
＝
＝
二
年
の
都
市
法
の
施
行
と
と
も
に
ウ
ィ

ー
ン
市
の
歴
史
は
一
つ
の
あ
ら
た
な
エ
ポ

ツ
ク
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
、
市
民
は
そ
の
都

市
の
運
命
を
共
同
で
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
さ
し
く
ウ
ィ
ー
ン
市
の

最
古
の
印
の
成
立
が
そ
の
年
に
さ
か
の
ぼ
る
と
い
う
の
は
象
徴
的
な
こ
と
で
あ
る
。
∞
－

m－・

－－
Z
H
H

】の－

i
c
E
〈

5
ロ
ロ
ぬ
ロ
ω
一
日
ロ
と
い
う
ウ
ィ
ー
ン
市
の
印
の
堂
々
た
る
写
し
が
今
に
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
活
気
に
充
ち
た
時
代
に
、
ウ
ィ
ー
ン
は
ま
た
芸
術
の
都
市
で
も
あ
っ
た
。
ま

さ
し
く
一
二

O
O年
前
後
の
十
年
間
は
文
化
史
的
に
重
要
な
時
期
を
成
し
、
そ
の
時
代
に
は
、

在
来
の
唯
一
の
文
化
を
創
造
す
る
社
会
層
た
る
聖
職
者
と
な
ら
ん
で
、
貴
族
的
騎
士
道
を
担

う
俗
人
階
級
が
新
ら
し
い
文
化
の
担
当
者
と
し
て
歩
み
出
て
き
た
。
か
れ
ら
は
優
雅
な
「
宮

廷
風
の
」
生
活
ス
タ
イ
ル
を
発
展
き
せ
、
理
想
の
高
い
内
容
と
よ
り
ぬ
き
の
す
ぐ
れ
た
形
式

を
も
っ
一
ヶ
の
身
分
詩

ω
E
E
g岳
与
E
認
を
創
造
し
た
。

先
行
の
世
紀
に
お
い
て
は
、
数
多
く
の
教
会
の
み
が
ウ
ィ
ー
ン
で
宗
教
芸
術
を
生
み
出
し

て
い
る
。
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
の
時
代
に
建
て
ら
れ
た
建
築
は
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
が
勿
論
後

年
と
り
わ
け
ゴ
シ
ッ
ク
や
バ
ロ
ッ
ク
の
時
代
に
撤
去
さ
れ
る
か
ま
た
は
改
築
さ
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
、
若
干
の
今
日
遣
さ
れ
て
い
る
個
々
の
部
分
か
ら
だ
け
で
は
、
建
物
の
本
来
の

生
き
生
き
と
し
た
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
二
つ
の
最
古
の

ウ
ィ
ー
ン
の
教
会
た
る
ル
プ
レ
ヒ
ト
教
会
と
ぺ

l
テ
ル
教
会
、
同
様
に
ま
た
一

0
0
0年
前

後
に
建
て
ら
れ
た
た
と
え
ば
マ
リ
ア
・
ア
ム
・
シ
ュ
タ
｜
デ
教
会
、
シ
ヨ
ツ
テ
ン
教
会
や
聖

ミ
ハ
エ
ル
教
会
な
ど
に
つ
い
て
あ
て
は
ま
る
。
一
一
三
七
年
と
一
一
四
七
年
の
聞
の
時
期
に

建
て
ら
れ
た
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
教
会
の
最
初
の
建
物
で
す
ら
、
そ
れ
が
一
二
五
八
年
の
火
災
に

遭
っ
て
燃
え
て
し
ま
っ
た
た
め
、
今
日
個
々
の
土
台
の
み
を
保
持
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の

で
あ
る
。
唯
一
の
完
全
な
芸
術
作
品
と
し
て
は
、
ル
プ
レ
ヒ
ト
教
会
由
来
の
一
ヶ
の
木
の
十

字
架
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

ウ
ィ
ー
ン
の
宮
廷
詩
と
い
う
世
俗
的
芸
術
の
伝
承
に
つ
い
て
も
割
と
よ
く
伝
え
ら
れ
て
い

円
ぺ
U

唱

E
A
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ー
ロ
ッ
パ
産
の
織
物
や
ア
ル
プ
ス
地
方
の
塩
を
ウ
ィ
ー
ン
の
市
場
に
も
た
ら
し
、
そ
こ
で
こ

れ
ら
の
貨
物
の
大
半
は
ウ
ィ
ー
ン
人
の
仲
介
に
よ
っ
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
方
面
へ
と
運
ば
れ
た
。

ま
た
、
そ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
は
馬
、
牛
そ
し
て
と
り
わ
け
貴
金
属
類
が
通
過
貨
物
と
し
て

ウ
ィ
ー
ン
経
由
で
運
ば
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
人
自
身
も
、
か
れ
ら
が
都
市
の

周
辺
地
域
で
つ
く
っ
た
ワ
イ
ン
を
ド
ナ
ウ
川
上
流
地
方
へ
と
輸
出
し
た
。
そ
し
て
、
か
れ
ら

は
、
そ
の
ワ
イ
ン
の
取
引
に
よ
っ
て
、
豊
か
さ
の
源
泉
に
な

っ
た
と
こ
ろ
の
大
い
な
る
利
得

を
う
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ま
た
、
南
方
か
ら
来
る
街
道
で
も
、
ウ
ィ
ー
ン
の
商
人
達
は
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
陸
揚
げ
さ
れ
た
東
方
の
産
物
を
そ
の
故
郷
の
町
へ
と
運
び
こ
ん
だ
。

予
期
せ
ざ
る
経
済
的
な
飛
躍
に
よ
っ
て
、
都
市
の
空
間
的
な
範
囲
は
非
常
に
す
み
や
か
に

拡
大
し
た
。
未
だ
十

一
世
紀
に
は
、
そ
の
範
囲
は
ロ
ー
マ
時
代
の
宿
営
地
の
三
分
の
こ
を
占

め
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
そ
れ
は
古
代
ロ

l
マ
時
代
の
城
壁
を
こ
え
て

ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
拡
大
し
た
。
た
だ
北
方
だ
け
は
、
そ
の
こ
ろ
の
ド
ナ
ウ
川
の
主

要
な
支
流
（
分
流
）
が
拡
大
を
阻
ん
で
い
た
。
と
り
わ
け
経
済
的
な
理
由
か
ら
、
古
い
城
壁

の
東
と
南
と
に
新
ら
し
い
都
市
部
が
成
立
し
た
。
市
の
東
門
の
前
に
は
、
す
で
に
十
一
世
紀

に
レ

l
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
の
商
人
達
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
牧
場
地
沿
い
の
入
植
地
が
ヒ

ン
メ

ル
ス
プ
フ
ォ
ル
ト
ガ

ッ
セ
に
い
た
る
ま
で
南
方

へ
と
の
び
て
い
た
。
こ
の
新
ら
し
い
都
市
部

の
領
域
は
、
上
部
ド
イ
ツ
や

ハ
ン
カ
リ
ー
と
の
通
商
活
動
の
中
心
地
を
な
し
た
も
の
と
推
察

さ
れ
る
。

一
一
三
七
年
、
そ
こ
に
は
聖
シ
ュ
テ
フ
ァ

ン
教
会
の
た
め
の
土
台
が
据
え
ら
れ
た
。

グ
ラ
｜
ベ
ン

（濠
）
を
こ
え
て
南
方
へ
向
か

っ
て
の
都
市
領
域
の
拡
大
は
、
イ
タ
リ
ア
と
の

閉
め
通
商
活
動
に
つ
な
が
り
を
も
つ
も
の
で
あ

っ
た
。
ケ
ル

ン
ト
ナ

l
通
り
の
名
称
は
、
今

日
な
お
、
そ
こ
か
ら
東
方
の
商
品
が
ウ
ィ
ー
ン
の
市
場
に
入

っ
て
き
た
と
い
う
方
向
を
示
し

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
軍
事
的
な
面
か
ら
考
察
す
る
と
、
都
市
は
西
方
に
向
か

っ
て
拡

大
し
た
と
い
う
風
に
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
パ

l
ベ
ン
ベ
ル
グ
家
が
ウ
ィ
ー
ン
を
そ

の
宮
廷
の
所
在
地
に
し
た
と
き
、
か
れ
ら
は
、
新
ら
し
い
西
の
城
壁
の
外
側
に
い
わ
ゆ
る
都

市
の
出
城
皆
包
gnwσ
己
認
と
し
て
の
そ
の
居
住
地
を
建
設
し
た
。
こ
の
城
は
、
本
来
は
「

本
丸
」
司
巴
自
管
理
用
の
建
物
や
僕
枠
居
住
用
の
家
屋
、
そ
れ
に
経
営
と
貯
臓
の
た
め
の

建
物
な
ど
か
ら
成
っ
て
い
た
パ
l
ベ
ン
ベ
ル
グ
家
の
自
家
経
営
用
の
邸
館
司
王
ω
岳
民
F
・

え
で
あ
り
、
そ
の
「
ア
ム
・
ホ

l
フ
」
と
い
う
名
称
が
か
つ
て
の
使
命
を
想
起
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
場
所
を
新
ら
し
い
居
住
地
と
し
て
、
ま
た
勿
論
そ
れ
を
今
日
の
「
ブ
ル
ク
L

回
口
誌
の
領

域
に
決
定
し
、
そ
れ
と
と
も
に
都
市
が
未
来
に
お
い
て
こ
の
方
向

へ
と
拡
大
す
る
よ
う
促
進

し
た
の
は
レ
オ
ポ
ル
ト
六
世
公
で
あ

っ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
以
後
六

O
O年
に
わ
た

っ
て

ウィーン市の歴史←）

の
ウ
ィ
ー
ン
市
の
範
囲
は
か
れ
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

市
域
が
短
期
間
の
う
ち
に
五
倍
に
も
拡
大
さ
れ
、
そ
の
結
果
防
禦
体
制
が
不
十
分
な
も
の

と
な

っ
た
の
で
、
か
れ
は
、
都
市
全
域
を
、
高
く
小
き
な
尖
塔
を
も
っ
冠
状
の
環
状
城
壁
を

も
っ
て
と
り
固
ま
せ
た
。
こ
の
新
ら
し
い
市
の
城
壁
は
お
よ
そ
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
に

達
し
、
数
多
く
の
防
禦
用
の
塔
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
、
塔
で
武
装
き
れ
た
六
つ
の
門
を
有
し

た
。
城
壁
の
前
面
に
は
市
の
濠
が
掘
ら
れ
て
、
ド
ナ
ウ
川
、
ウ
ィ
ー
ン
川
や
オ

ッ
タ
ク
リ
ン

ガ
l
川
な
ど
か
ら
水
が
引
き
入
れ
ら
れ
た
。
城
壁
の
内
部
に
は
、
十
三
世
紀
に
三
つ
の
長
方

形
の
市
場
地
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
勿
論
、
ノ
イ
ェ
・
マ
ル
ク
ト
や
ユ
ダ
ヤ
人
広
場
の

外
側
に
、
最
初
は
市
庁
と
裁
判
所
の
建
物
が
あ
り
、
都
市
の
経
済
の
中
心
を
成
し
た
ホ

l
エ

．
マ
ル
ク
ト
が
建
設
さ
れ
た
。

宗
教
的
雰
囲
気
の
強
か

っ
た
そ
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ウ
ィ
ー
ン
は
当
時
す
で
に
一

O

の
教
会
と
五
つ
の
修
道
院
を
有
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
で
も

っ
と
も
重
要
な
の
は
一
一

五
五
年
に

ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
公
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
た
シ
ヨ

ツ
テ
ン
修
道
院
で
あ
っ
た
。
そ

れ
に
加
え
て
、
都
市
は
、
ウ
ィ
ー
ン
川
の
谷
聞
の
ケ
ル
ン
ト
ナ

l
門
の
付
近
に
あ
っ
た
二
つ

の
養
老
院
を
運
営
し
て
い
た
。

一
階
建
て
の
住
宅
の
数
は
八

O
O
か
ら
一

0
0
0
戸
位
で
は

な
か

っ
た
か
と
み
つ
も
ら
れ
て
い
る
。
市
民
達
の
多
く
は
農
業
に
従
事
し
て
い
た
の
で
、
家

畜
小
屋
と
倉
庫
と
が
住
宅
に
付
設
さ
れ
て
い
た
。
大
部
分
の
家
屋
は
木
材
で
建
て
ら
れ
、
屋

根
は
麦
わ
ら
か
ま
た
は
木
の
こ
け
ら
板
で
葺
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
再
三
に
わ
た

っ

て
都
市
部
分
を
焼
き
つ
く
す
よ
う
な
火
災
が
お
こ

っ
た
。
十
三
世
紀
に
は
三
度
の
大
火
災
が

あ
っ
た
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

都
市
の
城
壁
の
外
で
は
、
ウ
ィ
ー
ン
地
域
は
、
は
る
か
以
前
か
ら
武
装
せ
る
農
村
入
植
地

で
お
お
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
勿
論
、
河
岸
段
丘
の
上
や
ド
ナ
ウ
川
の
広
い
川
中
島
の
か
な

た
に
お
い
て
も
同
様
な
状
況
が
み
ら
れ
た
。
十
三
世
紀
末
ま
で
に
、
お
よ
そ
五

O
も
の
か
よ

う
な
入
植
地
の
存
在
が
文
書
の
上
に
－記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
土
地
は
都
市
の
西
方
で

は
と
く
に
ぶ
ど
う
園
に
、
南
と
東
の
方
面
で
は
ふ
つ
う
の
畑
地
に
充
て
ら
れ
て
い
た
。
そ
し

て
、
し
ば
し
ば
一
ヶ
の
荘
園
領
主
の
邸
と
若
干
の
み
す
ぼ
ら
し
い
農
民
の
小
屋
と
か
ら
成
っ

て
い
た
。

パ
ー
ベ

ン
ベ
ル
グ
家
の
後
半
の
時
代
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
ウ
ィ
ー
ン
の
住
民
数
や
そ
の

社
会
的
階
層
と
財
産
関
係
な
ど
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
都
市
の
住
民
数
は
そ
の
当
時
お
よ

そ
一
万
人
を
数
え
た
。
市
民
全
体
の
う
ち
上
位
層
と
し
て
き
わ
立

っ
た
存
在
は
都
市
貴
族
で

あ
っ
た
。
か
れ
ら
は
下
位
貴
族
出
の
騎
士
階
級
の
人
々
の
子
孫
で
あ
り
、

バ
イ
エ
ル
ン
人
の

一12
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の
商
人
達
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
い
た
。
か
れ
ら
の
経
済
的
地
位
の
大
き
き
は
、
バ
イ
エ
ル

ン
の
貨
幣
が
ウ
ィ
ー
ン
市
場
で
の
ご
く
ふ
つ
う
の
支
払
手
段
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
示
さ

れ
て
い
た
。
教
会
的
領
域
に
お
い
で
す
ら
バ
イ
エ
ル
ン
の
勢
力
が
優
勢
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
か

と
い
う
と
、
一
一
三
七
年
、
ウ
ィ
ー
ン
の
教
会
の
教
区
権
は
パ
ッ
サ
ウ
の
司
教
に
よ
っ
て
創

立
さ
れ
、
パ

ッ
サ
ウ
の
土
地
の
聖
者

0
2
ω
y
o

－－－mg司
自

g
g
に
奉
献
さ
れ
た
聖
シ
ュ
テ

フ
ァ
ン
教
会
の
手
に
移
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の
ウ
ィ
ー
ン
が
バ
イ
エ
ル
ン
公
の
居
住
地

た
る
レ

l
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
に
完
全
に
従
属
す
る
地
位
に
お
と
し
め
ら
れ
る
や
も
し
れ
ぬ
と
い

う
危
機
的
な
状
況
は
、
一
一
三
九
年
に
バ
イ
エ
ル
ン
公
が
パ
｜
ベ
ン
ベ
ル
グ
家
領
を
与
え
ら

れ
る
に
い
た
っ
た
と
き
、
一
層
深
刻
と
な
っ
た
。
そ
の
バ
イ
エ
ル
ン
公
国
が
支
配
領
域
の
中

心
を
危
険
な
ハ

ン
ガ
リ
ー
と
の
境
界
付
近
か
ら
安
全
な
バ
イ

エ
ル
ン
地
域
へ
と
移
し
、
レ
ー

ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
に
居
城
を
お
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
十
分
に
う
べ
な
わ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

だ
が
し
か
し
、
ウ
ィ
ー
ン
に
と
っ
て
幸
い
な
こ
と
に
そ
の
よ
う
な
状
態
は
あ
ま
り
永
く

は
つ
づ
か
な
か

っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
そ
の
後
ま
も
な
く
バ
イ
エ
ル
ン
公
国
は
パ

l
べ

ン
ベ
ル
ク
家
領
を
返
還
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、
そ
の
代
わ
り
埋
め
合
わ
せ
と
し
て
、
「
よ

り
少
な
い
特
権
・」

P
・F
2
Z
E
E出
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、

．パ

！
ベ
ン
ベ
ル
グ
家
は
世
襲
的
な
公
の
地
位
を
授
与
さ
れ
、
九
九
六
年
以

来
「
オ
ス
タ
リ

ッ
チ」

g
E
2
R
E
と
名
付
け
ら
れ
た
そ
の
支
配
領
域
と
ロ

l
マ
・
ド
イ
ツ

帝
国
に
対
す
る
非
常
に
広
範
な
自
立
性
と
を
認
容
さ
れ
た
の
で
、
次
の
世
紀
に
は
、
領
邦

君
主
と
し
て
帝
国
内
で
の
も
っ
と
も
強
力
な
領
域
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
政
治
的
と
経
済

的
と
の
二
つ
め
重
要
な
決
定
に
よ
っ
て
、
パ
ー
ベ
ン
ベ
ル
グ
家
の
ウ
ィ
ー
ン
は
す
べ
て
の
他

の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
都
市
を
超
え
る
地
位
へ
と
高
め
ら
れ
た
。
政
治
的
な
決
定
と
は
、
最
初

の
パ

l
ベ
ン
ベ
ル
グ
公
た
る
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
が
一
一
五
五
年
ご
ろ
そ
の
宮
廷
を
ウ
ィ
ー
ン

に
移
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
、
ウ
ィ
ー
ン
は
、
旧
来
か
ら
の
通

商
都
市
と
し
て
の
役
割
に
加
え
て
居
城
都
市
と
し
て
の
そ
れ
を
獲
得
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
政
治
的
中
心
地
、
宮
廷
の
所
在
地
と
な
り
、
そ
の
宮
廷
の
保
護
助
成

に
よ

っ
て
領
邦
の
文
化
的
中
心
と
な

っ
た
。

し
か
し
、
ウ
ィ
ー
ン

の
発
展
の
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
重
要
な
経
済
的
決
定
が
成
熟

せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
ま
ず
第
一
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
経
済
生
活
を
新
首
都
に
集
中
化

せ
ん
と
の
歴
代
の
公
達
の
意
向
は
き
わ
め
て
明
白
で
あ
っ
た
。

一
一
九
二
年
に
パ

l
ベ
ン
ベ

ル
ク
家
が
シ
ュ
タ
イ
エ
ル
マ
ル
ク
を
獲
得
し
た
と
き
、
ウ
ィ
ー
ン
の
天
与
の
中
心
的
な
位
置

官－
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は
ふ
た
た
び
効
果
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
今
や
東
西
に
走
る
ド
ナ
ウ
川
の
通

商
路
に
再
度
南
北
を
結
ぶ
交
通
路
、
つ
ま
り
ゼ

ン
メ
リ
ン
ク
や
グ
ラ

l
ツ
を
へ
て
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
へ
と
い
た
る
街
道
が
ウ
ィ
ー
ン
付
近
で
交
差
し
て
重
要
な
役
割
を
演
ず
る
よ
う
に
な

っ

た
か
ら
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
こ
の
時
代
に
は
、
こ
の
街
道
に
対
す
る
支
配
は
非
常
な
利
益
を

も
た
ら
す
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
十
字
軍
が
東
地
中
海
地
方
の
国
々
と
の
通
商
を

復
活
さ
せ
、
高
価
な
オ
リ
エ
ン
ト
の
物
産
は
海
路
か
ら
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
へ
て
中
央
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

に
運
ば
れ
る
と
い
う
経
路
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
首
都
を
通
貨
政

策
の
上
で
強
化
せ
ん
が
た
め
に
、
パ

l
ベ
ン
ベ
ル
ク
家
は
、
一
一
八
四
年
領
邦
君
主
の
造
幣

所
を
ク
レ
ム
ス
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
に
移
し
た
。
ウ
ィ
ー
ン
刻
印
の
最
古
の
保
存
さ
れ
て
い
る
ペ

ニ
ヒ
貨
幣
は
、
一
一

九

O
年
ま
で
そ
の
由
来
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
通
商
と
手
工

業
の
中
心
地
と
し
て
の
ウ
ィ
ー
ン
の
地
位
も
ま
た
大
い
に
強
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
勿

論
、
そ
の
た
め
に
は
外
国
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
公
は
、
そ
の

東
方
と
の
通
商
貿
易
を
従
来
よ
り
以
上
ウ
ィ
ー
ン
に
結
び
つ
け
ん
が
た
め
に
、
一
一
九
二
年

レ
l
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
の
商
人
に
特
権
を
授
与
し
た
。
一

二
O
八
年
、
ブ
ラ
ン
ド
ル
の
織
物
製

造
業
者
と
織
工
も
そ
れ
と
似
寄
っ
た
特
権
を
手
に
入
れ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
か
れ
ら
は
ウ

ィ
ー
ン
に
定
住
し
、
そ
の
商
工
業
を
こ
の
地
に
定
着
せ
し
め
よ
う
と
す
る
。
以
上
は
、
外
見

的
に
は
、
パ
ー
ベ
ン
ベ
ル
グ
家
が
あ
ら
ゆ
る
こ
れ
ら
の
経
済
的
措
置
を
、
そ
の
究
極
の
成
果

を
も
っ
ぱ
ら
ウ
ィ
ー
ン
の
発
展
の
た
め
に
役
立
た
せ
よ
う
と
の
意
向
に
お
い
て
の
み
行
な
っ

て
き
た
か
の
よ
う
に
み
え
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
三
士
二
年
に
、
レ
オ
ポ
ル
ト
六
世
公

は
、
つ
い
に
「
積
み
荷
法
」
印

guzz。
宮
を
授
け
る
と
い
う
通
商
都
市
ウ
ィ
ー
ン
に
と

っ

て
の
非
常
に
運
命
的
な
決
定
を
行
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
中
世
の
領
邦
君
主
が
個
々
の
通
商

都
市
に
授
け
た
積
み
荷
法
は
、
他
地
方
の
商
人
に
対
し
て
、
か
れ
ら
が
そ
れ
ま
で
当
該
の
都

市
経
由
で
運
ん
で
き
た
商
品
を
そ
の
都
市
に
集
積
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
二
疋
の
期
間
そ

こ
で
販
売
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
都
市
の
市
民
達
は
集
積
さ
れ
た

商
品
を
手
に
入
れ
、
そ
れ
を
自
ら
の
利
益
の
た
め
に
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ

た
の
で
あ
る
。

＝

＝
二
年
の
ウ
ィ
ー
ン
の
積
み
荷
法
は
、
明
確
に
上
部
ド
イ
ツ
の
商
人
達
、

と
く
に
レ

l
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
の
そ
れ
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
と
の
通
商
に
よ
る
主
要
な
利
益
を
ウ
ィ
ー
ン
の
商
人
達
の
た
め
に
確
保
す
る
に
い

た
っ
た
。

有
利
な
交
通
上
の
位
置
と
領
邦
君
主
の
抗
議
と
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ウ
ィ
ー
ン
を
十
三
世

紀
の
前
半
に
は
繁
栄
せ
る
商
業
都
市
た
ら
し
め
た
。
上
部
ド
イ
ツ
の
商
人
達
は
高
価
な
西
ヨ

有明工業高等専門学校紀要
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あ
っ
た
。

ウ
ィ
ー
ン
地
域
に
対
し
て
の
再
三
に
わ
た
る
入
植
活
動
に
よ

っ
て
、
ロ
ー
マ
時
代
の
城
壁

の
内
部
に
は
非
常
に
速
か
に
二
つ
の
大
き
な
村
落
め
い
た
定
住
地
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
北

方
で
は
、
あ
ら
た
に
ド
ナ
ウ
川
の
通
商
路
に
沿
っ
て
、
マ
リ
ア

・
ア
ム

・
ゲ
シ
ュ
タ

l
デ
教

会
の
周
り
に
一
ヶ
の
教
会
入
植
地
が
成
立
し
た
。
南
方
で
は
、
今
日
の
ト
ゥ

l
フ
ラ
ク
ベ
ン

の
領
域
に
あ
っ
て
、
十
世
紀
末
当
時
市
の
中
心
部
で
あ

っ
た
典
型
的
な
三
角
形
の
マ
ル
ク
ト

・
プ
ラ
ッ
ツ
の
周
り
に
、
一
ヶ
の
小
さ
な
市
場
入
植
地
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
二
つ
の
入
植

地
の
成
立
は
、
ウ
ィ
ー

ン
地
域
が
商
業
取
引
の
場
と
し
て
の
経
済
的
な
重
要
性
を
永
続
的
に

獲
得
し
た
と
い
う
こ
と
を
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

十
一
世
紀
に
は
、
こ
れ
ま
で
ロ

l
マ
時
代
の
城
壁
内
に
分
離

・
相
対
立
し
て
い
た
い
く
つ

か
の
入
植
地
が
最
後
的
に
統
合
さ
れ
、
一
つ
の
大
き
な
共
同
体
へ
と
成
長
を
遂
げ
る
に
い
た

っ
た
。

こ
の
あ
ら
た
に
統
合
さ
れ
た
入
植
地
は
、
そ
の
西
方
の
城
壁
ま
で
の
か
つ
て
の

ロ
ー

マ
の
宿
営
地
の
全
域
を
ふ
さ
ぐ
も
の
で
は
な
く
、
今
日
の
ト
ウ
｜
フ
ラ
ウ
ベ
ン
の
合
流
点
の

そ
ば
の
南
の
城
壁
を
マ
リ
ア
・
ア
ム
・
ゲ
シ
ュ
タ

l
テ
周
辺
の
地
域
と
結
び
つ
け
た
新
ら
し

い
城
壁
に
よ
っ
て
、
こ
の
方
向
に
守
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
ほ
ぽ
同
じ
こ
ろ
J

ハ
ン
ガ

リ
ー
か
ら
の
通
商
路
が
市
の
東
門

へ
と
通
じ
て
い
た
古
い
城
壁
の
前
に
、
共
有
地
沿
い
に
一

ヶ
の
武
装
入
植
地
が
成
立
し
て
い
た
。
そ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
商
売
相
手
と
取
引
き
せ
ん
が
た

め
に
ド
ナ
ウ
中
流
域
の
勃
興
せ
る
市
場
町
に
や

っ
て
き
た
上
部
ド
イ
ツ
の
商
人
達
は
、
細
長

く
つ
づ
く
市
場

（
マ
ル
ク
ト
・
プ
ラ

ッ
ツ
）
の
周
り
に
屋
敷
と
商
品
倉
庫
と
を
建
て
た
（
今

日
の
ベ

ッ
ケ
ル
シ
ュ
ト
ラ

l
セ
と
ゾ
ン
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
カ
ッ
セ
と
の
間
）
。

都
市
段
丘
の
上
に
つ
く
ら
れ
た
そ
の
堂
々
た
る
入
植
居
住
地
は
、
そ
の
当
時
は
や
く
も
一

つ
の
き
わ
立

っ
た
経
済
的
役
割
を
演
じ
て
い
た
。
そ
の
地
は
ド
ナ
ウ
川
の
通
商
路
に
沿
っ
た

一
ヶ
の
市
場
入
植
地
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
西
方
か
ら
の
塩
や
毛
織
物
な
ど
の
商
品
が
運
び
ょ

せ
ら
れ
、
そ
こ
を
通

っ
て
カ
ル

パ
テ
ィ
ア
地
方
の
銀
が
み
ち
び
き
ょ
せ
ら
れ
、
周
辺
の
農
民

は
そ
の
場
所
で
蜜
や
蝋
や
皮
革
類
な
ど
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。
、
っ
た
が
い
な
く
こ
の
市
場

町
の
商
業
は
、
皇
帝
の
ハ
ン
庁
リ
ー
へ
の
出
兵
の
た
び
ご
と
に
、
そ
し
て
十
字
軍
が
ド
ナ
ウ

川
下
流
経
由
の
ル
ー
ト
を
と
る
限
り
こ
の
地
を
軍
の
最
後
の
集
結
点
に
し
た
の
で
、
そ
れ
に

よ
っ
て
繁
栄
し
つ
つ
け
た
。

か
な
り
以
前
か
ら
、
か

つ
て
の
ロ

ー
マ
時
代
の
城
壁
内
の
入
植
地
も
、
一
つ
の
新
ら
し
い

名
を
称
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。

ロ
ー
マ
の
軍
団
宿
営
地
に
基
づ
く
古
来
の
名
称
た
る
ヴ

イ
ン
ド
ボ
ナ
は
、
そ
の
地
が
ゲ
ル
マ
ン
人
の
侵
攻
に
対
し
て
防
衛
す
る
と
い
う
軍
事
的
な
使

命
を
果
し
、
な
お

ロ
マ

ン
系
の
住
民
を
住
ま
わ
せ
て
い
た
限
り
に
お
い
て
の
み
、
そ
の
場
所

に
似
つ
か
わ
し
い
地
名
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
か
な
り
遅
れ
て
、
八
八
一
年
に
な
っ
て

は
じ
め
て
、
あ
る
史
料
の
中
に
新
ら
し
い
名
称
が
姿
を
見
せ
る
に
い
た
っ
た
。
そ
れ
は
、
バ

イ
エ
ル
ン
系
の
入
植
者
に
よ
っ
て
お
そ
ら
く
大
分
以
前
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
司
川
町
5
5
の

ラ
テ
ン
語
系
に
す
ぎ
な
い
と
こ
ろ
の

君
。
巳
凶
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
古
バ
イ

エ
ル

ン
語

の
垣
間
口
巳
ω
は、

そ
れ
自
身
ケ
ル
ト
語
の

〈

2
5
5
と
い
う
名
称
が
ド
イ
ツ
語
化
さ
れ
た

形
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
今
日

の
ウ
ィ
ー
ン
川
に
も
、
ケ
ル
ト
人
の
入
植

地
に
対
し
て
も
つ
け
ら
れ
て
い
た
名
称
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
土
着
の
住

民
が
、
ロ

1
7
時
代
の
城
壁
内
に
防
衛
目
的
で
つ
く
ら
れ
た
入
植
地
に
対
し
て
こ

の
名
称
を

与
え
た
と
い
う
風
に
も
受
け
と
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

垣
間
口
包
ω
と
い
う
名
称
は
、

十
一
世
紀

に
入
る
と
中
高
ド
イ
ツ
語
風
の
当
日
号
と
な
っ
た
。

二
一

O
O年
ご
ろ
書
か
れ
た
『
ニ
｜

ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』
で
は
、
そ
の
入
植
地
は

ω
E円
見
当

5
5
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

ロ
ー

マ
の
軍
団
宿
営
地
が
中
世
の
ウ
ィ
ー
ン
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
ま
で
の
な
が
く
か
っ
変

化
に
充
ち
た
移
行
の
時
代
は
、
記
録
の
上
で
は
、
ウ
ィ
ー
ン
が
一
ヶ
の
「
キ
ヴ
ィ
タ
ス
」
と

よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
一
一
三
七
年
を
も
っ
て
終
わ
り
を
告
げ
た
。
そ
の
時
代
の
政
治
的
な

語
法
で
は
、
こ
の
こ
と
は
、
一
ヶ
の
組
織
的
な
共
同
体
、
憲
法
上
の
精
神
で
は
す
で
に
堅
固

な
城
壁
に
よ
っ
て
防
衛
さ
れ
る
こ
と
の
で
き
た
都
市
で
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
、
市
場
と
裁

判
所
と
を
も
っ
権
利
を
許
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
た
。

ウ
ィ
ー
ン
は
、
数
世
紀
に
わ
た
る
バ
イ
エ
ル
ン
人
の
植
民
活
動
の
聞
に
、
ド
ナ
ウ
川
経
由

の
遠
隔
地
通
商
路
に
沿
っ
た
一
ヶ
の
重
要
な
市
場
都
市
へ
と
発
展
し
た
。
そ
し
て
、
今
や
、

は
る
か
遠
く
、
危
険
な
東
方
の
勢
力
に
対
し
て
前
進
す
る
パ
l
ベ
ン
ベ
ル
グ

・
マ
ル
ク
の
防

衛
都
市
と
し
て
も
重
ん
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

nu 
噌’
i

ウィ ン市の歴史（→

パ

l
ベ
ン
ベ
ル
ク
家
の
居
城

初
期
中
世
の
ウ
ィ
ー
ン
は
注
目
す
べ
き
発
展
ぶ
り
を
示
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
未

来
は
十
二
世
紀
に
い
た
る
ま
で
は
完
全
に
不
確
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

パ
l
ベ
ン
ベ
ル
グ
家
の
辺
境
伯
が
一
一
三

O
年
こ
ろ
こ
れ
か
ら
発
展
せ
ん
と
す
る
ド
ナ
ウ
川

流
域
の
入
植
地
を
獲
得
し
、
都
市
領
主
と
な
っ
た
と
き
に
は
、
こ
の
地
域
の
入
植
と
キ
リ
ス

ト
教
布
教
の
日
こ
の
方
、
な
お
未
だ
バ
イ
エ
ル
ン
人
の
影
響
力
が
き
わ
め
て
強
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
有
利
な
商
取
引
の
大
部
分
は
レ
｜
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
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保
特
し
つ
づ
け
た
。
ア
ヴ
ァ

l
ル
人
と
と
も
に
ス
ラ
ヴ
人
が
農
民
や
商
人
と
し
て
ア
ル
プ
ス

領
域
に
お
し
進
ん
で
き
た
。
ウ
ィ
ー
ン
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
ア
ヴ
ア
ー
ル
人
の
墓
地
の
存

在
や
デ

l
ブ
リ
ン
ク
、
ヴ
ェ

l
リ
ン
ク
あ
る
い
は
メ
ー
ド
リ
ン
ク
の
ご
と
き
元
来
ス
ラ
ヴ
語

の
音
節
に
由
来
す
る
集
落
の
名
称
（
今
日
で
は
勿
論
ド
イ
ツ
語
の
影
響
の
も
と
に
末
尾
を
・
：

イ
ン
ク
と
言
い
変
え
ら
れ
て
い
る
）
な
ど
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
経
過
を
－
証
す
る
も
の
と

い
え
る
。
し
か
し
、
閉
じ
こ
ろ
、
東
方
か
ら
の
こ
の
よ
う
な
侵
攻
と
並
行
し
て
、
西
方
か
ら

は
ゲ
ル
マ
ン
人
の
一
種
族
た
る
バ
イ
エ
ル
ン
人
の
勢
力
が
拡
が
っ
て
き
て
お
り
、
か
れ
ら
は
、

ウ
ィ
ー
ン
の
森
に
い
た
る
ま
で
の
ア
ル
プ
ス
の
谷
間
や
ア
ル
プ
ス
前
地
に
農
民
の
入
植
者
を

送
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

ア
ヴ
ア
ー
ル
人
と
ス
ラ
ヴ
人
の
聞
の
大
い
な
る
対
決
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
人
の
入
植
者
を
ウ

ィ
ー
ン
盆
地
へ
と
前
進
さ
せ
る
と
い
う
結
果
を
み
ち
び
い
た
。
す
な
わ
ち
、
バ
イ
エ
ル
ン
人

の
植
民
領
域
は
か
れ
ら
の
前
面
ま
で
き
て
終
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

当
初
か

ら
塊
村
と
し
て
建
設
さ
れ
た
そ
の
入
植
村
落
は
バ
イ
エ
ル
ン
風
の
・
：
イ
ン
ク
の
音
節
を
も
っ

地
名
で
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
地
名
で
こ
の
時
期
の
バ
イ
エ
ル
ン
人
の
入
植
地
に

由
来
す
る
の
は
た
と
え
ば
ジ
｜
ベ
リ
ン
ク
、
オ
タ

ッ
ク
リ
ン
ク
そ
れ
に
ヒ
｜
ツ
イ
ン
ク
な
ど

で
あ
る
。

だ
が
し
か
し
、
こ
の
か
な
り
早
い
時
期
の
、
前
カ
ロ
リ
ン
グ
時
代
の
バ
イ
エ
ル
ン
人
の
占

拠
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
公
園
を
フ
ラ
ン
ク
帝
国
に
併
合
し
た
カ
ー
ル
大
帝
が
七
九
六
年
に
ア
ヴ

ァ
l
ル
人
を
最
終
的
に
撃
破
し
、
東
方
へ
と
撃
退
し
た
と
き
に
は
じ
め
て
永
続
的
な
も
の
と

グ

ル

ン

ト
ヘ
ル

し
て
確
保
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
今
や
貴
族
的
領
主
に
率
い
ら
れ
た
バ
イ
エ
ル
ン

人
の
農
民
が
ウ
ィ
ー
ン
地
域
へ
と
や
っ
て
き
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
九
世
紀
の
カ
ロ
リ
ン

グ
時
代
の
植
民
と
手
を
た
ず
き
え
た
形
で
こ
の
地
方
の
キ
リ
ス
ト
教
化
も
す
す
ん
だ
。
ザ
ル

ツ
ブ
ル
ク
大
司
教
領
か
ら
は
、
ゲ
ル
マ
ン
・
ド
イ
ツ
的
な
ら
び
に
ス
ラ
ヴ
的
な
住
民
を
改
宗

さ
せ
る
た
め
の
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
師
が
東
ア
ル
プ
ス
地
域
に
派
遣
さ
れ
た
。
こ
の
バ
イ
エ

ル
ン
人
の
領
土
獲
得
と
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
と
い
う
二
つ
の
出
来
事
は
と
も
に
厳
密
な
範
囲

で
の
ウ
ィ
ー
ン
地
域
で
行
な
わ
れ
た
の
で
、
九
世
紀
の
初
め
に
は
、
聖
ル
プ
レ
ヒ
ト
教
会
周

辺
の
か
つ
て
の
ロ

l
マ
の
宿
営
地
の
東
北
隅
に
、
当
時
の
バ
イ
エ
ル
ン
人
の
入
植
領
域
を
明

白
に
特
徴
づ
け
て
い
る
教
会
入
植
地
が
展
開
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
新
ら
し
い
入
植
地

の
位
置
は
ド
ナ
ウ
川
と
ウ
ィ
ー
ン
川
と
の
合
流
点
あ
た
り
と
推
定
さ
れ
、
ア
ル
プ
ス
方
面
か

ら
貴
重
な
塩
を
積
ん
で
き
た
舟
が
接
岸
す
る
小
き
な
港
を
守
る
と
い
う
使
命
を
与
え
ら
れ
て

い
た
。
聖
ル
ブ
レ
ヒ
ト
教
会
付
近
の
入
植
地
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
人
の
植
民
活
動
と
キ
リ
ス
ト

- 9 -

教
の
信
仰
と
を
は
る
か
東
方
に
向
か
っ
て
推
進
す
る
と
い
う
位
置
に
あ
っ
た
。
宿
営
地
の
南

縁
部
に
あ
る
よ
り
古
い
時
期
の
最
初
の
ゲ
ル
マ
ン
人
の
入
植
地
と
と
も
に
、
そ
れ
は
さ
さ
や

か
な
商
取
引
の
場
で
あ
り
、
ま
た
、
し
ば
し
ば
く
り
返
さ
れ
る
東
方
か
ら
の
侵
入
に
対
す
る

境
界
線
上
の
堅
固
な
防
衛
地
で
あ

っ
た。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
カ

ロ
リ
ン
グ
朝
時
代
の
文
化
事
業
も
、
九
世
紀
の
末
、
第
三
の
ア

ジ
ア
の
騎
馬
民
族
た
る
マ
ジ
ャ

l
ル
人
が
ド
ナ
ウ
川
流
域
の
諸
地
方
を
膝
胸
す
る
に
い
た

っ

た
と
き
、
最
高
の
危
機
を
迎
え
た
。

マ
ジ
ャ

l
ル
人
が
九
五
五
年
ド
ナ
ウ
川
と
タ
イ
ス
川
に

は
き
ま
れ
た
低
地
で
の
レ
ヒ
フ
ェ
ル
ト
の
戦
い
で
決
定
的
な
敗
北
を
喫
し
た
後
、
撤
退
き
せ

ら
れ
、
定
住
し
て
キ
リ
ス
ト
教
を
受
容
す
る
に
い
た
っ
た
と
き
に
は
じ
め
て
、
ウ
ィ
ー
ン
地

域
の
住
民
も
ま
た
、
再
三
に
わ
た
り
ア
ジ
ア
の
内
陸
部
か
ら
出
撃
し
て
き
た
騎
馬
遊
牧
民
に

お
び
や
か
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
、
激
動
の
時
代
も
よ
う
や
く
終
わ
り
を
告
げ
た
の
で
あ

マ令
。

47 

以
後
は
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
一
門
出
身
の
辺
境
伯
パ
｜
ベ
ン
ベ
ル
グ
家
が
、
九
六

O
年
こ
ろ
マ

ジ
ャ

l
ル
人
の
侵
入
に
対
す
る
防
禦
の
た
め
に

ロ
l
マ
・
ド
イ
ツ
帝
国
の
東
南
部
に
設
け
ら

れ
た
「
オ

ッ
ト

l
王
」
マ
ル
ク
を
ド
ナ
ウ
川
の
下
流
へ
と
漸
次
拡
大
し
て
い
く
時
代
と
な
り
、

一
応
の
安
定
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
東
方
と
の
安
全
な
関
係
は
、
ラ
イ
タ
川
が
ハ
ン
ガ

リ
ー
に
対
す
る
永
続
的
な
境
界
と
な
っ
た
と
き
に
は
じ
め
て
生
じ
た
。

マ
ジ
ャ

l
ル
人
に
よ

っ
て
荒
廃
さ
せ
ら
れ
、
人
口
の
減
少
し
た
ド
ナ
ウ
沿
岸
の
土
地
に
は
ふ
た
た
び
バ
イ
エ
ル

ン

人
や
フ
ラ
ン
ケ
ン
人
の
入
植
者
が
流
入
し
来
り
、
の
こ
っ
て
い
た
ス
ラ
ヴ
系
住
民
は
か
れ
ら

と
混
血
す
る
に
い
た
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
地
域
の
ほ
と
ん
ど
全
域
は
、
数
多
く
の
小
さ
な
町
や
グ

ル

村
に
こ
の
よ
う
な
第
二
の
ド
イ
ツ
人
の
入
植
の
痕
跡
を
の
こ
し
て
お
り
、
そ
の
地
名
は
貴
族

的
領
主
の
名
に
よ
る
も
の
で
、
語
尾
の
：
・
ド
ル
フ
と
い
う
語
と
合
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

た
と
え
ば
ペ

ッ
ツ
ラ
イ
ン
ス
ド
ル
フ
、
グ
ム
ペ
ン
ド
ル
フ
あ
る
い
は
ヒ
ュ

ッ
テ
ル
ド
ル
フ
な

ど
の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
居
住
地
は
、
小
き
な
教
会
の
周
り
に
成
立
し
た
小
集
落
か

ま
た
は
単
一
の
交
通
路
に
沿
っ
た
街
村
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
古
い
ロ
ー
マ
時
代
の
城
壁
内
の

入
植
地
の
近
く
に
か
た
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
多
く
は
、
ウ
ィ
ー
ン
川
あ
る
い
は
ウ

ィ
ー
ン
の
森
か
ら
発
し
て
深
く
え
ぐ
ら
れ
た
谷
間
を
通
り
ド
ナ
ウ
川
へ
と
注
い
で
い
た
沢
山

の
小
川
に
沿
っ
て
い
た
。
不
断
に
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
ウ
ィ
ー
ン
地
域
の
防
衛
に
役
立

っ
た
の
は
自
然
の
隆
起
た
る
「
ハ
ウ
ス
山
」
国

ω
5
σ
2
mめ
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
山
壁
や
溝
の

背
後
に
域
塞
も
ど
き
の
防
衛
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
、
と
り
わ
け
、
ウ
ィ
ー

ン
の
森
の
出
口
と
、
南
と
東
か
ら
入
っ
て
く
る
交
通
路
で
ウ
ィ
ー
ン
地
域
を
防
衛
す
べ
き
で

有明工業高等専門学校紀要
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に
は
マ
ル
コ
マ

l
ネ
ン
人
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、
そ
の
結
果
お
の
ず
か
ら
民
族
移
動
時
代
の

混
乱
の
中
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
後
約
八
世
紀
を
へ
た
’
一
一

三
七
年
に
は
、
教
会
組
織
を
規
制
し
た
ラ
テ

ン
語
の
文
書
に
お
い
て
、
ふ
た
た
び
一
ヶ
の
新

ら
し
い
ウ
ィ
ー
ン
が
「
キ
ヴ
イ
タ
ス
」
己

igω

と
し
て
、
す
な
わ
ち
一
ヶ
の
組
織
づ
け
ら

れ
た
都
市
共
同
体
と
し
て
出
現
す
る
に
い
た
っ
た
。

ウ
ィ
ー
ン
は
、
こ
の
八
世
紀
の
問
、
史
料
の
中
で
は
稀
に
し
か
と
り
上
げ
ら
れ
ず
、
ま
た

そ
れ
も
き
わ
め
て
非
生
産
的
な
関
係
に
お
い
て
あ
げ
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

歴
史
家
達
は
、
文
書
に
よ
る
伝
承
で
教
示
さ
れ
た
限
り
に
お
い
て
、
こ
の
数
世
紀
聞
の
ウ
ィ

ー
ン
の
歴
史
を
「
暗
黒
」
己
E
M
E
Oロ
と
し
て
特
徴
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
考
古
学
、
地

名
学
な
ら
び
に
植
民
形
態
学
と
い
う
三
つ
の
歴
史
の
補
助
科
学
が
発
展
し
て
以
来
は
じ
め
て
、

そ
れ
ら
の
助
け
を
え
て
、
数
世
紀
間
つ
づ
い
た
暗
黒
を
学
問
的
に
少
し
ず
つ
解
明
す
る
と
い

う
仕
事
が
達
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
今
や
、
そ
の
時
代
が
ウ
ィ
ー
ン
の
歴
史
に
お
い
て
決
定

的
に
重
要
な
時
期
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
ロ
ー
マ
時
代
の
ヴ
イ
ン
ド
ボ
ナ
の
滅
亡
と
中
世
ウ
ィ
ー
ン
市
の
建
設
と
の
聞

の
一
千
年
に
も
わ
た
る
永
い
年
代
の
聞
に
、
ウ
ィ
ー
ン
地
域
の
文
化
的
状
況
は
ふ
た
た
び
大

き
く
変
化
し
た
。
以
前
の
ヴ
イ
ン
ド
ボ
ナ
で
は
、
ロ
ー
マ
人
は
文
化
の
担
い
手
と
し
て
活
動

し
て
い
た
。
そ
し
て
、
宿
営
地
と
市
民
都
市
と
は
、
南
方
に
お
け
る
ロ
！
？
の
都
市
文
化
を

北
方
に
お
け
る
素
朴
な
ゲ
ル
マ
ン
風
農
村
文
化
か
ら
切
り
離
す
べ
き
文
化
境
界
た
る
の
役
割

を
演
じ
て
い
た
。
こ
れ
に
反
し
て
、
初
期
中
世
の
ウ
ィ
ー
ン
で
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
族
や
フ
ラ

ン
ケ
ン
族
出
身
の
ド
イ
ツ
の
植
民
者
が
文
化
の
担
い
手
と
し
て
登
場
し
た
。
そ
の
よ
う
な
わ

け
で
、
こ
の
ウ
ィ
ー
ン
と
い
う
都
市
は
ふ
た
た
び
一
ヶ
の
文
化
境
界
た
る
の
位
置
を
占
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。
か
れ
ら
ド
イ
ツ
人
の
植
民
者
達
は
こ
の
場
合
北
方
か
ら
南
方
へ
と
進
行
し

て
き
た
の
で
あ
り
、
ゲ
ル
マ
ン
・
ド
イ
ツ
的
西
方
に
お
け
る
西
欧
文
化
圏
に
属
し
た
世
界
を
、

未
だ
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
文
化
の
勢
力
圏
内
に
あ
っ
た
東
方
に
お
け
る
マ
ジ
ャ

l
ル
な
ら
び
に
ス

ラ
ヴ
民
族
の
世
界
か
ら
切
り
離
す
と
い
う
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
の
宿
営
地
が
征
服
さ
れ
た
後
、
ウ
ィ
ー
ン
の
歴
史
に
と

っ
て
の
ゲ
ル
マ
ン
人
の
歴

史
が
開
始
さ
れ
た
。
は
じ
め
短
期
間
の
問
、
マ
ル
コ
マ

l
ネ
ン
人
が
ド
ナ
ウ
川
沿
岸
地
方
の

支
配
者
と
な
っ
た
後
、
ロ
ー
マ
は
、
四
三
三
年
に
は
北
パ
ン
ノ
ニ
ア
地
方
を
フ
ン
族
と
い
う

ア
ジ
ア
系
の
騎
馬
民
族
に
明
け
渡
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
フ
ン
族
が
そ
の
王

ア
ッ
テ
ィ
ラ
の
死
後
東
方
へ
と
退
い
た
と
き
、
か
れ
ら
は
パ
ン
ノ
ニ
ア
を
放
棄
し
た
。
さ
ら

に
、
そ
の
上
、
な
お
つ
づ
く
一
世
紀
半
に
も
お
よ
ぶ
民
族
移
動
時
代
の
問
、
さ
ま
ざ
ま
な
ゲ

ウィーン市の歴史ト）

ル
マ
ン
系
諸
種
族
が
ウ
ィ
ー
ン
地
域
に
対
す
る
支
配
権
を
奪
い
合
っ
た
。
そ
れ
は
東
ゴ

l
ト

族
、
ル
ギ

l
ル
族
、
フ
ル

l
リ
族
、
そ
し
て
最
後
に
五
六
八
年
ま
で
は
ラ
ン
ゴ
パ
ル
テ
ン
族

で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
の
多
く
は
短
期
間
こ
の
地
に
と
ど
ま
っ
た
後
、
さ
ら
に
ア
ペ
ニ
ン
半
島

（
イ
タ
リ
ア
）
へ
と
移
動
し
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
ゲ
ル
マ
ン
人
の
移
動
に
と
も
な
う
激
動
の
時
代
に
は
、
ウ
ィ
ー
ン
地
域
だ
け

で
は
な
く
、
破
壊
さ
れ
た
ヴ
イ
ン
ド
ボ
ナ
自
体
の
領
域
も
ま
た
、
残
留
し
て
い
た
土
着
民
や

侵
入
し
て
き
た
ゲ
ル
マ
ン
人
に
よ
っ
て
植
民
・
定
住
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
う

と
、
そ
の
領
域
は
永
年
の
問
宿
営
地
の
城
壁
に
よ
っ
て
ま
も
ら
れ
、
固
ま
れ
て
お
り
、
一
般

の
住
民
に
定
住
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
方
形
の
壁
の
中
に
別
々
に
掘
ら
れ
、

穴
を
あ
け
ら
れ
て
い
た
ラ
ン
ゴ
パ
ル
テ
ン
人
の
墳
墓
の
存
在
は
、
こ
の
こ
ろ
は
じ
め
て
植
民

が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
推
論
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
今
日
な
お
存
す
る
ぺ

l

テ
ル
教
会
周
辺
の
気
ま
ま
に
展
開
し
て
い
る
街
路
の
起
源
を
、
初
期
の
典
型
的
な
ゲ
ル
マ
ン

人
の
植
民
形
式
た
る
不
規
則
な
集
村
に
ま
で
さ
か
の
ほ
ら
せ
よ
う
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
。

か
つ
て
の
ロ

l
マ
時
代
の
宿
営
地
の
場
所
の
東
北
部
に
あ
る
も
っ
と
も
新
ら
し
い
墓
地
は
、

結
局
は
、
炎
焼
と
破
壊
の
痕
跡
を
の
こ
す
最
後
の
ロ

l
マ
の
文
化
地
層
の
上
に
直
接
に
ゲ
ル

マ
ン
的
な
も
の
が
接
続
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡

や
遺
物
の
調
査
研
究
に
よ
っ
て
、
今
日
次
の
二
つ
の
重
要
な
事
実
が
確
認
さ
れ
、
明
ら
か
に

さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
侵
入
せ
る
ゲ
ル
マ
ン
人
は
ヴ
イ
ン
ド
ボ
ナ
に
お
け
る
従
来
の
生

活
を
完
全
に
終
わ
ら
せ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
む
し
ろ
宿
営
地
内
へ
の
不
断
の
入
植

に
よ
っ
て
ロ

l
マ
時
代
か
ら
初
期
中
世
に
い
た
る
ま
で
内
部
で
持
続
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
。

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に
加
え
て
、
中
世
の
ウ
ィ
ー
ン
は
あ
ら
た
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
ロ
ー
マ
の
宿
営
地
ヴ
イ
ン
ド
ボ
ナ
か
ら
発
展
し
た
「
自
然
成
長
都
市
」
唱
さ

R
Z
g
o

m
g門
日
円
で
あ
っ
た
こ
と
が
た
し
か
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
今
日
の
ウ
ィ
ー
ン

市
の
個
々
の
街
路
の
状
況
が
証
明
し
て
く
れ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
ロ

ー
マ
の
宿
営
地
時
代
の
街
路
や
城
壁
の
線
と
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。

ほ
ぽ
西
紀
六

O
O年
ご
ろ
、
ウ
ィ
ー
ン
地
域
に
お
い
て
も
、
東
方
と
西
方
の
聞
の
劇
的
な

格
闘
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
三
世
紀
以
上
も
の
永
い
年
代
に
わ
た
っ
て
継
続

さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
最
後
的
に
盛
期
中
世
の
ウ
ィ
ー
ン
が
ド
イ
ツ
人
の
都
市
に
な
る
と
い

う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

最
初
に
、
東
方
か
ら
あ
ら
た
な
ア
ジ
ア
系
の
騎
馬
民
族
た
る
ア
ヴ
ァ

l
ル
人
が
侵
攻
し
て

き
た
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
二
世
紀
も
の
永
い
間
ド
ナ
ウ
川
中
流
域
を
そ
の
所
有
地
と
し
て

- 8 -
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リ

l
メ

ス

と
い
う
と
、
そ
こ
で
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
核
地
域
や
辺
境
防
壁
沿
い
の

ロ
ー
マ
人
の
入
植
地

と
だ
け
で
は
な
く
、
ド
ナ
ウ
川
の
彼
方
の
ゲ
ル
マ
ン
の
諸
種
族
と
の
聞
に
も
商
業
の
拡
大
が

は
か
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

軍
団
宿
営
地
や
市
民
都
市
か
ら、

ロ
ー
マ
の
都
市
文
化
は
周
辺

の
農
村
地
帯
へ
と
広
が

っ

て
い

っ
た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ら
の
地
方
の
原
初
の
素
朴
な
景
観
は
お
の
ず
か
ら
失
な
わ
れ

ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
軍
団
宿
営
地
と
市
民
都
市
の
周
辺
部
に
は
墓
石

と
墓
の
礼
拝
堂
と
を
も
っ
埋
葬
地
が
、
そ
し
て
は
る
か
に
へ
だ
た

っ
た
場
所
に
は
家
畜
小
屋
、

耕
地
や
ぶ
ど
う
畑
、
高
級
邸
宅
、
屋
外
の
広
大
な
陶
器
製
造
場
や
煉
瓦
製
造
所
な
ど
を
有
す

る
荘
園
が
設
け
ら
れ
、
縁
辺
の
山
の
傾
斜
地
に
は
採
石
場
な
ど
が
つ
く
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
ウ
ィ
ー
ン
地
域
の
土
着
の
住
民
は
そ
の
先
祖
よ
り
承
け
た
生
活
様
式
を
か
た
く
ま

も
っ
て
い
た
。
ケ
ル
ト
的
な
衣
装
、
ケ
ル
卜
的
な
名
前
と
宗
教
的
観
念
は
、
ケ
ル
ト
的
な
墓

石
の
碑
文
や
彫
像
な
ど
に
お
い
て
う
か
が
わ
れ
る

こ
と
く
、
ロ
ー
マ

の
占
領
時
代
に
い
た
る

ま
で
も
保
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ウ
ィ
ー
ン
地
域
な
ら
び
に
全

ロ
ー

マ
帝
国
に
お
い
て
、

ロ
！
？

の
威
力
の
抗
議
の
も
と
に

初
期
皇
帝
時
代
の
平
和
が
支
配
し
た
占
領
期
の
最
初
め
一
世
紀
半
は
、
お
そ
ら
く
も
っ

と
も

安
定
的
で
繁
栄
し
た
時
代
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
好
ま
し
い
関
係
は
二
世
紀
の
末
ご
ろ

に
は
完
全
に
一
変
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
防
備
の
固
い
ド
ナ
ウ
境
界
線
て
抑
え
ら
れ
て
い
た
ゲ

ル
マ
ン
人
は
、
ふ
た
た
び
冒
険
的
な
侵
入
活
動
を
開
始
し
た
。

一
七

O
年
に
は
、
マ

ル
コ
マ

リ

！

メ

ス

ー
ネ

ン
人
と
ク
ウ
ァ
l
デ
ン
人
が
ド
ナ
ウ
川
沿
い
の
辺
境
防
壁
を
ぶ
ち
破
り
、
ウ
イ
ン
ド
ボ

ナ
と
カ
ル
ヌ
ン
ト
ゥ
ム
を
、
さ
ら
に
方
々
の
陣
地
や
市
民
都
市
を
破
壊
し
た
。
そ
し
て
、
北

イ
タ
リ
ア
の
ア
ク
ィ
レ
イ
ア
ま
で
も
前
進
し
た
。
さ
い
わ

い

マ
ル
ク
ス

・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス

帝
に
よ
り
同
年
の
う
ち
に
か
れ
ら
を
ド
ナ
ウ
川
の
彼
方
に
お
し
返
す
こ
と
が
達
成
さ
れ
た
が
、

に
も
か
か
わ
ら
ず
パ
ン
ノ

ニ
ア
地
方
は
マ
ル
コ
マ

｜
ネ
ン
戦
争
の
被
害
か
ら
完
全
に
は
立
直

る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
結
果
ド
ナ
ウ
属
州
の
一
般
的
な
衰
退
が
は
じ
ま

っ
た
。
勿
論
、
軍

団
宿
営
地
と
市
民
都
市
は
再
建
さ
れ
、
と
り
わ
け
ヴ
イ
ン
ド
ボ
ナ
は
占
領
軍
す
な
わ
ち
カ
エ

サ
ル

の
ガ
リ
ア
遠
征
以
来
知
ら
れ
た
第

一
O
軍
団
の
駐
留
地
と
な

っ
た
が
、
危
機
の
徴
候
は

ま
す
ま
す
増
大
し
た
。
最
大
の
危
険
と
は
、
ロ
ー
マ
が
漸
次
土
地
に
飢
え
た
ゲ
ル
マ
ン
諸
種

族
を
同
盟
者
し
し
て
帝
国
の
境
界
内
に
移
住
さ
せ
ね
は
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

パ
ン
ノ

ニ
ア
で

の
ロ
！

？
の
支
配
が
終
わ
る
前
に
、
ウ
イ
ン
ド
ボ
ナ
は
、
こ
れ

ま
で
重
要
で
あ

っ
た
カ
ル
ヌ
ン
ト
ゥ
ム
に
代
わ

っ
て
軍
団
宿
営
地
と
し
て
の
よ
り
高
い

地
位

を
占
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、
ロ
ー
マ
の
ド
ナ
ウ
川
蹴
隊
の
基
地
、
そ

有明工業高等専門学校紀要49 

リ

ー

メ

ス

し
て
大
い
な
る
辺
境
防
壁
地
区
を
統
括
す
る
軍
司
令
部
の
所
在
地
に
え
ら
ば
れ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

そ
の
こ
ろ
、
ウ
ィ
ー
ン
地
域
に
は
キ
リ
ス
ト
教
が
お
く
れ
て
侵
入
し
て
き
て
軍
団
員
の
聞

に
最
初
め
信
奉
者
が
出
た
。
こ
の
ド
ナ
ウ
川
地
方
で
は
、
教
会
組
織
こ
そ
な
か

っ
た
が
、
そ

れ
で
も
う
た
か
い
な
く
キ
リ
ス
ト
教
の
礼
拝
の
場
所
（
教
会
）
は
存
し
た
の
で
あ
る
。
お
そ

ら
く
今
日
の
市
域
内
で
の
最
古
の
教
会
は
、

ロ
ー

マ
人
の
荘
園
と
の
結
び
つ
き
に
お
い
て
、

ヴ
ン
テ
ア
ラ

l
地
区
の
今
日
の
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
礼
拝
堂
の
場
所
に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
軍

団
宿
営
地
た
る
ウ
イ
ン
ド
ボ
ナ
で
は
、
多
分
今
日
ぺ

l
テ
ル
教
会
が
建
っ
て
い
る
場
所
に
最

初
の
キ
リ
ス
ト
教
会
が
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
世
紀
か
ら
五
世
紀
へ
の
移
り
目
に
は
、
す
で
に
民
族
移
動
が
お
こ
る
徴
候
が
み
え
て
い

た
。
三
九
五
年
に
は
、

マ
ル
コ
マ

l
ネ
ン
人
と
ク
ヴ
ァ

l
デ
ン
人
が
ふ
た
た
び
ド
ナ
ウ
の
辺

l
メ

ス

境
防
壁
を
の
り
こ
え
、
軍
団
宿
営
地
に
侵
入
し
て
火
を
つ
け
た
。
ウ
ィ
ー
ン
盆
地
は
、
以
後

数
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
な
か
く
、
非
武
装
の
ま
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
の
侵
入
を
受
け
入
れ

る
侵
攻
口
と
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
混
乱
と
動
揺
の
時
代
に
、
土
着
の
住
民
達
は
、
平
地
か

ら
山
上
の

「避
難
用
の
砦
」

2
5
Fσ
己
認
に
、
あ
る
い
は
か
つ
て
の
軍
団
宿
営
地
の
城
壁
の

背
後
に
逃
亡
し
た
か
に
み
え
た
。

は
ぼ
西
暦
五

O
O年
こ
ろ
、
ロ

ー

マ
人
が
ド
ナ
ウ
属
州
を
放
棄
し
た
と
き
に
、
ウ
ィ
ー
ン

地
域
に
約
五
世
紀
間
ほ
ど
持
続
さ
れ
て
き
た
ロ

ー

マ
の
支
配
は
終
わ
っ
た
。

ロ
！

？
の
都
市

文
化
の
創
造
物
の
多
く
は
失
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
そ
れ
ら
は
、
地
中

海
文
明
の
高
い
レ
ベ
ル
に
ふ
き
わ
し
く
、
ロ
！
？
帝
国
の
危
険
な
北
方
の
境
界
線
の
上
に
、

ま
た
軍
団
員
の
無
味
乾
燥
な
生
活
環
境
の
も
と
で
成
立
し
た
と
い
う
点
で
大
き
な
意
義
を
有

し
た
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
ウ
ィ
ー
ン
市
の
歴
史
に
と
っ
て

ロ
l
マ
時
代
は
大
い
な
る
重

要
性
を
と
ど
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
来
る
べ
き
中
世
の
ウ
ィ

ー
ン
市
は
、
ロ
ー
マ
人
が
そ
の
軍
団
宿
営
地
を
設
け
た
都
市
段
丘
の
上
だ
け
で
は
な
く
、
最

初
の
う
ち
は
な
お
永
い
年
代
の
問
外
敵
の
侵
入
に
対
す
る
効
果
的
な
防
壁
た
る
こ
と
を
示
し

た
と
こ
ろ
の
城
壁
自
体
の
内
部
に
ま
で
も
発
展
し
た
か
ら
で
あ
る
。

7 -

初
期
中
世
時
代
の
ウ
ィ
ー
ン

ロ
ー
マ
時
代
の
ウ
ィ
ー
ン
の
没
落
と
盛
期
中
世
時
代
の
ウ
ィ
ー
ン
の
発
展
と
の
問
に
は
、

ほ
と
ん
ど
八
世
紀
と
い
う
大
き
な
時
代
の
間
隔
が
あ
っ
た
。
ウ
イ
ン
ド
ボ
ナ
は
、
三
九
五
年
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宿
営
地
の
場
合
と
同
様
に
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
ウ
ィ
ー
ン
中
心
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
交
通

網
も
ま
た
、
ロ
ー
マ
の
軍
道
に
接
合
さ
れ
て
い
た
。
ド
ナ
ウ
川
の
南
岸
を
カ
ス
ト
ウ
ラ
・
パ

タ
ヴ
ア
（
パ
ッ
サ
ウ
）
、
カ
ル
ヌ
ン
ト
ウ
ム
や
ア
ク
イ
ン
ク
ム
（
オ

l
フ
ェ
ン
）
を
通
っ
て

リ

ー

メ

ス

の
び
て
い
た
辺
境
防
壁
沿
い
の
街
道
は
、
主
要
道
路
と
し
て
宿
営
地
の
中
を
貫
通
し
て
い
た
。

ア
ル
プ
ス
の
東
に
あ
っ
て
イ
タ
リ
ア
か
ら
ド
ナ
ウ
川
沿
い
の
境
界
領
域
の
上
手
の
方
へ
と
み

ち
び
か
れ
て
い
た
パ
ン
ノ
ニ
ア
軍
道
は
、
ス
カ
ラ
パ
ン
テ
ィ
ア
（
エ

l
デ
ン
ブ
ル
ク
）
付
近

で
南
方
に
分
岐
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
、
一
本
の
ロ

l
プ
が
カ
ル
ヌ
ン
ト
ウ
ム
へ
と

の
び
て
い
た
。
し
か
し
、
他
の
一
本
の
ロ
ー
プ
は
南
門
す
な
わ
ち
後
門
に
ぶ
つ
か
っ
て
ウ
ィ

ー
ン
の
宿
営
地
の
傍
で
終
わ

っ
て
い
た
。

リ

ー

メ

ス

注
目
す
べ
き
は
、
宿
営
地
の
北
西
方
面
で
、
辺
境
防
壁
道
路
か
ら
宿
営
地
の
傍
を
南
方
へ

と
よ
ぎ
る
一
本
の
街
道
が
分
岐
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
街
道
は
、
次
い
で
ウ

リ

l
メ

ス

ィ
l
ン
川
の
上
を
橋
を
架
け
て
渡
り
、
今
日
の
第
三
区
の
領
域
内
で
辺
境
防
壁
道
路
に
合
流

し
て
い
る
（
そ
れ
は
、
今
日
な
お
、
リ
ン
ク
や
ゼ
｜
ネ
を
各
所
で
切
断
し
て
い
る
シ
ヨ

ツ
テ

ン
ガ
ッ
セ
、
へ
レ
ン
ガ
ッ
セ
や
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ナ

l
シ
ュ
ト
ラ

l
セ
の
よ
う
な
街
並
み
の
長

い
通
り
に
お
い
て
跡
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
）
。
こ
れ
ら
の
街
路
は
、
そ
れ
が
軍
営
地
を
避

け
て
通
っ
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
市
民
的
な
必
要
、
そ
し
て
勿
論
旅
客
交
通
や
商
品
輪
送
に
役

立
っ
て
い
る
か
に
み
え
た
。
そ
れ
は
ウ
ィ
ー
ン
川
の
対
岸
、
フ
ァ
ザ

l
ン
ガ
ッ
セ
と
い
う
競

争
路
の
場
所
｜
l
ベ
ル
ヴ
ェ
デ

l
レ

F
斗
〈
包
R
o
ll
に
あ
っ
た
軍
団
宿
営
地
所
属
の
ロ
！
？

人
の
市
民
と
商
業
の
都
市
へ
と
み
ち
び
か
れ
て
い
た
。
そ
の
都
市
も
、
「
白
い
川
」
者
巴

g－

耳
目

R
Y
を
意
味
し
た
ヴ
イ
ン
ド
ボ
ナ

JNE号
σo口
問
と
い
う
ケ
ル
ト
語
の
地
名
を
そ
の
ま

ま
保
持
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
軍
団
宿
営
地
の
中
に
流
れ
注
い
で
い
る
小
川
の

名
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ロ
ー
マ
人
の
市
民
と
商
業
の
都
市
は
、
土
着
民

と
ロ
！
？
人
と
を
合
算
し
て
一
万
五
千
人
な
い
し
二
万
人
の
人
口
を
数
え
た
が
、
そ
の
大
部

分
は
手
工
業
者
、
商
人
、
退
職
し
た
軍
団
員
な
ら
び
に
そ
の
妻
子
達
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

他
の
す
べ
て
の
ロ
ー
マ
の
地
方
都
市
と
同
様
に
、
神
殿
、
市
庁
な
ら
び
に
裁
判
所
の
建
物
を

有
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
、
お
そ
ら
く
は
動
物
狩
り
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
円
形
劇
場
と
を
有

し
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
軍
団
宿
営
地
と
全
く
同
様
に
、
石
灰
山
か
ら
メ

l
ド
リ
ン
ク
付
近
へ

と
引
か
れ
た
水
道
に
よ
っ
て
新
鮮
な
飲
料
水
を
供
給
さ
れ
て
い
た
。
市
民
都
市
の
意
味
は
、

一
方
で
は
そ
れ
が
軍
団
宿
営
地
に
手
工
業
製
品
と
商
業
貨
物
と
を
補
給
し
、
他
方
で
は
ウ
ィ

ー
ン
地
域
の
住
民
が
す
で
に
先
史
時
代
に
そ
れ
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
今
や
ロ
！
？
人
が
深
め

て
い
っ
た
と
こ
ろ
の
多
様
な
商
業
関
係
が
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
の
中
に
存
し
た
。
な
ぜ
か

6 -



つ
い
た
。
か
よ
う
に
し
て

ロ
！

？
の
商
業
貿
易
活
動
と
ひ
と
き
わ
す
ぐ
れ
た
ロ

l
マ
の
都

市
文
化
は
、
か
れ
ら
が
キ
リ
ス
ト
生
誕
の
こ
ろ
戦
わ
ず
し
て
ロ
！
？
の
支
配
下
に
入
る
以
前

に
、
ケ
ル
ト
的
な
東
ア
ル
プ
ス
地
方
に
す
で
に
惨
透
し
は
じ
め
て
い
た
。

し
か
し
、
ロ

ー
マ
人
が
ド
ナ
ウ
川
ま
で
の
東
ア
ル
プ
ス
地
方
を
占
有
す
る
に
い
た
っ
て
は

じ
め
て
、
こ
の
ウ
ィ
ー
ン
地
域
も
、
よ
う
や
く
後
氷
期
以
来
の
永
か
っ
た
先
史
時
代
を
終
え

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
時
代
の
ウ
ィ
ー
ン

第 23号

ド
ナ
ウ
川
中
流
に
い
た
る
ま
で
の

ロ
！

？
の
進
撃
は
、
皇
帝
ア
ウ
グ
又
ト
ウ
ス
の
治
世
後

半
に
行
な
わ
れ
た
軍
事
的
決
定
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
そ
の
当
時
、

ロ
l
マ
人
は
、
ラ
イ
ン
川
と
ド
ナ
ウ
川
を
結
ぶ
線
を
も
っ
て
ゲ
ル
マ
ン
人
の
侵
入
を
く
い
止

ム
め
よ
う
と
決
め
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
紀
元
前
四
百
年
ご
ろ
か
ら
ケ
ル
ト
人
に
よ

っ
て
入
植
さ
れ
、
ゲ
ル
マ
ン
人
と
ロ
ー
マ
の
世
界
帝
国
と
の
聞
に
差
し
込
ま
れ
た
か
ん
ぬ
き

の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
領
域
を
完
全
に
占
有
す
る
こ
と
が
、
ま
ず
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
。

カ
エ
サ
ル
が
す
で
に
前
五
八
年
か
ら
五
二
年
ま
で
の
聞
に
ラ
イ
ン
地
方
の
ケ
ル
ト
的
後
背
地

た
る
ガ
リ
ア
を
征
服
し
て
い
た
の
で
、
そ
こ
で
今
や
、
ア
ル
プ
ス
地
域
と
ド
ナ
ウ
川
ま
で
の

ア
ル
プ
ス
前
地
と
が
獲
得
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
領
域
の
西
半
部
は
前
一
五

年
に
激
し
い
た
た
か
い
の
後
屈
服
き
せ
ら
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
を
含
む
東
方
の
部
分
た
る
ノ
リ
ク

ム
王
国
も
は
ほ
同
じ
こ
ろ

ロ
l
マ
人
の
手
に
落
ち
た
。

ロ
ー
マ
人
は
、
あ
ら
た
に
獲
得
さ
れ
た
ド
ナ
ウ
川
の
境
界
を
確
保
し
、
そ
の
南
岸
に
辺
境

防

壁

ピ

B
2
を
設
け
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
、
深
く
段
差
を
つ
け
ら
れ
、
卓
越
せ
る
軍
道

に
よ
っ
て
貫
ぬ
か
れ
、
さ
ら
に
軍
隊
宿
営
地
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
た
防
備
施
設
を
築
い
た
。

か
れ
ら
は
、
ド
ナ
ウ
川
の
ウ
ィ
ー
ン
の
門
と
テ

l
べ
の
門
と
の
聞
の
区
間
に
最
大
の
注
意
を

払
っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ウ
ィ
ー
ン
盆
地
と
モ
ラ
ヴ
ァ
平
原
と
の
聞
の
ド
ナ
ウ
川
沿
い

の
こ
の
地
点
こ
そ
は
、
ア
ル
プ
ス
の
東
縁
づ
た
い
に
上
イ
タ
リ
ア
の
方
ま
で
容
易
に
前
進
す

る
こ
と
が
で
き
た
ゲ
ル
マ
ン
人
の
攻
撃
を
も
っ
と
も
早
く
予
知
す
べ
き
場
所
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

ロ
ー

マ
人
は
、
と
り
わ
け
そ
の
辺
境
防
衛
を
効
果
的
た
ら
し
め
る

べ
く
こ
の
地
区
の
防
備
を
強
化
し
た
。
か
れ
ら
は
、
こ
の
ウ
ィ
ー
ン
地
域
を
、
単
な
る
箪
事

的
な
防
衛
の
中
心
地
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
下
流
の
ド
ナ
ウ
川
と
モ
ラ
ウ
ァ

川
と
の

合
流
点
た
る
カ
ル
ヌ
ン
ト
ウ
ム
の
西
方
に
あ
っ
て
の
古
来
か
ら
の
交
通
上
の
要
点
と
い
う
風
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に
規
定
し
た
。
そ
の
地
点
で
は
、
南
北
を
縦
貫
す
る
琉
泊
街
道
が
ド
ナ
ウ
の
流
れ
を
横
切
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
カ
ル
ヌ
ン
ト
ウ
ム
の
地
は
直
ち
に
軍
団
宿
営
地
と
な
り
、
同

時
に
パ
ン
ノ
ニ
ア
州
の
首
都
へ
と
高
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
西
北
に
は
ド
ナ
ウ
川
沿
い
の
も
っ

と
も
危
険
な
区
聞
が
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ウ
ィ
ー
ン
地
域

は
、
要
地
カ
ル
ヌ
ン
ト
ウ
ム
に
対
す
る
側
面
援
護
を
果
し
う
る
ほ
ど
に
軍
事
的
に
強
化
さ
れ

る
べ
き
で
あ
っ
た
。
こ
の
決
定
に
よ
っ
て
、
ウ
ィ
ー
ン
地
域
は
そ
の
後
約
五
百
年
の
間
ロ
ー

マ
の
軍
隊
駐
屯
地
と
な
り
、

ロ
ー
マ
と
そ
の
文
化
に
深
く
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

最
初
の
こ
ろ
ロ

！
？
人
は
、
ケ
ル
ト
人
の
入
植
地
の
直
接
の
隣
人
と
し
て
、
今
日
の
第
三

区
に
当
る
土
地
に
、
一
つ
の
小
さ
な
、
土
塁
に
よ
っ
て
ま
も
ら
れ
た
木
造
の
砦
を
設
け
る
こ

と
で
満
足
し
て
い
た
。
一
世
紀
か
ら
二
世
紀
に
移
る
こ
ろ
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
ド
ナ
ウ
川

境
界
線
で
の
軍
事
的
状
況
が
危
険
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
、
か
れ
ら
は
そ
の
大
部
隊
を
成
す

軍
団
の
た
め
に
石
造
の
兵
営
を
建
て
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
れ
は
、
ロ

ー
マ
の
戦
術
に
ふ

ゲ
レ
ン
デ

さ
わ
し
く
、
地
形
の
状
態
が
宿
営
地
自
身
を
ま
も
り
、
あ
ら
ゆ
る
攻
撃
者
に
対
し
自
然
の
障

害
を
な
し
て
妨
害
す
る
と
こ
ろ
の
位
置
に
設
営
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ロ
ー

マ
人
は

ウ
ィ
ー
ン
の
は
る
か
な
未
来
の
た
め
に
、
感
嘆
す
べ
き
一
ヶ
の
決
定
的
な
選
択
を
行
な
っ
た
。

か
れ
ら
は
、
都
市
段
丘
の
縁
辺
部
の
、
今
日
の
ホ

l
エ
ン
・
マ
ル
ク
ト
の
周
り
の
高
原
状
の

丘
陵
地
帯
を
宿
営
地
設
定
の
場
所
に
え
ら
ん
だ
が
、
そ
れ
は
、
北
側
で
は
最
南
の
ド
ナ
ウ
分

流
の
方
へ
と
数
メ
ー
ト
ル
も
の
急
勾
配
で
落
ち
こ
み
、
し
た
が
っ
て
洪
水
の
危
険
か
ら
は
安

全
に
ま
も
ら
れ
、
西
側
と
東
側
で
は
二
つ
の
深
く
切
り
こ
ま
れ
た
小
川
に
よ
り
区
切
ら
れ
、

グ
ラ

1
ベ
ン

南
側
に
お
い
て
の
み
一
ヶ
の
人
工
的
に
掘
ら
れ
た
濠
と
閉
鎖
用
の
防
壁
で
保
護
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
要
害
の
地
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
台
形
に
し
て
お
よ
そ
二

O
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
も
お
よ
ぶ
広
大
な
境
界
防
壁
の
痕
跡
は
、
今
日
な
お
内
市

E
B円
ωE
岳

の
中
の
次
の

よ
う
な
街
路
の
名
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ザ
ル
ツ
グ
リ
ー
ス
、
ロ
ー
ト
ガ
ッ
セ
、
ク

ラ
マ

l
ガ
ッ
セ
、
グ
ラ

l
ベ
ン
、
ナ
グ
ラ
ー
か
ッ
セ
そ
れ
に
テ
ィ
ー
フ
ァ

l
・
グ
ラ

l
ベ

ン
な
ど
。

の
ん
び
り
し
た
イ
リ
リ
ア
的
、
ケ
ル
ト
的
な
農
民
の
土
地
の
中
に
、
重
々
し
く
か
っ
強
圧

的
な
影
響
力
を
有
し
た

ロ
l
マ
の
軍
団
宿
営
地
が
き
わ
立
っ
た
対
照
を
な
し
て
立
地
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
の
二

i
三
メ
ー
ト
ル
幅
の
小
さ
な
塔
が
上
に
の
つ
か
っ
た
石
の
城
壁
は
、

ド
ナ
ウ
川
の
勾
配
の
急
な
岸
辺
や
自
然
的
な
ら
び
に
人
工
的
な
濠
を
こ
え
て
、
六
メ
ー
ト
ル

な
い
し
一

0
メ
ー
ト
ル
の
高
き
ま
で
そ
び
え
立
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
城
壁
か
ら
四
つ

か
ど
ペ
ぐ
ら

の
角
櫓
と
六
つ
の
楼
門
が
突
出
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
二
つ
ず
つ
組
み
合
わ
さ
っ
て
三
つ
の

- 5 -
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あ
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
そ
の
新
石
器
時
代
も
紀
元
前
の
二
千
年
ご
ろ
に
は
終
わ
り
、
そ
の
前
後
か
ら
ウ

ィ
ー
ン
の
場
所
も
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
住
民
分
布
を
根
本
か
ら
変
貌
せ
し
め
た
と
こ

ろ
の
大
い
な
る
民
族
移
動
の
進
行
に
関
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
大
陸
の

イ
ン
ド
・
ゲ
ル
マ
ン
化
の
動
き
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
イ
ン
ド
・
ゲ

ル
マ
ン
族
の
農
民
達
が
波
状
的
に
進
撃
し
て
き
て
、
そ
の
時
々
の
各
地
の
原
住
民
と
混
血
す

る
と
い
う
現
象
が
生
ず
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
激
動
の
時
代
に
ウ
ィ
ー
ン
付
近
の
住
民
に
大

き
な
変
化
が
生
じ
た
こ
と
は
、
そ
の
前
後
の
も
の
と
し
て
発
掘
出
土
し
た
土
器
の
様
式
の
違

い
が
明
確
に
示
す
ご
と
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ン
ド
・
ゲ
ル
マ
ン
人
の
来
住
以
前
の
時

期
に
は
ド
ナ
ウ
・
ラ
ン
ト
文
化
の
不
恰
好
で
ふ
く
ら
み
の
あ
る
土
器
が
支
配
的
で
あ
り
、
そ

の
容
器
の
表
面
に
は
外
見
上
醜
悪
な
文
様
が
自
在
に
え
が
か
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
反
し
て
、

そ
の
来
住
後
の
時
期
に
は
装
飾
文
様
の
形
式
と
配
置
が
容
器
ご
と
の
構
造
に
適
す
る
よ
う
に

デ
リ
ケ
ー
ト
に
構
成
さ
れ
、
き
び
し
く
か
っ
明
断
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
イ
ン
ド
・
ゲ
ル
マ
ン

人
風
の
土
器
が
優
勢
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
原
住
民
と
の
問
に
無
用
の
争
い
を
お
こ
す

こ
と
な
く
平
和
的
に
定
住
し
た
北
方
の
農
民
戦
士
達
も
ま
た
、
多
く
の
支
流
を
含
む
ド
ナ
ウ

川
の
両
岸
一
帯
な
ら
び
に
ウ
ィ
ー
ン
川
の
谷
間
に
入
植
し
た
。
し
か
し
、
こ
‘
の
よ
う
な
激
動

の
時
代
に
ウ
ィ
ー
ン
周
辺
地
域
の
発
展
の
た
め
に
も
っ
と
も
効
果
的
な
役
割
を
果
し
た
の
は

西
方
周
縁
部
の
山
岳
地
帯
で
あ
り
、
平
野
部
の
開
拓
村
落
は
そ
れ
に
よ
っ
て
安
全
に
抗
護
さ

れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

民
族
移
動
の
動
き
が
一
段
落
す
る
や
否
や
、
今
や
ウ
ィ
ー
ン
地
域
に
お
い
て
優
勢
と
な

っ

た
イ
ン
ド
・
ゲ
ル
マ
ン
系
の
住
民
は
、
平
静
な
状
態
の
中
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
間
、
か
れ
ら
の
あ
い
だ
で
は
農
民
的
な
文
化
が
注
目
す
べ
き
進
歩
を
遂
げ

た
。
農
民
は
木
製
の
撃
を
用
い
て
土
地
を
耕
し
は
じ
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
耕
地
を
拡
大
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
か
れ
ら
は
ま
た
、
紀
元
前
一
千
八
百
年
ご
ろ
は
じ
め
て
銅

の
加
工
を
、
さ
ら
に
ひ
き
つ
づ
い
て
青
銅
の
製
造
と
加
工
の
方
法
を
学
び
知
っ
て
以
来
、
石

器
時
代
か
ら
金
属
器
時
代

へ
の
移
行
を
も
体
験
す
る
に
い
た

っ
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
時
期

の
人
々
が
レ
オ
ポ
ル
ト

・
ベ
ル
ク
と
カ

l
レ
ン
・
ベ
ル
ク
を
除
く
周
縁
の
山
岳
地
帯
へ
の
入

植
を
あ
き
ら
め
、
そ
の
代
わ
り
に
、
よ
り
防
禦
力
の
薄
弱
な
都
市
の
段
丘
の
上
の
土
地
に
密

集
的
に
定
住
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
時
代
が
平
和
で
あ

っ
た
こ
と
の
一
つ
の
し
る
し
と
み
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
入
植
の
痕
跡
は
今
日
な
お
市
内
の
各
所
に
の
こ
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

ウィーン市の歴史（一）

青
銅
器
時
代
の
末
ご
ろ
と
そ
の
次
の
鉄
器
時
代
の
半
ば
こ
ろ
に
、
ウ
ィ
ー
ン
地
域
は
、
さ

ら
に
広
汎
に
し
て
瀕
繁
な
民
族
移
動
の
渦
に
巻
き
こ
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、

一
世
紀

以
上
に
も
わ
た
っ
て
住
民
の
構
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

紀
元
前
一
千
二
百
年
に
入

っ
て
は
じ
め
て
、
の
ち
に
程
度
の
高
い
古
鉄
器
時
代
の
ハ
ル
シ

ュ
タ

ッ
ト
文
化
の
担
い
手
と
な

っ
た
北
方
起
源
の
イ
リ
リ
ア
人
が
侵
入
し
て
き
た
。
イ
リ
リ

ア
人
は
鉄
と
そ
の
加
工
技
術
と
を
伝
え
、
漁
夫
お
よ
び
農
民
と
し
て
都
市
の
段
丘
部
に
定
住

し
た
。
そ
し
て
、
か
れ
ら
も
ま
た
、
眺
望
の
き
く
レ
オ
ポ
ル
ト
・
ベ
ル
ク
を
占
拠
し
、
そ
れ

を
有
効
な
防
禦
地
へ
と
仕
上
げ
た
。
今
日
市
内
の
各
所
で
ゆ
た
か
な
副
葬
品
を
も
っ
当
時
の

族
長
の
墓
が
多
数
発
掘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
そ
の
族
長
達
が
イ
リ
リ
ア
人
勢
力
の

軍
事
的
な
ら
び
に
政
治
的
な
中
心
を
な
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。

次
い
で
、
紀
元
前
四
百
年
ご
ろ
、
当
時
フ
ラ
ン
ス
か
ら
東
ア
ル
プ
ス
地
方
を
こ
え
て
遠
く

南
お
よ
び
東
南
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
方
面
に
ま
で
も
拡
が

っ
て
い
た
ケ
ル
ト
人
の
集
団
が
移
住
し
て

き
た
。
か
れ
ら
は
ウ
ィ
ー
ン
地
方
の
全
域
を
そ
の
居
住
地
と
し
て
要
求
し
た
が
、
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
先
住
民
の
多
く
が
暴
力
的
に
抹
殺
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
新
来
の
住
民

と
の
共
存
を
許
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
ら
し
い
。
イ
リ
リ
ア
人
に
よ

っ
て
固
定
的
に
入
植
さ

れ
た
レ
オ
ポ
ル
ト
・
ベ
ル
ク
の
一
帯
は
お
の
ず
か
ら
か
れ
ら
ケ
ル
ト
人
の
所
有
地
と
な
り
、

漸
次
城
壁
と
掘
と
を
も
っ
城
に
似
た
高
地
入
植
地
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
。
、
っ
た
が
い
な
く

ド
ナ
ウ
中
流
域
で
の
重
要
な
交
易
地
で
も
あ

っ
た
こ
の
典
型
的
な
ケ
ル
ト
人
の
「
城
市
」

0
・

宮】

E
Eロ
は
、
お
そ
ら
く
ヴ
ェ

l
ド
ゥ
ニ
ア
〈
ぬ
門
田
昌
弘
山
と
い
う
ケ
ル
ト
語
の
名
称
を
有
し
、
そ

れ
は
ま
た

「
ヴ
ア

ル
ト
・
バ

ッハ
」
毛
色
§
R
Fと
も
よ
ば
れ
た
。
新
石
器
時
代
の
ラ
・
テ

l

ヌ
文
化
の
担
い
手
た
る
ケ
ル
ト
人
は
、
す
で
に
そ
の
土
器
を
ろ
く
ろ
で
製
作
し
て
い
た
。
そ

し
て
、
か
れ
ら
は
、
そ
れ
以
前
に
は
装
身
具
な
ど
の
た
め
に
の
み
使
用
さ
れ
て
い
た
貴
重
な

原
料
た
る
鉄
を
、
は
じ
め
て
武
器
と
道
具
を
作
る
た
め
の
ご
く
日
常
的
な
素
材
た
ら
し
め
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
か
れ
ら
は
、

す
で
に
、
そ
の
多
岐
に
わ
た
る
商
業
活
動
に
さ

い
し
て
物
々
交
換
の
代
わ
り
に
自
家
鋳
造
の
銀
貨
を
支
払
う
と
い
う
貨
幣
経
済
の
形
に
移
行

し
て
い
た
。
た
し
か
に
、
か
れ
ら
は
、
ウ
ィ
ー
ン
地
域
の
め
ぐ
ま
れ
た
位
置
に
よ

っ
て
指
示

さ
れ
た
未
来
永
却
に
わ
た
る
経
済
的
交
流
の
路
線
を
も
決
定
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

紀
元
前
一
世
紀
に
は
、
ウ
ィ
ー
ン
地
域
は
、
ド
ナ
ウ
川
の
北
の
ゲ
ル
マ
ン
人
と
ア
ル
プ
ス

の
南
の

ロ
ー
マ
帝
国
と
を
結
び
つ
け
る
危
険
な
位
置
に
あ
っ
た
ケ
ル
ト
人
の
ノ
リ
ク
ム
王
国

に
属
し
て
い
た
。
ケ
ル
ト
人
は
、
ゲ
ル
マ
ン
人
の
侵
攻
に
対
す
る
効
果
的
な
防
衛
を
期
待
し

て
、
か
れ
ら
が
か
ね
て
よ
り
活
発
な
経
済
的
交
流
を
維
持
し
て
い
た

ロ
l
マ
人
の
側
に
結
び

- 4 



第 23号

こ
ろ
、
お
の
ず
か
ら
前
面
に
隆
起
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
、
都
市
の
歴
史
に

と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
段
丘
は
ド
ナ
ウ
川
の
水
面
よ
り
十
二

1
十
五
メ
ー
ト
ル
も
の
高
み

に
あ
り
、
そ
の
急
傾
斜
の
勾
配
が
今
日
な
お
市
の
第
一
区
と
ド
ナ
ウ
運
河
と
の
聞
の
境
界
線

上
に
明
確
に
看
取
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
最
後
か
ら
二
番
目
の
、
い
わ
ゆ
る
都
市
段
丘
で
あ
る
。

そ
の
場
所
に
ロ
！
？
人
は
軍
隊
の
駐
屯
地
た
る
ヴ
イ
ン
ド
ボ
ナ
〈
百
色
。
σ。
ロ
凶
を
設
け
た
が
、

そ
れ
が
そ
の
ま
ま
中
世
に
入
っ
て
商
業
貿
易
と
君
主
の
居
城
に
よ
る
都
市
ウ
ィ
ー
ン
へ
と
成

長
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
同
じ
場
所
は
近
代
の
皇
帝
都
市
同
日

8
5
E門
悼
の
中
心
部
と
な

っ
た
。
一
八
五
七
年
に
は
永
い
年
代
を
へ
た
市
の
城
壁
が
と
り
払
わ
れ
て
リ
ン
ク
担
ロ
ぬ
と

よ
ば
れ
る
環
状
道
路
が
建
設
さ
れ
た
が
、
ほ
ぽ
同
じ
こ
ろ
ウ
ィ
ー
ン
は
そ
の
前
面
の
地
域
と

郊
外
の
都
市
と
を
合
併
し
は
じ
め
、
そ
れ
に
よ

っ
て
ほ
と
ん
ど
今
日
の
都
市
の
全
領
域
近
く

を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
範
囲
の
地
域
｜
｜
周
縁
の
半
円
帯
を
成
す
変
化
に
富
ん
だ
山
な
み
と
ゆ
る
や
か
に
ド

ナ
ウ
川
へ
と
傾
斜
せ
る
段
丘
の
階
段
状
の
地
形
ー
ー
の
調
和
的
な
全
体
景
観
は
、
後
期
中
世

以
降
現
在
に
い
た
る
ま
で
再
三
に
わ
た
り
多
く
の
画
家
達
に
よ
っ
て
あ
ざ
や
か
に
え
が
か
れ

て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
ウ
ィ
ー
ン
に
対
し
て
、
地
球
上
で
も
っ
と
も
美
し
い
都

市
を
め
ざ
す
め
ぐ
ま
れ
た
位
置
に
あ
る
と
の
些
一
か
お
世
辞
め
い
た
賞
賛
の
言
葉
を
も
た
ら
す

に
い
た

っ
た
の
で
あ
る
。

- 3 -

ウ
ィ
ー
ン
前
史
｜
｜
先
史
時
代
の
ウ
ィ
ー
ン

発
掘
さ
れ
、
そ
れ
が
倒
さ
れ
た
動
物
の
遺
片
だ
と
明
証
さ
れ
た
こ
と
で
狩
猟
活
動
の
存
在
が

立
証
さ
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
、
旧
石
器
時
代
の
末
期
に
ウ
ィ
ー
ン
の
地
に
存
し
た
最
初
の
人

類
の
存
在
も
立
証
さ
れ
る
に
い
た

っ
た
の
で
あ
る
。

紀
元
前
一
万
年
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
も
気
候
の
変
動
と
い
う
重
大
な
事
態

が
生
じ
た
。
年
平
均
気
温
は
い
ち
じ
る
し
く
上
昇
し
、
そ
れ
は
土
地
の
景
観
、
植
物
と
動
物

の
世
界
を
一
変
せ
し
め
る
に
い
た

っ
た
。
ツ
ン
ド
ラ
に
似
た
冷
涼
な
草
原
は
明
か
る
い
混
靖

林
や
聞
か
れ
た
牧
草
の
野
に
道
を
ゆ
ず

っ
て
後
退
し
、
毛
深
い
大
晴
乳
動
物
は
漸
次
今
日
生

き
て
い
る
種
類
の
動
物
に
・
お
し
の
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の

よ
う
な
「
文
化
を
促
進
す
る
気
候
L

W
巳
吉
正

o
E
2
E
S
E
－ヨ
ω
の
な
か
で
、
人
聞
の
生

活
様
式
が
大
き
く
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
人
聞
は
狩
猟
を
す
る
流
浪
民
か
ら
、

村
の
居
住
地
に
定
着
し
て
畑
を
耕
し
、
動
物
を
飼
い
馴
ら
し
て
繁
殖
さ
せ
る
定
住
農
民
に
な

っ
た
。
そ
の
武
器
と
道
具
も
、
石
か
ら
し
だ
い
に
多
様
な
材
質
の
も
の
へ
と
変
わ
り
、
最
後

に
は
、
か
れ
ら
は
、
粘
土
の
か
た
ま
り
か
ら
手
で
種
々
の
容
器
を
製
作
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

こ
の
よ
う
な
「
村
落
文
化
」
ロ
日
片
付
己

E
円
の
絶
頂
期
に
あ

っ
た
の
が
紀
元
前
四
千
年
ご
ろ

こ
の
地
に
居
住
し
て
い
た
人
々
で
あ
り
、
ウ
ィ
ー
ン
の
土
地
で
骨
角
器
、
石
器
お
よ
び
陶
器

な
ど
の
遺
物
が
多
数
出
土
し
た
こ
と
で
、
そ
の
生
活
文
化
の
様
相
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
に
い

た
っ
て
い
る
。
か
れ
ら
は
農
民
と
し
て
肥
沃
な
黄
土
を
耕
し
、
大
地
の
中
に
深
く
杭
を
う
ち

こ
ん
で
建
て
ら
れ
た
木
造
家
屋
に
住
み
、
円
形
の
小
集
村
を
成
し
て
居
住
し
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
な
新
石
器
時
代
の
到
来
と
と
も
に
、
今
日
の
ウ
ィ
ー
ン
の
都
市
領
域
へ
の
不

断
の
植
民
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
勿
論
そ
れ
は
、
西
方
の
山
岳
地
帯
の
周
縁
部
や

段
丘
の
上
だ
け
で
は
な
く
、
ウ
ィ
ー

ン
川
の
谷
間
や
ド
ナ
ウ
の
両
岸
一
帯
の
地
に
対
し
て
も

行
な
わ
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
ウ
ィ
ー
ン
と
い
う
場
所
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で

の
独
得
の
位
置
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
す
で
に
、
そ
の
住
民
達
の
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
、
さ
ま
ざ

ま
な
様
式
の
文
化
を
平
和
的
に
共
存
さ
せ
る
と
い
う
そ
の
き
わ
立

っ
た
特
徴
が
そ
の
こ
ろ
か

ら
見
出
さ
れ
、
は
じ
め
て
確
認
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
ウ
ィ
ー
ン
の
土
地
で
は
、
た
と

え
ば
ド
十
ウ
・
ラ
ン
ト
文
化
の
時
期
の
土
器
が
多
数
発
掘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
よ
り

西
方
的
な
様
式
の
も
の
と
よ
り
東
方
的
な
様
式
の
も
の
と
が
共
存
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ウ

ィ
ー
ン
の
場
所
が
か
な
り
以
前
か
ら
相
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
様
式
の
移
行
の
土
地
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
の
初
期
の
住
民
が
ド
ナ
ウ
川
を
上
下
し
て
通
商
関
係
の
仕
事
に
従
事

す
る
人
々
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
す
で
に
そ
の
こ
ろ
か
ら
市
域
内
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
出
身
地
の
人
聞
が
集
っ
て
生
活
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で

有明工業高等専門学校紀要

人
類
が
ウ
ィ
ー
ン
の
地
に
は
じ
め
て
足
跡
を
し
る
し
た
の
は
、
厳
密
に
言
え
ば
、
最
後
の

氷
河
期
た
る
旧
石
器
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
お
そ
ら
く
今
か
ら
約
四
万
年

前
と
思
わ
れ
る
そ
の
こ
ろ
、
東
ア
ル
プ
ス
の
巨
大
な
氷
河
群
か
ら
成
る
山
冠
の
縁
辺
部
に
あ

っ
た
ウ
ィ
ー
ン
の
土
地
は
、
低
い
濯
木
の
繁
み
を
も
っ
冷
涼
な
草
原
で
お
お
わ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
そ
の
縁
に
あ
た
る
北
辺
部
を
多
く
の
支
流
を
集
め
た
ド
ナ
ウ
の
流
れ
が
西
か
ら
東

へ
と
貫
流
し
て
い
た
が
、
そ
の
川
沿
い

の
低
地
と
川
中
島
に
の
み
樹
木
が
繁
茂
し
て
森
め
い

た
景
観
を
呈
し
て
い
た
。
こ
の
地
に
移
り
住
ん
だ
最
初
の
人
類
は
、
こ
の
よ
う
な
荒
涼
た
る

氷
河
期
の
景
観
の
中
を
家
畜
と
同
居
し
乍
ら
放
浪
し
て
い
た
。
か
れ
ら
は
ま
だ
木
の
実
な
ど

を
採
拾
し
て
生
活
す
る
流
浪
民
で
あ
り
、
ド
ナ
ウ
川
で
漁
粉
を
行
な
い
、
石
製
の
武
器
を
も

っ
て
賢
明
に
組
織
さ
れ
た
狩
猟
活
動
に
従
事
し
、

ド
ナ
ウ
の
川
中
島
や
冷
涼
な
草
原
地
帯
に

棲
息
す
る
動
物
の
群
を
追
っ
て
い
た
。
そ
の
当
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
若
干
の
動
物
の
骨
が
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と
り
わ
け
ウ
ィ

l
、f
の
場
合
に
は
、
こ
の
自
然
と
の
か
か
わ
り
と
い
う
も
の
を
無
視
し
去

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
か
と
い
う
と、

異
常
な
程
に
め
ぐ
ま
れ
た
そ
の
地
理
的
な
位
置

が、

こ
の
都
市
を
し
て
、
ほ
ほ
二
千
年
に
も
わ
た
る
歴
史
の
中
で
重
要
な
役
割
を
演
ず
る
こ

と
を
可
能
な
ら
し
め
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

勿
論
、
ウ
ィ
ー
ン
は
、
だ
れ
も
が
知
る
ご
と
く
、
ヨ

l
ロ
ッ
バ
の
心
臓
部
に
位
置
し
た
と

い
う
だ
け
の
理
由
で
そ
の
都
市
と
し
て
の
誇
り
を
保
持
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、

ま
た
、
約
百
万
年
前
に
出
現
し
た
ア
ル
プ
ス
の
響
曲
と
カ

ル
パ

テ
ィ
ア
山
脈
の
そ
れ
と
の
聞

の
広
い
折
り
目
と

い
う
注
目
す
べ
き
場
所
を
占
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
壮
大
な
る
陥

没
地
帯
の
中
の
か
ん
ぬ
き

ω℃
ぬ
円

Z
o
m巳
に
当
る
地
点
の
真
中
に
ウ
ィ
ー
ン
盆
地
が
形
成
さ

れ
、
そ
の
地
を
経
由
し
て
道
路
が
四
通
八
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
結

果
、
ウ
ィ
ー
ン
は
、
太
古
以
来
交
通
と
商
業
の
十
字
路
の
中
心
点
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

ま
た
、
同
時
に
、
そ
の
位
置
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

大
陸
の
東
南
方
へ
の
傾
斜
が
開
始
さ
れ
る
地
点

で
も
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
大
陸
を
西
（
欧
）
と
東
（
欧
）
と
に
二
分
す
る
運
命
的
な
境
界
線

上
に
立
地
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
西

（
欧
）
と
東

（欧
）
の
両
地
域
は
、
そ
の
自
然
の

状
態
と
文
化
的
伝
統
の
両
面
に
お
い
て
、
ま
さ
し
く
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
互
い
に
相
異
な
れ
る

一

半
で
あ
っ
た
。

南
北
の
経
済
的
な
結
び
つ
き
の
可
能
性
は
そ
の
自
然
的
条
件
か
〉
り
し
て
も
当
然
の
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
は
、
す
で
に
先
史
時
代
に
お
い
て
、

ヨ
ー
ロ

ッ
パ

の
北
の
海
を
地
中
海
世
界
へ

と
結
び
つ
け
た
琉
泊
ル

l
ト
の
形
成
に
役
立

っ
た
。
都
市
ウ
ィ
ー
ン
は
、
こ
の
南
北
聞
の
結

び
つ
き
と
の
つ
な
が
り
に
よ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
盛
期
中
世
に
南
方
へ
と
拡
大
し
、
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
と
の
利
益
の
あ
が
る
貿
易
を
開
始
し
た
と
き
に
、
そ
の
起
点
と
し
て
最
初
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歴
史
的
に
み
て
よ
り
大
い
な
る
重

要
性
を
獲
得
す
る
に
い
た

っ
た
の
は
、
ド
ナ
ウ
川
を
経
由
し
て
の
東
西
の
結
び
つ
き
で
あ
る
。

こ
の
ド
ナ
ウ
の
流
れ
は
水
量
ゆ
た
か
な
ア
ル
プ
ス
前
地
に
源
を
発
し
て

「
ウ
ィ
ー
ン
の
谷
」

当
月
ロ

2
2
2
Z
を
東
方
へ
と
切
り
開
き
、
大
陸
の
東
南
の
斜
面
を
は
る
か
黒
海
へ

と
流

れ
下
っ
て
い

っ
た
。
ま
た
、
こ

の
ド
ナ
ウ
の
水
路
は
商
業
貿
易
だ
け
で
は
な
く
、
東
西
を
結

ぶ
交
通
路
と
し
て
も
大
い
に
役
立
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
諸
民
族
に
対
し
そ
の
拡
大
発
展
の

方
向
を
指
示
し
た
と
い
う
点
で
、
歴
史
形
成
力

m
O
R
Y片
町

Z
E
E
g門
ぽ
開
店
内
門
と
し
て
の

特
別
の
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
か
よ
う
な
わ
け
で
、
早
期
中

世
に
は
ド
イ
ツ
の
移
住
民
が
ド
ナ
ウ
川
を
下

っ
て
東
南
方
へ
と
前
進
し
、
そ
れ
と
は
逆
に
ス

ラ
ヴ
の
農
民
と
マ
ジ

ャ
l
ル
の
騎
馬
遊
牧
民
が
ド
ナ
ウ
川
の
上
流
へ
と
誘
い
ょ
せ
ら
れ
、
こ

の
双
方
の
民
族
移
動
の
流
れ
が
ウ
ィ
ー
ン
付
近
の
陥
没
地
帯
で
停
止
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
後
の
ウ
ィ
ー
ン
と
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
運
命
に
と

っ
て
決
定
的
な
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
の
結

果
、
一
千
年
こ

の
か
た
、
こ
の
都
市
の
前
面
を
な
す
地
域
に
は
ド
イ
ツ
語
、
ス
ラ
ヴ
系
の
諸

語
お
よ
び
ハ

ン
ガ
リ
ー
語
を
話
す
人
々
が
言
葉
の
正
し
い
意
味
で
の
隣
人
と
し
て
生
活
し
つ

づ
け
て
い
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
と
ス
ラ
ヴ
系
諸
民
族
の
世
界
を
前
に
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
は
永
年

の
間
何
よ
り
も
ま
ず
第
一
に
文
化
的
な
境
界
都
市

の
5
5
ω
E岳
で

あ

っ
た
。
そ
し
て
、
今

日
ふ
た
た
び
そ
の
よ
う
な
状
態
が
現
出
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
あ
い
だ
の

光
輝
あ
る
数
世
紀
の
問
、
ウ
ィ
ー
ン
は
偉
大
な
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
家
の
中
心
地
で
あ
り
、

首
都
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

バ
ル
カ
ン
方
面
か
ら
ド
ナ
ウ
川
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
ウ
ィ
ー
ン
の

前
面
に
ま
で
迫
っ
て
き
た
戦
闘
的
な
オ
ス
マ
ン

・
ト
ル
コ

の
軍
を
二
度
に
わ
た
っ
て
お
し
返

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
人
、
ス
ラ
ヴ
人
お
よ
び
ハ
ン
庁
リ

l
を
一
つ
の
ド
ナ
ウ
帝
国
の

形
に
統
一
す
る
と
い
う
偉
業
の
達
成
が
は
か
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
だ
が
、
こ
こ
で
、
こ
の

都
市
が
境
界
都
市
、
政
治
的
な
中
心
地
の
い
ず
れ
で
あ
っ
た
か
を
論
ず
る
の
は
お
よ
そ
無
意

味
な
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
歴
史
的
に
重
要
な
数
多
く
の
ル

l
ト
の
交
点
に
あ
た
り
、

近
隣
に
種
々
の
異
な
っ
た
民
族
が
併
存
し
て
い
た
と
い
う
特
殊
な
位
置
を
占
め
た
こ
と
で
、

ウ
ィ
ー
ン
の
物
質
的
な
繁
栄
は
促
進
さ
れ
、
そ
の
文
化
的
な
顔
の
本
質
と
も
い
え
る
多
様
性

が
形
作
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

ウ
ィ
ー
ン
に
は
、
以
上
の
よ
う
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
の
め
ぐ
ま
れ
た
位
置
と
い
う
こ
と

に
加
え
て
、
そ
の
自
然
か
ら
与
え
ら
れ
た
今
一
つ
の
す
ば
ら
し
い
贈
り
物
が
あ
っ
た
。
そ
れ

は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
本
来
の
都
市
領
域
周
辺
の
魅
力
的
な
地
形
状
況
で
あ
る
。
北
西
お
よ
び
西

方
で
は
東
ア
ル
プ
ス
の
破
れ
目
の
縁
辺
部
が
都
市
領
域
の
境
界
線
を
成
し
て
お
り
、
そ
し
て
、

カ
l
ヴ

そ
れ
は
緑
あ
ふ
れ
る
ウ
ィ
ー
ン
の
森
と
い
う
情
緒
ゆ
た
か
な
屈
曲
に
固
ま
れ
て
い
た
。
南
方

で
は
、
ウ
ィ
ー
ン
川
と
リ

l
ジ
ン
ク
川
の
谷
々
の
聞
に
の
び
て
い
た
な
だ
ら
か
な
丘
の
背
が

そ
の
ウ
ィ
ー
ン
の
森
に
密
着
し
て
い
た
。
北
東
の
方
面
で
は
、
百
年
余
り
前
に
も
四
つ
の
大

支
流
と
数
多
く
の
傍
流
を
生
じ
、
永
年
の
問
に
広
大
な
島
や
川
中
島
地
帯
を
造
出
し
つ
つ
流

れ
て
い
た
ド
ナ
ウ
川
の
岸
辺
近
く
ま
で
市
街
地
が
広
が
っ
て
い
た
。
今
や
都
市
領
域
全
体
は
、

東
ア
ル
プ
ス
縁
辺
部
の
半
円
状
を
成
す
山
岳
地
帯
か
ら
ド
ナ
ウ
の
岸
の
平
ら
な
段
丘
部
へ
と

ゆ
る
や
か
に
傾
斜
し
て
い
た
。
よ
り
高
い
位
置
を
占
め
る
段
丘
は
こ
の
地
域
が
か
つ
て
海
で

あ
っ
た
第
三
紀
の
こ
ろ
の
産
物
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
そ
の
こ
ろ
の
波
浪
の
侵
蝕
で
地
形
が
崩

さ
れ
て
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
よ
り
下
方
部
の
段
丘
は
、
氷
河
時

代
の
問
ド
ナ
ウ
川
が
し
ば
し
ば
乳
精
の
塊
の
よ
、
ヴ
な
状
態
で
大
地
に
深
く
切
り
こ
ん
で
い
た

- 2 -

ウィーン市の歴史（一）



ウ
ィ
ー
ン
市
の
歴
史

H

同
町
三
口

ω
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F
E丘
一
割
F
g
q
ω
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山
花
巾

ω
n
E
n
F
Z－

dσ
巾吋∞旦
N
門
〈
C
口
同
ハ
ヲ
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FnE
斗
山
口
問
。

エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
シ
ュ
ミ

ッ
ト

著

丹

後

フに
仁1

訳

第 23号

昭
和
六
十
一
年
八
月
八
日
受
理

「
ウ
ィ
ー
ン
は
、
そ
れ
が
存
す
る
限
り
秩
序
の
中
に
あ
る
、
そ
の
よ
う
な
秩
序
は
ど
こ
に

も
そ
こ
に
も
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
私
は
思
う
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
一
ヶ
の
徹

底
的
に
実
現
化
さ
れ
た
秩
序
と
は
、
地
獄
か
ま
た
は
楽
園
、
あ
る
い
は
ま
た
最
後
の
審
判
の

日
を
意
味
す
る
に
は
か
な
ら
ず
、
ウ
ィ
ー
ン
と
い
う
名
の
強
大
な
防
壁
こ
そ
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ

パ
の
ど
真
中
に
位
置
し
て
、
以
上
の
三
つ
に
匹
敵
す
る
程
の
秩
序
を
も
ち
こ
た
え
て
き
た
か

ら
で
あ
る
U

ハ
ン
ス
・
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル

1 -
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容

ウ
ィ
ー
ン
の
位
置

ウ
ィ
ー
ン
前
史
｜
｜
先
史
時
代
の
ウ
ィ
ー
ン

ロ
l
マ
時
代
の
ウ
ィ
ー
ン

初
期
中
世
時
代
の
ウ
ィ
ー
ン

パ
l
ベ
ン
ベ
ル
グ
家
の
居
城

後
期
中
世
時
代
の
市
民
都
市

「
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
防
波
堤
」

要

目

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
王
朝
下
の
バ

ロ
ッ
ク
都
市

ビ
ー
タ
！
？
イ
ア

l
様
式
と
産
業
化
の
時
代

皇
帝
フ
ラ
ン
ツ

・
ヨ

l
ゼ
フ
一
世
治
下
の
ウ
ィ
ー
ン

一
九
一

八
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
ウ
ィ
ー
ン

一
九
四
五
年
以
後
の
ウ
ィ
ー
ン

〔
付
〕
年
表

ウ
ィ
ー
ン
の
位
置

を
集
結
せ
し
め
た
。
人
は
こ
の
よ
う
な
都
市
の
光
景
に
圧
倒
さ
れ
、
往
々
に
し
て
、
そ
れ
に

よ
っ
て
そ
の
都
市
の
未
来
の
偉
大
き
と
重
要
性
と
が
つ
く
り
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
本
来
の
自

然
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
忘
れ
が
ち
に
な
る
。
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人
聞
の
精
神
は
大
都
市
に
巨
大
な
石
の
造
型
と
い
う
形
を
与
え
、
そ
の
中
に
人
聞
の
集
団
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S-P表による学習形成過程の評価について
一一（1) S-P表の概要について川3)4)5）一一

石崎勝典

On Formative Evaluation of Student Learning 
by Student-Problem Table 

一一一（1)An outline of Student-Problem Table一一一

Katsunori Ishizaki 

1 .はじめに

学習形成過程の評価（形成的評価）とは，学習指導

の各段階において学生の到達水準を評価したり，理解

できていないところを診断するだけでなく，指導法や

教材内容を検討・評価することが重要な役割であり，

目的でもある．これに対して診断的評価（初期評価）

とは，学習のはじめにあたって，前提となる学力を診

断し，学生の状態を把握し，それに適応した指導法を

決めるために行なう評価である．また，総合的評価（ま

とめの評価）とは，ある期間，ある掌習コースについ

て，学習者の学力の進歩，目標達成の程度を知り，期

末テストにおけるような学生に評価点を与えるために

f子なうものである．

学校で一般に行なわれているテスト・データーの処

理は次のようなものである．

①学生ひとりひとりの点数と，そのクラス （又は学

年）の平均点を求める．

②度数表やヒストグラムを用いて，得点分布を表示

する．

③科目聞の成績を比べるために，各教科の得点を偏

差値に変換する．

④成績評定のために，ひとりひとりの学生の集団内

での順位をつける．

などで、ある．

点数や平均点，偏差値などだけでは学習達成度の診

断のための資料としては不十分で、ある．ひとりひとり

の学生の学習診断では，どのような問題に正答してい

て，どのような問題に誤答しているかをとらえ， しか

もクラス全体の学生の達成，未達成の内容とその傾向

に照らして判断することが必要である．

一斉授業によって，同じ学習内容を，同じ筋道で指

導を受けた学生に対する形成的評価においては，点数

だけではなし正答・誤答のパターンを容易に読み取

ることができるようにテストデーターを処理しなけれ

ばならない．その点，形成的評価の手法の中で有力視

されているのが佐藤隆博氏の考案による S-P表である．

詳しい事は後述の文献を参照していただきたい．ここ

では S-P表の概要を述べ，コンビュータ処理をして「注

意係数一得点率」平面を作成し，この表から得られる

知見を報告する．

2. S-P表（Student-ProblemTable）に
ついて

2. 1 s P表の作り方
(1) 学習達成度テストの小間lつ 1つを採点して，

正答には得点“ 1”を与え，誤答および無解答には得

点“O”を与えてm（人） ×n（問）の大きさの得点表（S

-P原表）を作る（図 1).

図 1

＼ 問題番号1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

1 0 1 1 1 1 0 1 0 1 1 7 
2 0 1 0 1 1 1 1 0 0 0 5 
3 0 1 1 0 1 1 0 0 0 0 4 
学 4 0 1 1 1 1 0 0 1 0 1 6合
5 1101111111  9 
6 1 1 1 1 1 0 1 1 0 1 8 
生 7 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 2 ~十
8 0001101000  3 
番 9 0 0 1 1 1 0 0 1 0 1 5得
10 0110101101  6 
11 0110111001  6 
号 12 1111111111  10点
13 1101110011  7 
14 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 5 
15 0001100000  2 

5 12 8 11 14 8 8 6 4 9 
正 主E交=i 数



(4) 行および列を並べかえた得点表 （図3）の中に

各々の学生について表の左から正答数 （その学生の得

点）だけかぞえて区切り線 （実線）を書き入れる．全

学生の区切り線を結ぶと図4に示すような得点分布曲

線となって描かれる．これをS曲線 （SはStudentの

頭文字）と呼ぶ．S曲線はテスート得点の度数分布を累

積したもので累積得点分布曲線である．

次に各々の問題について，表の上の方からそぞれの

問題の正答数だけかぞえたところに区切り線（点線）

を書き入れる．すべての問題の区切り線を結ぶと図 4

に示すような正答者数の分布曲線が描かれる．これを

P曲線（PはProblemの頭文字）と呼ぶ.p曲線は，

問題の正答率 （あるいは困難度）の分布である. p曲

線はテスト結果から目標の達成・未達成のようすを把

握するためだけでなく，テストを作成するときテスト

の特性を吟味するためにも必要で、ある．

図4のように，もとの小聞の得点表の行および列を，

それぞれ得点！｜｜頁，および，正答数順に並べかえた得点

表の中にS曲線tP曲線を書き入れたものを S-P表

(Student-Problem Table）と呼ぶ．

S-P表による学習形成過程の評価について

(2) 図lの得点表において，学生を合計得点の高い

順に上から並べかえて図 2に示す得点表を作る．
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図 2

［》く 問題番号12345678910  

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10 
5 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 9 

号学生番 1~3 1 1 1 1 1 0 1 1 0 1 8 0 1 1 1 1 0 1 0 1 1 7合
1 1 0 1 1 1 0 0 1 1 7 

玉10 0 1 1 0 1 0 1 1 0 1 6 
カミ 11 0110111001  6 ~·十

千ら点尋i 0111100101  6 0 0 1 1 1 0 0 1 0 1 5得
0 1 0 1 1 1 1 0 0 0 5 

グ） 14 1101110000  5 主同主1・
0 1 1 0 1 1 0 0 0 0 4点し、 3

川貢 8 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 3 
~7 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 2 
15 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 2 

5 12 8 11 14 8 8 6 4 9 

正 答 数

図 4

p 合
計
得
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（左から正答数の多いJI慎）
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(3) 次に，図2の得点表の問題を，正答者数の多い

順に左から，すなわち，左から正答率の高い問題の順

に並べかえて図3に示す得点表を作る．図3の得点表

では，学生は上から点数の高い（成績のよい） JI固に，

問題は左から正答率の高い（やさしい）順に並べかえ

られている．図3の得点表の左上方には“1”が多く，

右下方には“0”が多〈分布している．なお，同得点

の学生および同正答数の問題の並べる順序は，実用上

は番号の小さい順でも大きい順でもさしっかえない．

正答数 4 5 6 8 8 8 14 12 11 9 

2. 2 S-P表の見方

(1) S-P表は，テストデータの統計グラフの中に，

なまのデータである小聞の“ 1＇＇，“ 0”得点をそのま

ま活かすように配列を工夫して表わしたものである．

S曲線を見れば，学生ひとりひとりの達成水準や，ク

ラス全体の達成度の分布や平均的水準を読み取ること

0 .000 .300 .590 .000 .800 .360. 510 .230 .150 .08 CP 

百ミ 問題番号（左から正答数の多い順）
5 2 4 10 6 7 3 8 1 9 

12 1111111111  10 
5 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 9 

学号生番 l3 

1111011110  8 
1111011001  7合
1 1 1 1 1 0 0 0 1 1 7 

エ10 1 1 0 1 0 1 1 1 0 0 6 
カミ 11 1101111000  6 ~·十
ら 4 1111001100  6 

得点；; 
1011001100  5得
1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 5 

グ） 14 1110100010  5 言日告rJ 

1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 4点し、 3
)II頁8 1010010000  3 
~7 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 2 
15 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 

14 12 11 9 8 8 8 6 5 4 
正 答 数

図 3
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ができる．又， P曲線を見れば，問題1つ1つに対す

るクラスの達成度（正答率）やその分布傾向を読み取

ることが‘できる．

(2) S-P表を見るとき， S曲線と P曲線が描かれて

いる位置と，それぞれの曲線の形にも注意する必要が

ある.s曲線の左側の面積，またはP曲線の上側の面
積がS-P表全体に占める割合が平均正答率を表わす．

したがって， S曲線が表の右に寄っているほど，また

P曲線が下に寄っているほど平均正答率が高いという

ことになる．

(3) S曲線と P曲線は通常は一致しない．両曲線が

非常に接近するのは特別な場合だけであり，ある程度

離れているのが普通である．両曲線が離れすぎていて

も，また接近しすぎていても好ましくない．佐藤氏は，

両曲線の離れぐあいの程度を，定量的に表わす係数と

して，差異係数D＊を提案しているが，ここでは触れな

いことにする．

(4) ここでは， S曲線と P曲線を視覚的にとらえる

ことにする．学習達成度テストでは， S曲線と P曲線

が離れすぎている場合が問題で，異常に離れていると

きには，次の様な原因がないかを検討すると，思いあ

たる原因を見つけることがある．

0指導が不十分で、あるとき．

0指導した学習目標，学習内容ど達成度テストの

内容が対応していないとき．あるいは，テスト

の内容の構成が，指導内容をうまく反映してい

ないとき．

0出題の順序，および各問題の前後関係の配置に

適切さを欠いているとき．また，設聞の内容，

表現，指示などが不適切なとき．

o指導時期とテストの実施時期の時間差が大きい

とき．

0 ドリルが十分でなく ，学生の学習が十分定着し

ていないとき．

0中位， 上位の学生に，学習不安定な者（注意係

数が大きい者）が多くいるとき．

0学生の心理的，生理的および身体的な変動が大

きいとき．

0学生のモチベーショ ン（やる気）が低下したと

き．

0採点に一貫性がなく，採点基準が変化したり，

採点ポイントが不明確で、あるとき，また採点ミ

スや，かんちがいなどがあるとき．

(5) 両曲線が接近しすぎている場合も問題がある．

たとえば＼学生の学習達成の水準が全般に低くて，

学習達成度テストがその学生たちにとってむずかしす

ぎる場合には， S曲線と P曲線は接近する場合が多い．

また，学生たちの達成度が，上位グループと下位グル

ープの 2つの集団に分かれてしまっているときにも，

両曲線は接近する．このように両曲線の異常接近は，

いろいろな場合に表われるので，接近の程度だけでな

く， S曲線と P曲線の形（分布）もあわせて考えて検

討することが必要である．

(6) 学生ひとりひとりの学習診断のためには，学生

の点数だけでなく，どの問題ができて，どの問題がで

きていないかという達成・未達成のパターンをとらえ

ることが必要である．しかも，そのパターンを，同じ

学習内容を同じ筋道で指導を受けた学生たちの。達成水

準に照らしてみると， S-P表では，この判読がきわめ

て容易にできる．

3 .「注意係数一得点率」平面

3. 1 注意係数

S-P表全体の反応傾向に照らして，それと異なった

反応ノマターンの学生は誰であるか，どの問題かを見つ

ける必要がある．この反応パターンの異質の程度を示

す指数を定義して，これを注意係数という．

ある反応、パターンの注意係数とは，区切線を境に“1”

と“O”の入れかわりのない完全反応パターンを基準

として，実際の反応パターンが完全な反応ノマターンか

らどの程度の差異があるかを示す値である．

すなわち

／実際の反応パターンの ＼ 
- ＼完全反応パターンからの差異／

注意係数＝＼ ~ (1) 
／完全反応パターンからの＼
＼最大の差異 ／ 

と定義される．ここで最大とは，そのパターンの平

均値が与えられたとき最も自然にばらついている（エ

ントロビー最大）状態をいう．この式を S-P表全体の

“1”と“O”のちらばりの程度を加味して係数化す

るために，さらに

／実際の反応、パターンと＼
＼基準変量との共分散 ／ 注意係数二 1 、 , (2) 

（完全反応パターンと＼

基準変量との共分散／

と表わす．

このように定義された注意係数は，（注意係数）孟 O

であり，完全反応パターンのときは，（注意係数）= 0, 
無作為反応パターンのときは，（注意係数）ー 1となる．

実際の反応、パターンの注意係数のほとんどは Oと1

の聞に存在する．係数の値が1以上になる場合もある

が，それは，“1”と“0”が逆転した反応パターンの
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ように，その S-P表内では特異なノマターンである.(2) 

で定義した注意係数を，詳しい式の誘導はここでは省

略するが，手計算でも容易に求めることのできる，次

の計算式を得ることができる．

s F表の上から i番目の学生の反応パターンの注意
係数C.S1は，

／学生iのS曲線から左の“0"¥ ／学生1のS曲線から右の“l"¥
，，こ対応する正答者数の和 ；－，，こ対応する正答者数の和 J 

C.Si= ~ ~ ~、，、’（3)
／学生iのS曲線から左の｝一／学生iの¥v（平均正答｝
l問題の正答者数の和 } l合計得点／ ハl者数μ’／

と表わされる．

同様に， S-P表の左から j番目の問題の注意係数

C. P1は，

／問題jのP曲線から上の“0"¥ ／問題jのP曲線から下の“1"¥ 
¥fこ対応する合計得点の和 J lに対応する合計得点の和 ／ 

C.P1<  ~ ~、，、’（4)
J ／問題jのP曲線から上の｝ ／問題jの｝ 〉／平均得点1

100 

90 

80 

70 

i 60 
グ） l'¥('l 

得
点 40
2ド
30 

20 

10 

0 

l学生の合計得点の和 } l正答者数／ハ l μ ／ 

Students C.Si -Score 図5

c ＠ょくできる

-、，
⑧普通

4 B A 

2 E 9 

3 

。学力不足 8 

F 

0.5 

と表わされる．図4の中のc.sは，（3）式で求めた学生
の注意係数を示す.C.Pは（4）式で求めた問題の注意係

数を示す．学生9と学生2は，得点は 5点で同じであ

るが，学生9の注意係数は0.52で，学生2の注意係数

は0.09である．学生9と学生2の反応パターンをP曲

線（問題の正答率分布）に照らしてみると，学生2は

クラスのほとんどの学生が正答した正答率の高い問題

5' 2' 4には正答していて，正答率が低くて難しい

問題3' 8' l, 9には誤答していることが分かる．

これに対して，学生9は，クラスの半数近くの学生が

誤答している問題3' 8に正答しているが，クラスの

ほとんどの学生が正答している問題2に誤答している

ことがわかる．このような反応パターンは，学習の安

定さが欠けていることを意味し，この程度を示したも

のが注意係数である．学生9の注意係数0.52は，他の

学生たちの反応ノマターンに比べて異なっていることを

示す．

③’うっかり

5 

D ③’レディネス不足

（要注意）

。’学習不安定

7 

1 c.s 

No • 1 2 3 4 5 6 7 i:: 8 1 0 11 12 13 14 15 
Mark 1 2 :::: 4 5 13 7 8 8 A E: C 0 E F 

問
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答
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0 
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2 

A 
-7 

8 

9 
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No. 1 2 ：：：：斗 5 6 7 8 ヨ10
門ark 1 2 :::: 4 5 6 7 ::: 9 A 

図6

③’異質な要素が含まれる
（要検討）

4 

同、，

⑧’異質 ・不適当

0.5 C.P 
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3. 2 「注意係数一得点率」平面による学生の反応

ノマターンの分析

図5は，横軸に学生の注意係数，縦軸に学生の得点

率をとる．図4の中にある学生の注意係数と得点卒を

読みとり，該当する座標に学生番号（No.）を記号

(Mark）で打ち出したものである．たとえば，学生番

号11の注意係数0.27，得点率60%を読みとり，該当す

る座標のところに記号Bで表示する．このようにして

全学生をプロットしたものが図5である．この「注意

係数一得点率」平面を大きく 6分割する．このとき縦

方向の得点率の分割（図 5では80%と40%）はテスト

の型（フ。ログラム学習型， ドリル型，演習型，テスト

型等）によって変るが平均点または何らかの基準によ

って決める．横方向の注意係数は0.5で分割する．この

ように分割してみると大さやっぱではあるが次のような

事がいえる．

Aの区分の学生（No.12)

0得点が高〈 ，注意係数が低いのであるから，よ

く学習ができていて安定している．

A’の区分の学生 （No.5) 

0得点はかなり高いが，注意係数も高い．つまり

学習が多少不安定なところがある（ケアレス・

ミス）．

Bの区分の学生（No.1, 2, 3, 4, 6, 10, 11, 14) 

0普通

B’の区分の学生 （No.9, 13) 

Oレディネス不足（学習前の基礎学力の不足）

0学習不十分

Cの区分の学生 （No.8, 15) 

0学力不足で意欲にも欠ける．

C の区分の学生 （No.7) 

0学習不安定で‘，理解が断片的である．

3. 3 「注意係数一正答率」平面による問題の反応

ノマターンの分析

図6は，横軸に問題の注意係数，縦軸に問題の正答

率をとる．おのおのの問題をこの平面上にプロットし，

平面を 4分割する．分割したおのおのの区分に存在す

る問題に対して次のような事がいえる．

Aの区分の問題 （No.2, 5, 10) 

0適当な問題

A’区分の問題 （No.4)

0異質な要素が含まれているのではないか？

0正答率が高いので特に問題にする必要はない．

Bの区分の問題（No.l, 7, 8, 9) 

0むずかしい問題

B’の区分の問題 （No.3, 6) 

0相当異質な要素が含まれている可能性がある．

0問題にあいまいな所があるかもしれない．

4. おわりに

一斉授業によって，同じ学習内容を，同じ筋道で指

導を受けた学生の形成的評価を， S-P表を作成し，こ

れをもとに，「注意係数一得点率」平面，「注意係数一

正答率」平面によ って行なう方法について概要を述べ

た

筆者は，この一連の作業をコンビューターで行なえ

るようにし，現在データーを集めているので詳しい報

告は次回にしたいと考えている．

佐藤隆博氏の考案されたらP表（図4）は，いろい

ろな教育現場に採用きれ，その成果も多数報告されて

いる．筆者は， S-P表より，より視覚に訴えることの

出来る「注意係数一得点率」平面から有意義な情報を

速やかに得ることが出来，学生へのフィードパックも

スムーズにいくと考える．したがって，今後，「注意係

数一得点率」平面の研究を続けていくつもりであるが，

今までに得ることのできた結論を次に列挙する．

(1) 注意係数が大きい学生は，成績下降，もし くは

落ちこほ、れへの前兆と考え，早期に手を打つ必要があ

る．

(2) 平面上の B',C＇の区分の学生は，授業中，私語・

居眠りが多く，欠席・欠課も多い．理解が断片的であ

る．一般に生活面でいろいろ問題をもっている学生が

多い.c’の区分の学生には特に注意を要する．
(3) Cの区分の学生は，おとなしく，能力も低いが，

特に意欲に欠ける者が多い．

学生数41名，問題数14題について実際の SP原表（図

7 ), SP表（図 8），「注意係数一得点率」平面（図 9

上）「注意係数一正答率」平面（図 9下）を例示してお

く．
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コーシーの積分表示の別解

山下 巌・木村剛三＊

〈昭和61年 9月20日受理〉

A Different Solution of Cauchy’s Integral Formula 

In this paper, a new proof of Cauchy’s integral formula that is different from the usual 

method is presented. The solution is applied to the case when an independent variable z of 

the complex function /(z) exists on a closed curve of the integral pass and the result is 

indicated. 

lwao YAMASHITA and Gozo KIMURA 

1. はじめに

コーシーの積分表示はいうまでもなく，複素関数論

において基本となる大定理であるがその証明法は筆者

等が見る限りの成書に於ては同ーの方法によっている．

またf(z）のzが積分路の閉曲線上にある場合につ

いては触れていない．察するに，これにはなにか面倒

なことがあって触れないのか，或は積分路を一周する

ためにはf(z）の値が分っていないとできないので無

意味なためではないかと思われる．

高専における複素関数論の講義ではつぎのような証

明法でもよいのではないかと思い，敢えて一文を草し

たJ大第である．

2 .正則関数の積分

例えば竹内端三の函数論上（裳華房 昭和41年，第

32版）ではつぎのように書かれている． く関数f(z)

が平面上の有限面分Sの周囲および、内部を通じて連続，

かっその内部においては到る所正則であるとき，Sの内

部の一点 zのf(z）の値は

f j(t;) 
I (z）＝三万人t=Z ）

 

噌
E
よ（
 

によって与えられる．ただし CはSの全周であって，

Zはこれは正の方向に一周するものとする．〉これの証

＊有明工業高等専門学校 名誉教授

明は(1）の右辺の被積分関数がSの内部に不正則点を持

つとしても，それは分母を 0とする Cの値，すなわち

zより他にあるはずがない．ところがその留数を考えれ

ば

/(S) 
·~（t-z)-r=z=l(z) 

で、あるから

え？－－υτ －dS-=2πif(z) 
これから直ちに(1）が得られる．

ここではつぎのように考えた．領域Dてゾ（z）は正則

であり，CはD上の単一連結の閉曲線であるとし， z

はD上でCの内部，外部または C上にあるものとす

る．

今(1）の右辺をつぎのように変形する．

-Im！舟 dt=zk-{f咋ピ（z)ds 
+f(z）たさとい）

この第 1項の被積分関数は zがCの内部にあるとき

はその積分は留数を考えれば、Oとなり， zがCの外部

にあるときは特異点を持たずOとなる.zがC上にあ

るときは，内部に特異点を持たずまた C→ zのとき

/(S) f(z) 
S--z =/'(z) 

だから ~＝ z のとき I （と）－f(z)/t-z=f'(z）とすれば
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被積分関数は積分路上でも正則となり積分は Oとなる．

したがって（2）の積分は第2項だけ考えればよい．

つぎに

!t竺τ － = log(S'-z)+ c =loge I S--z I+ i arg(S'-z) 

（こ、で， cは積分定数）

を考え

i) zが Cの内部にあるとき

D 

+c 

A（α） 

A’（α） 

図 1 z が： C の内音~にあるとき

(3) 

CがC上の点A(a）を出発して C上を正の方向に一
周して A’（a）に戻るものとする．このとき（3）の実部に

相当する部分は

loge Iα－zl-logelα－z ｜二O
となり虚部は arg（α－z）から arg（α－z)+2πと看る．し
たがって（3）は

五三τ － =i {arg(a z) + 2π－arg（α－z)} = 2πi 
となり（2）は

r 1Ct) 
五--zJ-r=zdt＝五-z！い）2ni=f(z) (4) 

となる．

ii) zがCの外部にあるとき，

D 

z 

図 2 zが Cの外部にあるとき

Cは i）の場合と同様に動き，したがって実部は同様
にOとなる．虚部は CがA（α）を出発して A＇（α）に戻る

までarg(S"-z）は変化するが最後はもとの値になり増減

はOとなる．したがって一周した後の積分は Oとなり

(2）は

1 f f(t) 
一一一千一一－ds=O2πi J S--z 

となる．

iii) zがC上にあるとき，但し zはCの尖点ではない

ものとする．

D 

B 

図 3 zが C上にあるとき

実部logeI S--zlはC→zのとき logeI S--zl→一∞

となるがCがzを出発するときと戻るとき，同じ割合
で絶対値が増加するものとすればやはり相殺されて O

となる．また虚部についてはCがzを出発して zに戻
るものとすると，zにおいて Cに接線BzC'をヲ｜くとき，

ベクトルS--zはzを出発するときは三E歩の方向，戻る

ときは三での方向になる．したがってCがzを出発し
てzに戻るとき arg(S" z）は πだけ増加する．ゆえに

(3Hま

jえτ － =i{arg(S' z) ＋π－ arg ( s -z) } = iπ 
となり（2）は

f JCS) 1 
一一千－ dt＝－－－＝－－÷ f(z）πi=-f(z) 
2πi J S--z 

となる．

お わ

(5) 

以上を総合すればzが閉曲線の内部にあるとき，閉

曲線上にあるときおよび・外部にあるときに対応して



去τfcf竺dt
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の値は，それぞれf(z）ー！：＿＿＿f(z), 0の値をとることを' 2 

導いた．途中で，いくつかの仮定を設けたが多くの場

合において許容されるものと信ずる．
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畳み込み u(t) ＝＝β（tーがけ）drにおける
未知関数f(t）を求める積分方程式の遂次近似解法（I)

山下 巌・荒木真・木村剛三本
〈昭和61年 9月20日受理〉

A Successive Aproximation Method of the Integral 

Equation finding an Unknown Function f ( t) in the 

Convolution u ( t) = / k ( t -r) f ( r) d r (Part I) 
.I 0 

When u ( t ) and仰） in加 convolution u (t) =fa 1 k ( t -r) f ( r) dr are given by 
certain numerical values, e.g., experimental values, the successive aproximation method 

of the integral equation is studied in order to find an unknown function f ( t) 

In this paper (part I), the fundamental numerical technique and the computed e本ample

using it are reported. 

Iwao YAMASHITA, Makoto ARAKI and Gozo KIMURA 

はじめに

表題の積分は，言うまでもなく第一種ボルテラ（

Volterra）型積分方程式 u(x) = / xK(x ，~）／ （ご ） d~
.JQ 

の特別な場合になっている．そして， もしu(t),k(t)

がある関数形で与えられ，ともにラプラス変換が可能

なときは，解析的にラプラスの逆変換を用い，解が容

易に求められるであろう．しかし， u(t),k(t）が計

測値のような離散的な値として与えられる場合は，解

を求めるのはそんなに容易ではない．

そこで，そのような離散的な値に対してまでも，未

知関数f(t）を探がせる方法を工夫した．その方法とは，

表題の式の両辺を tで微分した式より， f( t）を計算

するための漸化式を導き，適当な／(t）の近似値を仮

に与え，漸化式による繰り返し計算により近似の精度

をあげて収束解を導くことである．

2.解 法（1) 

u(t)= /01k(t-r)/(r)dr ( 2・1) 

において， u(t),k(t), /(t）は tミOで，連続か

っ微分可能， u(t), k(t）は既知でf( t）は未知関数

とする．両辺を tで微分すれば，デュアメルの積分（

Duhamels’Integral ）と言われる次式を得る．

＊ 有明工業高等専門学校 名誉教授

山）＝fk'(t-r)/(r)dr+k(O)/(t).

この式を

f ( t) ＝おい（t)-f>'(t川三七）
と変形し，さらに漸化式

fn+1(t）＝土川）－／ 1k'(t一けん（r)drl 
た（0)l Jo J 

（η＝ 0' 1, 2，一一一） ( 2・3)

とすることができる．即ち，／o(t）を適当に仮定し

（例えば， lとか 0)' ( 2・3）式からfI ( f）を求める．

そのfl( t）を用いて，再び（ 2・3）式からん(t）を求

めると言う具合に収束解が得られるまで反復計算を続

ける．ん（t）が収束したならば，それが求める j(t)

である．

3 .収束性， 一意性について

関数 u(t), k(t）が O孟 t壬Tで連続で，ほと

んど到る所微分可能で、，その導関数が有界であるとす

ると，漸化式（ 2・3）によって与えられる関数列は，

連続関数f( t）に一様収束し， f(t)は積分方程式

( 2・1）の解になっている．そして，解f( t）は初期

関数／o(t）の与え方に依存しない（一意性）．

また，次のことも分かる．

I ic t）ーんCt)I 孟 m~ ( __!S_J_ 
I z=n ¥ I k ( 0) J ( n -1) ! 
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fこだし， M<>v I I 
m= 一一 l!r(t）ーん（t) I , c 3・2)
0 孟 t 三五 Tl I 

K = 0 ~~a; T I k ' ( t) I ( 3・3)

とする．左辺はη→∞のとき， 0 ~玉 t ~玉 Tで一様に O

に収束する． （参照（1))

4.例題（1)

2.節， 3 .節の議論により，本数値解法を用いれ

ば，畳み込み

u(t)=J>(t r)f(r)dr ( 2・1) 

の連続な未知関数f( t）を求めることができることが

明らかにされた

そこで，本節では予め結果が予測できる具体的な関

数を与えて，本数値解法の妥当性を検証する．畳み込

ーみ（ 2・1）で，既知関数u(t),k(t）と未知関数

f ( t）を次式の如く与える．

( -t 2十 4t-4+4e-1
u(t)=l 4e t 

k(t)=e-1 

｛一（t 1)2+1 
f(t)=t 。

( 0 Z五t 三五 2)' 

(t>2), 

( 0孟 t孟2)'

( t > 2). 

独立変数tがOから10までの範囲で0.01きざみに

1000個のサンフ。ル値を用いて20回の反復計算を施し，

Cコ
亡コ

。∞．
0

。山．
0

。ョ

u

．OL
 

。口．
0

O.DO 

表 1L = 8, 20に対するf(t）の収束値
項目 t Fl FO 反復回数 。。 0.00000 0.00000 

0.5 0.75001 0.75000 

1.0 1. 00001 1.00000 

1. 5 0. 75011 0.75000 
L=8 

2.0 0.00062 0.00000 

4.0 0.01954 0.00000 

6.0 0.11838 0.00000 

10.0 0.62427 0.00000 

0.0 0.00000 0.00000 

0.5 0.75001 0.75000 

1.0 1.00000 1.00000 

1. 5 0.74999 0.75000 
L=20 

2.0 0.00002 0.00000 

4.0 0.00002 0.00000 

6.0 0.00002 0.00000 

10.0 0.00142 0.00000 

その収束値をf( t）の巌密な正確値と比較して本数値

解法の妥当性を調べる．数値解法の反復計算には，上

記 u(t),k(t）の導関数を直接求めて計算を行なっ

た．数値積分は台形公式を用いる．このようにして得

られた数値例の一部を表1として，その収束状況をグ

ラフにして図 1に示す．

F 1 （し＝2)

〆
オ

／

｜
」

J
4

叶

上

／

C
l

f
 

f
 

／
 J
 ／

 J
 

2‘00 lLOO 6.00 8.0CJ 10._DO 

図 1. 近似解 Flの収束状況

l 
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表 1および図 1より明らかな様に，反復回数L=20

ではFOの正解にFlが小数第4位まで完全に一致し

ていることがわかる．更に，図 1では4通りの反復回

数に対する近似解Flの正解FOへの収束状況を図に

したものであるが， L=14で，ほぽ実用に差支えない

程度の収束値が得られていることが確認できる．

5 .解法（2)

離散的な値U;,k;(i=O～ρ）が，図2のようなρ

個の点上で与えられている場合（ただし， U;,k；はt

軸上の点 ihで与えられるとする. 0 ~玉 ih ~五 T),

。 2 一一一一

図2. U;, k；が与えられる点

基底関数 cp;(t), X;(t)を次の様に定める．

す（t-ih)+l ((i一料 t<ih),

和（ t ）＝~－士（t一仇）+ 1 (i山＜（i+l)h),

0 その他のt.

( 5・1) 
可

i

n

u

f
l
E
l〈
l
l
E
目、

一一、、JF
＃
b
 

，，EE
、z x
 

((i-l)h< t豆ih)'
( 5・2)

その他の t.

また，

~ p 

ν （ t ）＝ .~u; 伊；（t) (0孟t壬T), (5・3)

A p 

k(t ）＝ ~k;cp;(t) (0孟 t亘T). (5・4)

これより積分方程式（ 2・1）を満たすI( t）の近似

関数を

一一 p A p 

I ( t) = ，~1 ん X; ( t)または／(t）＝忍ん恥（t) 

( 5・5)

の形で求める．

五（t），定(t）の（弱い意味での）導関数は

p "・ ？’－－ u'(t) ＝~~ず王二土 x;(t) (5・6)

- p k;-k;-1 
k'(t ）＝，~－τ－x;(t) (5・7)
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であるから，積分方程式（ 2・2）に相当する次の形を

得る.koニ k( 0）として，

一 ＿u’（t) 1 r tー
I ( t）一一一一－ I k’（t r)/(r)dr (5・8)

ko ko Jo 

これより，離散的な値 f;=f(ih）を求めればよい

から，

- u, ( t ) 1 r ih _ _ 

I (ih) ＝一一一一一－ I k’(ih-r)/ (r)dr. 
ko ko Jo 

( 5・9)

k ’（t), I (t）が階段関数であることに注意して次の

漸化式を得る．

1r+1＝土｜竺ゴ己ー土（k;+i-j-kz-j)/jnl。々 L h j=l j 

( 5・10)

ただし，この場合f,.0=0 (i = 1～ρ）とする．

p 
6 .収束性，安定性について

/1/-1,.0 I＝土IU; U；→｜ 
｜｜んI h I一

(6・1) 

ただし，

1 M~x I u;-U；ーiI 
V’＝一一・｜ I ( 6・2)
lkol z I h I 

とする．

帰納的に

/ n+l ,.n,_(K'h）πi(i+l) (i＋η－1) ' I; -f 引一一一）
＼｜れ IJ n 1 

(6・3)
ただし，

K’＝吟x/k，.~，. 1 I 
とする．

( 6・4)

H=K'h － lko I 
とおくと，

iH三三 K'T T 
lko I ,,, 

よって

I n/ T*(T＊十H) ・(T*+(n-l)H) 
l;n+l Ii 三五 η！ 

(6・7)

E _ T*(T*+H）…（ T*+iH）…（ T*+ (No -l)H) 
No- 1・2・3・－・.....i ...一一 ・No 

( 6・8)

(6・5)

( 6・6)

とおし

T* 1 T* 
一一＋ (1- )H<H＋一一， (6・9)

No N。
刻み幅hとN。を

'7、＊

H＋云ご壬 ρ＜1 (6・10 

となる様にすれば， n~No なるすべての η について，
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とする．

従って，このとき厳密解I( t）と近似解I( t）との

差は，

(6・11)V
 

N
 
n
 ρ
 
N
 
E
 

く
＝
n
z
 

J
F
J
 

＋
 
n－
z
 

J
F
J
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I I ( t ） 九（ t)1~1/(t）ーん（t）いい（t)-h(t)I

叫 -&T)n－記DI十（奇＋ff)e苛 hしたがって近似関数

よって，数列

{1t｝η＝ l, 2' 
は各iについて一様収束する．

( 7・7)
ただし， Max I I 2KT 
m=o孟t壬rll1Ct)I,n＞市訂

( 6・12)

は，区間〔0, T〕で一様に有界でかつ一様収束する．

一＝ Max I Jn ( t) I 
o~玉 t 三五 Tl I 

- p 

fn(t ） ＝ ~1 ftx;(t) 

とする．(6・13)

題 （2)

5 .節， 6.節および7.節の議論から，離散的な

U;, k; (i=O～ ρ）の値しか与えられない場合でも，

漸化式（5・10）によって，区分的に連続な未知関数I(t) 

を求めることが可能で、ある．実際， u(t),k (t）及び

I ( t）を以下の如く与える．

0 (O<t<l), 

1 -exp(-t十1) (l<t<2), 

0.5+0.5exp( t+2) exp(-t+l) (2<t<3), 

0. 5 exp ( -t + 2 )-exp ( -t + 1) + 0. 5 exp ( -t + 3) 

( t > 3)' 

8 .例とする．

7 .厳密解との差について

積分方程式（ 2・1）において u(t),k(t）は有界

で区分的に滑らかな関数とする．関数列｛ん（t）｝は，

2.節の漸化式（ 2・3）によって与えられる関数列と

する．ここでは， lo(t)=-0,lo(t）三 Oとおくので，

｜ん（t）一五ct)I＝斗 （）一 '( t) Iζ_Si_ h' lkol lg' t g I lkol 
(7・1) 

u ( t) = 

ただ1三，

k ( t) = exp ( -t ) , 

I 0 (O<t<l), 
I 1 (l<t<2), 

/(t)={ 
I o.s (2<t<3), 

l 0 ( t > 3 ), 
独立変数tがOから 5までの範囲で 0.05きざみに

100個のサンプル値を用いて，10回の反復計算を施し，

( 7・2)

帰納的に，

｜んi(t）ん I( t) I 

亘1-tf{k'(t一品（ T )-k'( t 仏 （r)}drl
＋｜去｛ g'(t)-g'(t)} I 

G= o~~~r I〆（t) 1. 

反復回数 項目 Fl FO 

0.05 0.00000 0.00000 

1.00 0.00000 0.00000 

1.05 1.02542 1.00000 

L=5 
2.00 l. 01990 1.00000 

2.05 0.50609 0.50000 

3.00 0.45193 0.50000 

3.05 一0.06543 0.00000 
5.00 -0 26529 0.00000 

0.05 0.00000 0.00000 

1.00 0.00000 0.00000 

1.05 1.02542 1.00000 

L=IO 
2.00 1.02542 1.00000 

2.05 0.51271 0.50000 

3.00 0.51260 0.50000 

3.05 -0. 00013 0.00000 

5.00 一0.01079 0.00000 

L = 5, 10に対する I( t）の収束値表 2.
_l__/_1{ik’（t-r)llん（r）－λCr) I -lkol Jo 

＋｜ん（r)llk'(t-r)-k'(t-r)I }dr 

+ _l_ I g' Ct) -g' Ct) I 
｜れ｜

＋
 

k

－k 
＋
 

＋
 

1
一以

K
一山川

ιH
－o
 

G
一た

＜＝ 

(7・3)

1 Kt I 
! I I IんIJ 

豆（長了＋ff)hexp （市）

+Fh〔（＆f

( 7・4)

( 7・5)

K = Max { I k ' ( t) I , I k" ( t ) I }, 
o ~三 t 壬 T

F＝♂二rl万（t)I 
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図3. 近似解 Flの収束状況

その収束値をf( t）の厳密値と比較し妥当性を実証し

た．その計算結果の数値例および図が表2および図3

である．表2より反復回数Lの増加に従って厳密な正

確値に段々と収束してゆく様子が読み取れるし，図を

見ると，その収束状況が一目瞭然である．

関数f(t）が連続関数の場合のみならず，区分的に

連続な関数で独立変数tの変域内に幾つかの不連続点

が含まれている場合にも良好な収束値が得られること

カfはっきりわカミる．

9 .おわりに

本論文では k( t）の特別な場合について，未知関数

f ( t）が連続関数の場合と幾つかの不連続点がある区

分的に連続な関数の場合に対するこつの例題を提示し

考案した方法の妥当性を吟味し検証した．考案した方

法はどちらの例題に於ても，うまく収束解が得られて

厳密解に良〈一致する収束解であることが示され，方

法の有効性は十分証明された．

そこで，第II報では， k( t）の一般的な場合につい

て計算し，方法の一般化を計る予定である．また，数

値計算法の細部について，特に数値積分に対する工夫，

反復計算の部分の改良など検討をしてゆきたい．

尚，本例題の検証計算は本校設置の電子計算機シス

テムFACOMM-130F, FACOM 230-25，ある

いはパーソナルコンビュータ PC9801 VM2などに

より行なった．本論文は 1. ' 2. ' 4. ' 8.及び

9 .節を山下が， 3. ' 5. ' 6.及び7.節を荒木

が，それぞれ分担研究し執筆した．木村が問題提起と

研究全般の取り櫨めをしたことを付記する．

参考文献

(1) 入江昭二・芹沢正三・安藤四郎共著：微分方程

式，東京図書（昭和51年2月20日，第7版）
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湯川秀樹の残したもの（その 1) 

一一中間子論の創成まで一一

辻 直孝
く昭和61年 9月11日 受理〉

宮川英明

The Legacy of Hideki Yukawa (part 1) 

一一－ Until Formation of Mesonic theory一一ー

This paper deals with a consideration, from a scientific educational stand point, 

as to through whose influence Hideki Yukawa, one of the greatest scientists this country 

has ever produced, grew up from his student days to his formation of mesonic theory. 

N aotaka Tsuji 

まえが、き

昭和60年は湯川秀樹が中間子理論を発表（昭和10年）

してから50周年記念の年であった．

一般の世人には難解かっ無縁と思える素粒子物理学

の問題が記念切手（写真1）になるには，その創始者

である湯川秀樹が我が国にとっていかなる存在であっ

たのか，そして湯川秀樹がどんなにしてそのような人

物に形成されたのか，科学教育に携わる著者達にとっ

て大いに関心が持たれる．本報では湯川秀樹の青少年

時代から中間子論を創成して“世界のユカワ”と世に

名を成すまでの時代に，どのような人々との交わりの

中で我が国が生んだ大科学者湯川秀樹が形成されたの

か，科学教育に携わる者の観点から考察した．

1 .京都府立ー中，三高時代

湯川 （旧姓小川）秀樹は明治40年（1907年），地質

学者である父小川琢治，母小雪の三男として東京麻布

で生れた．明治41年 （1908年）に父が京都帝大教授に

なったため，家族と共に京都に転居した．

大正8年（1919年）に京都府立第一中学校（現在洛

北高校，写真 2）に入学した，湯川秀樹が京都ー中に

入学した時，入学式式辞の中で校長の森外三郎は12歳

の少年達に吠して「今日から諸君を紳士として扱う」

と述べている．森校長は自由主義的な英国流の紳士で

あり，細かいことに干渉せず，各人に自発的にやらせ

るような教育方針をとっていた人である．

小川琢治には 4人の男子がいた．長男，次男は学者

になる道を進んでいた．しかし，三男秀樹は父琢治か

ら見れば「何を考えているのか分らん」と口にするほ

ど理解しがたい子供であった．秀樹に学者になる道を

進ませるのは間違っていると考え，専門学校にやるこ

Hideaki Miyagawa 

とも考えていた．しかし，一中の森校長に「秀樹君は

ね，あJの少年ほどの才能というものは，滅多にない」

と言われて，父親は方針を変え三高に進学させた．こ

の森校長は，後述するように湯川が三高に進んだとき，

三高の校長になっていた．この校長との出会いは湯川

にとって非常に大きな意味を持っていると思われる．

湯川自身も「この時代は後になって振り返ってみると，

私の人生観，物の考え方というものに非常に大きな影

響を与えた時代であった」と述べている．

森校長の奨めもあって湯川は普通の高校（旧制第三

高等学校理科甲類）へ入学した．同期には理科乙類に

日本で二番目のノーベル物理学賞受賞者朝永振一郎が

いた．甲類は英語を第一外国語とし， ドイツ語を第二

外国語とした．そして力学があって生物実験がなかっ

た．力学があって生物実験がないということは，大学

の理学部ーその中でも数学，物理学，化学系統や工学

部につながることを意味している．

湯
川
秀
樹
「
ネ
鶴
子
理
論
m

発
表
小
山
忽
記
念

写真 1.湯川秀樹中間子理論発表50年記念切手
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乙知の方はドイツ語が第一外国語で，力学の代りに

生物実験カ、あった．医学部や農学部や理学部の中では

生物学等につながるコースである．乙類では，大多数

の学生は力学の勉強をしないが，少数の希望者だけが

湯川たちの理科甲類の学生に混じって力学の講義を聴

いた．その中に朝永振一郎もはいっていた．この時以

来，湯川と朝永はずっと同じ道を進むことになった．

その事が湯川にと って大きな刺激となり，はげ．みにな

った

写真 2.洛北高校 、、‘‘E
，，，r
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湯川はー中を四年修了で三高に入学したが，森校長

が小川琢iflに湯川秀樹の非凡さを語ったには，例えは

湯川が自伝で述べている次のことからもうなづける．

小学校上級生の時，等差級数の総和を求める方法を自

然に考えついた．兄が中学でそれを習った時，すでに

よく知っていた．といっ事を語っている．兄も湯川が

小学校の算術を習い出して間もないころ，等差級数の

和を求める公式を，自ら考え出していたのに驚ろいた

と述べている．

しかし，そんな湯川にも三高の立体幾何で，注意点

の範囲であった66点を採り，先生に注意されたことが

ある．その立体幾何を担当していた先生は，授業中に

自分の説明した証明の仕方と異なる解答をしていると

点数が零点という事であった．子供の時「お公家さん」

「イワンちゃん」というあだ名をイ寸けられていたこと

からも分るように， 物静かであったが勝ち気な湯川

は，このような数学教育を受けて，もう数学者には絶

対なるまいと決心した．先生に教えられた通りに答え

なけれは、ならないよつな学問に一生を託す気にはなれ

なかった． 「私が三高で，この先生とめぐり会ったと

いうこ とは，運命のいたずらであったかも知れない．

しかし， 科学者になるために，数学が大切であること

は私も認めていた．その後，微分や積分といういわゆ

る高等数学を習う ようになって，数学に対する興味は，

ある税度まで復活した」と湯川は彼の回想録“旅人”

の中で述べている．

「人間万事塞翁が馬」と言うべきか， もし多感な年

頃に三高でこのような体験がなかったら，湯川は数学

者を志したかも知れず，日本で最初のノーベル物理学

賞受賞者湯川秀樹は誕生しなかったかもしれない．

湯川が高校生活を送った大正12年 （1923年）から大

正15年までは，大正末期のロマンチ ック・リベラリズ

ムの最後の時代であった．湯Jllが府立一中時代の森外

三郎校長は，湯川カ、三高に進んだ時には三高め校長ーに

なっていた． 「自由主義者である森校長のもとでの三

高時代は学生にとっては，恵まれた環境であったので，

学問をする素地を培ってもらい， 学問への眼を聞き，

研究への情熱をかき立ててくれました」と 湯川の三高

時代の同期生である数学者小堀窓は述べている．湯川

は市兵為にして化す”という東洋流のやり方か＼府立

一中や三高の場合は成功したように見える，と感想、を

述べている．

この三高時代に， 湯川は丸善の京都支店でドイツ語

の英訳書ライへ著の “量子論”を買い求めている．こ

の本は完全に理解することはできなかったが，それま

でに読んだどの小説よりも面白かった．この本により，

当時の理論物理学が暗中模索の状態にあることが感得

できた，と後で語っている．若い時である，解決すべ

き問題が数多く残されているのを知って，心踊る気持

ちになったのではないだろうか．その頃，もう一冊の

本に出会っている．その本は，はじめて轄射の理論を

導く過程でエネルギー量子を導入した，プランクの書

いたドイツ語の“理論物理学序説”である．この本は

よく理解できたようで， これなら理論物理学をやって

もいいのではなかろっかといっ自信が強くなって来た，

と湯川は後年述べている．この二冊の本との出会いは

彼の理論物理学への方向を決定づけるのに大きな役割

を果したと思われる．

湯川が後年，中間子論を創成して「世界のユカワ」

と世に名を成して，昭和28年 5月にアメリカのプリン

ストン高級研究所の構内を，ホイーラー， パーパー，

アインシュタイン等と共に散歩する写真は数多くの本

の中に見られるが，湯川がかつて府立ー中四年生の12

月，ノーベル賞を受賞したは、かりのアインシュタイン

が来日 し京都で講演を したのに湯川は聴きに行ってい

ない．クラスメートの中には講演を聴きに行った人も

いたが，湯川は講演がいつ，どこであるかさえ，よく

知らなかった．また，その頃，二人一組で行っていた

物理実験のパー トナーが「小川君はアインシュタイン

めようになるだろう」といった時，湯川は何のことか
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分らなかった．この頃はまだ，自分が物理学者になる

だろうとは全然思っていなかったのである）．湯川が好

んで用いた言葉を使って表現すれば“混沌”としてい

たのである．

この“混沌”という言葉は「荘子」の哲学の原理の

出発点である．湯Jllが中間子論を創成したのには，東

洋思想、である 「荘子」の哲学がその根底にあることは

よく指摘されているところである．

“いのちなき砂のかなしきよ きらきらと

握れば指のあひだより落つ”

数ある啄木の歌の中でも，湯川はこれが最も好きだと

いい，物理学への共感としてとらえている．自然法則

や素粒子とは一体何か っかもっとしてもなかなかっ

かめず，つかんだつもりが，いつの間にかこほ・れ落ち

ていく． “混沌”とした素粒子の世界と， 「荘子」の

哲学との結びつきの一端がある意味で湯川にははっき

りと自覚されていたと思われる．

このことは，湯川と共に中間子論の共同研究をやろ

た坂田昌ーの次の言葉か）ら も察せられる．「今やルネッ

サンス以来の科学の方法，すなわち科学の基礎にある

自然をバラバラに切られたものの単なる集合体である

とみるような自然観によっては，今後現代科学を発展

させることはできなくなった．このことを，私たちは

湯川先生の中間子論の発展の中で身にしみて感じた」

この「荘子」や「老子」を湯川は府立ー中時代に読

み，非常に魅力を感じていた．彼は幼少の頃から，母

方の祖父駒橘に漢籍の素読をさせられており，その時

習った儒教思想にあきたらずに老荘の世界を求めたの

であるから，彼の人間形成への祖父の影響は少なから

ぬものがある．

2 .京都帝大時代

湯川は大正15年 （1926年） 4月に京都帝国大学（写

真3）理学部へ進学した．この時の理学部長は湯川の

父小川琢治であった．この時代には数学科，物理学科

といった学科制ではなく， 「数学を主とするもの」，

「物理学を主とするもの」というふうになっていた．

湯川は「物理学を主とするもの」を選んで物理学専

攻となった．入学と同時に迷うことなく物理学者にな

る道を進んでいった．

その時の入学試験の物理の問題で「ラウエ班点」と

いうのがあったが， 習った記憶もなかった．ラウエの

有名なエックス線回折の実験を知らずにいたのかと冷

汗が出る思いを後年持ったことを述べている．天才物

理学者と言われるアインシュタインもチューリッヒの

連邦工科大学の入学試験で，数学と物理学はすばらし

い成績であったが，国語と生物学ができないで不合格

19) 20) 

になっている．湯川もアインシュタインも天才といわ

れる人であるが，人間に万能ということはないという

ことであろうか．

この多感な年頃の学徒の教育に携わる者はその学徒

のいい面を見て，それをのばしてやる様にしなければ

ならないという思いを持つ それにバランスのとれた

人間形成の育成に心を注がねばならないと思う．

写真 3.現在の京都大学

新量子論の出現は世界の物理学界に激しいショ ック

を与えた．そして湯川もその影響を受けた一人である．

湯川が大学へ入学する前年， 1925年にゲッチンゲン大

学のボルンの門下生であったハイゼンベルクは23歳で

新しい量子論を提唱した ボルンは直ちにその重要性

を認め，ハイゼンベルクともう一人の若い門下生ヨル

ダンと三人で，この理論を発展させた．これがやがて

シュレディンカーの波動力学と合流して，今日の量子

力学となった．湯川の大学時代は新しい量子力学が誕

生し，発展し各方面で輝やかしい成功をおさめていた

時代である．

ボルンの書物には急速に成長しつつある新しい量子論

の概要が，自然の不連続的な側面を強調して要領よ く

まとめられていた．湯川はそれにすばらしい魅力を感

じた．そしてボルンは湯川の最も敬愛する学者の一人

になった． （昭和24年末，ストックホルムからのニュ

ーヨークへの帰途，イギリスのエジンパラに立寄って，

わざわざボルンに会っている．）

二年生になると暇さえあれば‘物理学教室の図書室で

新着雑誌の量子論に関する論文を次々と読みはじめた．

特に，ボルンの書物による量子論とは別な側面から展

開した波動論的な量子論を書いたシュレディンガーの

論文を中心に勉強した．この時分，新量子力学を理解
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していた先生は物理学教室に誰もいなかったので，同

級の朝永振一郎をはじめ先輩の中にも同じような勉強

をした人はいたが，ほとんど独学で勉強を続けた．

湯川が大学三年になった年，すなわち1928年にイギ

リスの若い天才物理学者ティラックが電子に対する相

対論的な波動方程式を発表した それは量子論をかな

り勉強していた湯川にと って大きな刺激となった．

このような新しい量子力学の誕生発展期に，生まれ

たばかりの学聞から刺激を受け，それを吸収しながら

湯川は大学生活を送り，卒業したのである．まさに湯

川が活躍する舞台が整えられつつあったといってよい．

湯川は語学もよく勉強している．二年生の学年末に

ドイツの理論物理学者の英語による講義を聴いている．

初めて英語による講義を聴いた湯川は言葉も内容もよ

く分っ た，と述べている ．湯川の同級生で，福井工

業高等専門学校の校長をしていた木村毅ーは「湯川君

と共同実験をやったとき，彼は英語や独語で書いてあ

ったり，仏語で書いてある指導書を読めるので助かっ

た．」という内容のことを高専の物理 ・応物研究集会

の席上て、語ったことがある．このような湯川の語学力

が，ヨーロ ッパを中心に誕生していった新しい量子力

学を，ほとんど遅れることなく同時に吸収していくた

めの大きな力になったことは明白かであろう ．

後で振り返ると一本の道に見える人生もその節目に

おいては迷いも生じ，心ははげしく振れ動くものであ

る．湯川の場合も例外ではなく，卒業後の進路はまだ

暖味としていた．昭和4年 (1929年） 3月京都帝大を

卒業する前，これから理論物理学をやっても，物にな

らないのではないか，一時そんな悲しい気持ちになり，

いっそ坊さんになろっと思ったこともある．と彼は述

べている．中学時代から根深くひそんでいる厭世思想、

が頭をもたげたのである．梅原猛との対談の中で湯川

は次のような事を言っている． 「この厭世観はずっと

自分の心の深いところに存在していた．そのような人

生観を克服するためには，何と途方もない大きなこと

をしないとバランスがとれない．それで自分は最初か

ら途方もない大きなことを考えた．その結果つくられ

たのが中間子の理論である」と．このように湯川の場

合は厭世観も中間子論へとつながるのであるが，大学

卒業をひかえて我々九人と同様彼の心も動揺したので

ある．その頃，世の中は不景気で就職先も思うように

ならなかった．そんなこともあって湯川は無給副手と

して大学じ残って勉強を続けた．ある意味では不景気

がノーベル賞学者湯川秀樹を作ったようなものである．

3 .京都帝大卒業後

大学を卒業してからの三年間，プールへ飛び、込んだ

水泳の選手か、最初しばらく水面下にもくっているよう

な状態に似た準備時代であった．そんな時，イギリス

のケンブリッジ大学のラザフォードのもとで一年間，

つづいてデンマークのコペンハーゲンにあったボーア

を所長とする理論物理学研究所で五年間の研究生活を

送った，理化学研究所（写真4.湯川はこの理化学研

究所に所属した事はないが，研究生活の上ではその後

かかわりをもつことになる）原子核実験室主任研究

員仁科芳雄の京都での講演を聴いたことが湯川に最も

大きな影響を与えた．

写真 4.現在の理研駒込分所 （旧理化学研究所）

仁科芳雄の話は量子力学は．かりでなく，いわゆる

コペンハーゲン精神”を日本に伝えた．湯川は自分の

父親の中にさえ見出すことのできなかった「慈父」の

姿を仁科の中に見い出した．湯川は生来人見知りが強

〈，父にさえ自分が思った事が十分言えなかった位で

あるが，仁科に会うと自然に元気づけられて，どんな

事でも楽な気持で相談できた．

朝永振一郎は，大学の理論の講義は無味乾燥な数式

の氾濫，それを一つ一つノー トにうつしと っていく退

屈な作業で哲学的な深遠な考察も全くなかった．しか

し，仁科の講義は物理的な肉づけと哲学的背景をたっ

ぷりもったものであった，と書いている．大学時代に

西田幾多郎の「哲学概論」の講義を，時間をきいて毎

週かかさず聴いた湯川である．このような仁科芳雄の

人間性にひかれたのは当然である．仁科との出会いも

湯川のその後の研究生活に大きな影響を与える．

昭和 7年 (1932年）は物理学界にとって画期的な発

見が三つも続けざまに起った． “原子核物理の出発の

年”といっても過言ではない年であった．第ーは中性

子の発見，第二は陽電子の発見，第三は加速器による

純粋に人工的な原子核破壊の成功である．原子物理学

（原子核物理学）はそれまで片すみてットきくなってい

たのであるが，これらの発見，成功を機に物理学の主
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流となった（湯川等原子物理学者が後年原子爆弾によ

る人類の大量殺裁に係わったと罪の意識をもち，平和

運動に取り組む事になったのは，この年の人工的な原

子核破壊の成功が出発点となる．）これら三つはいずれ

も歴史に残る大きな発見であるが，湯川の中間子理論

との係わりで特に重要な意味をも っていたのは中性子

の発見である．

中性子が発見されて，原子核を陽子と中性子の集合

体と考えたらよいだろうといっ着想は，この頃おそら

く相当数の物理学者の頭の中で，ほとんど同時にわい

ただろうと湯川は述べている ．この新しい原子核構造

論に一番精力的に取り組んだのはノ、イゼンベルクであ

った．この時期に湯川も次に来るものは原子核と場の

量子論であるという見通しを，すでに立てていたと思

われる．しかし研究の成果としての論文は書けずに焦

燥の中におかれていた時期でもあった．

この“原子核物理学の出発の年”昭和 7年， 25歳の

小川秀樹は湯川スミと結婚し，小川秀樹から湯川姓に

変わった．そして昭和 9年（1934年）京都帝大講師に

大阪帝大講師を兼任していたのを大阪帝大の専任講師

となった．大阪帝大では原子核実験講座の菊地正土（

写真5）を中心とする原子核研究グループに参加して，

理論と平行して原子核実験が開始されようとしている

事に大きな刺激を受けた．

写真 5.菊池正士 （東理大学長時代 昭和43年 3月）

4 .中間子論の誕生

湯川の中間子論は，その後の素粒子物理学発展の出

発点となるもので指導原理的な重みをもっており，方

法論的にも内容的にもこの新たな学聞の確立に不滅の

役割りをはたしたと高〈評価されている．さらに自然

界に存在する四種類の力 （重力，電磁気力，弱い相互

作用，強い相互作用）のっちの一つである強い相互作

用を，はじめて物理的概念として明確にとらえた点で

もその業績は非常に大きい．

昭和7年（1932年）のチャドウィックによる中性子

の発見，ハイゼンベルクの原子核理論によって核構造

と核力についての研究の準備は整いつつあった．湯川

が核力の場という考えを本格的に検討し始めたのは結

婚の年1932年の初秋の頃といわれている．この年の半

年後，つまり湯）｜｜が中間子論についての第ーの論文を

発表する二年前の1933年4月3日の日本数理物理学会

仙台年会で「核内電子の問題に対する一考察」と題す

る講演を行っている．この中で，電子同士の相互作用

の原因が，電子による輯射（光量子）の放出または吸

収であることとの類推から，中性子が電子を放出して

陽子になり，陽子が電子を吸収して中性子になること

が両者聞の相互作用である， と述べている．このよう

に核力の媒介粒子として，既存の粒子である電子を考

えていたのであるが，朝永振一郎によると，このとき，

核力の到達距離と媒介粒子の質量の関係という重要な

着眼をすでにもっていて，核力を媒介する核内電子と

して，普通の電子より質量の重いいおかしな粒子”を

考えねはならないと話された記憶がある，と証言して

いる．この時すでに核力を媒介する粒子として電子に

代わる粒子“中間子”が考え出きれる土台ができてい

たと考えてよい

中間子に関する最初の論文発表までにさらに特記す

べき二つの出来事がある．

一つは核力の媒介粒子としてボーズ粒子（電子はフ

ェルミ粒子である）を考えはじめたことである．これ

については仁科芳雄の示唆があったといわれている．

また，ハイセツベルクも核構造論第一論文の中で，交

換力を得るためにはボーズ粒子でなければならないこ

とを注意していた．湯川はこの論文を精読しており，

彼がこの論文から受けた影響も少なくないと思われる．

もう一つはフェルミの/3－崩壊理論の発表である．
中間子論についての第二～四論文の共著者である坂田

昌ーは次のように述べている 「この論文が最初に掲

載されたイタリアの雑誌“La.Ricerca Scientifica” 

は阪大にはなかったが，ちょっど伏見康治氏が転任の

際東大から借りてこられたものを湯川博士が読み，菊

池研究室のコロキウムで紹介された．湯川博士はまえ

からこの問題ととり組んでおられたので，フェルミの

研究を見て非常に感動された様子であった」伏見康

治も当時を振り返って，私が湯川中間子論にいささか

でも貢献したとすれば，この論文の運び屋であった事

によるのではなかろっか，と述べている．著者の一人

も学生時代に，このフェルミの論文と，湯川の中間子

についての第一論文を初めて読んで，その関連性と湯

川の展開に感動したことを未だに憶えている．

このようにして， 1933年から1934年にかけて中間子
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論着想、の土壌が形成されていたのである．しかし，新

しい理論は知識を増すことだけからは生じてこない

どうしても飛躍が必要である．ここで湯川の創造力が

発揮されたのである．湯川も創造性については詳しく
44) 45) 

述べているが， 日本の今後の発展のためには独創性の

開発が必要であると各方面で強〈叫ばれはじめたのは

比較的最近のことである． 「学んで知識は増やすが，

その偏見から自由な立場に自分を置き，何よりも自分

の直観を信じてみることからはじめよ．これが創造の

奥義である．」という N0 K総合技術研究所の石井孝

雄の言葉は湯川の創造活動を端的に表わしていると思

われる．教育，研究に携わる者が常に心しておかねば

ならない言葉である．

湯川がれ中間子”の着想をもったのは1934年の10月

初めのある晩のことである．湯川はそれまでにもいろ

いろと試みて失敗しているが，今度は確かな手応えが

あった．この着想、もカルナップのいうように一創造的
48) 

科学者に霊感のように生ずるヴイジョンーとして湯川

の頭の中に浮かんだのであろうか．

この新しい理論を同年11月17日に日本数理物理学会

の東京常会で，最後の講演としてわずか10分の持ち時

間で発表する．しかし講演に対する反応はほとんどな

かった．彼は後年「確固たる証拠もないのに私のよう

な全く無名の学者の言つことを信じないのが当り前だ

ろう．それでも構わない．今に皆わかってくれるだろ

うという非常に強い自信を持っていた．今考えるとこ

の自信は不思議な位て‘す」と述べている．湯川は「老

子」の中の言葉

「上士は道を聞きて，勤めて市して之を行ひ，中士

は道を聞きて，存するが若く，亡するが若く，下

士は道を聞きて大いに之を笑う．笑はざれば以て

道と為すに足らず」

をよく言っていた．反応がないことでかえって確かな

ものを感じたのかも知れない．

理論物理学者内山龍雄は彼の著書の中で，一般ゲー

ジ場の理論を創造した時，他人に先を越される心配は

ないとのんびり構えていて，ヤンやミルズに先を越さ

れたくやしさと不運を嘆いているが，湯川の中間子論

の場合は妻スミの確かと思うならできるだけ早〈発表

した方がよいとの勧めもあって， 11月30日には初めて

の論文を「Onthe Interaction of Elementary Part-

ides I」と表題をつけ， 日本数理物理学会欧文誌に

発表した．これこそ中間子論についての最初の記念す

べき論文である．しかし， 日本の雑誌に発表されたせ

いもあるが宇宙線の中にこのような粒子が発見される

までは，全然学者の注意には上らなかった．

この論文では，まず真空中での電磁場の方程式

1 ()2 
口Aμ ＝（ム一一一）Au=0 czat2 ,... 

との類推，および核力はクーロンタイプの力とは異な

り短距離力であることから，一つの例として，湯川ポ

テンシャノレ
n ρ一入r
±g二
r 

を仮定して

O
 
一一U
 

1
A
n
 

p
一W
1
一びム

を真空中でのU一場の方程式として導入し，新しい場

の存在を予言した．

さらに核力の伝達距離からU一場の量子である中間

子（この論文ではmesonではなく newsort of quant山n

という言葉を用いている）の存在を予想してその質量

を， λ＝5×10cmと仮定し，

m 一入h
u一一一一c 

の式から mu～2×102 me (meは電子の質量 ） と計

算している．

写真 6. 親子像（京都大学基礎物理学研究所の正

面玄関にあり，中間子論を形象化したもの

といわれている）

最後に(3－崩壊の理論をとり上げ＼中間子が電子と
ニュートリノになることを予想している．このように

して核力もβ－崩壊もどちらもうまく説明できる中間

子論が完成した． （前述のフェルミの論文では，核力

と{3－崩壊の問題を同じ電子とニュートリノを用いて
同時に説明しようとしていた．）

このように核力の場の方程式を作ること，その場の

量子である中間子の存在を予言しさらに日一崩壊を説
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明するところまでこの論文でまとめている．

しかし，この論文はしばらく世界の物理学者から無

視されていた．と ころが幸運にも1937年 5月にアン夕、

ーソンとネッダーメイヤーが宇宙線の中から新しい粒

子を発見したことを報告する． 湯川は早速この新粒子

が自分が予言していた粒子であろうとのショート・ノ
54) 

ートを日本数理物理学会に発表した． ( 7月5日受理

となっている） 実際は，この中間子はμ中間子で湯

川の予言した粒子とは異なることが後になって分る

のであるが，この新粒子の発見を契機として，中間子

論が表舞台におどり出たのである．湯Jljが予言してか

らわずか二年半しか経っていない時である．例えば，

ノぞウリのニュート リノ仮説は発表から粒子の発見まで

25年を要している．湯川の中間子の場合も，中間子の

発見が遅れていれは＼あるいは湯川が核力の問題に取

り組む前に発見されていれば，湯川の中間子論はかな

り異った展開をしていたに違いない．

中間子についての第一論文を発表してからしは、らぐ

はこの問題から少し遠ざかっていた湯川は，この新粒

子発見に力を得て再び中間子論に全力を傾ける．

1937年11月10日には第二の論文”Onthe Interac-

tion of Elementary Particles II”を坂田昌ーとの共

著で発表した．この中でスカラー場の量子化 （場の量

子化の方法はすでに開発され，量子統計と結びついた

多粒子系の量子力学はこの頃までには出来あがってい

た）核子聞の相互作用などについて論じている．この

頃の様子を第四論文の共著者小林稔は「世界中の物理

学界が中間子論ブームで沸きかえるような様相を呈し

たように思われた」と述べている．この二年の聞に

中間子論に対する物理学界の様子は一変したのである．

このように中間子論の重要性が認識されるようになっ

てから，共著者を坂田昌一．武谷三男，小林稔と加え

ながら第二論文～第四論文と 1937年から1938年にわた

って精力的に書きあげている．この中ではやはり電磁

場とのアナロジーで中間子場をベクトル場で表わすこ

とから始まって，中性中間子の理論をはじめ中間子に

関するさまざまな計算や検討がなされ，U場について

定性的にはほとんど調べられている．この頃になると

欧米でも 中間論に関する論文が次々 と発表され，激し

い競争がくりひろげられている．

しかし実験との比較では矛盾することもいろいろで

てきて，核子による散乱や平均寿命など，湯川の中間

子論では説明困難なことがらも生じてきた．その後，

中間子には二種類あるのではないかとの考えが谷川安

孝らによって示され， 1947年にノマウエルらによってπ

中間子が発見されて，湯川の予言した中間子がはじめ

て確認された．湯川はこの業績が評価きれて，昭和24

年（1949年）に日本人としてはじめてノーベル物理学

賞を受賞した．

昭和24年（1949年） 11月8日，コロンビア大学客員

教授として渡米中の京都大学理学部教授湯川秀樹のノ

ーベル物理学賞受賞が報ぜられるや，鳥養利三郎京都

大学総長は京大内に記念の建物を設け，ここを本拠と

して学術振興のための，各種の事業を行うことを提案

した．これと同時に日本学術会議も記念事業の提案を

していたが，京都大学の計画を知り， 学術会議はこれ

を支持した．このょっにして京都大学内に湯川記念館

設立委員会がおかれ，昭和27年 （1952年）夏に共同利

用施設「湯川記念館」 （昭和28年 8月より基礎物理学

研究所） （写真7）が設立された．

写真 7.京都大学基礎物理学研究所

その玄関をはいると，陽子と 中性子を結びつける核

力の場の量子である中間子を象徴するかのように，東

京芸術大学教授菊池一雄作のブロンズ像が設置されて

いる（前掲写真6). 

湯川秀樹はこの基礎物理学研究所の初代所長を昭和

28年 (1953年） 8月から昭和45年 (1970年） 3月まで

勤め，素粒子論，原子核理論，物性理論，生物物理学

宇宙物理学など我が国の物理学の発展に貢献した．

5 .おわりに

著者らのような理論物理学の研究者でもない浅学非

才の身で，湯川秀樹の歩いた道を振り返るのはいきさ

か分ちがいの気もするが， 15歳から20歳までの学生に

科学教育をする者として，彼の生き方から多くを学ぶ

事は意義深いものがあると思われる．

湯川秀樹は幼少の頃から祖父の影響で漢籍に親しん

でおり，特に老子・荘子の思想、に共感し，本がボロボ

ロになるまで読んでいる．やはり 1957年にノーベル物

理学賞を受賞したヤンが指摘しているよ うに，湯川秀

樹は哲学者のような物理学者であった．科学者あるい
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は技術者として真に創造的な仕事をするには，その背

景にその人の確固たる人生観，哲学がなくてはならな

いのではないかと思われる．湯川秀樹は京都帝大に入

学する以前にすでに東洋思想に深く傾注している．若

いうちに，人生論や哲学書を多く読む事がいかに大事

であるかと思うとき，各方面で現代青年の活字離れが

叫ばれている現在，図書館を中心に本校で取り組んで

いる読書指導が大いに期待きれる．

語学力があったからこそ 独語や英語などで書かれた

量子論に関する書物を三高時代から小説以上に面白く

読めたし，物理学の世界では後進国であった，極東の

島国から一歩も出たことのない湯川秀樹が，大学教授

も理解していなかった量子力学を新着論文により独学

で勉強し，欧米の最前線の物理をほとんど同時に理解

し，それを越えた中間子論を創成できたのである．

湯川秀樹は“中間子”の発想、を，電磁場との類推に

よって導いている．本校の第五代竹村哲男校長は着任

後の最初の学生への講話の中で，講義を聴く姿勢につ

いて触れ，いつも他教科とのアナロジーを考えながら

勉強するようにと訴えた．湯川秀樹は彼の著書“私の

創造論” （小学館）の中で「類推以外のところに手が

かりはないのではないか」とまで述べている．湯川秀

樹の中間子論の誕生までをたどりながら“類推”の重要

性を改めて考えさせられた．

ヤンの「中間子論の創成は 50%は湯川の才能と洞

察力， 50%は日本の教育背景にある」という言葉を聞

くとき，教育に携わる者の責任の重大きを感じる．

昭和56年（1981年） 9月8日に湯川博士が泉下に去

られ早5年，博士の御冥福を祈念します．

末筆ながら本報をまとめるにあたり使用した写真の

一部について本校工業化学科吉武紀道先生並びに氷室

昭三先生に多大の御援助を頂いた事に厚く感謝致しま

す．

現在，語学教育の重要性は声を大にして叫ばれてい

るところであるが，湯川秀樹の場合も研究を進める上

で語学力が大きな力となっていることを感じた．この

中間子論誕生までの湯川秀樹年譜（1907年～1938年）

明治40年（1907年） 1月23日父小川琢治，母小雪の三男として東

京市麻布区市兵衛町で生まれる．

明治41年 (1908年） 1歳 父琢治京都帝大文学部教授となり京

都市に転居

大正 2年（1913年） 6歳京極尋常小学校に入学

この頃から祖父に漢籍の素読をさせ

られる．

大正8年（1919年） 12歳 京都府立第一中学校（現在洛北高校）

に入学

この頃「老子」や「荘子」を読む．

大正12年（1923年） 16歳一中を 4年で修了して第三高等学校

理科甲類に入学

ライへ著「量子論」の英訳書やフ。ラ

ンクの独語の著書「理論物理学序説」

を読む．

大正15年（1926年） 19歳京都帝国大学理学部に入学物理学

を専攻

ボルン著「原子力学の諸問題」を読

む

昭和 2年（1927年） 20歳 京都帝大二回生．シュレディンカ、、ー

著の「波動力学論文集」を読む

1900年プランク エネルギー量子

1905年アインシュタイ ン 特殊相対性理論

光電効果の理論

1906年アイ ンシュタイン 固体の比熱の理

壬；；＂問>. 

1911年ラザフォード 原子有核モデル

1913年ボーア 原子モデル

1915年アインシュタイン 一般相対性理論

1918年ボーア 対応原理

1919年ラザフォード 原子核の人工破

壊

1923年コンプトン コンプトン効果

ド・ブローイ 物質波

1924年ノマウリ パウリの排他律

1925年ハイゼンベルク 行列力学

ウーレンベック等 電子スピン概念

ディラック 量子力学

1926年シュレディンガ一 波動力学

ボノレン 確率論的認識

1927年ハイゼンベルグ 不確定性原理

テ。ヴィソン，ジャーマー，菊池

電子波の確認
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昭和 3年（1928年） 21歳京都帝大三回生

欧米の新着雑誌の量子力学に関する

論文を精力的に読む

昭和4年 (1929年） 22歳京都帝大理学部を字業

同理学部副手

超微細構造の問題にディラックの電

子論の応用を試みる．

昭和 5年 (1930年） 23歳 フェルミに先を越され，β 崩壊の

問題に転ずる．

昭和 6年（1931年） 24歳理研主任研究員仁科芳雄京都帝大で

特別講演

昭和 7年（1932年） 25歳 湯川スミと結婚，京都帝大理学部講

師，量子力学の講義担当

昭和 8年（1933年） 26歳大阪帝大理学部講師を兼ねる

初めての学会講演「核内電子の問題

に関する一考察」

昭和 9年（1934年） 27歳大阪帝大理学部専任講師となる

数物学会で中間子論を提唱

昭和10年（1935年） 28歳 中間子論第一論文数物学会欧文誌に

掲載

昭和11年（1936年） 29歳大阪帝大助教授となる．

最初の著書「臼放射椋の理論」出版

昭和12年（1937年） 30歳 中間子論第二論文発表

昭和13年 (1938年） 31歳 中間子論第三・四論文発表

理学博士となる．

参考文献

1927年ボーア 相補性原理

ハイトラー，ロンドン

1928年ディラック

ディラック

カ、、モフ

共有結合の理論

相対論的電子論

光の量子論

α－崩壊の理論

1929年ハイセツベルク，ノfウリ

場の量子論

クライン，仁科 コンブトン散乱

の理論

1930年ディラック 陽電子の理論

アインシュタイン，ボーア

量子力学論争

1931年ノマウリ ニュートリノ仮

説

1932年ハイゼンベルク 原子核構造論

チャドウィック 中性子の発見

アンダーソン 陽電子の発見
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原子核の人工破
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1936年ディラック 一般化された相対

論的波動方程式
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グルコースセンサーの濃度応答特性

永田良一

〈昭和61年 9月20日受理〉

Response Characteristics for GI ucose Concentration 
of a Glucose Sensor 

The response characteristics of a glucose sensor were considered in the measurement of 

the isomerization rate constants of D-glucose anomers by using that sensor. Experiments 

were performed in 0.05 M sodium acetate buffer solution (pH 5.6) at 20℃ and at D-glucose 

concentration below 0.5 g/ l. 

The results are summarized as follows : 

1) The step response was approximately expressed by the equation of the first order lag. 

2) The response on the process from α－ and β－D-glucose to equilibrium D glucose proved 

to be expressed by the equation not involving considering response lag. 
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D－グルコースには αーおよびβ－D－グルコースの2種

の異性体があり，これらは水溶中において相互に異性

化して最後に平衡状態に達することが知られている．

しかし，両者相互の異性化速度定数の測定例はないよ

うである．

コラーゲンにグルコースオキシダーゼを固定化した

膜（GOD膜）を酸素センサーのテフロン膜面に装着し

たグルコースセンサート3）を用いると， D－グルコース

濃度を簡便に測定できる．このグルコースセンサーを

用いて，グルコースオキシダーゼの至適 pH4）とされる

pH5.6の0.05M酢酸ナトリウム緩衝液中で， 20℃にお

ける αーと β－D－グルコース相互の異性化速度定数を測

定した.s）そのさい，αーまたは β－D－グルコースから平

衡グルコースへの経時変化の測定値を解析する場合に，

グルコースセンサーの濃度応答特性について知ってお

く必要があった．ここでは，その検討結果を報告する．

1 • I里 論

水溶液中における αーと β－D－グルコース相互の異性

化はつぎの反応式で示される．

k, 
α－D-glucoseでβ－D-glucose (1) 

ki, kzは異性化速度定数である.Eq. (1）から得られ

るβ－Dーグルコースの生成速度式に， D－グルコースの

総濃度は一定の式およびβ－D－グルコースの濃度と時間

の対応式を適用するとつぎのEq.(2), Eq. (3）が得られる．

Co=K1 Cβ∞ 

n{ Cベ 1Cβ0} =K2t Co-K1 Cβ 

(2) 

(3) 

ここで‘， K1=(k1+k2)/ki.Kz=(k1+k2), t：αーまた

はβ－D－グルコースから出発して平衡D グルコースに

至る経過時間， Co:Dーグルコースの幸釘農度， c130, cβ ， 
Cβ00 : tが 0' tおよび∞ （平衡時）における β－D

－グルコースの濃度，である.Eq.(3）はさらに Eq.(4）に

変形できる．

三L=l-Aexp(-K2t) 
し β∞

(4) 

β
一
向

（
し
六
し

で

＝

こ

A (5) 

ところで，本研究で用いるグルコースセンサーは，

つぎの反応式に基づいて液中のβ－D－グルコースに応答

する．

GOD膜
βD  glucose+02一一一一一→D-gluconicacid+ H202 

(6) 

そして，Coが0.5g/ l以下の平衡D－グルコースに対し

て，Coとグルコースセンサーの濃度応答値Rの定常値

R oo との聞には比例関係が成り立つケ2)

Cβco oc R oo (7) 

ki, k2を求めるには K1とKzを知る必要がある. Kz 

はEq.(4）に基つ、いて求められるが，それにはCβ ，Cβ∞

に対応するグルコースセンサーの濃度応答値R,R oo 



グルコースセンサーの濃度応答特性

衡Dーグルコース液の所定量を， 1.2の実験として， α

ーまたは β－D－グノレコースの所定量を添加した．そうす

ると，溶存酸素計の指示値は図に示したように経時変

化する．図中のRが液中の Cβ に対応するグルコース

センサーの濃度応答値である.R ooは平衡Dーク守ルコー

スの状態を表す．

82 

の測定値を用いることになる．そのさい， Cβ∞とRoo 

は比例するが，Cβ とRの聞に比例関係を導入するには

グノレコースセンサーの濃度応答特性の影響を考慮して

おく必要があろう．

ここでは， グルコースセンサーの濃度応答特性につ

いて一次おくれ要素を仮定して考察した．

1. 1 ステップ応答

ステップ状の濃度変化として， 緩衝液に高濃度の平

衡グルコース液を加えた場合のRはEq.(8）で表きれる．
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Fig. 1 The glucose sensor and the reactor. 

(A) Construction of the glucose sensor. 

(B) Dimensions of the reactor and the 

location of the glucose sensor. 
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Scheme of experimental process. To 

start experimental run, A, B or C was 

added to 975～1000 cm3 of buffer solu-

ti on. 
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1. 2 αーまたはβーDーグルコースから平衡Dーグルコ

ースへの変化の仮定における応答

緩衝液に， αーまたは β－D グルコースを添加直後か

らのRの経時変化を考える，Eq.(4）のCβ に対応するR

はEq.(9）で表される．

R 
一一一二 1一一一一一－exp(-K2t)
R oo l-K2T 

／ 十ーす，＼ ( A I 
exp （一一一~） j 1一一」-2_exp ( -K2t1) r 
¥ T ! l l-K2T ) 

(9) 

ただし， Eq.(8), Eq. (9）において， tl：無駄時間， T

時定数， Roo: Rの定常値，である．

2. 1 実験に用いた試薬

コラーゲン（ニッピ鮒，タイプSCL），グルコースオ

キシダーセ。（SIGMA宇土， TYPEII）， αーおよびβ－D

－グルコース（SIGMA杜， No.G5000およびNo.

G5250），グルタルアルデヒド（試薬特級），緩衝液とし

ては，酢酸を添加して調製した pH5.6の0.05M酢酸ナ

トリウム水溶液を用いた．グルコースオキシダーゼ膜

(GOD膜）は文献4）の手法により作成した．

2. 2 実験装置および方法

実験装置とグルコースセンサーの略図を Fig.Iに示

す.s）反応器はllの邪魔板付きビーカーである．グルコ

ースセンサーは，作成した GOD膜を溶存酸素センサー

（東亜電波鮒， DO-lB型用）のテフロ ン膜面に装着し

たものである．反応器に所定量（975cm3～ll)の緩衝液

を入れ，液温20℃， f先枠羽根の回転数を800r.p. mとす

る．液中のj寄存酸素濃度をグルコースセンサーで検出

し，溶存酸素計（東亜電波側， DOlB型）を経て記録

計（横河電機側， TYPE3046）に記録する．

Fig. 2は実験経過の概略を示したものである.i容存

酸素計の指示が一定となった状態で，緩衝液中の溶存

酸素濃度は大気中の酸素と平衡に達したとみなした．

つぎに，この緩衝液に， 1.1の実験として 20g/ lの平

(8) 

2.実験装置および方法
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3 .実験結果および考察

3. 1 ステップ応答

Fig. 3に実験結果をまとめて示した．図に示すよう

に，近似的に Eq.(8）によ っ て測定値を表現でき， T~O.

15 min, ti~0.15 minの値を得た．なお， t=3minにお

いてRは定常値に達している．
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Fig. 3 Time variation of sensor response 

after equilibrium D-glucose solution 

of 20 g D-glucose/ l was added to 

buffer to make 1 l solution. 

3. 2 αーまたはβ－D－グルコースから平衡D－グルコ

ースへの変化の過程における応答

Fig. 4とFig.5に， αーまたはβ－D－グノレコースから

平衡Dーグルコースへの経時変化の測定値RをR/Roo 

の形で表示した.Fig. 4のR/Rooはl.0に向かつて漸

次増加し，Fig.5のR/Rooは極大値を経て tが3min

付近からはl.0に向って漸次減少している．したがって，

t詮3minのR/Rooの経時変化について，ステップ応

答で得た t1二 0.15min, T = 0.15 minを考慮すると Eq.

(9）は Eq.(IO）で表わせる．

R 
一一一二 1一一一一一－exp(-K2t) (10) R oo l-K2T ノ

Eq.(4）のCβ ，Cβ∞を単に， R,R ooで置き換えると

Eq.(11)となる．

-Ji-一二 1-A exp(-Kzt) 
i人 C口

）
 
－
 l
 
（
 

即ち， Eq.(IO）または Eq.(11)のいずれに基づいても，R/

R oo対 tの測定値を両対数グラフにプロ ットしてその

勾配から得られる Kzの値は同じであることが判る.K2

の値は，Eq.(11)に準じた形（見掛の式は異なるが本質的
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には同じ式）により上記の測定値を整理して2.0×10-2

min-1の値を得た.5）このこ とを考慮すると l-K2T=

1-3×10-3言lとなり， Eq.(IO）は Eq.(11)と等しい．

Fig. 4とFig.5には Eq.(10）または Eg.(11)による計算

値も併せて示している．測定値と計算値は良〈一致し

ている．即ち， αーまたは β－D－グルコースから平衡D

－グルコースへの経時変化のグルコースセンサーによる

測定値を解析する場合，tが3min付近からは， グルコ

ースセンサーの濃度応答遅れを考慮しな くても良かっ

？こ．

1.0 
a-D-glucose －一一一ーEquilibriumD-glucose 

自＿0-0-0-0-0・
2o•c, pH s.6 同 ／ロ。，

／ 
0 
／ー：Caluc1山 tedValue 
/0 by Eq・（10) or Eq. （山

巴
／ 
白
／ 。
／ 
8 

／ 
＠ 

0.5 

。。 100 200 
も［min]

Fig. 4 Time course of sensor response in the 

case of αD-glucose and calculated 

value by Eq. (IO) or Eq. (11). Wα。： α－D-

glucose added to ll of buffer solution. 

1.5 
B-D-glucose －一一一ー EquエlibriurnD-glucose 

、 20。C,pH 5.6 
ISi 、。
、邑
図、一 一一一.Calculated Value 
u，、ム byEq. (10) or Eq. (11) 

ー＼白』－

u～ロー。－0-0ー1.0 

。。 100 200 
t [min] 

Fig. 5 Time course of sensor response in the 

case of β－D-glucose and calculated 

value by Eq. (10) Eq. (II). Wβ。： β－D-

glucose added to ll of buffer solution. 
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結 Eヨ

グルコースセンサーによる α一およびβ－D グルコー

ス相互聞の異性化速度定数の測定に関して，グルコー

スセンサーの濃度応答特性について考察した．実験は

20℃， pHS.6のO.OSM酢酸ナトリウム緩衝液中で， D-

グjレコースの濃度は 0.5g/ l以下の範囲で、行った．得ら

れた結果はつぎのとおりである．

1) ステップ応答は近似的に一次おくれ系の式で表

現できた．そして，無駄時間 t1:0.15min，時定数T

0.15minであった．

2) αーまたはβ－Dーグルコースから平衡D－グルコー

スへの変化の過程における応答については，一次おく

れの式 Eq.(10）と応答おくれを考慮、しない Eq.(11）との聞

には K2を算出する上で差異はない．また，これらの式

による計算値と測定値は良〈一致した．即ち，グルコ

ースセンサーの濃度応答おくれを考慮しない式で現象

を表現できた．
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子どもの生活環境に関する研究

2.都市公園史とその計画技術水準

※ 

北岡敏郎・河野泰治

〈昭和61年 9月20日受理〉

A Study of a Suitable Environment for Children to Play. 

Part2. On the History of City Parks and the Levels 

of the Planning in each time. 

We studies about the planning of city parks, which are important as play grounds for 

children. 

The purposes of this paper are to research the history of city parks and to clarify the 

levels of the planning in each time, that is, on what idea the standards of city park in law had 

depended. 

Toshiro Kitaoka and .Y asuharu Kawano 

1 .はじめに

* 1 
本研究は前報に続き，子どもの遊び場の視点から都

市公園をとりあげ，その歴史的変選と計画技術水準を

考察するものである．

ところで，一般に子どもの遊び場といえば，都市公

園の中ですぐに児童公園が考えられがちであるが，現

在の都市公園法では，近隣公園でさえ主として子ども

の遊び場に位置づけられている．このような誤まった

認識は，単に名称のあいまいさと片づけることもでき

ょうが，むしろ公園計画理論の歴史的位置づけの不充

分きに起因する部分も多いと考えられる．そこに，公

園の計画技術水準の変選とその到達点を明確にする意

義が見出せる．

公園の歴史は，公共的施設整備がそうであるように

各時代の施策に負うところ大であり，その意味で公園

の法制度に大きく規定きれているといえる．そこで，

本報告は，まず公園の制度史を中心に検討し，その質

的な違いから公園史の時期区分を行なう．さらに，子

どもの遊び場としての公園史及び公園計画史を検討し

各時期の確立の背景を探る．次に，その時期の主たる

公園計画理論を抽出し，それぞれの理論によって各時

期の計画技術水準．を考察する．

尚，対象は都市公園全般に広がる部分もあるが，主

として現在の都市公園法に規定された住区基幹公園 （

※久留米工業大学 教授

児童公園，近隣公園）である．文献資料は，公園史に
文一 1)

ついては主に「日本公園緑地発達史 （上・下）」 「日
文一 2) 文一3) 文一4) 

本公園百年史」 「公園緑地」 「都市公園」によった．

2 .公園制度史

明治6年の太政官布告第16号により，公園は我が国

で初めて制度化された．それ以前については，もちろ

ん公園の実体はないが，類似した施設空間としては，

市街地に設けられた火除地（広小路）や，非日常的レ

クレーション施設としての桃園，花鳥茶屋，百花園等

があげられよう．

その太政官布告第16号は 「……人民輯湊ノ地ニシテ

古来ノ勝区名人ノ旧跡等是迄群集遊観ノ場所……従前

高外除地ニ属セル分ノ＼永ク万人倍楽ノ地トシ公園…」

というもので＼つまり名所・旧跡地等，既存の群集遊

覧の場所を公園に指定するものであり，現在の日常利

用の公園概念ではなかった．そのような公園制定の背

景としては，居留外人による遊園設置，外国派遣団に

よる紹介等もあるが，主なねらいは近代国家たらんと

する明治政府の威厳と没収した旧幕藩所領地の処分の

ためと考えるのが妥当のよつである．これらのことか

ら近代公園概念が成立するはずもなしこの太政官布
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告は単に公園という名称の制度化に止まるものであっ

fこ

明治22年の東京市区改正設計において「小公園」カミ

初めて建設される．もともとこの市区改正は，首都東

京の老朽化及び都市化による人口過密化，交通機関の

発達による交通事情の悪化等の状況下で，諸外国に抗

するための首都整備を目的とした改造事業であった．

そのため，公園は近代都市になくてはならぬ装飾的必

需品の位置付けが大であった．しかし，都市施設とし

ての位置付け及び漠然とはしているが用途を含めた規

模呼称の面で評価されるものがある．

その後，さらなる都市化・人口過密化の中で，公園

に対し衛生上・防災上及び交通緩和等の効用が考えら

れはじめ，特に明治43年には「小公園設置に関する建

議案」が東京市議会に建上され，そこでは都市民の健

康維持及び子どもの交通妨害緩和策としての公園が提

起されている．

明治末期から大正・昭和初期にかけて，ハワードの

「田園都市論」等，種々の外国の都市詐画理論が紹介

され，近代都市計画の気運が高まる中，大正8年に都

市計画法が制定された．その中で公園は都市計画施設

として明文化され，現在の利用目的と同様の公園概念

が成立した．但し，その技術的指針は未だ半lj然とせず，

種々の提案の中で，昭和8年に公園計画標準が公布さ

れる．

この公園計画標準は，公園を大小に区分し，小公園

をさらに細かく分け，各公園の目的・用途 ・規棋・誘

致距離等を基~＂化したも のである．小公園は，近隣市

民の利用に資するものであり ，具体的には，行為目的

からの運動公園及び近隣住区民利用という対象からの

近隣公園等がある．その中で，児童の利用を対象とす

る児童公園も初めて明示された．しかも，年令層別に

幼児 ・幼年・少年公園と細分類され，子どもの遊戯か

ら運動への移行期の発達段階に対応させて，各々の公

園の規模 ・誘致距離を定める等，現行の都市公園法を

も上回る内容であった．

しかし，この中で昭和12年に提案された東京緑地計

画協議会案にみられる小公園区といった計画単位概念

は明示されていない．その一方，同年に公布された土

地区画整理設計標準では， 小公園は開発区域面積の3

%以上を留保し，しかもそれは児童公園・近隣公園・

公園道路の類を設置すると規定していることからして，

漠然としてはいるものの，先の小公園区を念頭におい

たものであることは間違いあるまい．尚，この土地区

画整理の3%理論及び公園計画標準は当時内務省技師

をしていた北村徳太郎によるところが大であったとい

われる．

又，この時期に公園整備の手法として前述の土地区

画整理事業が位置づけられ，以降，公園整備の有力な
＊』

手法となった．尚，この先鞭をつけたものに，大正13

年の震災復興区画整理（事業）があげられる．

以上，昭和8年の公園計画標準は，公園制度史上は

じめて公園の基準が明文化されたものであり，又，はじ

めて児童の遊び場としての児童公園を位置づけたとい

う点でも，正に画期的なものであった．これは大正時

代の近代都市計画の成果でもあった．

こうした公園整備・計画の発展も戦争による歪を受

け，戦争前の国民体育向上論にみる位置付け，及び戦

時下での防空緑地の位置付け等と利用目的は変質し，

又，戦時食糧供給のための畑作地等への転用で多くの

公園が滅失した．

戦後，昭和21年に戦災復興を目的とする特別都市計

画法における緑地計画標準で緑地率10%，うち近隣・

児童の小公園で5%留保という目標水準カ、掲げられる

ものの，その基準自体は先の公園計画標準と何らかわ

るものではない．その中にあって戦災復興土地区画整

理設計標準においては，児童公園を近隣住区（国民学

校中心，人口 1万人）単位に 2mY人となるよう配置し
数近隣住区に 1ヶ所の近隣公園を設置することとして

おり注目に値する．しかし，この公園整備の一方，戦

後の住宅難や自作農創設による転用等，公園の滅失は

相い次ぎ，そのため，公園管理法として昭和31年都市

公園法が制定される．

この法の内容の特徴は，目標水準として市民1人当

り公園面積で6mY人以上（市街地内では3mY人以上）
を設定し，公園種別は大小公園分類がなくなり，児童

公園を 1本化したことである．しかし，計画単位の設

定はここでも，明示されておらず，昭和51年の改正で

地区公園の設定と伴にようやく児童・近隣・地区公園

は住区を単位とする住区基幹公園として位置づけられ

Tこー

その後，昭和30年代後半からの都市化はめざましし

子どもの交通事故，遊び場不足が焦眉の的となる中で，

遅ればせながら昭和47年に都市公園等整備緊急措置法
* 4 

が制定され，第 1次5ヶ年計画が開始きれる．これは

居住地の都市公園，特に児童公園の整備を主目標とす

るもので，その中で，住区基幹公園として児童・近隣

公園が位置づけられ，住区を単位とする目標水準がセ

ットきれる．さらに，昭和51年には第 2次5ヶ年計画

が開始され，その重点目標はレクレーションを主体と

した大規模公園等に移っている．

以上，みてきた如く，公園制度は種々の変選をして

きたが，その計画技術水準の発展からみて主要な法制

度は 3つであり，これらにより我が国の公園史は前史
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を除き， 3期に区分されょっ ．即はち， 1 ）開設 ・模

索期（明治 6年～） 2）確立期（昭和8年一） 3）再

編 ・ 整備期（昭和31年～）てある ~ 5 
これらのうち計画技術水準上問題となるのは確立期

と再編 ・整備期であり，具体的には昭和8年の公園計

画標準と昭和31年都市公園法である．それらの基準の

違いは，大きくは年令層区分による公園種別の対応と

児童一律の公園対応との違いといえよう ．又，規定の

方法も異なるが，公園の規模と誘致距離の差異をみる

と，昭和31年都市公園法においては児童公園は昭和 8

年の公園計画標準の幼児公園程度と小規模化しており

又，近隣公園も半分程度以下となっている．又，両者

とも計画単位等は明示きれていない． （表－ 1)

3 .子どもの遊び場としての児童公園史及び計画史

児童用の公園は， 1885年にアメ リカ・ボストンの教
* 6 

会で砂場を設置したのがそのはじめときれ，比較的そ

の歴史は浅く ，明治の初めに我が国に生まれるべくも

ない

しかし，先の明治22年の東京市区改正設計において

積極的なものではないにしろ，すでに子どもの遊び場

としての公園概念が芽ばえており，それは明治45年に

児童専用のお茶の水公園の設置で実現きれた．

大正になると，児童福祉の立場からの子どもの遊び

指導がなされる．即はち，大正2年，児童少年愛護会

の社寺境内での遊び指導，大正4年の東京児童遊園協

会設立，大正6年の児童作家による児童遊戯指導等で

あり，これらが公園利用と結びついたところに意義深

いものがあった．さらにこれらは大正 ・昭和初期と積

極的に引き継がれ，大正8年東京府の「公園 ・児童遊

園調査」，大正11年日比谷公園に専任児童指導員設置，

昭和15年東京市に公園児童係の設置をみている．

一方では，大正10年以降の大屋霊域の児童の遊び場

に関する研究をはじめ、昭和2年には都市計画地方委員
* 7 ＊ 示

会，昭和5年には狩野力等，子どもの遊び場としての

児童公固め研究が精力的に行なわれ，昭和8年の公園

計画標準で一応の結着をみたと考えてよかろう ．

その後昭和20年までは先にみた如く戦争による空白

の時期であり，多くの児童公園が滅失した．昭和24年

の戦災復興区画整理で，主に児童公園が整備されてく

る中，長松太郎は目標水準に対する当時の整備水準の
* 9 

偏りから，新たな再配置論を提唱した．その後，昭和
*lll 

27年には福富久夫等の案あるいは昭和30年には公園緑
* ll 

地協会の案等種々の新たな計画基準が提案され，それ

らは昭和31年に制定された都市公園法に引き継がれて

いったと考えられる．

表－1 法制度の技術基準

法制度 公附If![(~I) 利用対象者 公間関m j~致距離

近隣公関 老近隣居住者
若一般

2 h a以中上
5 h a 府f ＼· ~KMM中以日内f 

昭和8年 児幼児公邸l "'t令 前幼児 0.03 h a以上 g ： ~sKKMM以中内lllf 0.2 h a中川f

賀t
0.3 ha a以中上 g ：~ ~~以中目内If 公団J十回線ii'!公幼年公 l姐 II 2オ以下
0.5 h lllf 

i世l
0.6h：以中上lilf g ： ~rn 以中日内f 少年公団l 14 5オ以下
0.8 h 

昭和31年 近隣公凶 近隣伊；住者 2 h a保ii/! 500M傑準

者11市公凶法 児？江公凶 児 w. 0.25 h a椋ijl! 250M 俳句司f¥

昭和30年代以降，都市化の急速な進行で子どもの遊
*I~ 

び場問題は急を要し，その対策として昭和47年第 1次

5ヶ年計画が発足したのは先にみたとおりである．

以上，まとめると，①先の公園史に対し，児童公園

史は開設期の末期，明治45年から始まる．しかも，す

でに大正時代には遊び場としての積極的意義がさらに

認識され，それは公園における遊びの指導及び遊び場

としての児童公園研究にあらわれている．②計画技術

水準分析上重要な確立期，再編・整備期のいずれも，

その確立以前にそれぞれ理論化の時期を伴っており，

この時期の計画理論に注目する必要がある．

4 .計画技術水準の変遷

ここでは，各期の確立以前の理論化の時期に着目し

主にその代表的な理論を比較検討することにより，各

時期の計画技術水準を明らかにする．

対象となる理論は，確立期では大屋霊域， 北村徳太

郎及び再編・整備期では長松太郎，福富久夫の4氏の
* 1:i 

理論である．

4-1 公園所要量算定理論

①大屋霊城の算定（図－ 1)

氏は数多くの子どもの遊び調査より，各々の公園に

おいて飽和状態になっている時の子どもの人数並びに

適当であると判断された時の子どもの人数と各公園の

規模との対応関係から， l人当り活動面積lO:Pf／人つま

り，1000坪の規棋の公園において100人が同時に遊ぶの

児童l人当り面積
(0.25坪／人）

1000坪の児童公園

100人利用

図－1 大屋算定フロー
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が適当であるとした．又，公園の有効半径は， 5町（

545m）を過ぎると利用率がほほなくなることからこれ

を限度とし，そこでの利用率は実際は 4%と少いが諸

外国の例より最大で20%と仮定した．次いで1日8時

間中 l人1時間利用が多いことから回転数を決め，そ

こからその有効半径内の居住児童数を推定し，児童 1

人当り公園｜面積 i.5 mY人を算出したものである．つま
り，実態調査より，先ず 1児童公園の適正な規模と利

用人数を決定し，その利用率から 1人当り公園面積を

算出したものである．

② 北村徳太郎の算定 （図ー 2)

氏の特徴は，諸外国の例にならって子どもを年令層

児童率（各13,6,7%)

児童 1人当り面積

（各 0.33, 0. 33, 

7.60坪／人）

市民l人当り面積

回転数（3,2～3)

1人当 I）活動面積

（各1,1, 10坪／人）

（各 0.04,0.02,0.56坪／人，計0.62坪／人）

図－2 北村算定フロー

近隣住区（810m四方， 66ha¥ 
l人口密度150人Iha/ 

学舗t：幼児公園（200m,5ヶ所）
学令児：少年公園（400m,lヶ所）

利用率(100%)

回転数（3)

同時利用人数（各73,430人）

公園有効面積（各420,7500肘）

付帯部分付加率

（各50,30%) 

公園面積／幼児公園 840 m' ¥ 
＼少年公園10700m' ) 

図－3 長松算定フロー

で6オ以下， 6才一10オ， 10～ 14オに分けて算出した

ことにある．しかも，公園の規模等は全く扱っていな

し、

具体的には，大屋と異なり全6時間中 1人2時間利

用として回転数を決定し，各年令層毎に設定した l人

当り活動面積から児童 1人当り面積を算出．次に各年

令層毎の児童率より，市民 l人当り面積にして 0.62 
本 14

坪／人 （約z.o5mY人j を得た．これに成人の分を加える

と，かの市民l人当りの遊戯 ・運動場所要量 1:i;'f／，人が

導かれる．

従って，この理論は個別の公園の規模及び利用人数

等は何ら設定せず，ひたすら全市民を対象に公園所要

量を求めたものである．

③ 長松太郎の算定（図－ 3)

氏の特徴は，前章の如く，目標水準に対する当時の

整備水準下における幼児公園への偏よりを是正し，少

年公園の整備を重点とした再配置論にある．しかも，

計画単位としての近隣住区を設定し，そこに，年令層

（学令前 ・学令児）に対応させて 2種類の公園を配置

している．

近隣住区（lKm四方）

児童公園（250m,4ヶ所）
近隣公園（500m,1ヶ所）

1近隣公園対象人数
（中・高学年1230人）

同時利用人数
(246人）

近隣公園面積
(20000m') 

図－ 4 福富算定フロー
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具体的には，学令前には幼児公園 5ヶ所（うち 1ヵ所

は少年公園に併設），学令児には少年公園 lヶ所配置

である．あとは，児童率から l公園対象児童数，次に

回転数より同時利用人数を算出した．それ以後は， 1 

人当り活動面積より公園有効面積を得，これに付帯部

分を付け加え，幼児公園・少年公園の規模を算出した．

④ 福富久夫の算定 （図 4) 

戦災復興緑地計画標準ひいては昭和8年の公園計画

標準の目標水準の高さを認めつつも，児童公固め種別

が多く，整備上煩雑すぎることから，諸外固め計画基

準と比較しつつより簡素化した配置を唱えた．しかも，

当時の低い整備水準から，戦災復興緑地計画標準の目

標水準値に近い範囲での配置に力点がおかれた．

具体的には，長松同様に近隣住区を想定し，それに近

隣公園区を対応させた．子どもを年令層で幼児・小低

学年，小中・ 高学年主に分け，その住区内で前者には

児童公園を 5ヶ所，後者には近隣公園を lヶ所配置し

そのうち l児童公園は近隣公園内に併設とした．従っ

て，公園規模算定は児童公園と近隣公園とで別れるが，

その算定方法等は長松と同様で、ある．但し，近隣公園

においては一般成人利用の休養施設を付加させている．

つまり，近隣公園は児童公園＋小中高学年の運動広場

＋一般成人の休養施設の 3種の公園から成りたってい

る．

尚，この福富理論の公園種別l，各公園規模，誘致距

離及び公園規模算定理論は，昭和31年都市公園法にお

けるものとはほ、同じであり，違いは，公園規模におい

て前者が「最低」としたものが後者では「標準」と表

わしていることのみである．従って昭和31年の都市公

園法においては明文化こそしていないが近隣住区を単

｛立としていることは明白である．

ここで，各々の算定方法を比較検討すると，大きく

異るのは，同じ所要量，即はち l人当リ公園面積を算

定するのに， 1公園で算定するか，都市全体で算定す

るかあるいは具体的な住区単位の配置から算定するか

の違いである．つまり，各々の算定l順序及び仮定係数

値の違いはあっても，算定の方式そのものは同じであ

る．そこで，その算定フローモデルを設定し，図－ 5

に示す．これでみると， A：住区及び配置方式設定，

B：公園規模算定， C：所要量（ 1人当り公園面積）

算定の大きく 3つのセクションで成り・立っている．

これに基づいてあらためて四者を比較すると，大屋

・北村理論ではこのA：住区及び配置方式が設定され

ておらず，むしろc: 1人当り公園面積の算定に重点
をおいたものであり，特に，北村では l公固め規模さ

え問題となっていない．これに比べ，長松 ・福富とも

このA：住区及び配置方式から出発しており，両者は

計画単位としての住区の位置付けの差といえる．

次の違いは， B：公園規模算定における図の右側の

仮定係数，則はち同時利用率 .1人当り活動面積・付

帯部分の付加率の違いである．このうち，同時利用率

は大屋のみが1/40と極端に少なくなっているが，大屋

は実質的利用率を採用し， 他は利用率 100

日一二日~石~，－－－－－－~逼益三式 %と対象者全員が利用できるものとしたた
! I , ! めである．

人口密度 ←－＜田方式：公園数、誘致距離C>j 特に問題なのは， l人当り活動面積であ

ノ二ご二士ニェてごごご二ニー二一一一一ー一一一一一一一’ る． これは一律に設定された り，あるし、は

！ 年令層で分けて設定されたりと異なってお

り，一概に比較できない．重要なのはむし

ろ，その算定根拠である．大屋は各遊戯ス

ペースを算定しても意味がないとして，利

用実態における場の占有程度より求めた．

北村も同様に観察により経験的に求めてい

る．これに対し，長松は便宜的に子どもの

遊びの噌好調査による遊びの割合から， 1 

公園対象人数をふりわけ，その人数から遊

びスペースを算出し合計している．福富も

同様に遊具・遊戯スペースを細かく仮定

している．つまり，いずれも判然としてお

らず，正に仮定係数の域を越えていない．

l人当り活動面積

付加率： 1／実質有効率

」一一一一B：公園樹実算定

図－ 5 公園所要量算定フローモデjレ

尚，付帯部分の付加率は大屋 ・北村では

前述の如く l人当り活動面積に含めて考え

られている
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設計標準であり，それはすでに 1km四方となっている．

ところが当時の公園配置基準は，確立期と同じ内容の

昭和21年緑地計画標準であることから，そこでは，確

立期の大きな近隣住区に対応した近隣公園区と，この

新たな近隣住区との不整合をもたらしていたと推察さ

れる

これに対し，福富理論においては，この一辺 1km四

方の近隣住区に対応きせて新たな近隣公園を設けたと

ころに大きな発展が認められる．しかし，そこでは，

住区と対応させた近隣公園を，児童のうちの小中・高

学年の利用のいわば少年公園と一体化させ，しかもそ

の面積的配分に対し依然として近隣公園の名称、を使用

したため，その利用目的にみる不明確さのそしりをま

ぬがれ得ないものとなっている．

以上より，公園の計画単位は，確立期においては 2

km四方の近隣住区が意識されていたにすぎず，それが

再編 ・整備期においては 1km四方の近隣住区に明確に

設定されてきた．ここに計画技術水準としての計画単

位の発展が見出せる．

本研究は子どもの遊び場からみた都市公園，即はち

住区基幹公園について，制度史を検討する中から都市

公園史の時期区分を行い，次に計画史に基づ、〈各時期

の確立に影響を及ほした計画理論の検討から，各時期

の計画技術水準を明らかにした．以下，要約する．

①我が国の都市公園史は，大きく 3期に分けられる．

それは，開設 ・模索期（明治6年以降） ，確立期

（昭和8年以降），再編・整備期 （昭和31年以降）

である．特に後二者の時期において計画技術水準

の発展がみられる．

②近代都市公園の概念は，大正・昭和初期に形成さ

れ，昭和8年の公園計画標準で実現し，ここに確

立期を迎えた．その背景には児童の遊び場として

の都市公園の認識の高まりと，それを含めた近代

都市計画の確立の必要性とがあった．そのため，

その計画技術水準は都市計画としての目標水準の

設定，即はち 1人当り公園面積の算定に重点が置

かれ，その計画単位は判然としないものであった．

③次の再編 ・整備期では，公園所要量の算定方式そ

のものは前期とかわらないが，計画単位と しての

近隣住区とそれに基づく配置方式の設定を特徴と

し，さらに規模算定の仮定係数項が明確化されて

いる．

④この公園所要量の算定方式においては，住区及び

配置方式の設定と公園規模算定における仮定係数

めとま

子どもの生活環境に関する研究2

いずれに しても B：公園規模算定は仮定係数の如何

で大きく左右されるといえる．

もともと，大正 ・昭和初期は都市計画の確立が急務

であったことから，その目標水準値の設定に重点があ

った というのもうなづ、けることではある．それに対し，

昭和20年代は住区の設定による配置方式の確立が決定

的ではあるが，しかしこれらとて当時の低い整備水準

を意識した現実的再配置論というべきであろう ．

4-2 計画単位

前節で，確立期と再編・整備期の計画技術水準の差

は，計画単位と しての住区の設定であることが明らか

となった．しかし，確立期においても小公園区にみら

れる如く， 一定の計画単位の概念は存在していたし，

北村も後述の如くその断片を残している．

ここでは，その当時の大まかな計画単位の大きさを

知るべく，一旦，昭和8年の公園計画標準にたちかえ

り，その基準値を操作して，住区の想定を試みる．具

体的にはそこでの近隣公園の誘致距離の中庸値を一辺

とした住区を想定し，同様に各公園をその誘致距離の

中庸値で配置した模式図を作成した． （図－ 6)

このモデルでは，少年公園の配置が納まらないが，

人口密度を同程度とすれば，その児童公園部分の l人

当り面積は 2.lmY人となり，先の福富理論とほほ向じ

である．又， 北村は土地区画整理設計における 3%理
* 15 

論の根拠としてその算定方法を示しているが，それで

は近隣単位を半径9町（約 1km）とみなしており，そ

の点でもこの＋莫式図は妥当なものといえる．

これをみると，計画単位の違いは明白であり，確立

期におけるそれは，現在の4倍程度が考えられていた

ことが、わかる

この近隣住区の概念に対し，その単位の大きさが確

立されたのは，先の昭和21年の戦災復興土地区画整理
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。」幼児公園＼

島 幼年 l i各公図の誘致距離
・民均 公園 ！は中庸を採用
にノムー少年公園 ／ 
Q I . 

公園配置模式図

昭和8年公園計画標準の近隣住区（著者作成）
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によりその所要量は大きく異なってくる．特に計

画技術水準の発展は計画単位の設定及びそれに基

づく配置方式にあり，その方向性の検討が今後の

課題となる．その中で，現在の配置方式における

子ども主体の振り分けとそれの公園種別による分

担が， 利用実態としてどのように対応し得ている

のかも当面の課題となろう ．
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大屋霊域 ：「都市の児童遊場」の研究，園芸会雑

91 

誌 IV l，昭和 8年

長松太郎 ：（前掲 9参照）

福富久夫 ：（前掲10参照）

* 14 前掲13では10～14才の児童の回転数は平日 2回，
土曜 3回で合計13固とあり，これで l人当り活

動面積lO:t'i¥人を除すれば，児童l人当り面積は

0.76士有人となる．これが何故7.6士有人になるの

かは不明．

* 15 前掲文一1，こよれば，その近隣住区に対し配置さ
れた公園は，昭和 8年の公園計画標準の基準値

とは対応しておらず，特に幼年公園そのものが

配置されていない．
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マイコンによる日影計算プログラム

山下俊雄

〈昭和61年 9月16日受理〉

Sun Shadow Program with a Microcomputer 

It takes a long time to calculate the shade time length for many locations on the ground 

so as to draw equi-shading hour curves, and it is complicated to draw a shape of shadows 

cast at a certain time of the day and equi-shading hour curves. 

But as microcomputers have been improved greatly and they have come into wide use in 

these days, we are able to draw a shape of shadows cast and equi-shading hour curves more 

easily. We can also shorten the time for calculating by using a basic compiler. 

In this report, the program is made to draw a shape of shadows cast and equi-shading hour 

curves in making use of a microcomputer with a basic compiler. 

Toshio YAMASHITA 

1. はじめに

昭和51年に建築基準法が改正され， 日影規制は新し

く設けられた「日影による中高層の建築物の高きの制

F艮」によ って行・われることになった．

日影図作成プログラムの

大まかなフローチャートを

図 1に示す．

2. 1 影の長さ

START 

FOR T=  

92 

従来の建築基準法では建築物の形状やす法を直接規

定し，日照を確保していたのに対し，この日影規制は

建てた結果として生じる日影時間によって建築物を規

定しようとするもので， 日景五時間図等による検討が必

要となった．

太陽が太陽高度h，方位

角Aの位置にあるとき，水

平面に垂直にたつ長き Lの

棒 OPの影は図2のように

なり，その影OP’の長さRは

次の式で表わされる．

8 TO  16 

しかし，日影時間図の作成は，一般に非常に繁雑で

あり，また長時間を要する．このため大型計算機によ

る日影時間図作成フ。ログラムが多く開発されたがヤ3）今

日ではマイコンの普及と性能の向上により手軽に日影

時間図等を作成することが可能になった．また，ベイ

シックコンパイラーの利用によって演算時間の大幅な

短縮をすることもできる．

そこで今回，べイシックコンパイラーを利用した，

マイコンによる日影図， 日景5時間図の作図プログラム

を作成したので報告する．

なお，本報で取り扱う時間は真太陽時であり，対象

とする時刻は 8時から16時までである．

2 .日影図

日影図は，建築物の，ある時刻の影のことをいうが，

ここで、は水平面上に生じる影のみ取り扱う．この日影

図をある時間間隔で描くことにより，その建築物の一

日の影の変化を知ることができる．

R= L・cosh/sinh (1) 

その時，太陽高度h，方

位角Aは次式で求めるア

sinh=sinδ・sinφ

+cosδ・cosφ・cost

(2) 

sinA二 coso・sint/cosh

(3) 

ただし

δ：赤緯

t：時角

φ：その土地の緯度
同様に高さ Lのブロ ック

の影は，図 3に示すとうり

で，図 4のように影の先端

の座標（SX;,SY；）は， Y

作図

END  

図 1 日影図作成の

フローチャート
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座標の正方向を北としブロックの各頂点の座標を（BXi.

BY1）とすると次式で求めることができる．

SX1二 BX1+R・sinA (4) 

SY1=BY1+R・cosA (5) 

2. 2 ブロ ックの稜線の抽出

水平面上に投影されたブロ ックの影の輪郭線を描く

とき，輪郭線となるブロ ックの稜線群を抽出しなけれ

ばならない．ブロックの影のできかたとして，図5に

示すように主に四通りが考えられるが，影の輪郭線と

なるブロ ックの稜線は下段の図に太線で示したとおり

で、ある．

これらの稜線はブロックの陽の当る面と陰となる面

が交わって作られる稜線である．そのため，ブロック

の各面が陽の当る面か，陰となる面かを判別しなけれ

ば、ならない

これには，四面体の体積計算を利用する .5）図 6の四

面体の体積Vは

X1 Y1 Z i 1 
1 I X2  Y 2 Z 2 1 =-I "' "' "' I (6) 
6 I X3  Y 3 Z 3 1 
xp Y p z p 1 s 

図2 水平面上

の棒の影

て‘表わされるが， P点からみ

て，点 1,2, 3が反時計廻

りのとき体積Vは正の値をと

り，時計廻 1）のとき負の値を

y 
N 

叫~ 4
肌ト己rトι竺ムBo日・ "'-s；γーア '¥ 

"-¥ ~B, 

8, : : 
' x 

SXo BX‘ 

B, 

81 

B~ 

図3 ブロックの影 図4 影の先端の座標
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図5 影の輪郭線となるブロックの稜線

とる．図7のように点 Baから太陽光線と平行にのばし

た線分上にP点（長さは任意）をとり，四面体PBsB1

B自の体積計算を行う．このとき，常に四面体の底面の

各点を反時計廻りの順序で考えて計算すると，体積V

が正のときその底面は陽となり，負のとき陰となる．

同様の計算を面 I, II, III, IV, V, VIについて行

い体積 Viを求め， V1・ Vj (i, j = I～VIで，面の番号を

示す）の値の正負を検討する．

この値が負となる しjの面の組合わせによってつく

られる稜線が目的の稜線となる．

2. 3 影の作図

X-Yプロ ッターによる影の作図を容易にするため稜

線を抽出した後，図8に示すように座標を置き換えペ

ンの動きを D1→Dz・－－…Ds→D1とする．

このとき，ブロックが複数個の場合，影が重なり合

ったり，影の輪郭線がブロックの輪郭線と交わるよう

なことが生じる （図9 (a)). 

そのため図 9 (b）のように，不必要な輪郭線を消

去しなければならない．図10に示す三角形の面積Sは

ワー

唱

i

1
A
1ム

1

2

3

 

Y

Y

Y

 

1

2

3

 

x
x
x
 

l
一2一一

Q
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3 2 

Bs 

図6 四面体の体積計算 81 

図7 四面体の体積計算を

利用した陰影の判別

B'a「一一一「87 Os，＿一一一「01.

/ )86 ／ノ03

81.f－一一ー一1 / Os( / 
I :/ ¢ I / 

81 82 01 02 

図8 座標の並べ替え

吟 ／5>3

図9 不要な輪郭線の消去

図10 三角形の

面積計算
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Os 04 

/ /DJ 
/ p I 

06( / ¥ / 

01 02 

で・表わされるが，点 l, 2' 

3が反時計廻りのとき面積

Sは正の値をとり，時計廻

りのとき負の値をとる．す

なわち，影の輪郭線の各点

D1iD2・…・・Dsを図11のよう

にとった時，ムD1D2Pの面

図11 P点が影の領域 積が正であれば，点Pは直
の内外かの判別

A> 

図12 不必要な輪郭線

の抽出

線D1→Dzの左側 に存在

し，影の領域内にある可能

。‘性があることになるア

M， 他の三角形ム DzD3P

l ・・・・ームDsD1Pについても面

積を求め，六つの三角形の

面積がすべて正であれば，

点Pは影の中に存在するこ

とになる．

このことを用い不必要な

線分か否かを判断する．

すなわち，図12において

ブロックBの影の輪郭線に

「一一一 30一一一寸 ついて判断するとき，まづ
ドTs下10寸sTs I 

庁
比

(a) ~ 

F→6ト一一一→ 7ト「 ‘ 

I 4 : 2 I i 3 : 5 I 

(b) 

図13 モデノレブロック群 図14 モデルブロック群

平面図 外観

図15 日影図出力結果

輪郭線D1D2の中点M1を頂点としたムA1A2M1，一

ムAsA1M1の三角形の面積を求め前述の方法で中点

M1がブロックAの影の領域に含まれるか否かを判断す

る．

他の輪郭線上の中点

Mz, M3, M4, M1につ

いても領域内か否かを

検討し，ブロックAの

影の領域内にある中点

があればその中点が存

在する線分は消去する．

ブロックAの影と交

わる輪郭線DsDsにつ

いては，線分DsDsを交

点で二分し，二分され

た各線分の中点Ms,

Msについて検討する．

ブロックAの影につ

いても同様の検討を行

い不必要な線分を消去

する．

2. 5 出力結果

図13および＇14に示す

ように，方位角15。のブ

ロック群を想定し，大

牟田（ゆ＝33°）におけ

る冬至の日の日影図を

1時間間隔で描く．

図13(a）の平面の

ように出隅や入隅があ

るときは同図（b）の

ように 7個の直方体に

分割しデータ入力する．

スケールは任意に変

えることができる．

出力結果を図15に示

す．

日影図の場合，ひと

図16 日影時間図作成の

フローチャー ト

y 

つの時刻について計算 Y:m 

と作図を行い，それを

指定された回数繰り返

す．ここでは8時から

16時までについて， 1 

時間毎に計算， 作図し

たが，その総時間は6

分29秒である．

x 

図17 影の領域内にある

メッシュ交点の判別
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3 .日影時間図

日影時間図は，建築物によ って水平面上の種々の点

が，一日（ 8時～16時）のう ち，何時間日影になるか

日影時間を求め，等しい日景三時間の点を曲線で結んだ

ものである．

1時間の点を結んだ曲線を 1時間日影曲線， 2時間

の点を結んだ曲線を 2時間日影曲線と いい，その曲線

で固まれた領域は 1日のう ちその時間以上日影になる

ことを示す．

図16に日影時間図作成プログラムのおおまかなフロ

ーチャート を示す．

3. 1 日影時聞の計算

日影時聞の計算方法は種々提案されているがs,-sl本

報では，ブロックの日影図を 8時から16時の間につい

て，ある時間間隔 （ム t）毎に作図し，対象とする点

が日影図に何回含まれるかをカウントし， N回含まれ

たときその点の日影時間をN・ム tで求める方法によ

った

図17に示すように水平面

を任意の間隔でメッシュ分

割し各メ ッシュ交点に番地

をつける．

図18複数の影に含まれる

この面上に，ある時刻 t

のブロックの日影図を描〈．

X軸に 平行な Y=m
メッシュ交点の判別 (m ：定数）なる直線を考

えこの直線と日影図の輪郭

線の交点P, Qを求めその

X座標を Xm1n,Xmaxとする
D 

B 

図19 等時間日影曲線

の作図原理

0 25m ・園、－『－－

Xm1n三五X三五Xmaxを満足す

るX座標をもっY=mの直

線上のメ ッシュ交点は日影

χ 図に含まれることになるの

でその交点の番地にカウン

ト回数 1を与える．この操

⑧ 

図20 日影時間図出力結果 （ムt= 5分の場合）

作をY=mの直線をY軸方向にメ ッシュ間隔分移動し

繰り返す．時刻 tについて終了したら，時刻 t＋ム t

についてのブロックの日影図を描き， 同様の操作を行

い各メ ッシュ交点が日影図に含まれるか否かを調べる．

このとき， 日影図に含まれる メッシュ交点があれば

その番地にさらにカウント回数1を加える．

こうして一日のうちの各メ ッシュ交点の総カウン ト

回数を求める．

ブロ ックが複数のとき，各フ。ロックの日影図につい

て前述した操作を行うが，図18に示すP点のように A,

B両方の日影図に含まれる点がある．

この点はその時刻のとき 2度カウン卜されるが，カ

ウント回数は 1としなければならない．

3. 2 日影時間図の作図

図19に示すよ うにメ ッシュ交点を A,B,C,Dとし，

各点の日影時間を NA,NB, Ne, Noとする．

四角形ABCDに対角線をひきその交点をMとし，そ

の点の日影時間 NMを

NM=(NA十Ns+Nc+No)/4

とする．

(8) 

N時間日影曲線を描くとき，先ずムABMの各辺

AB, BM, MAの線上に 日影時間がN時聞の点（以下

N時間点と称す）が存在するか否かを調べる．

これはNA三五N孟Ns又は NA注N孟Nsが成立すれば，

すなわち次式が成立すれば、，辺AB上にN時間点が存

在することになる．

(NA-N）・（Ns-N）豆0 (9) 

辺 BM,MAについても同様の検討を行い， N時間

点が存在すればそれらの点を直線で結ぶ．

三辺のう ち一辺上にN時間点が存在すれば， 他の二

辺のうちいずれかの辺上にN時間点は存在する．

以上の手続きをム BCM，ムCDM，ムDAMについ

て行い，一つのメ ッシュについての作図は終了する．

辺上のN時間点の位置は，比例配分法を用い次式に

より計算する．

図21 日影時間図出力結果 （ムt二 2分の場合）
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X=XA +(N -NA）・（Xs-XA)/(Ns-NA) (IO) 

Y=YA+(N-NA）・（Ys-YA)/(Ns-NA) (11) 

3. 3 作図結果

図13, 14に示したブロ ック群の大牟田 （φ＝33°）に

おける冬至の日の日影時間図を作成した．

水平面を120×80のメッシュに分割して，各メ ッシュ

交点の日影時間を計算した．

本報で用いた日影時間作成の方法には日影時間を

N・ ム tで計算するための誤差と， N時間点を比例配

分によって求めるときの誤差と，作図時の直線補間に

よる誤差がある．

これらの誤差を小さくするには，時間間隔ム tを小

さくすること，メ ッシュ間隔を小さくすることである

が，それに伴って計算時間は長くなる．

ここでは，メッシュ間隔は一定の2.5mmとし，時間間

隔ム tを5分と 2分で計算した．

図20がA t = 5分の場合で計算時間は2時間19分29

秒，作図時間は12分22秒である．

図21はム t= 2分の場合で計算時間 5時間45分25

秒，作図時間12分54秒である．

図中の曲線内の領域は一日のうち，数値で示した値

以上の時間，影になることを示す．

両者を比較すると，曲線の形状は大きくかわらない

が，ム tニ 5分の場合の曲線は全体的に荒い．

ム t= 2分の曲線は割合とスムーズになっており，

実用的には時間間隔としてム t= 2分での計算は必要

なようである．

4. おわりに

いくつかの直方体ブロックで構成された建築物を想

定し，その日影図と日影時間図を作成した．

日影図の計算及び作図時間は数分でそれほど長くな

いが，日影時間図の計算時間は企 t= 2分の時，約6

時間を要しており，もっと短縮されるような方法を考

える必要がある．

5 .使用機器

本報では次のような機器を使用した．

マイコンの本体： NEC PC-9801E 

(RAM384キロバイ ト）

フロッピーディ

スク : NEC PC 9881K 

テ、、イスフ。レイ : NEC PC 8851 

X-Yプロッタ：グラフテック鮒マイプロット凹

MP2000 

また，OSとしてマイクロソフト杜の MS・DOS，ベイ

シックコンパイラーとしてMS-BASCOMを使用した．
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いた熊本工業大学建築学科の村上泰浩助手，またプロ

グラムについて適切な助言をいただいた本校建築学科

の田中立夫技官に厚〈御礼申し上げます．
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病 院建築の計画史的研究
一一明治初期の開拓使病院について一一

新谷肇ー

く昭和61年 9月20日受理〉

A Study on the History of Architecture Planning of Hospitals 

On the Architecture of the Kaitakushi Hospitals in early ages of the Meiji Era 

In this paper I studied the process of the institutions, layout plannings and block plans of the 

Kaitakushi Hospitals in early ages of the Meiji Era. 

Conclusions are as follows・ 

1. The Hakodate Hospital was the first western style hospital in Hokkaido and you can find 

some similarities in the methods of planning hospitals between Nagasaki Y oj<Jsho and this 

hospital. 

2. The Sapporo Hospital projected by Dr. Eldrich, E.S., American doctor was the purely 

western style Hospital-Nightingale’s hospitals. 

3. A lot of branch hospitals of Kaitakushi were built. Most of them were smaller ones. 

Choichi Shinya 

はじめに

近代日本の病院建築の発展過程をみる際に，その出

発点となる幕末から明治初期の病院建築に注目するこ

とは重要で、ある．

本稿は開拓使という特異な政府機関のもとでつくら

れた主に明治初期の開拓使病院（官立）についてその

計画のきれ方について検討したものである．

幸い開拓使時代の資料は，開拓使事業報告，開拓使

公文書（簿書）等の記録をはじめ数多くの著書や貴重

な研究成果が，北大北方資料室， 北海道庁行政資料室，

北海道史料室，函館図書館に整備されており，本稿の

資料もこれらの施設で得られたものである．

1 .開拓使の沿革

開拓使は明治政府によって蝦夷地開拓のために明治

2年，維新直後の箱館裁判所 箱館府に代って設けら

れたものて＼諸宮省と同格ときれた．当初は，省，府，

藩，士族，寺院等との分割支配であったが，明治4年

の廃藩置県以後，全道が開拓使の直轄になった．なお，

置使直後に蝦夷地は北海道と改められた．

明治 3年，東京から函館に本庁が移され，きらに翌

年，札幌開拓使庁が置かれ，明治5年，ここに本庁が

移された．支庁は一時，宗谷，樺太，浦河にも置かれ

たが，明治5年以降，函館，根室のみとなり，各郡に

出張所が置かれた．

明治5年より定’傾1,000万円の予算で開拓使10年計画の

事業が始まリ，明治15年，これの終了とともに，開拓使

は！発止さ jL，代って札｜悦，函館，根室の 3~棋が置かれた ．

2.開拓使病院の沿革と概要

未開地の開拓事業にとって住民の医療は重要な施策

の一つであリ，開拓長官 ・黒田清隆は医事全般，特に
* 3 

病院，医員の充実を東京の大学東校に委ねた．
* 4 

明治 2年，函館府民政方病院を官立函館病院として

大学東校の指揮の下に全道の病院を管轄させた．

明治4年，函館から札幌に開拓使庁が移され，札幌

病院は函館病院の管轄を離れた．また，この年，大学

に代って文部省が設置されたことにより，医事全般が

大学東校の指揮から開拓使の直轄となり，明治5年に

は，函館と札幌に医学校も設置された．

この年から開拓使10年計画が始まり，開拓使顧問と

してアメリカより農務局長ケプロン（HorceCapron) 

以下数十名の技師が招聴きれ，医師としてはケプロン

の書記兼通訳であったスチャルトエルドリ ッチ（Eldri-

ch,E.S.）ヵ、函館病院の外科医長として任用され，後述

するように札幌病院の新築にもかかわった．そして，

この年， 10年計画の実施とともに札l幌，函館，根室の本

．支庁病院のほかに各都に官立郡病院が設置された．

しかし開拓使の財政悪化のため，明治7年頃より君13

病院の合併，閉鎖が始まり，明治8年頃よ｜）各郡立病

院は本病院の出張所或いは派出所と改められ，本院の

直轄となって医員が出張するやり方になった．しかし

これでは住民の医療要求に応えられず明治11年頃から

住民の一部負担で公立病院に移管された．
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3.函館病院（明治4年竣エ）について

前述の通り，民政方病院を開拓使病院としていたが，

各地移住民は風土に慣れず，病者が著しく多くなった

ため，病院の規模を長崎精得館（元の養生所），横浜

病院に擬し，医官をはじめ薬種，器械，全て大学東校

に準じて整備する計画が立てられ，明治4年，愛宕町

に新病院が建設された． （図－ 1)

（図－ 2）の写真に見る通り道路よりやや高台にあ
* 5 

る堂々とした病院である．平面図は（図－ 3）の通り

であるが，解り易く清書したものである．原図面に方

位が入っていないが （図－ 1）の地図の天神丁とある

斜めの道に面して建てられていたので，正面が東北東

に向いていると思われる．

敷地内の左側 2棟は後で建てられたもので，当初は

右側の部分だけである．長崎養生所のH型のブロ ック

プランの左側の病棟がない型とも見れる．正面の本館

が外来診療部及び医員詰所で2階建てである．右側の

病棟はカギ状に曲がった手前の棟が2階建てで長い部

分は平屋である．

「開拓使事業報告」には地坪1027坪，建坪 （医員詰

所2階付83.25坪，病室2階付35.75坪，病室平家62.

50坪）となっており，図面には建坪345.25坪となって

おり，どちらとも図面上から計算した面積と一致しな

い．また，図面には部屋名が記入されていないがおお

かたの見当はつく．

病棟は片廊下型であり，病室の大きさは，平屋の

方が (12坪， 9坪， 18坪）の3種， 2階建ての方

が （9坪， 12坪）の2種からなっているのが図面

から読みとれる．設立当時の入院患者数について

は次のような記録が残っている． ＠ 

!II Lt昌国
「当6, 7月中（明治 5年）患者合し

て百有余名在院の所， 7月26日よ

り両廊娼婦梅毒検査相始， 日々入

院の梅婦10名に下らず．然るに病

室挟随にして投ずるに室なくー

快方之趣候者出院申付，当時在院

の患者120有余名密居致させ候」

病室総面積81坪として， 1人当

り0.7坪弱の密居状態であった．

このような事情で明治8年にさ

らに当病院敷地内に梅毒院がつく

られている．これが図面の南側の

病棟ではないかと推察される．

田b！~
建物の造りは，洋風に一部和風

を組み合わせた和洋折衷様式であ

I H _ _J 

（図一1）明治6年函館市街図

（図一 2）函館病院

当B

E「官1二；
病棟

った （図－3）函館病院 （官立） (M.4年竣工）
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明治2年，札幌開拓にのり出し，元村に仮病院がつ

くられて，外来患者の診療が行われたが，当時の状況

は，次のように惨健たるものであった．

「近年人口も増し患者並びに薬取人の控もなく，

皆軒下に件み居り，重病人の入院もまた昨年熱

病流行の際，移住民家に同居せしため職人など

の伝染して死ぬるもの大半に及び，樗中には岨

を生じ糞尿の始末看護皆不行届きの有様なれば

至急病室建築取計るべく…・・・」

明治4年，同所に新病室がつくられ，始めて入院患

者を収容した．

明治5年，ケプロンはエルドリ ッチに，札幌に赴い

て病院造営の方法を指図するように命じた．エルドリ

ッチは札幌病院の計画にあたり，右のような「病院築
家 6

造方計画大意」を作成し，病院建設を指導した．

こうしてつくられたのが，明治6年竣工の病院であ

る．（図 5)

敷地は（図－ 4）の通り，大通り（巾60間）以北の

官衛官舎街の東端に位置していた．エルドリッチの「

計画大意」では，病院の位置は「城外又は都府外を要

す」としていたが，都府外まではいかないが，官衛官

舎街のはずれに

あり，大通り以

南の民家の集落

からもはずれた

ところて1 「計

画大意」の趣旨

が尊重されたと

いえる．

敷地の広きは

条理制の一区画

(60間×57問）

がそのままあて

られているので

3.420坪である．

建蔽率は約6%

位で広々として

いる． 「計画大

意」の中に園庭

を設け寛樋によ

って庭に清水を

ひくことが提案

されているがそ

の可能性は十分

にある．

病院築造方計画大意

第一病院造営の位置は域外又は都府外を要す 第二

周囲に広〈空地を余し増築の予備と大気流通に便な

らしむべし 第三高燥にして排水自在の地を選ぶべ

し 第四 病院は床を高し一階を造り四壁悉く滑紙を

貼るべし 第五病室広き30床を列して足れりとす

第六 毎床1800ないし2000立方尺の大気を充す空隙を

余すべし 第七病室窓は広き全壁四分のーたるべし

第八毎室暖炉を設くべし 第九厨房（コ ック所），

浴室は別室に設け必ず患者に近しむ可らず 第十 食

堂は歩行し得べき患者の為なれば厨房及び薬室とー屋

に設くべし 第十一 医員住所は病院近き所に設け生

徒を教授せんと欲せば別に講堂を設くべし 第十二

病室毎に休息所（便所：筆者）及び浴室を置き大気流

通の廊下を以って病室と隔つべし 第十三休息所（

便所：筆者）は日々之を聞き常に清潔ならしむべし

第十四 快復に近き患者の為，乾燥静閑の園庭を設け

常にその聞に遁遥せしむべし 第十五死室は必ず遠

隔の所に設け大気流通すべき大なる解剖室を設け生徒

に教授すべし 第十六寛樋を以って清水を引き病院

中処々に分派すべし 第十七医員一名患者30人を限

る．多くても40人を超ゆ可らず．

以上病院造営の大略を記す．微細なる事件はなお実

地上につきこれを建議すべし．

について4.札幌病院（明治6年竣工）
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ブロ ックプランは東西軸，南北軸のいずれにも左右

対称の珍しく図式的な簡明なプランで，南側の棟が本

館（診療棟），北側の棟が食堂，コ ック所，中央の 2

棟が病棟である．北側の食堂，コ ック所のみ2階建て

でその他は平屋である（図 6 ）.渡廊下の両サイドに

洗面所，便所がおかれている．延坪は240坪となってい

るが図面に寸法がでていないので正確には確かめられ

ないが，渡り廊下を含めてははその位になる．

病院本館の部屋名が入手した図面には記入されてい

ないが，他の資料によると診察室，手術室，薬局，事

務室，外来患者控室等の部屋がとられていた．

病棟は大部屋病室を 2つに区切り，中央は開口部が

とられて通り抜けできるよつになっており，病室の端

部に看護人居所，湯殿，便所がとられている．

前述した「計画大意」では 「病室広き30床を列して

足れりとす」と基本的にナイチンゲール病棟（20床～

32床の大部屋病室） を提案していたが実際にはこれを

二つに分けていた．またこの 2室で30床を収容するの

は無理で，約26床位であったであろう．

病室の容積も「計画大意」では1,800～2,000立方尺と

ナイチンゲール病棟の水準 （1,500～1,600立方フィー

ト）を上まわるものを提案していたが実際には、天井高

を15尺としても約1,167～1,350立方尺程度であったで

あろう．しかし各病室には換気のため屋根にベンチレ

ーションの装置がついていたことが （図 7）の写真

からわかる．このように病棟計画については当初の「計

画大意」よりやや縮少している．

（図－ 6）札幌病院（西側から撮映）

病室

なお， 「計画大意」にある休息所は，いずれの資料

もこうなっているが，原文はたぶんrestroomとなって

いて便所のことであろう．そう解釈すると「計画大意」

の文章の意味が理解できる．

厨房（コ ック所）は空気を汚すことから病室から離

して設けるが，食堂は歩行できる患者を対象としたも

のであるので，少々離れても厨房と一緒にとってよい

というのが「計画大意」の考えであるが，実際にもそ

のようにつくられた．ただ一緒に薬室もとるようにな

っていたが，薬局は診療棟の方じとられた．

「言十画大意」に医員 1人あたりの患者数を30人， 多

くても40人と規定しており，各病室 （30人収容）に医

員1名を配置する考えであったようである．

建物のっくりは木造であるが，各室の仕上げは，診

療棟，病室，食堂とも「廻天井共張付」とあり，壁紙

張であった．また渡り廊下は 「廻堅羽目」， 「屋根化

粧裏」および＼ 「腰高障子」とあり，間仕切がはまっ

ていた

「言十画大意」に「生徒を教授せんと欲せば別に講堂

を設くべし」とあるが，同じ年に医学校もつくられ，

講堂と寄宿舎がつくられた．図は省略するが，中廊下

タイプで， 40畳の講堂をつきあたりにとり，廊下の両

サイドに 8畳間の寄宿室8室がとられた建物であった．

医学生は30名であったので各室に4人程が生活してい

たことになる．このように病院と医学校が一体となっ

て運営されたのは長崎養生所 （文久元年・ 1861年）以

来の日本における共通の型であった．

qぅ

病室 病室

病棟 病棟

診療棟

（図－ 7）札幌病院（南側から撮映） （図－ 5）札幌病院 （官立） (M. 6年竣工）延坪240坪
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明治 5年，開拓使10年計画のスタートとともに，各

郡に開拓使立の郡病院が数多く設置された．これ以前

に既に設置されていた本院，支院以外の小樽，石狩，

宗谷，静内，別海の病院も加えて，明治5年版の地図

上にプロ ットしたのが（図－8）である．

当時は漁場集落だけが市街地であったためそのほと

んどが海岸線に所在している．逆に病院のある町が当

時の主要町であったとみてよい．まだ，内陸の町がで

きていなかったのである． “開拓は水ぎわから始まる

という原則が貫かれているわけである．

これらの病院の内，入院患者を収容していた病院は

札幌管内では，小樽，余市，室蘭だけであり，函館管

内では，寿都，福山， 江差，島牧であり，根室管内で

は，別海， ~II路，厚岸，浜中，網走と次第に多くなっ

ている．これら以外の病院は外来患者のみを扱ってい

たので，正式には診療所であるが当時はまだ病院と診

療所の区別はない．これらの外来患者のみを扱う病院

の規模はほとんど20～30坪程度であり，中には20坪以

下のものもある．入院患者も扱う病院はほとんど50坪

を超え，中には100坪を超えているのもあった．

病院の経営は官費より補助金が支弁きれていたが，

主に医員の人件費，建物の維持費であり，薬代，入院

料（賄料）は患者の負担であった．入院料は 1日，上

級30銭，中級25銭，下級20銭，薬代は水薬5銭，丸薬，

散薬4銭てがあり，決して安くなかった．

それでも病院の支出超過が年々票積し，開拓使の財

政が悪化したため，明治7年頃より郡病院の合併，閉

鎖が始まり ，明治8年頃よりこれらの病院を出張所，

或いは派出所として本院の直轄とし，本院の医員が出

張するやり方になった．

明治4年から明治14年までの 2年おきの各管区ごと

の病院数（官，公，私立），医員数，患者数（入院，

外来）の一覧を示したのが （表－ 1）である．この表

でほぼ，明治6年まで、が郡病院の時期ょ明治10年まで

が出張所，派出所の時期，明治14年までが公立病院の

時期にあたる．患者数の伸びが著しいのがわかる．

当時の郡病院のいくつかの図面が開拓使公文書（簿

書）の中より見い出きれたので，原図は見にくいので

清書したものを示す． （図－ 9）～（図－12).残念

ながら部屋名が記入されていないものもある．

厚田と寿都の郡病院が入院病室をもち，建坪は50数

坪，残りの 3院は外来患者のみを扱仏20数坪である．

入口

¥) 

回

（図－ 9）厚田郡病院 （M.5年設立）

（表－1）全道病院 ・患者数一覧

年 帽目： 病院数
数医院 患者数

度 区 官立公立私立 入院外来

日j月fl 札幌 5 0 0 11 45 1. 081 

函館

年4 
根室

礼申見 22 0 0 38 345 9,343 
6 
函館 11 0 0 17 752 4,521 

年
恨室 7 0 0 7 145 3,276 

キL~昆 22 0 0 42 324 17 ,497 
8 
函館 11 0 0 18 820 6, 735 

年
恨室 7 0 0 7 157 2,852 

札幌 14 1 0 14 547 23,037 
10 
同館 11 0 0 24 544 10,200 

年
根室 8 0 0 10 227 2,579 

札幌 15 8 0 15 858 33, 940 
12 
函館 4 6 0 28 1,521 23,200 

年
十艮室 8 0 0 14 399 6, 126 

札幌 16 8 1 16 1,523 43. 270 
14 
函館 3 15 0 42 3,310 35,494 

年
根室 6 2 0 23 606 8, 908 

（図－ 8）開拓使病院（本院 ・郡病院）所在地図

(M. 2年～M. 11年頃）（明治五年版地図）
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6.公立病院について

苦｜ 全ての病院が外来患者のみを対象とするものであるの

に対し，函館管区では，豊Jll，福山，江差，吉岡，島

牧，茅部， j頼棚の 7院は入院患者も扱い，根室管区の

2院はいずれも入院，外来を対象としていた．建物の

規模については，郡病院時代より若干大きくなった．

函館管区の公立病院の 1つの例を示す． （図－14)

（図一10）函館病院寿都仮病院（M.4年設立）
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（図－11)岩内石炭山病院（M. 5年設立）
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（図一12）函館病院長万部 （図一13）函館病院山越

仮病院（M.6年設立） 仮病院（M.6年設立）
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（図－14）函館支庁内公立病院（M. 14年設立）

開拓使財政の行きづまりから各地郡病院が統廃合さ

れ，きらに本院の出張所，派出所となったことは既に

述べたが，これでは住民の医療要求に応えられず，明

治11年頃から住民の一部負担で公立病院に移管される

ようになった．開拓使よりの補助金と住民の協議会費

（醸金）と薬価で賄った．

札幌管区では，古平，有珠，沙流，三石，勇梯，古

宇，贋尾，増毛につくられ，函館管区では，豊川，山

越内，福山，江差，吉岡，長高部，大野，島牧，茅部，

久遠，上磯，茂j金地につくられ，それぞれ第 lから第

12公立病院と称された．その他にも，乙部， 寿部，歌

棄， j頼棚にもつくられた．根室管区では，自｜｜路，厚岸

につくられそれぞれ第 l，第2公立病院と称された．

同じ公立病院でも管区によ って異なり 札幌管区では

※ l 開拓1~廃止後、大蔵省内に設置された編纂局が編集したもので7 冊からなる．

lli 2 開拓1~営絡事業の研究 （遠藤明久） など．

4ゴ

※ 3明治政府が東京に設置した医学校で西洋医学のi高の権威をもっていた．

l'i4 文久元年函館の衆医によってつ〈られた医学所・病院で維新後民政方病院となる．

※ 5開拓使公文書「官庁倉庫其他官舎絵図面明治9年」より

コ； 6開拓｛主事業報告第2編より肱粋

※ 7北方資料室で見つからなかったため遠藤氏の許可を得て氏の論文より推定

※8札幌病院90年史

'" 9 開拓使営絡事業の研究よ I）抜粋

※10当時の労働者の日給が約IO銭ぐらいて’あった．

薬室
天井紙泌
週リ同断

参考資料
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北海道医事通覧 （前編）

市立函館病院百年史 阿部龍夫著

函館の医事と医人
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1. Introduction 

103 

With the special historical background of the country, Japanese hospital architecture has various 

different features from that of Europe and America. In this paper, we make a brief review of the 

development of Japanese hospital architecture and introduce its features. 

2. Hospital architecture before 1868 

Japanese hospital buildings had their origin in the medical institutions operated by Jesuit 
missionaries prior to 17th. These medical institutions were all destroyed under the pressure of the 
Toyotomi Govevrenment, making it impossible for Japan to establish places for accommodating and 
nursing patients, based on religious charity, like those in Europe and America. 

The main current of the Japanese medical science in those days was that of the Chinese school. 

The introduction of W estem medical science was greatly delayed as Japan had pursued an isolation 
policy since the 17th century. It was in 1861 that the Nagasaki Y ojδsho, the first Western style 

hospital with a modem medical school in Japan, was built. The hospital buildings, designed by a 
Dutch army surgeon named Pompe, were two-storied H-shaped wooden buildings equipped with 124 
beds and medical facilities (Fig. 1). 

3. Hospital architecture after 1868 

3. 1 Hospitals affiliated with medical schools (later, university hospitals) 
The Japanese Government permitted the introduction of Western culture positively from 1868 
and onward, and adopted Western medical science officially. The government founded a medical 
school and an affiliated hospital in Tokoy and devoted efforts to the training of physicians by inviting 
army surgeons from Germany. Prefectural organizations also established the medical schools with 

affiliated hospitals, inviting physicians from Europe and America. Unlike Western countries where 
existing hospitals had been used for medical education for many years, Japan which had no hospitals, 

had to build hospitals affiliated to medidcal schools in order to initiate medical education. These 
hospitals were later developed into university hospitals or prefectural hospitals. 

University hospitals held a powerful control over other hospitals through the dispatch of talents 
(physicians). The hospital affiliated to the Medical Department of Tokyo University has been the 

• Professor of Kyushu University, Faculty of Engineering, Department of Architecture 
**Associate Professor of Ariake National College of Technology, Department of Architecture 
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most influential among all university hospitals in Japan. 

The main works of these hospitals were the training of physicians and the medical treatment of 

patients. To compete with the physicians of the Chinese school, who constituted an overwhelming 

majority of Japanese physicians in those days, they devoted major efforts to the medical treatment 

of out-patients, considering the accommodation and nursing of patients as subordinate. Besides, since 

the separation of pharmaceutical and medical science was not enforced, Japanese hospitals gave 

much weight to the out-patient department from the start ; an entirely different aspect from the 

hospitals in W estem countries which started from the accommodation and nursing of patients. This 
had a great influence on hospital architecture planning in our country and the method of layout of the 

out-patient department had an important effect on the composition of block plans. 
In the meantime, the tendency to give much weight to the out-patient department spread from 

medical schools' hospitals to many hospitals in the country and this became a feature of Japanese 

hospitalas. There has been no basic change in this tendency. Under such circumstances, the 

out-patient department of each hospital is always crowded with out-patients so that flow planning and 

waiting room layout for an out-patient departmet has become an important item in hospital architec-

ture planning. 

From the viewpoint of better living condition of patients in the ward and the method of nursing, 

there are many points for which architectural consideratoin is not given sufficiently. For instance, 

though the ratio of beds to total area of a hospital building on the average in Japan is now close to 

that of hospitals in Western countries, the amount of spase allocated to actual ward operations is only 

about half that of W esteren countries. 

The most superior among the hospital buildings of medical schools was that of the Medical 

Department of Tokyo University. This hospital was composed of one-storied wooden buildings of 

almost bilaterally symmetrical finger plan type with two axes (Fig. 2). Many of the hospital buildings 

built in the provinces were also of finger (multiple wing) plan type with one or two axes. 

3. 2 Military hospitals 

Importance began to be attached to military hospitals in 1868 and onward. The Meiji Govern-

ment founded the army and navy under the national policy to enrich and strengthen the country. 

Armies were stationed throughout the country, in which medical treatment facilities were constructed 
systematically. In 1874, a model plan for the military hospitals was made under the guidance of a 

French military engineer, who adopted a rational method of determining the scale of the hospital 
according to the number of soldiers in the garrison. The Kumamoto Garrison Hospital, a typical 

example of the military hospitals built in those days, was composed of one-storied wooden buildings 

of bilaterally symmetrical finger plan type with two axes and equipped with a large courtyard in the 

center (Fig. 3). Most of the military hospitals constructed afterwards were of pavilion type modeled 
principally on the “nightingale ward" 

These military hospitals placed under the control of the national hospitals at the end of World 

war II and have been in use ever since as hospitals for the public. 

3. 3 Private hospitals 

Before the war, hospitals and clinics were distinguished simply by the number of beds. Many of 

the physicians of university, government and public hospitals became independent as medical 

practitioners and had their own clinics. Some of them developed their clinics into hospoitals by 

increasing the number of beds later, and as the result, the number of private hospitals came to exceed 

the total number of nuiversity, government, and public hospitals. These private hospitals and clinics 
competed with one another and with university, government, and public hospitals, which led to the 
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commercialization of the medical industry. This is the reason why] apanese public hospitals lack the 

character of medical relief of the poor and also why the concept of regional planning of medical 

treatment has not been realized. Japanese hospitals are different from European and American 

hospitals in this respect, too. 

The number of small private hospitals continued to increase after the war due to the Govern-

ment’s policy to give favorable treatment to private hospitals, so that the ratio of public hospitals 

to the total number of hospitals in Japan has decreased to only 20.7 %. As can be understood from 

the above, the medical treatment system of Japan has been developed, centering around medical 

practitioner system, and so is basically different from that in Western counties which is based on 

group medical treatment sysem. 

3. 4 Japan Red Cross Hospitals (Nihon Sekijuji Byoin) and Charity Hospitals 

Japan’s first full-scale Red Cross Hospital was Nisseki Central Hospital in Tokyo founded in 

1891. The hospital buildings were designed with the Heidelberg Hospital buildings as a model and 

were of the highest technical level in those days. They were bilaterally symmetrical, b~autiful finger 

plan type buildings composed of a two-storied brick main building and one-storied wards and 

operating room buildings and were equipped with a large courtyard in the center (Fig. 4). The 

buildings were expanded several times later and used until they were reconstructed recently as the 

Nisseki Medical Center Building. There was a plan to reuse a part of the wards for data storage 

room and welfare facilities but the plan was not realized. Later, a part of the wards was moved to 

the Meiji Mura in Aichi Prefecture and is preserved there as a cultural asset. 

The Red Cross Hospitals established at various places of the country had the following common 

characteristics : (1) In peace time, they were used as hospitals for the public and the poor, acting for 

the public hospitals of self-governing bodies who were in poor finacial condition. (2) In wartime, most 

of them played an important role as military hospitals as they were closely tied with the Imperial 

Household and the military. (3) They acted as important organs for the training of nurses, in which 

Japan had lagged farbehind Western countries. 

Charity hospitals were established at the beginning of the 20th century with the efforts from 

above, that is, efforts of the Imperial Household and financial combines, a representative of which is 

Saiseikai Hospital. The first Saiseikai Hospital was built in Tokyo in 1915 and after that its branch 

hospitals were built in various cities over the country. Both the Nisseki and the Saiseikai Hospitals 

have been in service as public hospitals since the end of the war. 

3. 5 Special hospitals and industrial hospitals 

A great number of special hospitals, including those for contagious diseases, venereal diseases, 

tuberclosis, and mental diseases, were constructed during the latter half of the 19th century to the 

beginning of the 20th century. Further, clinics operated at cost for people of low income classes were 

established in cities and medical facilities based on the Industrial Association Law were constructed 

in farming regions at the beginning of the 20th century. 

Industrial hospitals aimed at the maintenance and improvement of the labor force were also 

established by enterprises and their number increased with the enforcement of the Health Insurance 

System in 1927. The Kurashiki Central Hospital built by Kurashiki Spinning Co., Ltd. in 1923 is one 

of typical of these industrial hospitals. Its finger plan type buildings consisting of one-storied and 

two-storied wooden buildings were said to be the most refined and modern buildings in the Orient 

(Fig. 5, 6). The buildings were expanded several times and used until they were reconstructed recently 

as the diagnostic and treament facilities had become too out-of-date to keep pace with the recent 

progress in medical science. The original four wooden buildings are now reused as medical office and 
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rehabilitation rooms -a rare case of reuse of old buildings in our country. Greenhouse and red roofs 
of the same desing as those of the original ones reproduce the beauty of the original buildings (Fig. 

7, 8). 

3. 6 Reinforced concrete hospital buildings before World War II 

Most of the Japanese hospital buildings before 1923-the year when the severe Tokyo Earthquake 

occured-were wooden buildings. Reinforced concrete buildings constructed after the earthquake, 

most of which, however, were mostly intensive plan type buildings of日or回shapeand had problems 
with respect to flow planning, sunshine, and ventilation, though hospitals of superior design, influen-

ced by foreign countries, such as Doai Kinen Hospital, Kokusai Seiroka which is (St. Luke’S Interna-

tional) Hospital, and Tokyo Teishin Hospital (a hospital for the employees of the Communication 

Ministry) (Fig. 9) were also constructed. In 1927, Control Regulations for Hospitals and Maternity 

Hospitals were enacted, stipulating the construction and equipment of hospital buidlings for the first 

time in Japan. 

4. Progress of hospital architecture after the war 

In 1950, the Ministry of Health and W eUare compiled a general guide to hospital buildings, 

entitled “Guide to the Design of Hospital Buildings" and also made a model plan of wooden buildings 

for a general, hospital, equipped with 186 beds (Fig. 10, 11). This model plan contained various 

superior proposals : such as establishment of a nursing unit, centralization of diagnosis, treatment, 

and service departments, and increase of area per bed. In 1948, National Institute of Hospital 

Adminstration was established in accordance with the suggestion of the General Headquarters of the 

Allied Forces and as its result, a new hospital control method was introduced to Japanese hospitals 

in general. After the war, active investigations and research were conducted on the functions of 

hospitals and new hospital buildings considering hospital functions were built one after another. A 

few examples of new hospital buildings (including those designed by Dr. Aoki’s team) are shown in 

Figs. 12, 13, 14, 15 and 16. The Kobe Municipal Hospital recently built in Kobe (Fig. 15, 16), in 

particular, attracted much attention in building circles. Adopting closed type in place of the 

conventional open end type, this building is a multi-story intensive type building designed to adapt 

itself to the progress of the times by internal flexibility. 

5. Conclusion 

Hospital buildings before the Kanto Big Earthquake were mostly wooden buildings and very few 

of them remain in use now, though some are preserved as cultural assets. After the earthquake, 

reinforced concrete buildings were constructed. Most of them, however, adopted intensive type 

without considering hospital functions, so they were put out of use in a comparatively short period. 

Even high level reinforced concrete buldings which considered hospital fanctional requirement were 

unable to cope with the rapid progress of medical science and were reconstructed. The Kokusai 

Seiroka (St. Luke’S International) Hospital building, which had the longest life among this kind of 

hospital buildings, will be also destroyed in the near future. The time is comimg for most of the 

hospital buildings constructed after the war to be reconstructed. It is important for ] apanese hospital 

operators to study the concept of preserving or reusing old buildings as in Western countries. 
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Fig. I Nagasaki Yojosho (1861) 
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Fig. 8 Kurashiki Central Hospital (1981) 
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architects / Masao Aoki 
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Fig. 16 Kode City Central Hospital (1980) 
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傾斜同心二重管内気体スラグの上昇速度

猿渡異

く昭和61年 9月20日受理〉

Gas Slug Velocity in Inclined Concentric Annuli 

Measurements of gas slug velocity were made for two-phase flow of air-water mixtures 

through inclined concentric annuli. The effect of inclination angle on gas slug velocity was 

investigated in this study. The application of the prediction method already proposed for the 

slug velocity to an inclined concentric annular pipe is discussed in this paper. 

Shinichi Saruwatari 
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1.緒 = 

垂直流路内気液二相流の気体スラク、、上昇速度に関し

ては古くから数多くの研究がありγ5）その結果は種々の

分野に貢献している．これに対して，傾斜流路内気体

スラグの上昇速度に関する研究は比較的少ない．しか

しながら，工業装置においては傾斜流路に関する情報

も重要で、あると考えられる．本研究は，系統的に流路

の傾斜角を変えて傾斜同心二重管内の気体スラグの上

昇速度を調べたものである．

た．供試管入口から0.6m下流にある気水混合部は，外

管の周壁にあけられた42個の穴かζ空気が半径方向に

流入する形式のものであった（穴の配列：円周 1列あ

たり 6個×7亨Jj，列間5mmの千鳥配列）．穴径はみかけ

本報では気体スラグの上昇速度に及ほす傾斜角の影

響を実験的に調べ，従来提案されている気体スラグの

上昇速度の予測法叫の傾斜同心二重管に対する適用性

を実験値により検討する．

2 .実験装置および方法

本実験に用いた装置の概要を図 lに示す．供試管は

外管が半径R。＝15mm，内管が半径R1二 7.5mmの傾斜同
心二重管である．外管にはなめらかな内面を有する内

径30mmのアクリル樹脂管を，内管には直径15mmのアク

リル樹脂製の丸棒を用いた．内管は図 2に示すように

直径3mmのピン状スペ サを三方から半径方向に挿入

することによ って外管と同心に保たれた．供試管の傾

斜角は O。（垂直）から 40。まで5・毎の 9段階変えた．

流体には常温，大気圧近傍の水と空気を使用した．

水はオリフィスを経て管路の下部より流入した．いっ

ぽう空気は浮遊式流量計を経て気水混合部から流入し 図 1 実験装置
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の空気流速ん壬2m/sでは0.3mm，ん＞2m/sでは2mmと

した．こうして形成された二相流体は， 2.4lmの助走

区間を経て測定区間に入り，気体スラグの上昇速度の

測定が行われた．供試管を流出した二相流体は気水分

離タンクに入り，空気は大気中に放出きれ，水は流量

測定用タンクに導かれた．

気体スラグの上昇速度的は気水混合部より約2.4m

下流の位置に0.39m離れて設置されたこつの点電極プ

ロープで検知される信号の時間差より求めた．

3.実験結果とその考察

3. 1 単一気体スラグの上昇速度

文献（4）は，多くの非円形垂直流路における単一気

体スラグの上昇速度は次式で表わされることを報告し

図2 ピン挿入部断面図

表 1 式(1）の係数ClとUco

＋ 
UGO m/s 

c 工
Exp. Cal. 

。1.32 0.221 0.232 
5 1.30 0.231 0.242 

10 1.29 0.241 0.251 

15 1.28 0.250 0.261 

20 1.27 0.261 0.271 

25 1.26 0.267 0.281 

30 1.25 0.279 0.290 

35 1.24 ρ.287 0.300 

40 1.23 0.295 0.310 

ている．

uc=C1u+uco ）
 

唱
E
E
a
（
 

係数C1は液相の平均速度aに対する最大流速 Umの
比， Um/fiに近似的に等しい．静止水中における上昇速

度牝oは，流路の代表寸法として等価ぬれ縁長さの相当

円管直径 De を選べば， Uco 二 0.35 イ~で表しうる．

式中の係数C1および牝oに対する管路の傾斜角 ゅの影

響を調べてみる．

表 lは， Ciおよび Ucoの本実験結果を示したもので

ある．流路を単に傾斜させただけであるにもかかわら

ず，実験値の傾向をみると傾斜角 φの増加にしたがっ

て係数Ciの値は小さくなり， Ucoの値は大きくなって

いる．すなわち，式(1）により傾斜二重管内気体スラグ

の上昇速度を予測するには係数CiとUcoに傾斜角の影

響を考慮すべきであるといえる．そこで，Ciおよび牝o

と傾斜角 φの関係を調べてみる．

図3は本実験で得られた結果を Ci（φ）／C1（φ＝O)=K1

およびUco（ゆ）／的。（φ＝O)=K2とゆとの関係で示したも
のである.KiおよびKzはいずれも直線（図中の実線

およひ可皮線）で近似することができ，次式のように書

き表わせる．

K _ Ci（φ） 1.6 
一一一一一一＝0.995一一一－<P (2) Ci（φ二 0) 1000 

。（φ） 8.4 
=1.0＋一一一φ (3) 

Uco（φ＝ 0) 1000 

式（3）で Uco（φ ＝ 0)=0 .35 イ~とおいて計算した

Ucoの値と本実験結果を比較してみると，表 lに示すよ

うに実験値は約一5%ほど小きめの値となっている．

しかしながら，この程度の誤差であれば， Uco（φ＝0）を
近似的に Uco（φ＝0)=0.35イ言K としても実用上問題

1.4 

1.1 メ 1.3 b 
（ 亡コ 〆 可I~
｜｜ 

Ki,..O 
1.2 ~ ‘＠‘ 

σ1.0 P' 
＼＼ 

‘、、宅F事，、， ‘（ ＠、
） 同 1.1 -;:,8 
C,.) 

II 0.9 ｜｜ 

凶 1.0 凶

0.8 
0.9 

0. 7 0 400.8 10 20 併 30

図3 係数Clおよび Ucoとφの関係
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ないものと考えられる．

3. 2 二相流におけるスラグ上昇速度

3. 1節の単一気体スラグの結果より，文献（4）に提

案きれている垂直非円形流路内の式に傾斜角の影響を

考慮、に入れた次式が傾斜同J~、二重管内二相流の気体ス

ラグの上昇速度としても有効で‘あることがうかがえる．

Uc二 K1C1Uc+jd+ Kz×0.35イ吾Dτ (4) 

20 

10ι二
ロ 0.1 

~ ~ 0 0.3 
ム 0.5

マ 1.0
五卜 0 2.0 

0.3 
0.1 

l ic+ )L 10 20 
πl/S 

(a) 

20 

10トF｜一一一世一~一ι 2一~ー／一s 
ロ 0.1 

'E I 「 0 0.3 
ム 0.5

;:s 「 0マ~：~

10 20 
ic+iι m/s 

‘、11l’’’’

b （ 

20 

10 Iトド一一世一一~一3m一o Is 
ロ 0.1 

~ ~ 0 0.3 
t::, 0.5 

マ 1.0
五ト 0 2.0 

司
E

－－
nU
 

内
ペ
パ
》nu 10 20 

ic+ iL mis 

( c) 

図47ロス流における気体スラグの

速度（本実験値と式（4）の比較）
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ここで，K1は式（2）で，Kzは式（3）で計算きれる値であり，

C1はφ＝0＂のときの ｛直である．またんと人はそれぞれ

気液のみかけの流速である．二相流の本実験結果と式

(4）の比較を，傾斜角 φ＝io・, 20・ および30。に関して図

4に示す．横軸は二相流のみかけの速度，パラメータ

はみかけの水流速で‘ある．図 4から明らかなように，

両者の一致は良好である．したがって，傾斜同心二重

管内二相流の気体スラグの上昇速度は式（4）を用いて近

似的に求めることが可能で、ある．

4.結 = 

傾斜同心二重管における気体スラグの上昇速度に及

ぼす傾斜角の影響を調べた．得られた結果は次のよう

に要約される．

(1) 静止水中における単一気体スデグの上昇速度は

流路の傾斜角の増加にしたがって大きくなる．

(2) 静止水中における単一気体スラグの上昇速度は

Uc二（1.0+8.4φ／1000）×0.35-{gIT;により近似的に求

められる．

(3) 二相流の気体スラグの上昇速度は式（4）によ って

予測が可能である．

終わりに，本研究にあたり終始ご指導いただいた熊

本大学佐藤泰生教授に心からお礼申し上げる．また，

実験にご協力いただいた当時の学生諸氏および実験装

置の作製に尽力をいただいた本校実習工場の各位に謝

意を表する．
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線対平板電極における規格化コロナ電流密度分布（その 2) 

一一相似則とその適用限界についての実験的考察一一

浜田伸生
〈昭和61年 8月15日受理〉

The Distribution of Normalized Corona Current Density 
on a Plate Electrode set to a Discharging Wire (II) 
一一一Thelaw of similarity and the experimental 

observations on its applicable boundary一一一

The law of similarity is applicable to the distribution of the normalized corona current 

density created on a plate electrode which is placed against a discharging wire when the 

corona discharge is sufficiently stabilized, but in other cases it is not. 

This small paper describes our discussions on the law of similarity and recent experimen-

tal observations on its applicable boundary. 

Nobuo Hamadβ 

1 .まえが、き

電気集塵装置は環境および大気保全のための強力，

かっ有効な手段として工業プラントでは必要，不可欠

の要素であり，したがってその電気的特性，特にコロ

ナ放電電流の分布状況について調べることは意義があ

る．

線対平板電極における平板電極上の規格化コロナ電

流密度分布特性を表わす実験式が報告されており？）印

加電圧が充分に高ししたがってコロナ放電が充分に

安定であれば＼電流密度および距離を規格化した放電

特性は一本の曲線に従う相似則が成立する．しかし電

圧がコロナ開始電圧付近以下で，放電が不安定な領域

ではこの相似則が成立しなくなる．

そこで筆者はこの電流密度に関して実験的に導かれ

る相似則と静電界において理論的に導かれる電界強度

との関係から「イオンによる空間電荷の存在する場」

の他の量を「Deutsch」の仮定を用いて推論し，かつ前

報6）で検討課題であった上記相似則の適用限界について

の実験的考察を行なったのでその結果について報告す

る．

2 .実験装置の概要

実験装置の概要を図 1に示す．放電線（放電極）と

しては直径φ＝0.2～0.6(mm）の 5種のステンレス線，

平板電極としては400×500（耐）のアルミ板2枚を用い，

その上下端には電位分布の急変を避けるための緩和曲

線を入れた．放電線一平板電極間距離dは10～60(mm)

の5(mm）刻み，印加電圧は工業用集・塵装置に用いられ

る負極性を使用し， V=O～ 30(kV）とした．電流密

度検出のためのプロープとしては直径5士0.05(mm),

平均面積私196(cm＇），厚き 2・(mm）の銅円板を 6(mm）間

隔で62個設定し，電流計に接続きれないプロープは平

板電極と同様に接地される．またプローブ間およびプ

ロープ平板電極聞の空隙にはエポキシ樹脂を充填し，

かつ放電線，平板電極は液体研磨剤で研磨したあとア

セト ンで油分を除去した．

放
電
極

(a) ）
 

司

hu（
 

図 1 実験装置の概略
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3 .実験内容

各ステンレス線について線一平板電極間距離d(mm)

をパラメータとし種々の負の直流高電圧に対する各プ

ロープ電流値をその平均面積0.196(cm2）で除してコロ

ナ電流密度J(μA/cm2）を求め，放電線直下の電流密

度J。で除して，平板電極上横方向zに対する電流密度

規格化特性， およびX/dに対する電流密度および距離

1. 0 

［ 規
格

化’J 
流 0.4
密
！支

一←Jxi Jo= 1 I { 1 + ( x Id) 2} 2 ・ 1 

d= V= 
.A : 20 -20 
0 : 30 -22 
V:  40 II 

1J: 50 II 

4: 60 II 

規格化特性として求めた．これらから相似則を示す実 主 0.2
験式を求め，かっこの相似則の適用範囲についての実 Jo 

験的な考察を行なった．

なおこれら の実験は気温14～ 21.5 （℃），気圧

760～770(mmHg）の常態空気負荷，静止大気中にて行

なわれた。したがってこれら気温，気圧の影響を考慮、

し，イオンの移動度は空気密度に逆比例することから

K 293 P 
＝一一一一一・一一一 (1) 
t + 273 760 

t：気温 （℃），p：気圧 （mmHg)

を乗じて （20℃， 760mmHg）の場合に換算した．

4.実験結果および考察

ステンレス線5種，極間距離12種について得られた

電流密度規格化特性のうち φ＝0.2(mm）の場合で， d=
10～60(mm）のlO(mm）刻みの 6種について，その結果

1.0 

i 0.8 
全
フ
ロ

↓0.6 
電
ifi~ 

~ 0.4 
る

比

。
20 40 60 80 

平板電極上x (mm) 

図2 規格化コロナ電流密度分布

ー・ー ：計算値

。：測定値

を図2に示す．前報6）で報告したように，これらの特性 0.2 

は印加電圧がコロナ開始電圧より充分に高〈放電が安

定している場合は φ，Vには依存せず， dおよびzに

よって決まり， dが小さくなるほどz方向の減少の割

が大きく ，分布域は狭くなる．この様子は図 3によ っ

ても理解できる．この図は全プロープ電流の和に対し

て放電線直下の電流Iaの占める割合を示したものでd

が小なるほどその値が大きい．これは強力なコロナ放

電領域は放電線直下付近に限定されd,xが大き くなる

につれ急激に電界が弱められることによるものと思わ

れる．また図 2において横軸zを極間距離dで除した

値に対する距離規格化電流密度特性を図 4に示す．こ

れらはコロナ放電が比較的安定している場合であり，

J!J。はd,Xの直接には依存せずその比x/dにより決ま

ることがわかる．つまり線ーフ。ロープ聞の関係が幾何

学的に相似である場合はコロナ放電特性もx/dにより

決まる 1本の曲線に従うことがわかる．図2，図4の

実線は

J/J。＝l/{l+ (x/d)}k (2) 

0 10 20 30 40 50 60 

極間距縦 d (mm）ー→

図3 全プロープ電流に占める I。比

において，全測定値から最も妥当な値として k=2.lと

おいて得られる曲線であり，この値は各方面口，5）より報

告されている結果とよく一致する．また図3の曲線は

X= 6 (mm）ごとのプロープ電流の和に占める I。の割を

この実験式より計算したものである．

上記のような特性を考えるに当たっては「イオンに

よる空間電荷の場」を考えなければならない．この空

間電荷場を支配する方程式は

マ・E＝ρ／ε。 （ポアソンの方程式） (3) 
J ＝μρE （電流密度の式） (4) 

V・J =o （電流連続の式） (5) 

および E＝一勺や (6) 
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＋ん／Jo=l/{ l+ （~） 2) 2.1 

-0-Es.x/Es. 。＝ l パ1+ （ ~)2}

{ d ~ 10 v ~ －－ 10 
企 20 +20 
0 30 -22 
マ 40 II 

ロ 50 II 

4‘ 60 II 

(mm) (kV) 

電位面および電気力線の例をめ二0.2(mm), V = 

20(kV), d =50(mm）の場合について，パーソナルコン

ビュータによりプロットしたものが図5であり，放電

線近傍では等電位面が密で，したがって電気力線密度，

つまり電界強度が大であることがわかる．また，この

図および（7),(8）式からわかるように平板電極上は併二

Oなる一つの等電位面であり，電気力線したがって電

界の方向は平板に垂直な成分のみとなり，その大きさ

Es.xは（以後y二dつまり平板電極上横方向任意の点お

よび放電線直下の点における量にはそれぞれ添字ι0

をつけて示す．）

2V 
ー ・一一一τ （V/m)
s.x-［η（4d／ゆ）ムアμ

また規格化電界強度は

Es,x/Es,o=l / { l+ （エ／d)2}

となる．この計算結果を図4に示す．

ここでイオンによる空間電荷が存在する場について

考える．この場合，しばしば次のような仮定が用いら

れる.1) （次頁下記註）

仮定

(1) 電極間内は単極性の空間電荷により満たされて

いる

イオンの移動度は電界強度に依存せず（気温，

気圧が一定ならば）一定である．

(3) 熱拡散は無視できる．

(4) 空間電荷によって電界の強さは影響を受けるが，

電界の方向は変わらない. (Deutchの仮定）

(5) 放電線表面の電界の強きはコロナ開始電圧以上

ではコロナ開始時の電界強度一定に保たれる．

これらの仮定によりイオンによる空間電荷が存在す

る場合には静電界Es.xを用いて

Ex=!; Es.x (V/m) (12) 

Jx＝μρxi;xEs.x (A/m2）仰

とおける．ただしらは空間電荷の存在する場合と存在

しない場合の電界強度の比である．放電線直下では

線対平板電極における静電界の様子図5

0.5 。

1. 0 

0.8 

規規
格格
化化 0.6
電コ
界ロ
強ナ
度電

6；二雲 0.4
E~＿；P 最

0.2 

(10) 

電界（V/m)

電流密度（A/m2)

空間電荷密度（C/m3)

真空の誘電率（F/m)

イオンの移動度（m2/(V・S))

空間電位（V)

図 4

ただし E

J 

ρ 

ε。

）
 
－
 l
 
（
 

μ 

中

と与えられる．正確には以上の式を解くべきであるが，

これらの式は 2階の非線形微分方程式であり解析は困

難である．そこでここでは空間電荷のないいわゆる静

電界における電界，電位を考え，これより空間電荷場

における他の量を類推する．

静電界においては（3）式の右辺を Oとおいて得られる

ラプラスの方程式¥l・E=-¥l2¢=0となるが，無限

長線路対無限大導電率をもっ接地平板電極における任

意空聞の電界Esおよび電位いはラプラスの方程式を

解くまでもなく，影像法により

(2) 

I/ x x ¥ 
Es(x,y)=Kv~ （－一一一一 ） 

l¥x2+y2 x2+(2d-y)2 / 

( _l:'__+ 2d-y ¥ ) 
2 ）・j ~ (V/m) 

x2+y2 x2+(2d-y) / J 

( 4d(d-y) ) 
ゆ（x,y）＝τ－ln ~ 1 ＋ヮヮ Hv)

f, ~ x“十y“ Y

Kv=V/ln(4d／ゆ） (v) (9) 

として求まる．ただし （x,y）は図 1に示すような座

標軸上の任意の点で， i' jはそれらの方向の単位ベ

クトルである．また放電線表面上の電位を V(V）とし，

かっここではゆ／2《dを考慮している．この静電界の等

(7) 

(8) 

＼ 

＼ 

《
＼ 
＼ 

＼~ 
てド特~lh－.~手。

規格化距離 x/d一→

規格化コロナ電流密度分布（ 2) 

および規格化電界強度
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Jo ＝ µ ρo~oEs.o (A/m2) (15) 

(1札 （1心式，および‘平板電極上における電界の方向はあ

らゆる点で平板に垂直であることから

ι＿Ex IE 
一一一一一／一一三 (16) 
~o E。IEs,o 

また平板上の規格化電界強式の式Ex!E。も相似則が成

立することが報告されておりデ｝したがって空間電荷が

ある場合とない場合の電界強度の比を規格化したもの

についても， (11), (16）式より

ι／ご。＝l/{ l+ (x/d)2}k (1司

なる 1本の曲線で示される相似則が成立すると考えら

れる．さらに（1札（1日式，および上記と同様にして，

Jx一ρx ~x Es,x 
J。 ρ0 ~。 Es.a

(18) 

となり（2), (11), (17）式を考え合わせれば平板電極上にお

ける規格化電荷密度の式ん／ρ。も(17）式の指数部の異な

る相似則が成立するものと思われる．

これらの相似則は印加電圧がコロナ開始電圧より充

分高〈コロナ放電が安定している場合に成立するが，

印加電圧がコロナ開始電圧付近以下で，コロナ放電が，

不安定な領域では相似則の適用が困難となる．この様

子を調べるためにすべての測定値をx/d対応点にパソ

コンによりフ。ロ ットしたものが．図6である．キ目｛以則を

式す実験式から大きくずれているデータがロロナ不安

定の場合であると思われる．

コロナ放電が安定であるか否かの一つの目安として，

印加電圧Vの放電線ープローブ問距離L=Jd2+X21こ

対する比，つまりその聞の平均電界強度が考えられる

のでV/Lに対応する各測定値の，実験式（2)(k=2.l) 

から得られる計算値に対する相対誤差Er（%）をプロ ッ

トしたものが図7である．ここではさらに相似則成立

限界の一つの目安として Er=±10（%）に線引をしてい

る．この図から V/Lが大なるほどErは小きくなるこ

とがjっかる．

この様子をより具体的に調べるため V/Lを0.125刻

みに分割し，この区間内における全測定値に対してEr=

5, 10, 15（%）にはいる測定値の割合を示したものが

（註） 仮定（4）は便利ではあるが問題のあるところであ

ろう．しかし M.P. Sarmaらは直流送電線対大

地を模擬した線対平板電極におけるコロナ損失

の計算において仮定(1）～（5）を用いることにより，

空間電荷場を支配する方程式（3）～（6）の解法問題

を静電界の電気力線に沿っての微分方程式を解

く問題になることを示し，かつ計算値と判定値

がよく一致したことを報告している.1>

1.0 

0.8 

規格化

コ
ロ

密ナ電度流

明。 0.2

。 2.0 4.0 6.0 

図6 実験式と測定値の比較
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図8である．図からわかるように V/L<0.2では測定値

の大部分が相似則の適用が全く不可能で，これより急

激に立ち上がり， V/Lの増大とともに相対誤差の小き

い測定値の全測定値に対する割合が大き くなる．そし

て全測定値の90（%）以上が相対誤差10（%）以内であ

るような場合を相似則の適用範囲と考えると V／－｛？芋

ヨ2>0.45が必要であるという結論が得られる．



有明工業高等専門学校紀要 第 23号 128 

以上の結果から次のような結論が得られる．

( i) 線対平板電極では放電線直下の電流密度を l

とし，かつ横方向距離を極間距離で除した規格化電流

密度分布はコロナ放電が充分に安定であれば1本の曲

線に従う相似則が成立する．

(ii) 平板電極上における電界強度も相似則が成り

立っとすれば・，Deutschの仮定等を用いることにより，

空間電荷場の電界強度と静電界におけるそれとの比を，

規格化したものについても，また規格化された電荷密

度分布についても相似則が成立するものと思われる．

(iii) 上記相似則の適用可能な領域の目安として本

実験装置のような構成で、は放電線ーフ。ロープ間平均電

界強度は0.45 (kV /cm）程度以上が必要で‘ある．

5. あとが‘き

今回，電流密度に関する実験式，および静電界の立

場から Deutschの仮定等を使ってイオンによる空間電

荷の場を検討し，かつ実験式の適用限界について一つ

の目安となる実験的考察を行なった．今後はこの空間

電荷場の電界を測定して行きたい．

最後に本稿は昭和60年度卒業研究により得られたデ

ータを基に考察したものである．卒業研究関係諸氏に

感謝します．
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磁歪体におけるパルス波伝搬特性

小沢賢治
〈昭和61年 9月20日受理〉

Characteristics of pulse wave propagation 
on magneto strictive substance 

In this paper, experimental results on propagation of velocity V and amplitude of pulse 

signal at the amorphous magneto strictive substance are discrived in company with conside 

rations on them. 

In a word, it is as follows principally. 

Large shift of velocity under the condition that both magnetization M or stress Tand T 

are small is caused by large shift of Young modulus E. 

Decrease of propagation loss under the condition T is large is caused by decrease of eddy 

current. 

Kelizi Ozawa 

1. まえカイき

近年，アモルファス状の磁歪材料は，既存のニッケ

ルやフェライトに比してのその特性の良さから電気機

械信号変換材料として注目をあびるようになった．

筆者は，アモルファス磁歪体におけるパルス信号の

伝搬速度及び振幅の，応力及び磁場のもとにおける特

性を測定・検討した．その結果，比較的小さな応力及

び磁場のもとでは，ヤング率Eがそれらにより大きく

影響を受けること等が明らかとなった．

2 .実 寄食
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図 1 実験回路

図 1に実験装置を示す．

図において，矩形波信号の立ち上がりから立ち下がり

までの時間は，この時間内に振動が充分減衰する様に

長くとった．直流磁場用コイルは長さlOOcm,1444ター

ン／m巻線密度である．検出コイル3及び4は共に，コ

イル長 3mm, 500回巻きである．磁歪体6は， Allied社

製 METGLAS 2605 COであり， 3m×2 cm× 

0.02～0.03mmのテープ状であ り両端は反射を軽減する

よう工夫した.loc，およびls1AS.i.ls1AS.2による磁界 Hoc,

Hs1As.i. Hs1As.2の方向の関係は， Hoc//Hs1As.1 //-

Hs1As.2になるようにした．

2. 1 遅延時間 τの測定

（イ）図において， loc二 1.0A, ls1As.1=ls1As.2=0.1 Aと

し，コイル4,4’を！＝20～ lOOcm範囲内でlOcm毎に移動

させ，その時の τをシンク ロスコープで測定した．た

だし，外力Fをパラメータにし，その値は50gwおきに

50gw～400gw, 500gw, 600gwとした．

（ロ）l = 100cm, ls1As.1二 IBIAS.2二 0,F二 150gw,loc二

O～ 2.0Aでの τを測定した．

2. 2 振幅減衰の測定

（イ） 2. 1 （イ）と 同様の方法で，検出コイルlの

出力電圧， 及び検出コイル2の出力電圧をシンクロス

コーフ。で測定し，前者に対する後者の比を振幅 ηとし

た．

なお，実験を通じて，シンクロスコープによる遅延
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時間 τ，及び振幅比 ηの測定は，写真 1の要領で行っ

た．

50mV/div 

5011secldiv 

検出コイJレ2-
！＋＇.力1正l壬 二

ー一一一一一一一斗tーで一一 -v-一一

写真・ 1

3 .測定結果
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遅延時間 τの測定結果を図 2，及び図 3に，また振

幅比 ηの測定結果を図4，及び図5に示す．

なお，図 2においては，外力Fが200gw，及び250gw,

300gw, 350gw, 400gw, 500gwの各場の測定結果は，

F=l50 gwとF=600gwとの中間であったので，記入

を省略した．

また，図 4においては，外力Fが250gw以上では雑

音の大きさに比して，出力電圧が小さく，測定できな

かった．

235 

F。＝150 gw 
Q = lOOcm 

225 ． ． 
223 

’t 
1.0 2.0 

一→ Ioc〔A〕

図 3 r-loc 
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図 4 17-l 
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4.考察

写真lにより，検出コイルl及び2の出力電圧の周

波数は共に大略3KHZ程度であり，またこの種の材料に

おける波の伝搬速度が数 km/secであることからその波

長 λはは λ主lm程度であると推察できる．一方，試料

の断面寸法はその長辺Wで2cmで、ある．つまり， λ＞W

となり，横波は事実上存在しないと考えてもさしっか

えない．

従って，実験において伝搬した波を縦波であると仮定

すると，波動方程式

ヲ会主」で用採
ふ
ゲ
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式(1）を使い，図2において，同一外力Fの下での各J聞

の平均のヤング率Eを求めると，図 6となる．更に，

図6において，各 Jの大きさにおける外力Fに対するE

を求めると，図 7が得られる．

図8は，図 3より，図6と同様の方法で得たもので

ある．

( i）図 7及び図8は次の様に考えられる．

強磁性体においては，そのヤング率Eは，応力Tの

みならず磁化Mの影響を受ける •I)

δEδE  
ムE(T,M）ニ ムT十一一一ムM

δT aM 
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実験における応力の最大値Tmaxは，約l.5kgw/mm2で

あり，試料の引張り強き150kgw/mm2に比べると極めて

小きいので

δE 
ムE(T,M）と一一一ムM．δM (3) 

一方，試料の磁界を H(=Hoc+ Hs1As.1 + Hs1As.2）とする

と，

δMδM  
ムM＝一一ムH＋ーームF
δHδF  

δE tδM aM ¥ 
・．ムE(M）＝一一一（一一ームH十一一一ムF)δM＼δH oF I 

(4) 

(5) 

まず，同一 fにおいては，ムH=O

δE aM 
－．ムE(M）＝一一一一一一・ムF

δM aF 
(6) 

式（6）において， δE／δMは，図8より正でありまた， δM/

δFは， FがMと同一方向となっているので， Fによる

歪 ξがMと同一方向となり，Villari効果により正であ

る．

従って，（6）により，外力Fが増加するとヤング率E

が増加することになる．

次に，同一外力Fにおいては，ムF=0 

δEδM  
·.~E(M）＝一一一・一一一ムH

δMδH  
(7) 

ここで，H= H~c + Hs1As.1 + Hs1As.2であり，しかも Hoc//

Ha1As.2 // -Ha1As.2であるので， Hは，検出ヨイル間距

離 Jにより，図9に示す様な変化をすることになる．

ただし図において Aくらくらである．

Q3 

図 9 H-x 

よって， ムH=dH/dl・ムf (8) 

δEδM  dH 
－．ムE(M）＝一一一・一一一一一一・ムl (9) δMδH  dl 

式（9）において， δE／δM>O, aM／δH>O, dH/dl<O 

であるので， E(M）は， fの増加と共に減少することに

なる．

(ii）図4，図5は次の様に考えることができる．

交流磁界Haを印加したとき，その領域に発生する磁
化Mは次式となる .2)
M=x(H。＋I'’ξ） (10) 

式（10）において， xは磁化率， ξは歪， I'＇は逆磁歪率で

ある．

検出コイルl，及び2の位置をそれぞれO，及びJと

すると

M(o)=x(o)T’（o）ξ（o) 
MU)= xU)r’(l）ご(l)

(11) 

(12) 

ここで＼両検出コイルとも，励振コイルから充分離れ

ているので， H。ーoとした．
検出コイルl，及び2に発生する基本波の起電力vi.
及びv2は，コイル巻数をN，試料断面積をSとすると，
V1二 jwNS・ M(o) (13) 

V2二 jwNS・M(o) ）
 
A
唾l
 
（
 

従って，シンクロスコープ上のコイルl出力電圧に対

するコイル2出力電圧を ηとすると，

IV2 I Iχen r' （！）ご(l)I 
り＝－－－；－一一＝ . . . (15) 
IV1I lx(o)r’（ o ）~（ o)I 

式加）において，xr’ごとして Villari効果を表現してい
るので，ξは試料を非磁性体とみなしたときの歪と考え
られる．

従って， ξ(l）を次の様に仮定してもかまわない．
ξ（！）＝ξ（o). e-<A+iBll 。。

ただし， A,B> 0である．

Ix (l)r’（ l) I 
・． η＝ • • e-A, (1司
I x C o ) r' C o ) I 

図4によると， ηはJに関して極大値を持っているので，

lxU)・r’(l)l/lx(o)・ho)Iには Jに関して，増加領域が

存在しなければならないことになる．

次に， Aは試料内部の振動に対する粘性による損失

の他に，渦流電流による損失も含むことになる．外力

Fが増加すると，磁化Mが増加し，これにより磁化率
X が減少し，更にこれにより， Villari効果による振動

に不随する磁化x・I'’・5が減少することになり，渦流電
流による損失が減少したものと考えられる．

エ

5 .参考文献

1) 近角 ：強磁性体の物理 （裳華房）

2) 菊池：磁歪振動と超音波 （コロナ社）



有明工業高等専門学校紀要 第 23号 133 

線形RLC回路の数値解法について

辻 一夫

く昭和61年 9月2日受理〉

On the Numerical Analysis Method of the Linear RLC Networks 

Usually, the companion modeles of each elements are used to solve numerically the time 

responses of the linear RLC networks. 

In this paper we presents companion models of the RL series and the RC parallel elements. 

By using this modeles, we obtained an excellent results compared with Euler’s method. 

Kazuo Tsuzi 

1. まえカぜき

線形集中定数回路の過渡応答を数値解析する方法の

一つに，それぞれの素子をその素子に対応したコンパ

ニオン回路で置換することにより，コ ンダクタンスと

電流源のみより成る回路にして数値計算を繰返す．

最も簡単な後進オイラ一法より生成されるコンパニ

オン回路では余程小さな刻み巾を採用しない限 I）良好

な計算精度は期待できず，高精度の計算が要求される

場合は上記の方法を改良する必要があり取扱いも面倒

になる.1>

ところで実際の回路ではインダクタンスには必ず抵

抗が含まれ抵抗とインダクタンスは直列になっている．

そこで筆者は抵抗とインダクタンスの直列回路及ぴそ

の双対な抵抗と静電容量の並列回路を一つの素子とみ

なし，それぞれのコンパニオン回路を求めた．このコ

ンパニオンモデルを用いて振動の表れる回路を例にと

り数値解析したところ良好な結果が得られたのでこ、

に報告する．

2. RL直列回路及びRC並列回路のコンパ
ニオンモデル

図 1-aに示す回路の方程式は

di(t) 
v(t)=L一一一一＋ γi( t) 

dt 
）
 

官

E
i（
 

である．上式より

z(t)=y Jo1 v(t )eー（トt')lridt i(o)e-llr1 (Z) 

となる．こ、で 7:1二 L/rである．以下時間刻み巾をT,

時刻tnにおける電流及び電圧をそれぞれ

in= i(tn), vn二 v(tn)

と記すことにすれば

(3) 

in+!=± lntn+lv(t’）e-<tn+l-t ）／ザ －iい＋llr1 同）

、、E，J
trtu 

」

L
 

gl 

図 1 RL直列素子とそのコンパニオン回路
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と書ける．時刻tnとtn+lの間で、v(t’）を

v(t’）＝v"(l+αt’） (5) 

と近似すれば

yn+l二 v"(l＋αT) (6) 

であるから，（5）式を（4）式に代入し積分すれば

in＋！二g1vn+1+j/ (7) Gご 仁 _J_ v(t) gc 

のように表せる.(7）式で

g1＝÷｛ 1一千（1-e-T/T1) (8) 

j?= ｛÷（1一戸 (9) 

(a) 

である.(7）式は図 1-bの等価回路で表すことができ

る．ところで抵抗 rを0に近づけると（7）式は

i附 I＝エ－vn+1＋エーv"+i"
2L 2L 

）
 

A
H
U
 
l
 
（
 

となり，後進オイラ一法の改良形と本質的に同じであ

る．又LをOに近づけると

;n+l - 1 .. n+l ・－・・
r 

）
 
－
 l
 
（
 

となる．

図2- (a）の回路では

dv(t) 
i(t)=C一一一一＋Gv(t)

dt 
(12) 

なる関係があるから， (1）式のVとi, Lとc' rとG

が入換っただけである．よ って

yn+l二 rein+!+u g (13) 

(14) r ＝」ー ｛1-__..!£__(1 -e-T/Tc)} 
G T 

ug二 ｛す（1-e-Ttrc)-rc}i" v"e-Ttた (15) 

と直ちに書ける．こ‘でた＝C/Gである.(13）式を in+l

についてとけば

in+1=gcvn+1_j g (16) 

となる．こもでgc=l/rc,j g=u"/rcて。ある.(16）式の等

価回路は図 2- (b）のように表せる．又，コ ンダク

タンスGをOに近づけると(16）式は

2C n+i 2C =-v  一一一v-i" (17) T T 

となり，上式も後進オイラ一法の改良型と本質的に同

じである．

3 .計算例

図3に示す回路のステップ応答を i~＝ O, v g=Oなる

初期条件で，提案するコンパニオンモデルを用いて数

値計算を行い，理論値及び後進オイラ一法による数値

計算結果と比較する．応答v(t）の理論式は

司

h
U

図2 RC並列素子とそのコンパニオン回路

v(t)=a(l-e-cr1cos wt-be-cr1sin wt) 

a = 0. 0998004, b = 0 .105477 

σニ0.105 ' w = 0. 9954 77 

である．計算には FM-77を用い，変数は全て単精度（ 6 

桁）である．

(18) 

表 1 計算結果の代表値（T =0.1) 

時間（秒） 3 9 16 

理 さ日きぷHD〉、 値 0.170571 0 .132627 0.118381 

本 法 0 .170675 0. 132686 0, 118622 

相対誤差 0.061% 0.044% 0.204% 

後進オイラ一法 0 .164150 0 .119340 0.108470 

相対誤差 -3.764% -10.02% -8.372% 

表1は計算結果の代表値を示す．本法を用いた場合

(T=O.l), 0～20秒の範囲で3～ 4桁目が理論値と異

なる値をとり，このため図4のグラフ（モニタ一画面

のHARDCOPYによる）では理論値と判別できない．

後進オイラ一法によるコンパニオンモデルを用いて

同じ時間刻み巾で応答を計算してみると，応答の立上

り部分ですでに大きな誤差が生じているのみならず全

体にわたって本法の数十倍の誤差となっている．又こ

の回路の極S1,S2は

Si, S2= -0.105± j 0.995477 

で、ある．

4. あとがき

計算結果からも明らかなるように本法は後進オイラ

一法に比し非常に高精度であり，又，節点解析又はカ

ットセット解析を行う場合は回路方程式の次数は RL

直列素子の数だけ下る．同様に閉路解析を行う場合は

RC並列素子の数だけ回路方程式の次数は下る．又イン
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時間応答を求める回路例図3
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本法及び後進オイラ一法による数値計算結果

ダクタンスの直列抵抗，キャパシタンスの並列コンダ

クタンスを Oに近づけるとオイラ一法の改良形コンパ

ニオンモデjレとなり，実際の回路応答の計算では本法

と改良形オイラ一法が混合されたものとなる．

RL直列素子及びRC並列素子による閉路がない場合

には，これらの素子を全て木に含ませてカ ットセット

解析を行った方が電流源j~. j gの更新は簡単で・ある．

本法の安定性及び亥IJみ巾と誤差の制御については今

後の課題である．

図4

5 .参考文献

1) CALAHAN（鈴木登紀男，井上隆秀訳）：“コ

ンビュータによる電子回路設計”，日刊工業（1974)
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ポリウレタンの熱分解に関する研究（第12報）

一－Pyr-GCによるポリオール成分の分析一一

吉武紀道・古川睦久＊

丸尾三成・畑川竜也
〈昭和61年 9月20日受理〉

A Study of Thermal Degradation of Polyurethanes (12) 
一一－Analysis of polyether components by Pyr-GC method －一一

Polymer glycols, one of raw materials in polyurethanes, were analyzed by pyrolysis-

gaschromatography with silica gel column, TCD and FID. 

1.緒

In this system, gases in thermal products of polymer glycols were analyzed selectively. 

The pyrograms were simpler than those obtained by using porapak Q column. 

The pat~ern of pyrogram was characteristic patterns of polymer glycol. 

N orimiti Y ositake ・ Mutsuhisa Furukawa ・ Mitsunari Maruo 

and Tatsuya・Hatagawa

＝＝ 
2 .実 5食

2. 1試料

136 

ポリウレタンの熱分解主成物は，多種にわたり複雑

であり，直接分析する ことはかなり難しい．従って，

この分析を円滑にするためには，ポリウレタン原料成

分の熱分解生成物の分析による知見が不可決である．

本研究では，ポリウレタンのポリオール成分の熱分解

ーかスクロマト グラフィ ー （Pyr-GC）のパイ ログラム

のピーク形状の特徴により成分の同定をすることを目

的とした．

ポリエーテル系グリコールとして PTMG(poly 

(oxytetramethylene) glycol) 650, 1000 （なお， 650,

1000は， 分子量を表わす．）

Haken1＞等は，ポリウレ タンの Pyr-GCにおいて，カ

ラムに PorapakQを用いてノマイ ログラムのピークノマタ

ーンより，ポリウレタン成分を分析している．その結

果によれば、，ポリウレタンのPyr-GCは構成成分の一つ

であるポリオールのPyr-GCと酷似していることを指適

している．またポリウレタン中のポリオールの成分分

析 （ポリエーテル系とポリエステル系の区思lj）を行っ

ている．

著者等も全〈 同様に，その確認を行ったz.-4＞本研究で

は，カラムにシリカゲルを用い，検出器に TCD（熱伝

導度型検出器）と FID（水素炎イ オン化検出器）を併

用し，熱分解生成物中の気体成分を選択的に分析し，

分析の複雑さからの回避を試みた．その結果，パイ ロ

グラム（Pyr・GCにより得られたチャート）は，Porapak

Qの場合よ り単純で‘あり，なおポリ エーテノレ，ポリエ

ステルの成分分析が可能であるのみならず，MS解析を

容易ならしめる幾らかの結果を得ることが出来た．

HO-{(CH2)4-0}n H 

PEG(poly (oxyetlylene) glycol)200, 1000 

HO (CH2-CH2-0)n H 

PPG (Poly (oxypropylene) glycol)200, 400, 1000を

HO-(CH2-yH -O)n-H 

CH3 

ポリエステル系グリコールとして

PEA (polyetlylene adipate) 1000 

H-[O(CH2)z-OCO(CH2)4CO] n-0 (CH2)20H 

を測定に供した．

2. 2 操作条件

2. 2. 1装置

装置には，熱分解装置（柳本肌製GP-1018型）を，

ガスクロマ トグラフ（柳本K.K.製Gl80型）に接続して用

いfこ

検出器は，FIDとTCDを同時に測定できるように配

管した.TCDは，無機，有機を問わず広範な化合物を

分析の対照にしているが，FIDは，有機化合物の高感

度検出器であるが，無機ガスには感度を有さない．こ
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の二つの検出器を同時に使用することにより，無機方、

スと，低級炭化水素との区別が容易になる．

2. 2. 2 測定条件

熱分解温度は600℃とし，充填剤には，気体分析によ

く用いられるシリカゲル（2m方、ラスカラム）をキャリ

ヤーか、スには，ヘリウムを用いた．

FID, TCDは，次のように設定した．

FID キャリヤーガス圧 1Kg/cm2 

水素圧 0.8Kg/cm2 

空気圧 0.2Kg/cm2 

TCD 試料室温度 230℃ 

検出器温度 200℃ 

試料は熱分解装置で熱分解され，分解生成物はカラ

ムで分離される．分離された分解生成物は，まず TCD

で検出され，ついでFIDで検出される．二つの検出器

で検出された方、スクロマトグラムは，記録計に同時に

記録される．

なお，データ処理装置 （島津製作所阻製クロマトノマ

ック主lA型）を FIDに接続して， Rt（保持時間）及び，

PA（ピーク面積）， PA%（全ピーク面積の総和に対する

各ピーク面積の百分率）を得た．

2. 2. 3 カラムの昇温条件

測定開始温度を60℃に設定し， 5分間保・った後，昇

温速度20℃で， 180℃まで昇温し，以後180℃に保った．

測定時間は，めだったピークが20分以後ではあらわれ

なかったのて.＂，20分間とした．

3 .結果と考察

TCD, FIDによるノマイ ログラムを図 lに， FIDのネ吉

果のRtとPA%を表 lに，そして FIDの結果を棒グ

ラフ化した図を図 2として示している.PA%は，生成

量の大小の目安として数値を揚げている．

ピークは， Rtの近いものを， No.lより N'O.8まで

群として番号を付けた．共通性のないピークは，ピー

クaとした．なお PEAの第6群には， 二個のピークが

存在した．

本研究で検討した 8種のポリオールの熱分解生成物

のピークが，ほほ、同一 Rtのイ立置にあらわれていること

より，おおよそ同ーの熱分解生成物と考えられる．ピ

ーク群1と，ピーク群4は， TCDからのパイログラム

のみにあらわれるので，無機ガスと考えられる．その

他のピークは，炭化水素成分によるものと考えられる．

これらのピークの同定は， Pyr-GC-MCにて行うが，

本研究では，パイログラムのピークの形状についての

み検討を加えた．

3. 1 ポリエーテルについて

分子量の異なる PTMGのパイログラムは，ピーク位

置，ピーク面積，ピーク形状を比較すると， No.4ピー

クが， PTMGlOOOにおいて幾分大きい以外は，はほ向

ーであった．分子量の大小は，No.4ピークの大小lこよ

って判断されることが，示唆される．

PEG系では， No.lピークが最も大きく， No.2, No. 

5, No. 3がそれについでいる.No.4の無機ガスピーク

は小さく， No.6, No. 7は，微量ピークとして認めら

表 1 主なピークのRtとPA% (FIDにて検出）

ピーク群 No. 1 No. 2 No. 3 No.4 No. 5 No. 6 No. 7 No. 8 No. a 備考

試料 ＊1 Rt PA% Rt PA% *l Rt PA% Rt PA% Rt PA% Rt PA% Rt PA% 

PTMG650 1. 7 2.2 15 7 .5 12 9.2 9. 7 55 12.5 1.4 15.6 15 17.7 0.7 

PTMGlOOO 1. 7 2.3 14 8.0 12 9.5 10.0 53 12.8 1.5 15.7 19 17.8 0.6 

PEG200 1.8 2.2 31 7 .6 24 9.2 10. 0 42 12.8 0.8 16.0 1. 6 17.9 0.2 14.6 1.1 他にみられな

PEGlOOO 1.8 2.3 27 8.0 24 9.5 10.2 45 12.8 0.8 15. 9 2.0 17.8 0.2 13.8 0.9 いピークa

PPG200 1.8 2.4 39 8.2 6.4 9.5 10. 2 24 12.7 2.6 15. 6 28 

PPG400 1.8 2.2 36 7. 7 6.2 9.3 9. 9 25 12.6 3.2 15. 5 30 

PPGlOOO 1. 7 2.2 34 8.0 6.3 -9.5 10. 3 24 12.9 4.3 15.8 31 

PEAlOOO 1. 7 2.2 26 7 .5 7 8.8 9.8 49 12.5 0.5 15. 7 18 ピークNo.6 

12.9 0.4 は二個ある。

* 1 ピーク群 1' 4は， TCDのみで検出きれる無機ガス（FIDtこ準じたRtを記している。）

* 2 Rtの単位はmin.
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れるが， No.8ピークは，確かに存在するもののピーク

としてはほとんど認め難い.PEGには，他のポリオー

／レと異なる非共通ピークとして，Rt14前後にピークaが

存在する．分子量による相違は認め難いが，後述する

PPGの場合と併せて考えるならば＼ピーク No.2の大

小，ピークNo.7の大小で比較できょう．但し，ピーク

No. 7が小さいため，その数値としての相違は大きくな

いので，PPGの場合ほどはっきりといえない．

PPG200, 400, 1000系では， TCDの結果をチャート

上で見る限り，ここでもピークNo.lが最大である.FID

の結果では，ピーク No.2が最大であり，No.7, No. 

5がつづく ．この 4個のピークが，他に比較してきわだ

っている．分子量による相違は，余り明確とはいえな

いが，FIDのPA%を比較するならば，ピーク No.2が，

分子量の増大につれて減少している一方，ピークNo.7 

は，増大している．

各系のパターン分析を行うと次のようになる．

PTMGとPEGのパイ ログラムにおいて， FIDで比

較すると，ピーク No.5が最大であるが，ピーク No.2, 

No. 3は， PEGの方が相対的にやや大きい．

PEGにおいては，ピークNo.5以降に見るべきピー

クは，存在しないが， PTMGでは，ピーク No.7が，

大きくあらわれている．これらの相違によって，PTMG

とPEGの区別は， 明確となろう．

PTMG, PEG, PPG聞の区別は， FIDの結果（表1,

図2）より容易であろう．ピーク No.5以降にめだった

ピークが存在しないのがPEGであり，ピーク No.2, 

No. 7が特に大きいピークになる場合が，PPGである．

又ピークNo.5が最大ピークで， No.5以降に，きわだ

ったピーク No.7が存在する場合が， PTMGである．

3 2 ポリエステルについて

ポリ エステルには種々あるが，ここでは PEAを代表

させる．

PEAlOOO系においても，ポリエーテル同様，ほほ、同

一Rtに，ピーク群が存在する.FIDの結果よりパター

ン分析を行うと， PPGやPTMGにパイログラムは，

よく似ているが，ピーク No.7の大小によ って， PPG

との区別は，可能で、あると考える．

しかし， PTMGとは，ピーク No.2がやや大きい以

外大きな相違は，見出しにくい．小ピーク群を比較す

るなば，ピーク No.6が，二本存在するので，これて、、

ポリエ一テルとは’区別できる．しかし，PEAについ

ては，TCDにおけるピーク No.4がポリエーテルに比

較して圧倒的に大きし最大の決め手となろう．ピー

クNo.4は，ポリ エステルの構造より，炭酸方、スである

と考えられる．

3. 3 ポリウレタンにおける実例

実用されているポリウレタンエラスマ－ PTMG系

(PTMG-TDI-MOCA.試料名 El),PPG系（PPG-

TDI-MOCA. E2), PEA系（PEA-NDI・BD.E3）の各

試料について同様の分析を行い得られたパイ ログラム

を図3に示す．いずれのパイ ログラムも，図 l，図 2'

に示したノマイログラムに酷似しており，新しいピーク

は，ほとんどみられなかった．

これは，充填剤のシリカゲルが他成分の熱分解生成

物をほとんど吸着してしまったためだと考えられる．

PTMG系ポリウレタン試料Elのパイ ログラムには，

ピークNo.lの前に， 1個ピークが存在するが，その他

のピークは，ポリオールによるピーク群と考えられる．

図I，図2と図 3のElを比較すると，ピーク No.6,

No. 7, No. 8が，やや異なっているが， PTMGが，や

はり，最も一致していることが分かる．

PPG系ポリウレタン試料E2のパイ ログラムには，

ピークNo.7が，大きくあらわれていることから，PPG

系ポリウレタンであることは，明らかである．なおピ

ーク No.5と， No.7との比較より，この PPGの分子

量は， 1000以上のものであることが推定される．

PEA系ポリウレタン試料E3のパイ ログラ｝＿，，にはピ

ークNo.lの前に 1個ピークが存在するが，それ以外の

ピークは，ポリオールによるものと考えられる．

ピーク No.4が，大きくあらわれていることから，ポ

リエステル系 （この場合PEA）である ことが，納得で

きる．その他のピークも PEAのパイ ログラムとよく一

致している．

以上のように，実際のポリウレタンについて，その

ポリオール成分を推定することは，パイログラムより

極めて容易である．

4.結論

シリカゲ、ル充填剤とし，ポリマーグリコール及びポ

リウレタンの Pyr-GCを， TCD,FIDの｛井用により，

測定した結果，熱分解生成物の気体成分のみを選択的

に検出することが出来， PorapakQを用いた場合より

も，単純，明確なパイログラムを得ることが出来た．

このパイログラムの形状を，比較検討することにより，

ポリオールの成分分析及び，ポリオールのおおよその

分子量の推定が出来た．

更に，これらのピークの確認と， PorapakQ （ポリ

オー／レの気体成分以外の熱分解生成物も含めた分析）

シリコ ンSE-30（熱分解生成物中のジイソシアナート，

ジアミンなどの分析）による測定を通じて，ポリ ウレ

タンの熱分解生成物の同定を Pyr-GC-MSにて試みる

ことを考えている．
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本校新入生の体力，運動能力調査
仁田原元・塚本邦重
く昭和61年 9月20日受理〉

An Examination of New Students' Physical Strength and Capacity 
for Locomotion in Ariake National College of Technology 

The purpose of the present paper is to provide the new students of this school with those 

basic data on their physical strength and capacity for locomation, which are particularly 

necessary for their continuation of club activities. The analysis of the data will help to 

improve their mental and physical development through their club activities. 

Hajime N itahara ・ Kunishige Tsukamoto 
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研究目的

本研究は，近年体位は向上したが，体力的数値は低

下していると指摘されている中て二身体機能の検査の

みにとどまらず，体力や，スポーツ活動の基本となる

運動能力の現状を確かめ，その結果に基づいて不足L
ている部分を向上させる為の基礎資料とするものであ

る．

方法である．年度別に全国値と比較してみると次の数

値がでてくる．反復横とび，－0.6回，垂直とび，－1.1

cm，背筋力，＋3.6kg，握力，＋0.6kg，である．

研究方法

1.対象

有明工業高等専門学校，昭和58年～昭和61までの新

入学生，機械工学科164名，電気工学科160名，工業化

学科150名，建築学科149名，合計623名を対象とした．

女子学生25名は，記録のみとする．

2.測定期間

昭和58年～昭和61年，毎年 （4月～ 5月）実施．

3 .測定項目及び方法

測定項目として次14項目を選択した．

(1）体格； 身長，体動，（2）敏捷｜生；反復横とび＂ (3）基

礎運動技能；垂直とび・， 50m走，走り幅とび＼ハンド・

ボー／レ投，（4）静的筋力；背筋力，握力，（5）循環機能，

踏み台昇降運動，（6）柔軟性；伏臥上体そらし，立位体

前屈， （7）筋持久力；懸垂，（8）呼吸，循環系持久力 ，持

久走（1500m），体格は，本校が実施 （4月～ 5月）す

る定期身体計測の結果である．他は，文部省，スポー

ツテスト実施要領にて測定．

4.結果と考察

これらの測定した資料については，記録用紙は，表

I，昭和58年，M（機械工学科），表2,E （電気工学科），

表 3, c （工業化学科），表4, A（建築学科）表5，で
示しているが，女子学生4名については，X,SDの中

に含まれない．実施方法は，踏み台昇降運動の高き，

35cm，懸垂を，斜め懸垂腕屈伸とし，持久走，lOOOm

で，実施，昭和58年， 4名，昭和59年， 8名，昭和60

年， 7名，昭和61年， 6名，合計， 25名，向上の測定

敏一日一点一目一目一回一目一目一目一目一目一目一日一］一目一目一目一目一抄四回国O③一
1一月一除一回一回一回一回一回一回一回一回一回一回一位一回一回一回一回一一二・山＋一

回一年一，ー一1一2一ー一2一1一ヲ一l…2一1一2一z一1…2一1一2一－件件件X②｝一点一定

H一世間一ーぺゴ叶汁門け巴昨叶可商務計量一判！J｛1一と一：－力一υ一前一昨統123＋＝一計一
一樹一川筋；体一体一叫制二－敏一一合

目一軒一一川一一巳UU一川一泊酬はけ制一合一総
E一反一丞背位制一2一路88判一－en－－－2345一6－it－－iEaae・41・－4・－守，

性別 ｜ 男

表 1 体力診断テスト

一年一E一一一一一一一一一一－－一一川口－一－べ－一－一－－iE吋－

ー一月丁求一町工片山一mEんE－gig－g←E一E一mmi－－s－Z一正－ckγk－－K一k－k一k－k一CC

2一月一銭一点一点一

一年一己一…一

一ロM一ム山川一一
kg 

kg 

kg 

kg 

kg 

kg 

kg 

一日一占ニ一

女 ｜氏

3一月一MM一点一点一
： －，、－吋戸】一一一

CjJI 

cm 

kg 

kg 

kg 

kg 

kg 

kg 

kg 

cm 
ーー・－－－－ーー
cm 

cm 

cm 

名 ｜

4一月一録一点一点一

一年一己一一一

－ロu一K白川－一
－－H捗a一－

cm ー・． ．．．．． 
cm 

kg 

kg 

kg 

kg 

kg 

kg 

kg 

cm 

cm 

cm 

cm 

5一月司Fk…一
一年一己一一一

一日一点一一

cm 
・・－－・－・－
cm 

kg 

kg 

ks: 

kg 

kg 

kg 

kg 

cm 

cm 

cm 

cm 

日一点一
古守一

生年月日 ~リ昭和 年 月 日生｜住 居 ｜自宅 架 下宿

項目 定年月日年月日年月日年月日年月日年月日

l身 長 cπ1 cm cm cm cm 

2体 ill k臣 kg kg kg kg 

3.！師 閤 cm cm cm cm cm 

4座』；s1 cm cm cm cm cm 

5. t.且力
｜右

｜左

6所属クフプ

運動能力テスト

てミご 測定年月日 年月日 年月日 年月日 年月日 年月日
航自 ~c録得点 Jc 録 1!1.占Jc 録 i!I点 Jc 録 !!l.占J己 主義 得点 J己鈴 f止占
1.50 m 走 手｝ 紗 秒 抄 秒、

2走り耐とび
1回目 町1

2悶目 町1

3ハノドボール投げ 1回目 π1 π1 

ソ7トボール投げ 2回目 m m 

~4*・ 7忽世並且喫－ arn血I出聾引）jlシI 回 回 回 回 回

分分秒 分秒 分抄 分秒 分秒

合計点

級 g1j 判定
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一一近代我の源をも とめて（9）一一

松 尾保 男

〈昭和61年 9月20日受理〉

In Search of the Origin of乱fodern・Self 

Thomas Hardy had a strong influence on modern English literature. One of its 

traits seems to have been the birth of modern self. There will be some discussion 

as to how it came into being. 

Yasuo Matsuo 

雑誌に連載中の『ラッパ隊長』を単行本として出版

する交渉をすますと，ノ＼ーディ夫妻は，ロ ンドン郊外

のツウテイングの住居から，千八百八十年七月，フラ

ンスのノーマンディ 地方へ旅行に出発している．先ず

アミエンの大聖堂を見学し，各地を訪れ，最後に， リ

ジュー ・カンに数日滞在， ロンドンに帰っている．そ

の旅程のうち，エ トレッタは海水浴場のある臨海町で，

水泳の好きなハーディは，海に浸りすぎ， 「この毎重

なる水泳が，秋と冬の長わずらいの原因になった」IIと

『トマス ・ハーディ伝』は伝えている．この小旅行は，

『微温の人』の後半で女主人公が，意中の人の後を追

ってノーマンティを回るとき，逆コースにして作中に

取リ入れられている．

ノ、ーディのロンドン生活は，文学の交友だけに限っ

ても，近くに住も、マックミラン邸でのガーデンパーテ

ィに出たり（このパーティも，雷雨に見舞われたガー

デンパーティとして，同じ小説中に利用されている），

文学の分野での男っぽさ virilityの宣場機関誌として

ウォルター ・ビザン雌IIが主宰する「ラプレー・ クラブ

に当代随ーの男性作家」として入会させられている．

文人では，アーノルド，テニスン，ブラウニング等の

知己をえている．とりわけ，アーノルドからは，ハー

ディは批判的であった反面，かなり思想的影響を受け，

『微iliftの人』における形而上学的側面は，彼の思想、に

負うところ大である．

ノーマンディ旅行後，ハーディ夫妻は，八月に故郷

の ドーセットにしばらく帰省，更にケンブリッジに一

週間滞在したが，疲労困慰してロンドンに帰り着いて

いる．十月二十三日， まさに『ラッパ隊長』が出版さ

れた日のことで，ハーディ四十歳の時のことである．

当時著名な医師数人の診断では，内出血や腸脱結石と

か，上述の過度の水泳からきたのだとか，意見の一致

には至っていない．

いずれにせよ，ノ＼ーディが病にたおれ，生死の境を

さまよっている聞に，『微温の人』は書かれている．連

載予定の新刊雑誌『マンス リー・マガジン」の創刊十二

月号から翌年十一月号までのうち，最初の十三章はす

でに雑誌社に発送ずみで，次の二三章も書かれていた

という ．それ以降は， エマに口述して書きあげ‘られた

のだが，特に初めの数週間は，医者の勧めで，上半身

より下半身を高くした病臥の状態で書き継がれなけれ

ばならなかった． 「出版社の新事業を破滅させないが

ため，また彼の妻のためにも，というのは，彼自身の

死亡ということにでもなれば，まだ彼女のための貯え

はなおお粗末なものであった」からである．

『微ililtの人』が三冊本として出版された英国初版の

表題は『微温の人，／或いは，／ド ・スタンシィ家の

城／今日の物語』（ALaodicean; /or, / The Castle 
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of the de Stancys斤4.Story of To-day ) となって

いた． 「微温の人」と「ド ・スタンシィ家の城」は表

題として並記され， 「今日の物語」が副題である．現

行版では「ド・スタンシィ家の城」が削除され， 『微

温の人』が表題で「今日の物語」は副題として残され

ている．物語が始まるときは城はド・スタンシィ家の

所有ではなく， 「微温の人」の手に移っていたからで

あろう．

一見奇異に思われるこのような表題でも，作品を注

意深〈読んでみれば，名はよく実を表わしていること

に思い至るようになっている．このような見地から，

まず， 「微温」が何を意味しているか吟味しながら，

一世紀経った現在の「今日の」問題として考察してみ

fこし、

れLaodicean’f とは O.E.D.によれば「宗教 ・政治等

で微温的な（ lukewarm），あるいはJ令j炎な（indiffer-

ent ）人」と定義されている．言源的には『新約聖書』

の「黙示録」で言及されている都市名に由来している

が，この辺の事情は，この小説中に明示されている．

表題人物である女主人公ポーラ・ パワー（ Paula

Power ）がまだ幼い頃，両親は知らないうちに，彼女の

伯母から国教の教会で洗礼を施されていた．鉄道建設

業界の大立者である彼女の父ジョン・パワー氏は，熱

心なパプテスト教徒で，赤煉瓦の擬古典的札持堂を献

堂し，娘ポーラも新たに浸礼式を受けるよう遺言して

いた．娘もその気になり，教会におもむくが，いざと

いう時に「水があまりも冷たし黒〈，恐しく見えた

めで，自分の生命を救うため，応ずることができなか

った」あまりにも即物的な拒否だが，牧師は，彼女の

不決断をとがめ，公然と非難の言葉を浴びせかけた．

おこない ひやや あっ
われ汝の行為を知る，なんじは冷かにあらず熱きに

もあらず，我はむしろ汝が冷かならんか熱からんかを
ぬ

願ふ．かく熱きにもあらず，冷かにもあらず，ただ微
る

温きが故に，我なんじを我が口より吐き出きん．なん
ゆたか おの

じ，我は富めり，豊なり，乏しき所なしと言じて，己
あわ まづ グ〉しひ

か｜尚める者・憐れむべき者・貧しき者・盲目なる者・

裸なる者たるを知ら〔ず．〕（ p. 17) 

いうまでもなく「黙示録」第十五・十六節から引用

したことばである．ヨハネのいわゆるアジアの七教会

あての書簡のうち，最後の冒頭にある．ここで・「汝」とあ

るのは教会のことであり，件の牧師の非難もポーラを

「ラオデシアの教会になぞらえた」（ p .110）お説教であ

った．ラオデシアとは一体どんなところなのか．わが国

の敬慶なーキリ スト信者内村鑑三の説に傾聴したい．

七教会の最後はラオデキヤであるー…・対岸ヒエラポ

リスは温泉地であった．そのごとく，信者の状態もま

た微温的で・あった……かかる境遇にありては信仰は心

（ハー ト）を去って頭（ヘッド）に移りがちである．

血と涙との経験を味わわざるがゆえに，いたずらに哲

学的 speculationをもてあそぶものである．

このような宗教的な背景が， 『微温の人』を書くに

あたり，たえずハーディの念頭にあったことは，これ

から見てゆく通り，容易に想像されることである．ポ

ーラの性格のイメージ化という点ばかりでなく，ポー

ラ＝微温の人，という公式化が小説の中ではしきりに

反復されている．

更に，この信者の説に従えは＼ 「これは有力なる解

釈たるを失なわざるも，過去千八百年聞の歴史をもっ

て制然七教会の順席に配列せんとするが如きは，必ず

しも正鵠を期することができない」という指摘は正論

で・あるとしても，

あるいはいう，七教会は単に一時代の諸教会を代表

するのみならず，またキリスト教会の歴史的順席を表

わすと．この解釈によれば＼エペソ教会が初めて十二

使徒の手を離れたる初代を代表し・…ーしかして最後に，

二十世紀今日の微温的信仰時代を代表するのがラオデ

キヤ教会である．

この文脈の中に小説の表題『微温の人』を入れてみ

れは＼副題「今日の物語」は当然の帰結として導き出

されたといってよかろう 小説が発表されてから「二

十世紀今日」までには，この説は歴史上初めて世界的

な凱肢にまで人間同士の争いが発展した世界第一次大

戦カ、終った千九百十八年に発表されているから，四十

年の年月が経過していることになる．でも，永いキリ

スト教の歴史からすれば， 「微温的信仰時代」は，更

に現在まで及んでいると言ってよかろう．

この小説では，教会や教義は決して信仰の対象とし

ては描かれていない．例えば＼教会は，名門の家系の

記録が保管されているところであり，建築様式の研究

め対象であり，内部の祭具室は陰謀をめぐらすところ

で「側廊壁から先へは神聖きは届かない」 ( p .183) 

と明言するものさえ出現している．パプテスト派のウ

ッドウェル牧師の熱心な活動にもかかわらず，地域住

民は信仰を金銭に換算して考え，宗派の区別も「たい

した違いはありませんぜ，こちらさんであれ，あちらさ

んであれ，とにか く食っていかにゃなりません」（p .42) 

というのが本音である．ポーラにしてもまた然り，「お

城の御新造様でもおいでになれば，礼拝堂会員である



有明工業高等専門学校紀要 第 23号 164 

し，いくらか変ってくるかも知れないが，それでも永

いことおいでにならず」（ p .42）と噂をし，それでも

非難しているわけではない．

前作『ラッパ隊長』は，十九世紀初頭のウェセック

スが時代の背景をなしていた．今度は，ポーラの父ジ

ョン・パワーが「最近建立した礼拝堂」の碑文に「187

－建立」（ p .11）とあるのが示すように，全く「今日の物

語」である．

ロンドンの建築家ジョージ・サマセットは開業前の

研修旅行をアウター・ウェセックス（サマセット州）

のゴシック建築の研究に当てていた．片田舎の風情に

なじまない光景が彼の目にとまる．立っている周りに

は土が掘り返されたまま， 「草もまだ萌え出さずにい

る高い電柱に電信用の単線」がはられていたのだ．こ

の電線は，末端は，ほど遠からぬ壕をまたぎ，古城の

櫓まで一気に真っすぐ伸び＼「矢狭間」（ p. 22）を通っ

て中に消えていた．この新旧の対照はアニミスティッ

クな印象を与え，作品全体を象徴するシンボル・タワ

ーの姿をしてそびえ立っている．前作の『ラッパ隊長』

にも塗りの剥げかけたユーモラスな風見鶏が立ってい

たが，ここではそれと対照的に，ハーディは，思い入

れたっぷりに，解説を聴かせてくれる．封建制度の面

影をたたえるスタンシィ城は「諸々の意思のやり取り

に相対する鈍感なまでの敵対心の古色埼然たる記念物，

血統や種族の厳格な差別や，教会の教義をも顧みぬ不

倶戴天の隣人不信感や，暴力以外のなにものでもない

高貴な無意識の記念碑」であった．他方，外界から侵

入している電信機は「世界主義的見解，全人類の知的

道徳的近親性を象徴している」と，まず，前者の短所，

後者の長所を指摘している．裏をかえせば，長短いれ

かわり， 「人々を慌’｜卒きせる現代の熱狂と焦燥」は

「封建主義の明るい面一余暇，気軽な寛大き，親交，

二度と巡り合えそうにない生命力のあふれる建築術」

( p. 22）によく比肩しうるものではないという．

しかし，ノ＼ーディは，この「矢狭間を通る電線」の

イメージで，アニミスティックな心象を喚起しておき

ながら，肝心な点は暗示にゆだねているようである．

でも本論とは，より本質的に関わっていることである．

日焼けしたチューダ一王朝の兵士連の足跡のある階段

を昇ってゆくと，サマセットは，中庭やコケむした城壁

とともに，眼前にそれを観察することができた．

矢狭間とその中に入っている電線が， 地中から掘り

出されて，不安な虫のように，手に取るように見えて

いた. ( p .25) 

ポーラに投げ．かけられたあの「黙示録」の言葉に照

らし合わせていえは、， 「地中から掘り出された」とは

神の「口から吐き出きれ」たこと以外の何ものでもな

いし，同様に，「不安な」とは「悩める者，憐れむべき
めしひ はだか

者，貧しき者」である．更にこれは「盲目なる者，裸なる

者」でなくて何であろっか．地中の暗黒の世界，不明

の世界でのみ「我は富めり」と思われるのであろう．

ここでいう「虫」けら，つまり「電線」は，ハーディか

ら「微温の人」ポーラの性質を与えられている．すな

わち，第六章は「この電信は，ほとんどスタンシィ城

に住む人聞の属性を持っていた」と言う観察的意見で

始められている．

この城は，サマセット所有の地図には，「スタンシィ

城」，あるいは「ド・スタンシィ城」としてのせてあっ

たが，ポーラはこの城にロンドンから下って来て住み

始めてからまだ日が浅かった．その城が，いかにして

彼女の所有するものとなったかを知れば，彼女の社会

的な地位のみならず，当時の社会情勢まで明らかにな

ってくるはずである．

サマセットが，スタンシィ嬢から，ポーラ親子の身

の上話を聞こうとしていると，起伏した緑の原を「白

い蒸気の条が」よぎって行くのが見えた．その鉄道は

ポーラの父が敷設していたのは彼は知らずにいた．

「あの鉄道だわ．お父さんはジョン・ パワーさんと

いって，偉い鉄道請負師だったのよ．鉄道をお作りに

なったとき，このお城を発見きれてーーそのため鉄道

は少しわきにそれたのよ」

「旧時代と現代の衝突だ‘」 ( p .35) 

「矢狭間と電線」の収赦的な対照は，ここでは，ヨ

ーロ ッパ的な規模に普遍化きれ， 「今日」の問題とし

て，具体化きれている．ヨーロッパ大陸にまで進出し

た鉄道界の大御所パワーは，鉄道事業で産をなし，ス

タンシィ城も掌中にしている．かつての城主ド・スタ

ンシィ 卿は，投機等で左前になり，ついに城も入手に

j度きざるを得なくなるまで零落した．パワー氏は，そ

の城を買い取ったかと思うと，急逝してしまい，ポー

ラは，城は相続したものの，物語が始まるときはまだ

喪中であった．親のパワー氏は，城は鉄道の下敷にせ

ず，当世風にいえは、，文化財として保護し，充実した

生活を享受することができたかもしれない．しかし，

娘のポーラは，その城をすみかとしたが故に「旧時代

と現代の衝突」にさらされなければならない．物質的

には「我は富めり」という境遇にあった．あの浸礼式

を拒絶したのも， 「富と地イ立を頼り」にしてのことで

ある．それでも，彼女は，富だけでは，心に満たされ

た充実感を見い出すことができない．逆説的になるが，



165 『微温の人』一近代我の源をもとめて（9）一

「我は富めり」という境遇にあったからこそ，「不安な」

「悩める者……貧しき者」であると自覚きせられたの

だともいえる．といっても，初めは，漠然とした自覚

にすぎない．なぜならは＼まだ心の奥に，掛替えのな

い確固とした，彼女なりのアイデンティティを見定め

ることができずにいるからである．しかし，物質的な

ものだけで，自分の心の支えとなる価値観を形成する

ことの不条理さに，はっきり 目覚めていたのは明らか

である．

ポーラが，ロンドンから移住してきたスタンシィ城

が，時代的にも，地理的にも，あるいは社会的にも，

「旧時代と現代の衝突」のうずの中に立っていたが，

次に，その「衝突」がどのように受けとめられていた

か見ておきたい．

サマセットは，ポーラの父が，鉄道工事のーっとし

て掘ったトンネルを視察に行った． トンネル内にいる

とき，汽車の接近して来るのに気付き，壁面の凹所に

難を避けながら，彼は「科学を芸術に釣り合わせる」

ことに考を巡らした．この「科学と芸術」という対立

概念は，後で見るように，ポーラから依頼されたスタ

ンシィ城修復工事設計の構想、の中に導入されている．

その構想、では， 「科学と芸術」は「新文明と古城」と

いう形をとって具体化されている．この「科学と芸術」

が「新文明と．古城」に対応するとすれば，更にそれを

簡潔におきかえて， 「科学と文イヒ」という一般的図式

にまで敷桁しても，ハーディがこの作品で意図してい

る主題の展開から逸脱するはずはない．というのは，

最終章で，ポーラは，自分の城に保管中の，かつては

ド・スタンシィ家の所有物であった，絵画や骨董品を

シャーロ ットに贈ろっとしたとき，彼女は，贈与者側を

「国際的新貴桜代表」，受取人側を「排他的旧貴族代表」

と呼んでいる．彼女のいう「国際的新貴族階級」とは，

「新文明」を創り出してきた階級のことで，ポーラに

は，鉄道を興した父の「新しい血」 ( p .109）が流れ

ている．彼女が代表していた「現代主義，折衷主義，新

貴族階級」 ( p .115）の系譜をたどれば（「折衷主義」

はしばらくおく）， ド・スタンシィ家が代表するもの

と対照的である， 「才能と進取の気象という高貴き」

を発十軍した「アルキメデス，ニューカメン，ワット，テル

フォード，スティヴンソン」（ p .124）等がし、た． ニュ

ーカメン以下は，いつまでもなし英国鉄道工事や蒸

気機関の開発に大きく貢献した技師たちである． ハー

ディが，何故父の姓をパワー（ Power）としたか，こ

れで大体見当がつく．ポーラも「ミス・スティーム・ハ

ワー」と皮肉られている．彼等の業績の延長として「ヨ

ーロ ッパの半ば、にまで達する，彼が作った鉄道」は延

びていたのである．

したがって， 「新文明」とは，人的風土的条件で，

特定の地域，あるいは，民族・種族に限定されること

なし同じ条件さえ満せは＼世界中どこにでも伝播す

る科学の所産であり，地球的な規模で， 「国際的新貴

1ik階級」の勃興を可能にした．

他方，サマセットが，建築家として，昔の築城家の

側に立つべきだとは思っても， 「現代的見地からすれ

ば，鉄道は城よりももっと誇りにすべきは確かなこと

だ、」と主張するのに対し，ポーラは，「自分の父が，あ

んな大トンネルや鉄道を作ったということは，自分の

祖先が大きな城を建造したということよりも，もっと

誇りにすべきことだと思いますか） ( p .102）と懐疑

的である．彼女は， ド・スタンシィ家のような祖先に

対し「芸術家的愛好」，偏愛といえるほどの好みを持

っている．父及び‘父の業績への尊敬よりも，この「芸

術家的愛好」の方が，彼女には優性で・ある．しかし

彼女に流れる「新しい血」が，彼女の愛好心を満たし

てくれると思われる旧家を自分の心の中で内面化し，

それと同化させることができるのか．

彼女が「排他的旧貴桜」と呼んでいるものが，何を

意味するのかを知るには，文化とはどんなものである

か，考えてみれば．よい．ハーディは， 「文明と文化」

の聞の，この次元の相違を，この作品においてはどき

びしく｜峻別しているのは外にない．

そもそも文化とは，先に見た文明と対比してみれば，

民族・種族などが，その特定の共同体のなかで，それ

なりの目的・理想、にそって，風土的な条件のもとで，

徐々に形成してきた，それ自身の，固有の物的精神的な

ものが，自つ‘から現れてきたものである．したがって，

その人間共同体からその個有の文化を，英国の鉄道を

ヨーロ ッパにも普及させるように，外部の人，または

人間共同体に移しかえることはできない性質のもので

ある．特定の文化そのものは，外部に1l1j勺て，いわば

意識的に「排他的」であるのではなし実は，外部か

ら一度に吸集同化することはできないだけのことであ

る． ド・スタンシィという旧家が， 「排他的」な姿を

おびて，彼女の前に立ちはだかるように見えるのも当

然のことである．

ド・スタンシィ家が，象徴的に提示している文化一

今は存亡の危機に直面しているが一，代々絶えることな

く続いてきたその家系は，精神文化の純粋さを具現し

たものと解すべきであり，一方，鉄道が象徴的に示し

ている物質文明は，ポーラには無性格なものに映り，

人間的により根源的な存在に眼を聞かせている．しか

し，人は，一旦物質文明に毒されれば＼それから脱出

することができず，その浅薄さに心の奥処では満たさ

れないまま，生命の源への憧慢だけが，いたずらに揺
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曳するのかもしれない．

「旧時代と現代の衝突」というテーマは，実は，掘

り下げてみれは＼ 「文明と文化」の相克として描かれ

ているのはこれまでに見てきた通りである．両者の価

値付けのいかんを聞はず，時間は，たえず，現在の人

聞の営為と共に進行し，表面上は「新文明」が現在を

支配し，文化は，旧時代の延長として，その支配では

満足させられない人間精神の，生命の糧としての役割

を果しながら，たえず時聞のふるいにかけられ，過去

の中に消えてゆく ．

『微温の人』で描かれている「文明と文化」の関係

と，その三年前に出版された『帰郷』で取り上げられ

ていた「文明と文化」の対置法とは，著しい対照をな

している． 'r'l帯主郎』においては，

文明はエクドンの敵であった．草木の茂る開闘以来

のその土壌は，いつも同じ古色蒼然たる焦茶色の服を

まとい，特別仕立ての天然不変の服装をしていたのだ．

ここでは， 「文明」はエクドンと敵対関係にあり，

エクドンは自然そのものであったが，文化の象徴とし

て立ち現われていた．ハーディ独特の自然で， 「荒野

や海や山の純化きれた崇高きが，人類の更なる思考派

の心情とぴったり一致している自然は他」になかった．

現代からすれば， 「難行苦行の行者」のみが享受で

きそうに思われる文化的風土ではあるが，それでも

「変化に漂い，抑え難い『新しき』に悩まされる人の心

に均衡を与えてくれた」）のであった．

『微温の人』においては，ポーラの「変化に漂い，

抑え難し、『新しき』」，機械文明の空虚き，に真の意

味での「均衡」を与えてくれるものは何もなかった．

事業家の血を受けたポーラは，財力をもてあそぶか

のように，空理空論にふけるのを，むしろ，楽しんで

いるかのように見える．父親がトンネルを掘ったとき，

上質の粘土を発見していたのに日を付け， 自分で設計

した「総合都市計画」の大きな図面を部屋に掲げてい

た．城の近くの自分の地所に「ギリシア風陶器製造」

( p .38）の町を造成しようというのである．大英博物

館など，名だたる博物館を訪れたあげくの架空の計画

にすぎなかった．とりわけ，城の修復計画では，大英

博物館の真似をして，彫｛象を 11＼じした，中央に泉のある

「亨lj柱に固まれた中庭」を採り入れようとしたり，彼

女の 「主〈術家的愛知’」は，最近彼女の心に芽生えた

にすぎず，お嬢様芸の域を出ていないという外ない．

ハーディのこれまでの作品のっち，主人公が女主人

として活躍したのに 『狂乱の群れをはなれて』のパス

シバと， 『エセルパータの手』のエセルパータの二人

がいた．パスシパは，当時の農耕牧畜の農場主として，

いかに農場を女子一つで維持してゆくかに焦点は合わ

されていた．英国産業革命の洗礼をまだ受けない，何

世紀も続いてきた生活様式，旧来の世界，に埋設してい

ても，そこに調和を見い出し，結局は幸福をかちとっ

ていた．一方，エセルパータも，生粋のウェセックス

の庶民でありながら，美貌と文才を売りものに，一家

を支えながら上流社会に出入りし，貴族と結婚して健

全な家庭を築き，親兄弟の面倒をみるのも怠りなかっ

た．彼女の方が，大都市ロンドンを背景にしているだ

けに，自立志向の，社会的栄達の野心が，近代的都市

生活の表裏をよく垣間見きせていた．結局は一番安易

な結婚でおきまり，メ ロドラマ的喜劇で、はあったが，

庶民階級の上昇志向エネルギーが，上流階級の退廃的

傾向にうちかっていたのが救いであった．いずれにせ

よ，初めに見た「黙示録」の解説にあった「血と涙と

の経験」をこれでもかと味わわされていた．

一方，ポーラは，初めから新興貴族として登場する

が， 「血と涙との経験を味わわざるがゆえに，いたず

らに哲学的思索」をもてあそんでいる．そもそも，機

械文明に空虚さを感じても，その「新文明」を推し進め

ていかざるを得ないのが人聞の宿命である． 『帰郷』

では 「文明と文イ七」は，同時に「文明と自然」でもあっ

たが，『微温の人』では「文明と文化」は，両方とも，

自然からは切り離された，人為的な次元に変貌してし

まっている．この傾向は『日蔭者ジュード』で更に顕

著になってくる．つまり，小説の舞台は，アウター・

ウェセックスのとある町はずれの古城でありながら，

人為の世界に移行してしまっている． 『エセルパータ

の手』では「緑のウェセックス」に帰りたいと言わせ

るほどの脱自然への兆しはあったが，他の作品，とり

わけ「帰郷』では，すべての生命の根源はエグドン ・

ヒースの自然に負うていた． 『微温の人』では「富め

る人」が城を買収し，そこで暮らしながら，精神的に

城から得るものは何もなしついには城は灰’鹿に帰し，

「新文明」の代表者は，その廃嘘の傍に「新しい家」を

建てる予定で，固有の文化の担い手であったド ・スタ

ンシィ家の人々は四散してしまう．

それでは，自分の心の「均衡」を「新文明」に発見

できないポーラは，どこにそれを求めたのか．初めは，

既に見てきた通り，ギリシア的知性や感性を通した美

の世界を獲得しようと，暗中模索した． 「ギリシア的

陶器」製作や， 「列柱に固まれた中庭」がその現れで

ある．しかし，地方の建築家から「時代錯誤」だと非

難されると，簡単にあきらめてしまっている．ハーデ

ィは彼女を「中世の植木鉢に咲く現代の花」 （p .41) 

と言平していたカヘ ｛十l引のj呼入音l；でのことである．
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家系からいえば，ポーラは「芸術よりむしろ科学」

を代表していたが，女の領分は科学の世界にはなく，

彼女の父が達成したような「偉大きは，女が本当に入

っていくことはできないもの」（ p .101）と思い，自分が

次第に父の子らしからぬ方向をたどっているのを自覚

している．この段階になると，ハーディは，彼女が，

自分の計画は放棄して，城の復旧計画は，他の建築家

達の設計にゆfごねてしまっょっなやり方，生き方，を

「f斤衷主義」として物語を進めている．彼女は，己の欲

することに考えを巡らし，創り出していこうとはせず，

あれだこれだと考えが移り，取捨選択していこうとい

う消極的な生活態度を示す．互に相容れない概念の中

ほどを取り，つじつまを合わせようということになる．

「微温の人」にとっては，けだし当然のことであるが，

彼女の心の奥をよくのぞけば，彼女の「内なる小きな

声」 ( p .447）が「今日の物語」のもう一つ別の面を

告げている．

前作までのハーディの世界では，人は自然と共に生

活を維持していた．人は，－.EL故郷を去れば，再び帰

って来ても，もう他人扱いされていた．移住すれば，

人心は乱れる傾向を示していた．エセルパータ一家は，

ロンドンに出たのち，古里に帰っても，温かく迎えら

れないのは予見できたし，パリ帰りのクリムが，エグ

ドン・ヒースに悲劇的な結末をもたらしたのも忘れが

たいことである． 「ラッパ隊長』でも例外でなく，ハ

ーディは部隊の移動が頻繁すぎると嘆いていた．

しかし， 『微温の人』では，この二次元的な遊離に

加え，新たな次元の世界が出現している． 「新文明」

では，二次元の領域では，汽車を走らせ，電信用電線

を引けば，辺境から霧のロシドンまで， 「極端に時代

遅れの環境から本物の現代主義」 ( p .238）まで，距

離・時間は物理的に克服することができている．同様

に，数量としての時間は，直線的に尚一そう小刻みに

計量できるようになり，昔からあった城祉の時計は，

時針で間に合っていたのに，秒針の付いた時計と掛け

替えられていた．ポーラが「時間は前より一層大切で、

あるから」（ p. 37）と言いきかせたのである．このよ

うに，エセルパータの弟が，ロンドンで「おれ達は皆

んな流行の奴隷なんだから」といっていたように，ポ

ーラも「新しき」の追求に明け暮れている聞はそれで

よかったろう．しかし，城に来た彼女は，失われた時

間は取り戻せないもの，つまり， 「新文明」の時間は

不可逆であることに，最近気付いたようである． 「ス

タンシィ城と，そこで何代となく続いているド・スタ

ンシィ家に，最近芸術家的愛好」を抱いたからであ

る

人が自然と共に生活している限り，巡り来る四季は，

人に時間の反復性を信じさせ，一個の人間としては有

限であっても，たとえば，たとえ幻想であれ，エグド

ン・ヒースの永遠性にあずかり，生涯を終えることが

できたであろう．しかし， 「微温の人』の世界は，既

述の通り，本質的には，人の造った世界に移向してお

り，ポーラもそれにふさわしい自分のアイデンティテ

ィを見定めかねて，折衷的に「微温」な態度をとって

いるともいえるだろっ．

ロンドンの町では「本質的には，並みの好奇心より

もはるかにくだらぬのに，いざ実行してみても，実際

にはその好気心よりも不便きを感じさせない，他人の

生活に対する大都会人の無関心」 ( p .160）を彼女も

発揮していたはずである．この「他人に対する無関心」

を捨て去り， 「ド ・スタンシィ家」に関心を抱き始め

た裏には，直線としての時間はどんなにも小さく刻む

ことはできても，その時間は，実は，不可逆であると

いう認識が彼女にあり，かくて，いわば，彼女に時聞

の解体が出現したように思われる．同時にそれは，ロ

ンドン人としては持っていた自分のアイデンティティ

の解体をも誘発せずに，おさまるはずがない．なぜな

らは、，彼女がスタンシィ城で求めているのは，現実の

ド・スタンシィ家の特定の人一シャーロットを除くー

ではなく，中世から連綿として続いている古い「ド・

スタンシィ家の歴史」であり，その永い「永続性」 （ 

p .305）そのものであったからである．ポーラにして

みれば、，この時聞の解体， したがってまた，アイデン

ティティの解体は，新たな永続性のある可逆的な時間

と，それにふさわしいアイデンティティを求めさせて

いる．自分の好み通りに城に手を入れようとして「無

責任なアウトサイダー」だと酷評されると「迫害され

たのだ‘わ」（ p. 122）と慨嘆する．彼女の願い事は「あ

の方達みたいになりたいのではなしあの方達の一人

になってしまいたしりのであった．なぜ、かといえば，

もし，あたしが，あの方達の一人ならば，今日みた

いに，世にも孤独な感じがするときは，存在し続けて

きているものを破滅きせることはできないのよ， と言

ってやりたいわ.( p .123) 

と，可逆的であり，同時にまた，今後も継続する時

聞の永遠性を求めているからである．ポーラはこの切

実な願望を「ロマンティックで歴史的」と繰り返し呼

んでいる．これに関して，ハーディも挿入的に解説し，

「人間性は，心底では， 禁欲的であるというよりむし

ろロマンティ ックであり」，彼女の田舎の旧域住まい

は「彼女の人生の初期に押し付けられた，厳しい，病

的に内省的な人生観の緩和剤」 ( p .240）だという ．



有明工業高等専門学校紀要 第 23号 168 

ただし，彼女が少女時代にどんな生活をしたか，家庭

生活についてもハーディは明らかにしていない．

サマセットは，ポーラを初めの頃は「現代精神の化

身」であり， 「鳥のくちば、しから中世精神の割れ固め

中に落ちた種子のよう」 ( p .305）だと見なしていた

のだが，彼女の性格について評価しなおさざるを得な

くなっている．そして，彼女の「ロマンティックで歴

史的」な性向の一途さに驚ろき，彼は城の復旧工事か

らも手を号｜いてしまう．

古来，年を経，古びた由緒ある建造物からは，何か

超自然的な霊感を受けがちであるが，ハーディの感受

性にはとりわけ敏感に反応し，スタンシィ城にも，ポー

ラを圧倒させるような感応力を及ぼさせている．ここ

で「感応力」 influenceというのは，占星術でいう天体

から放出きれるもののよっに，スタンシィ城から流れ

出て，ポーラの性格に及ぽす力のことであるが，ハー

ディは彼女に，色々な形で，それに感応させている．

まず，城壁の暗い隅々には「昔のローマ教時代の霊」

がまだ残り，ポーラは否定しているが，彼女がしばし

ばなぞらえられている「真の清教徒の因習打破的情桁

をにぶらせ」（ p. 70），城の「地主：」（ p .100）にも感応

している．最終章の結末で，ポーラとサマセットの新

夫妻が，城の焼け跡に立ち，当面の復旧について語る

ときも，その感触があり， 「不運ったなき人々の幻影

に煩らわされない」 ( p .481）ょう配慮、している．

この小説は， ハーディの長編小説の中では，一般に

「ワースト」だと評価されている．彼の病気のための

口述によるとか，旅行記風すぎるとか，とりわけ，城は

焼けなかったがよかった，サマセットもスタンシィ家

の人がよかった，というポーラの最後の一句に当惑す

る，などがその理由である．旅行記風すぎる部分も確

かにあるが，本当にそうであろうか．

著者は序文で「五箇月の飽きあきする病気」のあい

だ「物語はあらかじめ子定していた陽気な結末に向っ

て，根気強く続けられなければならなかった」（ p. v) 

とある．その「あらかじめ予定していた」筋は，ポー

ラがサマセットを探しにいった旅先のノルマンディで，

彼に優る結婚相手はなしと確信し，かの地で結婚せず

には本国に帰らないと決心した理由と符号してはいな

し、か

道連れの伯母から軽率すぎると意見きれでも，スタ

ンシィ城で結婚することを考えると「名状し難い恐怖

が襲ってくるのよ． ド・スタンシィ家の死者達の，何

かうす気味悪い感応力が，またあたしを彼から追い払

いはしないかという恐れた‘わ」 ( p .466）と頭をかか

えている．もちろん，彼女をサマセットからヲ｜き離し，

ド・スタンシィ家の跡取り息子ド・スタンシィ大尉と

の縁組に傾かせたのは二人いて，一人は突然現れた彼

女の叔父で，サマセットよりも旧家の大尉を高〈評価

し，真実を曲げて新聞を利用し，大尉と結び付けるた

め，ヨーロッパ旅行に彼女を連れ出している．他の一

人はデアで， 自分の父である古い家柄の跡取りと新興

階級の娘とを結婚させ，家門の再興を画策したのだっ

た．しかし，彼女が避けようとしているのはこの二人

ではない．

帰国前に結婚しておけば，この死霊の感応力から逃

れられるという思惑が働く．しかし，この思惑を確信

させたのがポーラにあったのに注目したい．この点，

ハーディの女性観を垣間見きせてくれるので， 興味深

い．男性のサマセットには，ポーラは「とてもはかり知

れないもの」 ( p .105）で， 「いつも謎の人」 ( p .4 

64）であるのに，ポーラは「あたしは彼の全人格を知

っているのよ．彼だって，あたしのはかなり知ってい

るわ」 ( p .465）となる．ここで、は「安日っている」と

いう知識が問題ではなし男性を完全に理解している

と思う意識が，つまり，異性理解度の意識の落差が，

女性にはごく当然のことに思われるのが，男性には謎

に思われるという食い違いの元になる． 『微温の人』

の結末では，この食い違いが過不足なく現われて面白

い．これからは「現代精神」を代表し， 「想像力豊か

な理性」を襟傍して暮そうということになり，

「そうだ，というのも，それはむしろ君の得意の領

域だから，いつも真すぐ進むがいいよ」

「いいわ， 真すくい進むわ．そして廃嘘の傍らに新し

い家を建て，永久に現代精神を掲げるわ…ーでも，ジ

ョージ，あたし 」ポーラは溜め息を抑えた．

「それで？」

「あた しのお城は焼けなければよかったのに．そし

て，あなたが， ド・スタンシィ家の人ならよかったん

だけど」（ p. 481) 

サマセットは，家柄にしても，財産にしても，ポーラ

に匹敵することはなく， 「築城建築家」としてスタン

シィ城にとどまる限り，彼女のお抱え建築家に過ぎな

かった．オークやラ ッパ隊長のジョン，樵のウインタ

ーボンの系列に属する，生来克己心の強い「男らしい

落付き」のある青年である．ただ彼等と違うのは， 王

立美術会員である父が，ロンドンで流行画家として活

躍中でもあり，サマセットは 「芸術家」 ( p .311）と

して，ポーラの「文明」より「文化」を， とし寸彼女

の慣れの「文化」を担う人物である点である．修業時

代は「独り思想、の流れに漂っていた」 ( p .6）のだが，

開業して身を固めようというときのことである． 「電
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総」伝いにスタンシィ城に来合わせ，ポーラに巡り合

ってからは，教会ゴシックよりも世俗ゴシック建築に，

建築よりも彼女に，と関心が移ってし、く．結局「娘の

気まぐれを満足させるため，自分の芸術原理を放棄」

( p .116）するのだが，彼の持前の寛大さと公平さが

彼女に認められ，建築のライヴアルでさえ彼の独創性

を激賞している．ヘーディは， クリムと同様，彼にも

「未来の人間タイプの人が持つ美」を与えている．彼の

独創性というのは，建築家の経験者ノ、ーディのことだ

から，絶対の自信をもって強調するのであろうが，「古

い建築物を新文明の必要に適合させなかった」点にあ

り， 「古い建築と調和させ，それを抑制するという止

り，むしろそれを引き立て，美化」 ( p .157）してい

た

このようなサマセットでも，一旦城が主壁を残すの

みで，灰：監に帰すると，新居の建築は「折衷様式」で

と，ポーラと話し合っている．この最終章で，彼女が

浸礼式を拒絶したとき牧師が引用した「黙示録」を想

し、出し，ポーラが，自分はやはり「熱きにもあらず，

冷かにもあらず」かも知れないが，でも「亜種」とし

てはそうであるが，「微温とは偶然で‘はなしもう少し

ょく見えるまでの暫定的必然性」（p .478）だわと主張す

る．この「もう少しよく見えるまで、」は，第十六節の

「盲目たる者」を暗示している．また結末の「想像力に

富も、理性」をこれからの生活信条にしようとしている

が，これも文脈から浮き上った言葉であり， 「心（ノ、

ート）を去って頭（ヘッド）に移りがちでー… 血と

j戻との経験を味わわざるがゆえに，いたずらに哲学的

思索」をもてあそんだものであると言うべきであろう．
IHゴカ

「黙示録」の引用は「裸なる者たるを知ら」ず，と

結ばれていた．ハーディは彼のすべての作品で，偶然

の一致を常套手段としている．彼なり の計算ずくの手

法であるのはいうまでもない．ポーラは，神話の世界

のように「衣服を欠き，ピンク色の朝の光」を浴びれ

ば「愛と美の女神アフロディテに相当するほど感覚的」

( p .64）だとされていた．これが伏線になり，人前で

は，ドレスが知かくて，くるぶしから先の「足があらわ

れていた」 （p . 76）のも人目につく時代なのに，読者

はハーディの覗き趣味に付き合わされ，ポーラが「ピ

ンクのフラネルの運動ズボン」姿を羽田板の聞から覗

き見することになっている’「新女子大でやっているの

を真似た体育原理の最新知識に従って」（ p .192）私設

体育館で体育にはげんだだけのことである．ド・スタン

シィ大尉の視覚的回春剤になったのはいうまでもない．

ポーラは， ド・スタンシィ家の娘シヤーロットとも，

『非常手段』におけるシシ リアとオールドクリフ嬢と

の聞の同性聞の親密すぎる関係に似て，閉じ屋根の下

で，「友達というよりむしろ恋人」（ p .37）であるかの

ような生活を送っていた．その反面，ポーラには厳しい

側面ーがあり，異性にも口付けを許したことがなしそれ

にもかかわらず，サマセットが外の女性とダンスをし

ているところを目撃して，彼との結婚を決意している．

やはり， 『日陰者ジュードJに出現することになるシ

ユーの女性像も，一夜にして成ったわけではない．

『非常手段』に関連して，今一こと付言しておきた

い． 『微温の人』においても，前者で見られたような

親とそのいわゆる私生児が，ここでは父と息子という

形で再現され，ピカレスク小説を思わせる場面はある

’が，インテリーの女主人公ポーラが「ミステリーは駄

目よ」 ( p .430）というように，複雑なプロ ットで出

来事の因果関係を，秘密のヴェールで覆いかくすこと

は少なく，その分だけ心理的な要素が濃くなってきて

いる．新興資本階級と旧家の貴族階級との対照を前面

に出し，その推移に「今日の物語」の主題を展開して

ゆくには，内容と形式から当然の手法であろう ．

エセルパータは貴族社会の一員となり，堅実な生活

を~~＼，、たであろうが，それでも『エセルパータの手』

において描かれていた貴族社会は衰退の一途にあった．

今また『微温の人』で， ド・スタンシィの一門も同じ

運命にあり，デアが父に言って聞かせた彼の離別の言

葉に要約されている．

俺達は，一度は栄えたことのある社会的地位を代表

しているのだ．一一 特に俺は．俺達に残っていた唯一

の好機は，新貴族と提携することだったんだ．そして

俺達は失敗したんだ．もう過去の人間てコおしまいな

のさ．俺達の家系には，五百年の栄光があったのだ．

それで満足すべきだよ． ( pp.472-3) 

とすると，あのポーラの最後の言葉は，むしろ，救

いになっている．

〔注〕

1) Florence Emily Hardy: The Life of 

Thomas Hardy Macmillan, 1962, p .138 

2）同書 p .132 

3）同書 p .145 

4) R.L.Purdy : Thomas Hardy : A Bz・bliograρh-

-ical Study London. 1968. p . 36 

5) Thomas Hardy : A Laodicean (Macmillan 

Greenwood Edition) p . 35 
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6）内村鑑三 ：内村鑑三聖書注解全集第十四巻 教文

倉吉pp. 285-6 

7）同書p.286 

8) Thomas Hardy : The Return of the Native 

(Macmillan Pocket Edition ) p. 6 

9）同書 p.5

10）同書pp.6-7 
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工
業
大
学
教
授
。
文
学
史
家
。
詩
人
。
著
書
に
『
の

8
5
2
m，
g己
目
芹
巴

E
2
Eロ
m

g己
〉

E
H
M
2
w
s
m』
等
あ
り
。

（
原
注
）
あ
る
私
的
な
報
告
に
よ
れ
ば
、
プ
レ
ラ
！
の
未
亡
人
が
上
述
の
言
い
条
を
裏

付
け
て
い
る
。
そ
れ
に
呈
一
弓
つ
、
彼
女
の
夫
は
ア
ウ
グ
ス
ト
の
病
気
の
願
末
を
一
度
な
ら

ず
百
度
も
彼
女
に
語
っ
て
く
れ
た
、
と
。
ア
ウ
グ
ス
ト
は
痘
宿
で
死
ん
だ
。
そ
れ
は
確

か
に
発
疹
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
解
剖
で
は
確
認
さ
れ
た
、
と
。
脳
に
膿

抱
が
見
つ
か

っ
た
と
い
う
の
だ
〔
1

〕
。
プ

レ
ラ

l
は
解
剖
に
立
ち
会
い
、
埋
葬
に
も

参
列
し
て
、
そ
れ
か
ら
馬
車
で
家
に
帰
る
と
、
膿
植
が
急
に
出
た
、
と
。
こ
の
後
は
こ

の
故
に
あ
ら
ず
。
（
句
。
丘
町
。
。
ロ
O
ロ

g仲間｝『。
Z
R
ぎ
の
）

コ
ッ
タ
】
O
F
R
E
T
－－o円
E
n
y
h♀
E
（一

七
六
四
l

一
八
三
二
）
テ
ュ

l
ビ
ン
ゲ
ン
の

コ
ッ
タ
書
店
を
継
ぎ
、
そ
の
後
シ
ュ
ト
ゥ

ッ
ト
ガ
ル
ト
に
移
り
、
一
七
九
八
年
か
ら
は

ゲ
l
テ
の
作
品
も
出
版
。

変
わ
り
者
原
文
は
忌
mb忌
芯
。

56 57 

円
〈
U
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こ
と
。
の
ち
結
婚
し
て
グ
ス
テ

ッ
卜
男
爵
夫
人
。

ホ
ル
タ
イ
問
問
－
一
何
色
戸
恒
三
〈
O
ロ
出
。
1
2
（
一
七
九
八
｜
一
八
八

O
）

監
督
。
〉
ロ
m
円C
E
〈
。
ロ
の
o
E
F
O
め
友
人
。

『ゲ

l
テ
と
の
対
話
』
、
一
八
三
二
年
、
三
月
は
じ
め
に
の
項
。
岩
波
文
庫
版
、
中
巻
、

三
一
四
一
ニ
一
五
頁
。

ラ
オ
ホ
（
V
Y
Z
E
Eロ
ロ
ω
E
o－－
U
R
F
（
一
七
七
七
｜
一
八
五
七
）

擬

古
典
主
義
派

の
彫
刻
家
。
ベ
ル
リ
ン
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
授
。
一
八
二

O
年
、
ゲ

l
テ
の
胸
像
を

製
作
。
シ
ュ

テ
イ
ラ
ー

同

ωユ
】
OωOHvympwZ円
（
一
七
八
一

ー
一
八
五
八
）
肖
像
画
家
。

一
八
一
二
年
、
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
の
宮
廷
画
家
。

一
八
二
八
年
、
バ
イ

エ
ル

ン
の
ル

i
ト
ヴ
ィ

ヒ
一
世
の
命
を
受
け
て
、
ゲ
ー
テ
の
肖
像
画
を
製
作
。

（
原
注
）
私
は
確
か
に
ゲ

l
テ
の
全
て
の
肖
像
画
を
見
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
し
か
し

多
く
の
も
の
を
見
た
。
そ
し
て
私
は
、
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
、
ゲ

l
テ
は
本

来
ど
ん
な
風
貌
を
し
て
い
た
の
か
、
わ
か
ら
な
く
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
み
ん
な
異
な

っ
て
い
る
か
ら
だ
。
写
真
が
こ
ん
な
に
遅
く
発
明
さ
れ
た
の
が
、
残
念
で
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
肖
像
画
を
理
想
に
ま
で
高
め
る
、
つ
ま
り
、
は
っ
き
り
言
え
ば
、
実
際
に

見
ら
れ
た
も
の
と
芸
術
家
の
精
神
の
混
合
物
を
わ
れ
わ
れ
に
呈
示
す
る

「
芸
術
」
な
る

も
の
の
利
点
に
つ
い
て
よ
く
い
ろ
い
ろ
と
耳
に
す
る
。

一
枚
の
信
頼
の
お
け
る
ゲ
ー
テ

像
が
手
に
は
い
る
の
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
喜
こ
ん
で
芸
術
家
精
神
な
ん
か
は
全
て
犠
牲

に
す
る
だ
ろ
う
。

ベ
ル
ト
ゥ

l
フ
司
ユ
包
江
の
『
乙
g
巴
ロ
回
。
ュ
cny
（
一
七
四
七
｜
一
八
二
二
）
ヴ
ァ
イ
マ

ル
の
富
裕
家
の
一
人
。
内
閣
秘
書
官
。
大
公
の
私
財
係
。
企
業
・
学
芸
の
両
方
に
通
じ
、

ゲ
l
テ
は
彼
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。

ゲ
ー
テ
あ
て
の
手
紙
。

一
八

O
七
年
、
四
月
十
七
日
付
。

フ
ィ
l
ホ

フ

出

2
R
R
F
〈

Z
F
O民
（
一
八

O
四
｜
一

八
八
六
）
ギ
ム
ナ
l
ジ
ウ
ム
の

教
師
。
著
書
に

『ゲ
l
テ
の
生
涯
』
四
巻
本
等
が
あ
る
。

望
ん
で
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
者
に
な
る
者
は
い
な
い
原
文
は
ロ
イ
巳
℃
虫
色

2
0］Scow

心
Z
H

〈ぬロ門

ラ
セ

l
、
グ
開
門
足
ω三
U
F
R
Z
m
戸

momco
（
一
八
一
六
一
八
八
三
）
フ
ラ
ン
ス
の
神

経
学
者
。

エ
リ

l
ザ
ベ
ト
・
フ
ォ
ン

・デ
ァ
・レ

ッ
ケ

詩
人
、
舞
台

29 30 31 32 33 35 34 36 37 38 

（VYω
ユ
O芹ぬ
H
W

ロ
ωωσ02戸（
VOロ
ω同町凶ロ江川凶〈
Oロ

男
爵
夫
人
。

〈O
ロ
阿
ハ
ロ
ユ
自
己
公
爵
夫

円
山
号
問
。
の
｝
日
（
一
七
五
六
｜
一
八
三
三
）

人
の
姉
。

息
子
司
H

・5
骨
片
町
あ
て
の
わ
Y
R］0
2
0
〈O
ロ
∞
Z
E
夫
人
の
手
紙
。

月
十
二
日
｜
十
五
日
付
。

エ
ル

ン
ス
ト

・
シ
ラ

l

開
5
2
司
江
包
ユ
♀
巧
5
0］
目
〈
O
ロ
ω♀
E
R
の
次
男
。
控

訴
院
司
法
顧
問
官
。

ア
ル
テ
ミ
ス
版
『
ゲ
ー
テ
全
集
』
第
二
十
三
巻
の
七
三

O
頁
に
、
こ
こ
に
引
用
さ
れ
て

い
る
文
章
の
一
部
が
所
載
さ
れ
て
い
る
。

同ハ・〈・国
O
R
2
あ
て
の

Hoyω
ロロ
ω
ω
n
v。
uo巳
冨

5
円
の
手
紙
。
一
八
三

一
年
、
二
月
十

日
付
。

法
務
長
官
司
円
芯
門
E
n
y
〈
。
ロ
去
三
－

2
（
一
七
七
九
一
八
四
九
）
の
こ
と
。
ヴ
ァ
イ

マ
ル
の
法
務
長
官
。
晩
年
に
お
け
る
ゲ
ー
テ
側
近
の
一
人
。『
巴ロ
Z
吾
巳
宮
口
問
。
ロ
ヨ
芹

の
0
2
Z』
を
著
す
。

ケ
ス
ト
ナ

l
c
g『
m
〉己
m
gけ
の
可
白
色
町
百
円
ハ
g
g
q
（
一
七
七
七
｜
一
八
五
三
）

h
Z
1
E
Eロ
〉
c
m
C
2
同
2
5
2と（
vymwユ
O門
店
回
戸
田
町
内
の
間
の
子
供
。

ロ
！
？
に
お
け
る

ハ
ノ

l
ヴ
ァ
！
大
使
。
考
古
学
者
。

一
八
三

O
年
、
十
二
月
二
十
七
日
付
。

三
月
二
十
八
日
、
三
月
二
十
三
日

の
間
違
い
。

日内向凶ロ
N

－
2
司門店門
E
n
y
〈
Oロ
冨
巳
－
R
『己
E
q
y
m］E
ロ
ぬ
め
ロ
ヨ
ー
の
o
z
v
o』
（
（U－

z・

回
2
K）一
八
六
頁
。

。
。
。
円
問
問
g
z
q
あ
て
の
ゲ

l
テ
の
手
紙
。

一
八
三

O
年
、
十
二
月
二
十
七
日
付
。

。
。
。
円
問
問

g
E
2あ
て
の
ゲ

l
テ
の
手
紙
。
一
八
三

O
年
、
十
二
月
二
十
七
日
付
。

のゆ
O
円
m
同
2
5
2あ
て
の
ゲ
ー
テ
の
手
紙
。
一

八
三

O
年
、
十
二
月
二
十
七
日
付
。

こ
の
引
用
文
の
最
初
の
部
分
は
、
一
八
三

O
年
十
二
月
二
十
七
日
付
、
。
。
。
持
問

g円
l

口
角
川
吋
あ
て

の
ゲ
ー
テ
の
手
紙
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
後
半
の
文
章
を
そ
の
手

紙
に
探
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
前
後
関
係
か
ら
推
す
に
、
た
だ
単
純
な
引
用
符
の
誤
植

と
も
思
え
な
い
の
だ
が
、
私
に
は
こ
れ
以
上
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

ト
ル
ヴ
ア
ル
セ
ン
回
0
2
0一
H
，F
R毛
色
仏
ω2M
（
一
七
七

O
l
一
八
四
四
）

ク
の
著
名
な
彫
刻
家
。

プ
レ
ラ

l

』
o
y
gロ
司
門
店
号
R
Y
司同・
0－－
2
（
一
八

O
四
｜
七
六）

シ
ュ
レ

l
ア

I
M
Fユ
』
己
Eω
印。

F
8
2（
一
八
二
五
｜
一
九

O
O
）

39 40 41 42 43 44 47 46 45 51 50 49 48 52 54 53 

一
八
O
一年、

ワムt
i
 

デ
ン
マ
｜

画
家
。

ヴ
ィ
｜
ン
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、王

頭
と
顔
面
の
丹
毒
原
文
は
開
ミ
ω否。－
g
皆
巳

2
2
2日）吉
ω

リ
l
マ
l

司同・
5
門町一

ny
巧
ニ
町
内
－

B
E
O
B
2
（一

七
七
四
｜
一
八
四
五
）
一

八
O

三
年
、
ゲ

l
テ
家
の
家
庭
教
師
。
一
八
一
二
年
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
高
等
学
校
教
授
。

一
八

一
六
年
、
図
書
館
司
書
。

一
八
コ
二
年
、
宮
廷
顧
問
官
。

一
八
三
八
年
、
図
書
館
長
。

『
ゲ
ー
テ
と
の
対
話
』
、
一
八
三

O
年
、
三
月
十
七
日
（
十
九
日
）
の
項
。

息
子
の
司
ユ
ロ
あ
て
の
手
紙
。

ア
ウ
グ
ス
ト
』
巳

Eω
〉ロ
mc拝
者
巳
円
。
吋
〈
OD
の
o
Z
E
（
一
七
八
九
、
十
二

・
二
十

五
｜

一
八
三

O
、
十
・
二
十
七
）
ゲ
ー
テ
の
長
男
。
侍
従
。
枢
密
財
政
局
参
議
官
。

息
子
の
司
Z
R
あ
て
の
手
紙
。

司・∞の

E
S認
可
あ
て
の
〉
ロ
mcω
門〈
Oロ
の
o
Z
Fゅ
の
手
紙
。

一
八
二
三
年
、
二
月
二
十
六

日
付
。

】
巳
芯
〈
。
ロ

p
t
o同町
ω
Z
E
あ
て
の
わ
R
0
2
5
明
日
広

E
C
〈。ロ
H
W
包

0町内
ω
Z
5の
手
紙
。

一
八
二
三
年
、
二
月
二
十
三
日
付
。

出
∞
の
E
o
g
Rあ
て
の
〉
ロ
mロ
浮
く
0ロ
の
o
Z
E
の
手
紙
。

一
八
二
三
年
、
二
月
二
十
六

日
付
。

N
色
丹
号
の
覚
え
書
き
。
例
え
ば
、
〉
門
店
E
E
版
『の
S
F
2
の
2
胃

R
Y
O
』
第
三
巻
、

第
一
部
の
六
三
八
頁
に
も
所
載
さ
れ
て
い
る
。

『
ゲ
ー
テ
と
の
対
話
』
、
一
八
三

O
年
、
三
月
二
十
一
日
の
項
。

フ
ォ

l
ゲ
ル
博
士
間
何
回
ユ
〈
。
問
。
｝
（
一
七
九
八
｜
一
八
六
四
）
一
八
二
六
年
よ
り
大
公
侍

医
で
あ
り
ゲ
ー
テ
家
の
主
治
医
。

〉
cmz巳
〈
。
ロ
。
。
丘
町
ぬ

の
死
後
、
ゲ
ー
テ
を
補
佐
し

て
学
芸
関
係
施
設
の
監
督
官
。
著
書
に
『

g
o
－O
R
Z
開
店
ロ
W
Y
2件
。
2
5
2
』
（一

八
三
三
）
『
の
o
z
Z
E
何回目己片町
g
〈
q
F
E
Z－ω招
ロ
』
（
一
八
三
四
）
が
あ
る
。

司－

m，んい円
ω門司
の
『
遺
稿
よ
り
』

。
例
え
ば
、
〉
円
Z
E
Z
版

『
。。
z
y
g
のめ
ω胃
r
y
o
』

第
三
巻
、
第
二
部
の
六
九
八
頁
に
も
所
載
さ
れ
て
い
る
。

人
間
万
事
の
終
ワ
ル
点
原
文
は
ロ

E
E－－ロ
2
5
5

大

公

ザ

ク
セ
ン
大
公
カ
ー
ル
・
ア
ウ
グ
ス
ト
の

こ
と
。

同
ωユ
〉
己
mcω
門
出
。
吋
Nom

〈。ロ

ω
R
E
S
H巧
2
B
R
H
巴
ω
g
m
R
Y
（
一
七
五
七
｜
一
八
二
八）

一
七
五
八
年、

王
位
継
承
。
一

七
七
五
年
、
統
治
。
ゲ
ー
テ
の
主
君
で
あ
り
庇
護
者
で
あ
り
、
友
人

で
あ
っ
た
。

こ
の
引
用
文
は
、
例
え
ば
〉
司
Z
B
Z版
『の
o
Z
F
2
0
2胃
u
n
F
2
第
三
巻
、
第
二
部
、

3 4 5 6 7 8 9 10 12 11 13 15 14 16 
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八
六
五
頁
に
も
所
載
き
れ
て
い
る
。

こ
の
引
用
文
は
、
例
え
ば
、
〉
円
Z
5
2
版
『
D
o
z
y
g
の
g
u円匹。
Z
』
第
三
巻
、
第
二

部
、
八
八
一
頁
に
も
所
載
さ
れ
て
い
る
。

ク
ー
ド
レ

1
0
0
5
3
ω
君
。
ロ
N
g
Z己的

n
g骨
ミ
（
一
七
七
五
一
八
四
五
）
フ
ル
ダ

の
建
築
術
お
よ
び
考
古
学
の
教
授
。

一
八
一
六
年
、
建
築
局
長
と
し
て
ヴ
ァ
イ
マ
ル
に

招
聴
き
れ
る
。
ゲ
ー
テ
は
彼
を
高
く
評
価
し
、
晩
年
の
ゲ
ー
テ
が
も
っ
と
も
信
を
お
い

た
人
物
の
一
人
で
あ
る
。

ツ
ア
｜
ン
N
m同
町
ロ
と
あ
る
の
は

』
oyロ
の
間
違
い

と
思
わ
れ
る
。
著
者
が
原
典
と
し
て

い
る
の
。
E
E
M
N
の
文
を
〉
ユ
O
B
Z版
『
の
S
F
g
の
2
胃

r
z』
第
三
巻
、
一第
二
部
、
八

八
三
頁
を
見
る
と
、
「
肘
吋
ユ
止

ωO門ぽロロ

ω巴
日
ロ

ω
n
y
g
F
q
』
oyロ
y
q
z
r
cロ仏

g
z
z
E
R門〈
Oロ門出
2
0
5
E
M円
四
司
ユ
ぬ
広
三
の
町
立
の
F
z
z
q
ω
R
Y
〈
Oロ
色
。
ロ

ωgωσ
－

O
B匂
O吋・〈
O吋
色
。
ョ
8
5
8
a
m川町内ロ（
Y
同

E
R
O
O
F
者

oryoロ
叶
ωm
－B
冨
0
5門

ヨ
ωロ
N
U
E九
」
と
あ
る
。

ヨ
ー
ン
』。
ymロ
ロ
〉
ロ
m
g門
司
ユ
ぬ
門
町

R
Y
（一

七
九
四

l
一
八
五
回
）
一
八

一
四
年
、
ゲ

ー
テ
の
書
記
兼
秘
書
。
一
八
二
二
年
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
大
公
図
書
館
の
筆
耕
。

こ
の
引
用
文
は
、
例
え
ば
、
〉
2
0
5
2
版
『
の
2
5
2
c
g胃
r
y
o』
第
三
巻
、
第
二

部
、
八
八
三
頁
に
も
所
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
引
用
文
は
、
例
え
ば
、
〉
円
Z
5
3版
『
の
o
z
y
g
の
g
胃
位
。
yo』
第
三
巻
、
第
二

部
、
八
八
四
頁
に
も
所
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
引
用
文
は
、
例
え
ば

〉司
Z
B
Z版
『の
2
5
2
の
g
胃

unyo』
第
三
巻
、
第
二

部
、
八
八
四
頁
に
も
所
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
引
用
文
は
、

例
え
ば
、
〉吋件。
B
Z版
『
の
S
F
B
の
gH）司位。
FO
』
第
三
巻
、
第
二

部
、
八
八
六
頁
に
も
所
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
引
用
文
は
、
例
え
ば
、
〉
2
0
E
Z版
『
の
0
0
5
2
の
2
胃

r
y
m』
第
三
巻
、
第
二

部
マ
八
八
六
頁
に
も
所
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
引
用
文
は
、
例
え
ば
、
〉
『
Z
5
2版
『
の
S
F
g
の
g
同）門院の
FO』
第
三
巻
、
第
二

部
、
八
八
四
頁
に
も
所
載
さ
れ
て
い
る
。

オ
テ
ィ
l
リ
エ
・

ゲ
l
テ

O
E－－
o
者
ニ

Z
－B
E
O
何
吋
日
在
日
出

g
z
z
z
の
o
z
z

（
一
七
九
六
1

一
八
七
二
）
プ
ロ
イ
セ
ン
の
〈

8
3宮
Z
♀
少
佐
の
娘
。

一
八
一
七

年
、
〉
ロ
m
z
E
〈
Oロ
の
0
0
5
0
と
結
婚
。

フ
ォ
ン
・
グ
ス
テ
ッ
ト
夫
人
』
σロ
ロ
て
〈
O
ロ
司

ωU句。己
H
O
－B
（
一
八
一
一

1

九
O
）
の

1
i
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こ
の
事
態
を
隠
す
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ろ
う
。

ロ
ー
マ

政
庁
は
自
殺
者
に
対
し
一
片
の
同
情
も
示
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
特
に
老
い
た
る
父
親
に
は

い
た
わ
り
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ケ
ス
ト
ナ

l
は
父
親
の
た
め
に
感
動
的
な
ま
で
に
尽
く
し
た
。

彼
は
直
ち
に
フ
ォ
ン
・
ミ
ュ
ラ

l
法
務
長
官
あ
て
に
書
い
た
、
ゲ
ー
テ
が
何
も
聞
き
知
る
こ

（
白
山

）

と
が
な
い
よ
う
、
新
聞
等
を
全
て
お
さ
え
て
欲
し
い
、
と
。
そ
し
て
コ

ッ
タ
あ
て
に
は
、
死

亡
記
事
が
新
聞
に
で
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
、
と
。
彼
は
ロ
！
？
で
し
か
る
べ
き
所
に
手

を
廻
し
て
、
ア
ウ
グ
ス
ト
の
死
に
つ
い
て
最
初
の
一
週
間
は
報
道
を
き
し
ひ
か
え
て
く
れ
る

よ
う
頼
ん
だ
。
ま
た
、
法
務
長
官
あ
て
に
ケ
ス
ト
ナ

l
は
書
い
た
、
同
封
の
手
紙
で
最
後
の

様
子
を
父
親
に
し
ら
せ
た
、
と
。

「
最
後
の
様
子
は
あ
と
に
残
っ
た
人
々
に
は
い
つ
で
も
非

常
に
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、
慰
め
な
の
で
あ
る
」
。
慰
め
を
得
さ
せ
よ
う
と
し
て
ど
れ
ほ
ど

の
努
力
が
は
ら
わ
れ
、
関
知
し
て
い
る
人
々
に
ど
れ
ほ
ど
か
た
く
沈
黙
を
義
務
づ
け
た
か
は
、

必
ず
し
も
わ
か
ら
な
い
。

ゲ
ー
テ
の
息
子
と
オ
テ
ィ
l
リ
エ
・
フ
ォ

ン
・
ポ
ク
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ

と
の
婚
姻
は
、
両
者
に
と

（
幻

）

っ
て
、
そ
し
て
子
孫
に
と
っ
て
き
わ
め
て
不
幸
で
あ
っ
た
。
後
者
は
徹
頭
徹
尾
変
わ
り
者
で

あ
っ
た
。
彼
女
の
女
友
達
た
ち
は
彼
女
を
「
気
違
い
天
使
」
と
呼
ぴ
、
フ
ォ
ン
・
グ
・ス
テ

ツ

ト
夫
人
は
「
別
の
星
か
ら
来
た
女
」
と
言
っ
た
。
彼
女
は
、
多
く
の
良
い
特
性
と
抜
群
の
能

力
を
持
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
情
熱
的
で
、
移
り
気
で
、
現
実
離
れ
し
た
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
。
彼
女
は
、
生
理
学
的
な
意
味
に
お
け
る
母
親
と
し
て
も
、
夫
の
病
的
な
面
の
教
育

者
と
し
て
も
、
内
助
の
功
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
女
の
子
供
た
ち
は
ど
の

点
を
と
っ
て
も
同
情
に
値
し
た
。

長
男
ヴ
ァ
ル
タ

l
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
は
一
八
一
八
年
四
月
九
日
に
生
ま
れ
た
。
彼
は
物

静
か
で
従
順
な
人
間
で
あ
っ
た
。
彼
は
の
ち
に
特
に
音
楽
に
没
頭
し
た
が
、
自
分
の
作
曲
を

無
視
さ
れ
て
深
く
心
を
傷
つ
け
ら
れ
た
。
彼
は
感
動
的
な
ま
で
の
や
さ
し
さ
を
も
っ
て
母
親

に
執
着
し
、
彼
女
の
た
め
に
多
く
の
犠
牲
を
は
ら
っ
た
。
そ
の
後
彼
は
す
っ
か
り
隠
遁
し
て
、

「
人
知
れ
ず
悩
み
な
が
ら
」
世
を
送
っ
た
。
ア
ス
タ
・
ハ
イ
ベ
ル
ク
は
言
う
、
彼
は
小
さ
く

虚
弱
で
、
少
し
不
具
で
あ
っ
た
が
、
精
神
は
単
純
、
心
根
は
内
気
で
あ
っ
た
、
と
。
彼
は
か

な
り
早
い
時
期
に
結
核
に
か
か

っ
た
が
、
死
ん
だ
の
は
一
八
八
五
年
で
あ
る
。

一
八
二

O
年
九
月
十
八
日
に
生
ま
れ
た
下
の
息
子
ウ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
マ

ッ
ク
ス
は
、
普

通
ヴ
ォ
ル
フ
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
彼
に
関
し
て
は
、
フ
ォ
ン
・
グ
ス
テ

ッ
ト
夫
人
の
覚
え

書
き
を
別
に
す
れ
ば
、
オ

ッ
ト
l
・
マ
イ
ヤ
ー
の
著
書
（
ヴ
ォ
ル
フ
・
ゲ
ー
テ
、
ウ
ァ
イ
マ

ル
、
一
八
八
九
）
が
一
冊
あ
る
だ
け
だ
。
彼
は
若
い
頃
か
ら
ま
じ
め
で
、
閉
鎖
的
で
、
母
親

ゲーテに見る異常性（ゴ

と
同
じ
よ
う
に
情
熱
的
で
、
「
空
想
力
ゆ
た
か
L

で
あ
っ
た
。
彼
は
す
ば
ら
し
い
素
質
を
示

し
、
若
い
と
き
、
戯
曲
「
エ
ア
リ
ン
デ
」
を
書
き
、
そ
の
後
言
語
史
研
究
に
取
り
組
み
、
生

涯
勉
学
し
た
が
、
何
か
を
き
ち
ん
と
や
り
遂
げ
る
こ
と
な
く
、
し
ば
ら
く
の
間
外
交
面
の

職
務
に
つ
い
た
り
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
は
変
調
を
き
た
し
、
病
気
し
て
孤
独
の
う
ち
に
世
を

送
っ
た
。
す
で
に
若
い
と
き
彼
は
顔
面
神
経
痛
に
か
か

っ
た
。
こ
の
病
苦
は
彼
を
恐
ろ
し
い

ほ
ど
苦
し
め
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
結
果
彼
は
し
ば
し
ば
長
い
こ
と
ま
っ
た
く
何
も
出
来
な

く
な
り
、
周
囲
は
彼
の
生
活
を
気
づ
か
っ
た
。
彼
が
健
康
で
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
一
度

も
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
リ
ュ
ー
マ
チ
と
頭
痛
、
全
身
の
衰
弱
と
疲
労
、

眼
病
、
「
痛
風
性
の
神
経
の
」
病
苦
に
つ
い
て
聞
い
て
い
る
。
そ
の
後
彼
は
ぜ
ん
そ
く
の
発

作
に
お
そ
わ
れ
、
そ
の
発
作
で
一
八
八
三
年
一
月
二
十
日
に
死
ん
だ
。
彼
の
友
人
マ
イ
ア
ー

は
彼
に
つ
い
て
言
う
。

「
彼
は
偉
大
な
素
質
を
持
っ
た
人
間
で
、
該
博
な
教
養
、
広
い
視
野
、

独
自
の
考
え
を
持
ち
、
い
つ
な
ん
ど
き
で
も
ま
ず
自
分
の
義
務
を
考
え
、
そ
れ
か
ら
お
も
む

ろ
に
自
分
の
権
利
を
考
え
る
よ
う
な
き
わ
め
て
高
貴
な
性
格
で
、
誠
実
な
人
間
愛
に
あ
ふ
れ
、

忠
実
で
、
偽
り
が
な
く
、
勤
勉
で
あ
っ
た
」

。

「
病
苦
の
重
荷
と
輝
か
し
い
名
前
の
重
荷
か

彼
の
上
に
の

つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
な
ら
、
間
違
い
な
く
、
彼
は
立
派
な
人
物
に
な
っ
て
い

た
だ
ろ
う
」

。
も
ち
ろ
ん
補
促
が
必
要
で
あ
る
。
彼
は
立
派
な
人
物
に
な
れ
な
か

っ
た
、
生

ま
れ
つ
き
目
立
っ
て
異
常
な
性
質
で
あ
っ
た
か
ら
。
そ
し
て
ま
さ
し
く
そ
れ
故
に
彼
は
病
気

に
な
り
、
自
分
の
名
前
に
助
け
ら
れ
る
か
わ
り
に
、
そ
れ
に
圧
し
つ
ぶ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
大
部
分
の
場
合
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
病
気
と
苦
難
は
外
部
か

ら
や
っ
て
来
た
も
の
で
は
な
く
、
病
的
に
弱
い
こ
と
の
し
る
し
な
の
で
あ
る
。
健
康
な
人
は

病
気
に
な
ら
な
い
し
、
障
害
に
打
ち
勝
つ
。
し
か
し
変
性
し
た
人
は
病
気
の
犠
牲
に
な
る
し
、

前
者
に
と
っ
て
は
一
つ
の
段
で
あ
る
石
が
、
後
者
を
圧
し
つ
ぶ
す
。

ア
ウ
グ
ス
ト
の
第
三
子
は
一
八
二
七
年
十
月
二
十
九
日
生
ま
れ
た
ア
ル
マ
で
あ
る
。
彼
女

は
一
八
四
四
年
に
は
チ
フ
ス
で
死
ん
で
い
る
。
ー
ー

人
は
き
守
つ
、
一
族
に
も
個
人
と
同
様
一
定
の
寿
命
が
あ
る
、
と
。
ゲ
ー
テ
の
家
系
は
枯
れ

果
て
て
い
る
。
彼
の
一
族
は
彼
の
中
に
見
事
な
花
を
つ
け
て
、
そ
れ
を
も

っ
て
そ
の
力
を
放

出
し
て
し
ま
い
、
彼
の
あ
と
に
続
い
た
の
は
、
わ
ず
か
に
、
生
命
力
の
弱
い
芽
だ
け
で
あ

っ

た
。
天
才
は
、
人
聞
の
数
を
ふ
や
す
た
め
に
、
こ
の
世
に
現
わ
れ
る
の
で
は
な
い
。
作
品
が

彼
の
不
滅
の
子
供
た
ち
な
の
で
あ
る
。

ハU
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え
る
。
数
日
後
彼
は
、
父
親
が
彼
の
生
ま
れ
る
前
に
、
詩
的
な
あ
こ
が
れ
を
傾
け
た
場
所
で

（
日
）

あ
る
ケ
ス
テ
ィ
ウ
ス
の
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
に
休
ら
う
た
め
の
道
を
と
っ
た
」
。
こ
れ
以
上
何
も
知

ら
な
い
人
が
ゲ
ー
テ
の
こ
の
報
告
書
を
先
入
観
な
し
に
読
ん
だ
ら
、
こ
こ
に
は
自
殺
の
こ
と

が
語
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
考
え
が
お
の
ず
と
わ
い
て
く
る
に
ち
が
い
な
い
。
病
的
な
興
奮

の
強
調
、
能
動
的
言
葉
の
選
択
（
彼
は
道
を
と

っ
た
）
、
全
体
の
い
わ
く
あ
り
げ
な
こ
と
が

こ
の
よ
う
な
解
釈
を
強
い
る
。
人
が
誤
解
す
る
の
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
私
は
や

は
り
、
ゲ

l
テ
は
あ
の
報
告
書
を
書
い
た
と
き
、
息
子
の
死
を
自
発
的
な
も
の
と
考
え
て
、

内
容
の
異
な
る
他
の
報
告
を
信
じ
な
か
っ
た
、
と
思
い
た
い
。
死
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は

ロ

ー
マ
の
ケ
ス
ト
ナ
ー
が
報
告
し
た
。
し
か
し
私
が
知
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ら
の
手
紙
の
断

（
臼
）

片
だ
け
で
あ
る
。
ケ
ス
ト
ナ

l
は
、
金
曜
日
、
ア
ウ
グ
ス
ト
と
ト
ル
ヴ
ア
ル
セ
ン
の
と
こ
ろ

（日
）

に
行
き
、
土
曜
日
は
自
分
の
と
こ
ろ
で
彼
や
プ
レ
ラ
！
と
食
事
を
共
に
し
、
日
曜
日
と
月
曜

日
、
彼
ら
は
一
緒
に
ア
ル
パ
ノ
と
フ
ラ
ス
カ
テ
ィ
に
出
か
け
た
、
と
い
う
。
こ
の
遠
出
の
途

次
、
客
は
病
気
に
な
り
、
帰
宅
後
病
床
に
つ
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
火
曜
日
、
病
気
は
た

い
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
に
思
え
た
が
、
水
曜
日
に
か
け
て
の
夜
、
死
が
お
と
ず
れ
た
。

「

二
人
の
忠
実
を
友
人
で
あ
り
同
国
人
、
そ
の
中
の
一
人
は
立
派
な
プ
レ
ラ
ー
で
あ
る
が
、
彼

ら
に
見
守
ら
れ
て
L

ケ
ス
ト
ナ

l
は
、
十
月
二
十
六
日
の
晩
、
ア
ウ
グ
ス
ト
の
許
を
辞
し
た
、

と
い
う
。

「
真
夜
中
過
ぎ
、
二
時
に
、
寝
ず
の
看
護
を
し
て
い
た
人
々
は
深
い
息
づ
か
い
を

聞
き
、
彼
を
起
こ
そ
う
と
す
る
と
、
彼
は
断
末
魔
も
な
く
あ
の
世
へ
行
っ
て
い
た
」

。

（
臼
）

プ
レ
ラ

l
の
言
う
こ
と
に
基
づ
い
て
シ
ュ
レ

l
ア
！
の
草
し
た
報
告
は
、
多
少
違
っ
た
内

容
に
な
っ
て
い
る
。
報
告
は
言
う
。
ア
ウ
グ
ス
ト
は
目
立

っ
て
気
乗
り
の
し
な
い
ふ
う
で
あ

っ
た
が
、
遠
出
の
途
次
、
熱
発
し
た
。
彼
ら
は
月
曜
日
に
帰
り
、
二
日
目
の
夜
、
ア
ウ
グ
ス

ト
は
飛
び
上
が
っ
て
プ
レ
ラ

l
に
し
が
み
つ
い
た
。
後
者
が
し
め
殺
さ
れ
る
の
で
は
と
恐
れ

た
ほ
ど
に
。
プ
レ
ラ
！
と
画
家
ル

l
ド
ル
フ
・
マ
イ
ア

l
は
彼
を
苦
労
し
て
ベ

ッ
ド
に
運
ん

だ
。
そ
の
あ

E
ア
ウ
グ
ス
ト
は
深
く
息
を
し
て
、
亡
く
な
っ
た
。
医
者
は
、
ア
ウ
グ
ス
ト
は

落
ち
着
い
て
い
た
皮
膚
病
か
ら
脳
卒
中
を
併
発
し
て
死
ん
だ
、
と
説
明
し
た
、
と
。
プ
レ
ラ

ー
は
、
十
二
月
初
旬
、
天
然
痘
に
か
か
り
、
そ
の
た
め
人
々
は
、
ア
ウ
グ
ス
ト
に
、
つ
つ
き
れ

た
、
と
推
測
し
た
。
だ
が
そ
う
な
る
と
ア
ウ
グ
ス
ト
も
天
然
痘
に
か
か
っ
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
感
染
の
事
実
は
ま
っ
た
く
な
い
し
、
よ
し
ん
ば
そ
う
だ
と
し
て
も
、
潜
伏
期
が

（
日
）

多
少
短
か
す
ぎ
る
よ
う
だ
。
ア
ウ
グ
ス
ト
が
娼
紅
熱
に
お
か
さ
れ
た
、
と
い
う
話
は
、
私
は

ど
こ
に
も
根
拠
が
な
い
と
思
う
し
、
そ
れ
は
私
に
は
き
わ
め
て
あ
り
そ
う
に
な
い
よ
う
に
思

、え
ヲ
令
。
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ケ
ス
ト
ナ

l
は
法
務
長
官
に
伝
え
た
、
「
医
者
た
ち
の
所
見
を
記
し
た
覚
え
書
き
の
こ
と

を
。
そ
の
所
見
に
よ
る
と
、
内
在
し
て
い
る
病
気
の
局
所
素
因
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
頭

の
血
管
の
破
裂
が
死
の
直
接
の
原
因
に
な

っ
た
」
と
。
デ
ュ

ン
ツ

ア
ー
は
『
ゲ
l
テ
の
生
涯
』

（
一
八
八

O
）
で
圭
一
T
J。
「
死
体
解
剖
に
さ
い
し
て
、
肝
臓
が
三
倍
も
大
き
く、

脳
が
奇
形

で
あ
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
た
」

。
剖
検
報
告
に
関
す
る
私
の
質
問
に
対
し
、
デ
ュ

ン
ツ
ア
ー

教
授
は
親
切
に
私
に
教
え
て
く
れ
た
、
彼
の
考
え
で
は
、
剖
検
報
告
は
一
部
始
終
が
公
に
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
。
そ
れ
ゆ
え
私
は
こ
れ
以
上
は
何
も
知
ら
な
い
。
た
だ
、
こ

の
簡
単
な
申
し
立
て
は
ま
る
っ
き
り
素
人
く
さ
く
不
十
分
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
け
は
言

え
る
。
肝
臓
の
三
倍
の
肥
大
（
ホ
ル
タ
イ
が
言、
つ
に
は
実
に
五
倍
）
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。

仮
に
肝
臓
の
肥
大
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
考
え
ら
れ
る
の
は
、
確
率
的
に
は
ア

ル
コ
ー
ル
の
影
響
で
あ
る
。
そ
の
後
萎
縮
と
い
う
形
を
と
る
「
大
酒
飲
み
の
肝
臓
」
の
初
期

の
段
階
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
脳
の
奇
形
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い

の
か
、
ま

っ
た
く

言
葉
に
つ
ま
る
。
生
ま
れ
つ
き
の
奇
形
は
考
慮
の
外
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
既
往
歴
か
ら

は
比
較
的
ひ
ど
い
障
害
は
想
定
し
に
く
い
し
、
一
八
三

O
年
に
お
け
る
ロ
！
？
の
医
者
の
診

断
で
は
、
比
較
的
微
細
な
ゆ
が
み
（
例
え
ば
、
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
肢
の
形
成
）
も
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
奇
形
と
は
変
形
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
ケ
ス
ト
ナ

l
は、

頭
の
血
管
が
破
裂
し
た
、
と
言
う
の
だ
か
ら
、
内
出
血
に
よ
る
脳
の
一
部
の
破
壊
で
あ
ろ
う
。

そ
の
場
合
、
も
ち
ろ
ん
、
脳
出
血
は
事
実
と
い
う
前
提
に
立

っ
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
死
に

関
す
る
ケ
ス
ト
ナ
ー
の
報
告
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
心
臓
麻
樺
も
考
え
ら
れ
る
。
今
や
わ
れ
わ

れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
あ
る
。
天
然
痘
お
よ
び
娼
紅
熱
と
い
う
診
断
を
度
外
視
す
れ

ば
、
卒
中
の
発
作
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
発
作
の
原
因
が
い
い
か
げ
ん
な

熱
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
必
ず
や
悪
性
貧
血
が
存
在
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
。
も

っ
と
蓋
然
性
が
あ
る
の
は
、
卒
中
の
発
作
の
原
因
は
、
す
で
に
内
在
し
て
い
た
脳
の
病
気
で

あ
り
、
熱
は
単
に
引
き
金
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
脳
の
病
気
は

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
、
あ
る
い
は
進
行
性
麻
捧
症
の
影
響
で
あ

っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

も
し
、
四
十
歳
の
男
が
脳
卒
中
で
死
ね
ば
、
ま
ず
人
は
、
進
行
性
麻
樺
症
か
、
そ
の
原
因
を

考
え
る
。
脳
に
か
ら
ん
だ
死
で
な
い
と
す
れ
ば
、
い
ち
ば
ん
想
定
さ
れ
る
の
は
、
ア
ウ
グ
ス

ト
が
ロ

！
？
熱
を
引
き
こ
ん
で
、
そ
の
さ
い
、
す
で
に
以
前
病
ん
で
い
た
心
臓
が
麻
痩
す
る

に
至

っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
や
は
り
、
ア
ウ
グ
ス
ト
が
自
ら
の
手
で
死
ん
だ
、
と
い
う
仮
定
は
、
絶
対
的
に

除
外
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
関
知
し
て
い
る
・人
々
は
、

- 9 -
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こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
ア
ウ
グ
ス
ト
が
病
気
で
あ
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
病

的
状
態
の
正
体
は
把
握
し
に
く
い
。
彼
は
酒
飲
み
で
あ
っ
た
が
、
ひ
と
つ
に
は
、
彼
の
ア
ル

コ
ー
ル
中
毒
は
も
と
も
と
変
性
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
て
、
ア
ウ
グ
ス
ト
の
病
的
な
性
質
か
ら

発
し
て
い
た
。
他
方
、
ホ
ル
タ
イ
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
像
は
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
だ
け
で
は
疑

い
な
く
説
明
が
つ
か
な
い
。
文
学
史
を
心
理
学
的
に
考
察
し
た
も
の
の
中
に
は
全
て
を
逆
に

と
っ
た
の
が
か
な
り
あ
る
。
す
な
わ
ち
ア
ウ
グ
ス
ト
は
父
親
に
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
て
い
た
し
、
結
婚
生
活
は
不
幸
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
彼
は
飲
ん
だ
。
だ
か
ら
、
彼
は
病

気
に
な
っ
た
、
と
。
そ
う
で
は
な
い
の
だ
、
彼
は
病
気
だ
っ
た
の
で
、
飲
ん
だ
の
で
あ
り
、

父
親
に
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。
事
が
う
ま
く
運
ん
で
、
ア
ウ
グ
ス
ト
が

隠
和
で
有
能
な
男
に
な
っ
て
い
た
ら
、
こ
う
言
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
父
親
の
名
前
が

彼
の
道
を
平
ら
に
し
、
こ
の
よ
う
に
す
ば
ら
し
い
男
の
息
子
で
あ
る
と
い
う
幸
福
が
彼
の
一

切
の
負
担
を
よ
り
軽
く
さ
せ
、
彼
の
才
能
は
実
際
的
職
業
に
向
い
て
い
た
の
で
、
彼
と
父
親

の
比
較
な
ど
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
、
な
ど
と
。

わ
れ
わ
れ
は
ア
ウ
グ
ス
ト
に
再
び
ゲ

l
テ
の
情
熱
的
な
と
こ
ろ
を
見
い
出
す
。
こ
れ
は
根

源
現
象
で
あ
る
。
し
か
し
父
親
を
促
進
さ
せ
た
も
の
が
、
息
子
を
破
滅
さ
せ
た
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
彼
の
場
合
、
そ
れ
に
加
え
て
、
母
親
自
身
に
あ
っ
て
は
幸
福
で
陽
気
な
気
質
と
結
び
つ

い
て
比
較
的
害
が
な
か
っ
た
飲
酒
癖
の
素
質
を
、
母
親
の
方
か
ら
受
け
つ
い
で
い
た
か
ら
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
に
は
父
親
の
高
遁
な
精
神
が
欠
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
母

親
か
ら
平
均
以
上
の
知
性
を
も
ら
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
彼
の
場
合
、
荒
馬
に
ま
た
が
る

弱
々
し
い
騎
手
に
似
て
い
た
。
彼
の
本
質
に
あ
る
こ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
同
時
代
の
人
々
に

よ
っ
て
観
察
さ
れ
た
あ
の
特
性
の
数
々
を
生
み
出
し
た
。

つ
ま
り
、
一
方
に
、
激
し
き
、
落

ち
着
き
の
な
さ
、
自
堕
落
、
陰
気
な
不
機
嫌
、
中
味
の
な
い
修
辞
法
、
嵐
の
よ
う
な
無
謀
な

突
進
、
他
方
に
、
気
立
て
の
よ
さ
、
ひ
た
む
き
な
努
力
、
役
立
つ
知
識
。
年
と
共
に
、
当
然
、

飲
酒
の
影
響
が
だ
ん
だ
ん
顕
著
に
な

っ
て
き
た
。
特
に
、
そ
れ
が
間
駄
的
に
出
て
く
る
と
い

う
こ
と
は
、
放
埼
な
飲
酒
癖
が
病
的
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
し
ホ
ル
タ
イ
が

芝
居
が
か
つ
て
、
死
が
す
で
に
彼
の
血
管
の
中
で
荒
れ
狂
っ
て
い
る
、
と
言
、つ
と
さ
、
フ
ォ

ン
・
グ
ス
テ

ッ
ト
夫
人
が
彼
の
心
身
は
病
ん
で
い
る
と
呼
ぶ
と
き
、
ヨ

ハ
ン
ナ
・

シ
ョ

l
ペ

ン
ハ
ウ
ア
ー
が
、
ア
ウ
グ
ス
ト
の
状
態
は
大
多
数
の
人
々
に
彼
の
帰
還
の
希
望
も
願
い
も
失

な
わ
せ
た
、
と
言
う
と
き
、
老
ゲ

l
テ
が
、
「
彼
が
出
て
行
っ
た
と
き
、
私
は
す
で
に
彼
の

（
必

）

（

同
日

）

こ
と
は
あ
き
ら
め
た
」
と
（
ヨ
ハ
ン
ナ
・
シ
ョ

l
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
に
よ
る
と
法
務
長
官
に
む

か
つ
て
）
言

っ
た
と
き
、
何
か
特
別
な
も
の
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
ひ
び
く
。
ア

ゲーテに見る異常性（ゴ

ウ
グ
ス
ト
は
、
晩
年
、
進
行
性
麻
捧
症
の
初
期
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
考
え
が
浮
か
ん

で
く
る
。
し
か
し
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
推
測
を
証
拠
だ
て
る
手
だ
て
は
一
切
な
い
。
こ
の
事
は

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
か
ざ
る
を
え
な
い
。

ア
ウ
グ
ス
ト
の
死
も
あ
る
種
の
閣
が
お
お
っ
て
い
る
が
、
今
な
お
埋
も
れ
て
い
る
文
書
が

公
に
さ
れ
る
こ
と
で
う
ま
く
一
切
が
明
ら
か
に
な
る
か
ど
う
か
、
疑
問
で
あ
る
。
ア
ウ
グ
ス

ト
は
周
知
の
と
お
り
エ
ッ
カ
！
？
ン
と
旅
行
し
た
が
、
彼
ら
が
仲
よ
く
お
互
い
や
っ
て
い
た

よ
う
に
は
思
え
な
い
。

エ
ッ
カ

l
マ
ン
は
ジ
ェ
ノ

l
ウ
ァ
で
引
き
返
し
た
。
旅
行
の
時
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
老
ゲ
ー
テ
の
手
紙
の
証
言
が
あ
る
だ
け
だ
。
ツ
ェ
ル
タ
！
と
ロ
ー
マ
の
ケ

（
川
帆

）

（

M
W
）

ス
ト
ナ
ー
あ
て
の
手
紙
に
、
ほ
ぽ
同
じ
内
容
の
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
ア
ウ
グ
ス
ト
の
日

記
は
、
「
彼
の
個
性
が
そ
の
き
わ
め
て
独
特
の
活
力
と
決
然
き
に
お
い
て
常
に
き
わ
だ
っ
て

い
る
」
が
ゆ
え
に
、
公
に
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
今
も
な
お
未
知
で
あ
る
。
ゲ

l
テ
は
、
一
八

（
必

）

三
O
年
三
月
二
十
八
日
、
法
務
長
官
に
む
か

つ
て
、
「
私
の
息
子
は
イ
タ
リ
ア
で
自
分
独
自

の
道
を
歩
む
こ
と
だ
ろ
う
。
ろ
く
で
な
し
と
い
う
者
は
父
親
た
ち
の
面
倒
を
よ
く
み
て
く
れ

（
灯

）

る
よ
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
彼
の
報
告
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

「
私
の
息
子
は
回
復
す
る

た
め
に
旅
行
し
た
。
向
こ
う
か
ら
く
れ
た
最
初
の
う
ち
の
手
紙
は
、
き
わ
め
て
慰
め
に
な
っ

（
必

）

た
し
、
う
れ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
」

。
こ
の
「
回
復
す
る
た
め
に
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の

か
。
肉
体
的
に
は
、
ア
ウ
グ
ス
ト
は
病
気
で
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
は
旅
行
者
の
す

る
こ
と
は
な
ん
で
も
し
た
の
だ
か
ら
。
歩
き
、
馬
車
に
乗
り
、
劇
場
を
訪
れ
る
、
な
ど
。
だ

か
ら
、
精
神
的
病
気
で
あ

っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
ジ
ェ
ノ
｜
ヴ
ァ
か
ら
ス
ペ
チ
ア
に
向
か
う

途
中
、
ア
ウ
グ
ス
ト
は
こ
ろ
ん
で
鎖
骨
を
折
り
、
四
週
間
横
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
が
、
そ
の
と
き
皮
膚
病
に
か
か
り
、
暑
く
て
非
常
に
難
儀
し
た
、
と
あ
る
。
も
し
か

す
る
と
ア
セ
モ
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
も
し
か
す
る
と
死
病
の
椙
紅
熱
の
噂
の
芽
は

こ
の
皮
膚
病
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ア
ウ
グ
ス
ト
は
「
こ
の
災
難
を
男
ら
し
く
好
ま
し

（
品
開

）

い
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
て
伝
え
」
、
そ
の
後
、
模
範
的
な
日
記
を
送
っ
た
。
彼
は
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
を
経
由
し
て
リ
ボ
ル
ノ
に
行
き
、
そ
こ
か
ら
汽
船
で
ナ
ポ
リ
に
向
か
っ
た
、
と
。
「
か

の
地
か
ら
の
彼
の
手
紙
は
、
だ
が
、
私
は
白
状
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ど
う
も
気
に
な

（
印

）

っ
た
。
そ
れ
ら
の
手
紙
は
あ
る
種
の
せ
わ
し
き
、
病
的
な
仰
々
し
き
を
暗
示
し
て
い
た
」

。

ポ
ン
ペ
イ
で
は
彼
は
快
活
で
あ
っ
た
、
い
や
、
生
き
生
き
と
は
し
ゃ
い
で
い
た
、
と
い
う
。

「
ロ
l
マ
へ

の
急
ぎ
旅
は
、
す
で
に
ひ
ど
く
か
き
乱
さ
れ
て
い
た
気
持
を
や
わ
ら
げ
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
地
の
ド
イ
ツ
人
や
著
名
な
芸
術
家
た
ち
の
晴
れ
が
ま
し
い
、
心
の

こ
も
っ
た
歓
待
も
彼
は
単
に
熱
に
浮
か
さ
れ
そ
う
な
あ
わ
た
だ
し
き
で
享
受
し
た
よ
う
に
思
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っ
た
。
彼
は
多
く
の
こ
と
を
、
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
ひ
と
た
び
仕
事

に
つ
く
と
、
王
候
の
財
務
局
め
ま
っ
た
く
有
能
な
参
議
官
で
あ
り
え
た
ば
か
り
で
な
く
、
自

然
科
学
の
勉
強
も
多
方
面
に
わ
た
り
、
と
り
わ
け
父
親
か
ら
し
こ
ま
れ
た
収
集
は
ど
の
部
門

も
最
善
の
体
系
的
整
理
が
な
さ
れ
て
い
た
。
同
様
に
彼
は
、
貨
幣
を
陳
列
棚
に
鍵
を
か
け
て

保
管
し
て
い
て
、
故
事
来
歴
を
た
っ
ぷ
り
講
釈
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
。
力
を
こ
め
て
ホ
ル

タ
イ
は
、
ア
ウ
グ
ス
ト
の
整
理
好
き
、
き
れ
い
好
き
、
収
集
癖
を
強
調
す
る
。
蔭
で
は
も
ち

ろ
ん
彼
は
熱
心
な
詩
人
で
あ

っ
た
、
と
。
た
だ
、
ホ
ル
タ
イ
が
示
す
見
本
は
同
情
を
催
さ
せ

る
。
ア
ウ
グ
ス
ト
は
ユ
ー
モ
ア
を
大
い
に
好
ん
だ
、
と
。
彼
は
ア
ウ
グ
ス
ト
の
手
紙
を
多
数

持
っ
て
い
る
、
と
。
「
残
念
な
が
ら
私
は
、
こ
れ
ら
の
手
紙
を
あ
ま
り
、
あ
る
い
は
ま
っ
た

く
公
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
（
老
ゲ

l
テ
は
、
こ
れ
ら
の
手
紙
が
ほ
と
ん
ど
信
じ
が
た

い
ほ
ど
の
狂
気
と
シ
ニ
カ
ル
な
逆
上
に
彩
ど
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
と
ご
と
く

読
ん
で
、
私
に
次
の
よ
う
に
も
ら
し
た
、
今
は
、
あ
な
た
も
本
当
に
寂
し
い
で
し
ょ
う
ね
、

と
）
し
か
し
き
わ
め
て
陽
気
な
手
紙
の
真
中
を
、
き
わ
め
て
に
ぎ
や
か
な
会
話
の
真
中
を
つ

ら
抜
い
て
、
不
満
の
、
絶
望
そ
の
も
の
の
、
そ
し
て
生
嫌
悪
の
閃
光
が
絶
え
ず
ひ
ら
め
き
、

（
叫
）

こ
の
不
幸
な
男
の
悲
し
い
状
態
を
照
ら
し
出
し
て
い
る
」
。
彼
は
吾
一
口
う
、
三
つ
の
こ
と
が
ア

ウ
グ
ス
ト
を
破
滅
さ
せ
た
、
と
。
付
飲
酒
。
彼
は
し
ば
し
ば
朝
っ
ぱ
ら
か
ら
大
量
に
ワ
イ
ン

を
飲
ん
だ
。
口
不
幸
な
恋
。
彼
は
父
親
の
希
望
を
入
れ
て
恋
人
を
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
が
、
そ
の
恋
人
は
自
殺
し
た
。
臼
屈
辱
。
一
八
二
二
年
、
彼
は
父
親
の
絶
対
命
令
で
志

願
兵
に
な
る
こ
と
を
は
ば
ま
れ
、
臆
病
者
と
見
な
さ
れ
た
、
と
。
「
こ
の
よ
う
に
し
て
、
悪

戦
苦
闘
の
す
え
、
状
況
に
対
す
る
、
自
分
の
運
命
に
対
す
る
、
い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
か
自
分
の

幸
福
に
対
す
る
う
っ
積
し
た
怒
り
、
刺
す
よ
う
な
恨
み
、
力
の
な
い
反
抗
が
彼
の
中
に
芽
生

え
て
き
た
L

。
彼
は
言
う
、
反
抗
か
ら
彼
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
崇
拝
に
走
り
、
彼
に
心
酔
す
る
一

方
で
、
特
に
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
を
離
れ
、
大
旅
行
を
す
る
、
と
い
う
考
え
に
と
り
つ
か
れ
た
、

と
。
父
親
と
息
子
の
関
係
に
関
す
る
ホ
ル
タ
イ
の
所
見
は
興
味
深
い
。
彼
は
言
う
、
ア
ウ
グ

ス
は
父
親
に
秘
密
を
持
た
ず
、
父
親
を
聴
罪
師
と
呼
び
、
毎
朝
、
前
日
あ
っ
た
こ
と
を
全
て

つ
つ
み
隠
さ
ず
父
親
に
報
告
し
た
、
と
。
そ
の
程
度
は
、
ホ
ル
タ
イ
が
あ
る
恋
愛
事
件
の
こ
と

で
ア
ウ
グ
ス
ト
に
仲
介
を
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
彼
は
、
そ
の
事
を
父
親
に
も
秘
密
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
理
由
で
こ
と
わ
っ
た
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
、
と
。
ホ
ル
タ
イ
は
最

後
に
、
「
す
で
に
肉
体
的
に
精
神
的
に
す
っ
か
り
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
彼
の
後
年
」
に
つ
い

て
語
る
が
、
自
分
の
気
持
を
詳
し
く
は
説
明
し
て
い
な
い
。
最
後
に
一
緒
に
な
っ
た
と
き
、

ア
ウ
グ
ス
ト
は
彼
に
「
信
頼
を
、
そ
し
て
し
ば
し
ば
嵐
の
よ
う
な
友
情
を
贈
っ
た
が
、
そ
れ
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が
時
お
り
私
を
不
安
に
さ
せ
た
。
死
が
す
で
に
彼
の
血
管
の
中
で
暴
れ
ま
わ
っ
て
い
た
。
彼

の
快
活
は
荒
々
し
く
て
わ
ざ
と
ら
し
く
、
彼
の
真
剣
は
陰
気
で
重
々
し
く
、
彼
の
悲
哀
は
胸

を
ひ
き
さ
く
よ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
ん
な
中
で
、
も
っ
た
い
ぶ
っ
て
体
裁
を
保
と
う
と

し
た
が
、
そ
れ
が
し
ば
し
ば
父
親
の
無
意
識
の
模
倣
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
他
の
す

る
こ
と
な
す
こ
と
と
比
し
て
不
気
味
に
見
え
た
」

。

フ
ォ
ン
・
グ
ス
テ

ッ
ト
夫
人
は
ア
ウ
グ
ス
ト
に
関
す
る
ホ
ル
タ
イ
の
打
ち
明
け
話
に
満
足

し
て
い
な
い
。
だ
が
実
際
は
、
こ
の
打
ち
明
け
話
は
、
彼
女
の
言
っ
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て

そ
れ
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
保
証
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ホ
ル
タ
イ
の
方
が
確
か
に
多
く

の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
の
ち
の
フ
ォ
ン

・
グ
ス
テ
ッ
ト
夫
人
、
イ
ェ

一一

l
・
フ

ォ
ン

・
パ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
、
当
時
若
い
娘
で
、
娘
に
は
必
ず
し
も
多
く
の
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
フ
ォ
ン
・
グ
ス
テ
ッ
ト
夫
人
に
よ
れ
ば
、
ア
ウ
グ
ス
ト

は
「
賢
い
思
い
や
り
の
あ
る
男
」
で
あ
っ
た
が
、
父
親
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
。
ゲ
ー
テ
は
息

子
を
子
供
と
し
て
や
さ
し
く
愛
し
、
彼
を
手
許
に
お
い
て
、
自
分
の
好
み
を
吹
き
込
も
う
と

し
た
、
と
。
少
年
は
む
し
ろ
同
年
輩
の
者
と
交
際
す
る
の
を
望
ん
だ
。
ゲ
ー
テ
は
厳
し
く
な

り
、
ア
ウ
グ
ス
ト
は
、
彼
を
甘
や
か
し
、
彼
に
お
い
し
い
物
や
金
を
こ
っ
そ
り
く
れ
て
、
裏

口
を
開
け
て
く
れ
る
母
親
の
所
に
逃
げ
た
。
美
男
子
の
ア
ウ
グ
ス
ト
は
お
べ
っ
か
使
い
に
と

り
か
こ
ま
れ
、
し
た
い
放
題
の
こ
と
を
し
、
い
ろ
ん
な
い
た
ず
ら
を
し
た
。
彼
は
多
く
の
詩

作
を
し
た
が
、
彼
の
詩
は
良
く
な
か
っ
た
。
彼
の
い
ち
ば
ん
の
願
い
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
を
離

れ
る
の
を
許
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ゲ
ー
テ
は
反
対
し
た
。
ゲ
ー
テ
は
オ
テ
ィ
ー

リ
エ
・
フ
ォ

ン

・
ポ
グ
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ
と
の
婚
姻
を
す
す
め
た
。
ア
ウ
グ
ス
ト
は
過
去
に
数
々

の
軽
は
ず
み
な
恋
愛
沙
汰
を
起
こ
し
て
い
た
け
れ
ど
、
オ
テ
ィ

l
リ
エ
を
愛
し
た
。
彼
女
は

彼
の
中
に
主
と
し
て
ゲ

l
テ
の
息
子
を
見
て
い
た
か
ら
、
こ
の
結
婚
は
非
常
に
不
幸
な
も
の

に
な
っ
た
。
ア
ウ
グ
ス
ト
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
「
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ
」
を
や
ら
か
し
た
。
彼
に

息
子
た
ち
が
生
ま
れ
た
と
き
、
彼
は
彼
ら
を
心
か
ら
愛
し
た
、
そ
し
て
し
ば
し
ば
祖
父
に
嫉

妬
し
た
。
ア
ウ
グ
ス
ト
の
美
点
は
友
人
に
忠
実
な
こ
と
で
あ
る
。

つ
い
に
彼
は
自
分
が
心
身

と
も
に
病
気
で
あ
る
の
を
感
じ
た
。

「
特
に
落
ち
こ
ん
で
い
る
と
き
、
彼
は
自
分
に
言
っ
た
、

ロ
！
？
に
行

っ
て
、
そ
こ
で
死
の
う
、
と
。
」
彼
が
出
発
し
た
と
き
、
老
ゲ
ー
テ
は
悪
い
予

感
に
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
た
、
と
。

「
私
た
ち
が
こ
の
人
の
人
生
を
観
察
す
る
と
き
、
ひ
と

つ
の
恐
怖
に
襲
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
（
と
フ
ォ
ン
・
グ
ス
テ

ッ
ト
夫
人
は
結
ぶ
）
私
た
ち

の
支
配
者
に
対
し
て
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
運
命
で
あ
っ
て
｜
｜
罪
で
は
な
い
よ
う
に
私

た
ち
に
は
思
え
る
か
ら
」

。
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ん
の
発
作
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
（
舌
を
「
か
み
切
っ
て
い
る
」

の
は
確
か
に
て
ん
か

ん
を
暗
示
し
て
い
る
。
他
の
人
々
は
そ
れ
を
非
常
な
痛
み
と
関
連
づ
け
て
い
る
）

。
ア
ル
コ

ー
ル
性
て
ん
か
ん
が
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
一
八
一
四
年
か
ら
一
五
年
に
か
け
て
の
冬
に
、

ク
リ
ス
テ
ィ
ア

l
ネ
の
「
症
輩
発
作
」
が
報
告
さ
れ
る
。
二
月
五
日
に
か
け
て
の
夜
、
彼
女

は
す
で
に
死
ん
だ
と
見
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
腎
臓
病
の
過
程
で
起
こ
る

い
わ
ゆ
る
尿
毒
症
の
発
作
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
ど
ち
ら
と
も
決
め
な
い
で
お
こ

よノ。

憂
き
を
酒
を
飲
ん
で
は
ら
す
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
ま
す
。
最
近
彼
は
、
彼
の
母
親
ク
ラ
ス

が
出
入
り
す
る
ク
ラ
ブ
で
シ
ャ
ン
ペ
ン
を
十
七
杯
飲
み
ま
し
た
。
私
の
と
こ
ろ
で
彼
に
酒
を

（
お）

飲
ま
せ
な
い
よ
う
に
、
私
は
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
払
い
ま
し
た
」

。
す
で
に
一
八

O
二
年
、
ア

ウ
グ
ス
ト
の
貨
幣
収
集
の
性
癖
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
父
親
と
祖
父
ゆ
ず
り
で
あ
る
収
集
癖

と
整
頓
癖
は
終
生
か
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
女
好
き
も
す
で
に
早
く
か
ら
現
わ
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
だ
。
ア
ウ
グ
ス
ト
が
、
一
八

O
八
年
、
大
学
へ
去
っ
た
と
き
、
す
で
に
恋
人
が

（

ω） 

い
て
置
き
去
り
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
シ
ラ
！
と
の
友
情

が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
両
人
は
放
埠
な
生
活
を
送
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
ア
ウ
グ
ス
ト
か

ら
の
、
そ
し
て
ア
ウ
グ
ス
ト
に
つ
い
て
の
比
較
的
早
い
時
期
の
手
紙
か
ら
は
あ
ま
り
う
か
が

い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
比
較
的
後
年
に
な

っ
て
初
め
て
ア
ウ
グ
ス
ト
に
つ
い
て
の
割
合

詳
し
い
申
し
立
て
が
あ
る
が
、
こ
れ
と
て
相
当
の
空
白
が
あ
る
。
ア
ウ
グ
ス
ト
は
一
八
一
二

年
試
補
に
な
り
、
一
八
一
七
年
オ
テ
ィ
ー
リ
エ
・
フ
ォ
ン
・
ポ
グ
ヴ
ィ

ッ
シ
ュ
と
結
婚
し
、

後
者
と
不
幸
な
結
婚
生
活
を
送
り
、
大
公
の
財
務
局
の
参
議
官
と
し
て
働
き
、
父
を
援
助
し

て
家
の
仕
事
を
手
伝
い
、
収
集
の
世
話
を
し
た
、
と
い
う
の
が
表
だ
っ
た
デ
ー
タ
で
あ
る
。

彼
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
が
い
ち
ば
ん
多
く
知
り
う
る
の
は
ホ
ル
タ
イ
か
ら
で
あ
る
。
彼
の
発

言
は
信
頼
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
た
と
え
彼
の
実
務
面
に
つ
い
て
の
発
言
に
は
も
の
足
り
な

い
と
こ
ろ
が
残
る
に
し
て
も
。

ホ
ル
タ
イ
は
言
、
っ
、
最
初
、
ア
ウ
グ
ス
ト
の
ぶ

っ
き
ら
ぼ
う
な
（
「
組
暴
な
、
と
言
い
た

し
ん

い
く
ら
い
な
」
）
態
度
に
反
擦
を
感
じ
て
い
た
。
だ
が
そ
の
後
、
心
は
い
い
奴
だ
と
わ
か

っ

て
、
心
か
ら
の
友
情
を
結
ぶ
に
至
っ
た
、
と
。
「
わ
れ
わ
れ
が
〔
友
達
〕
で
あ
っ
た
と
き
、

彼
は
し
ば
し
ば
故
意
に
、
こ
と
に
知
ら
な
い
人
々
の
前
で
は
、
文
学
的
活
動
に
対
し
て
は
こ

と
ご
と
く
あ
ら
わ
な
敵
意
を
抱
く
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
を
、
私
に
隠
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。

父
親
の
会
社
と
仕
事
を
堂
々
と
続
け
て
い
る
嗣
子
と
見
な
さ
れ
る
の
が
、
や
り
き
れ
な
い
の

だ
ろ
う
」
。
「
ア
ウ
グ
ス
ト

・
ゲ
ー
テ
は
普
通
の
人
間
で
は
な
か
っ
た
。
放
蕩
の
数
々
に
も

何
か
決
然
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
彼
が
そ
れ
ら
に
ふ
け

っ
た
の
は
、
弱
さ
か
ら
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、
彼
の
周
囲
の
し
き
た
り
に
対
す
る
反
援
か
ら
で
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。
額
、
目
、

鼻
は
美
し
く
立
派
で
、
彼
の
頭
を
父
親
の
そ
れ
に
似
さ
せ
て
い
た
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
口
は
、

唇
が
官
能
的
に
反
り
返
り
、
何
か
下
品
で
、
女
性
の
側
の
血
統
を
思
い
起
こ
さ
せ
た
と
い
う

こ
と
だ
。
彼
は
洗
練
さ
れ
た
廷
臣
の
よ
う
に
身
を
処
し
、
歩
き
、
立
ち
、
坐
り
、
ふ
る
ま
っ

た
。
彼
の
優
美
な
挙
措
は
常
に
変
わ
る
こ
と
が
な
く
、
た
と
え
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
い
て
も
、
荒

れ
狂

っ
て

い
て
も
、
節
度
を
越
え
て
外
面
的
礼
儀
作
法
を
踏
み
は
ず
す
こ
と
は
決
し
て
な
か

- 6 -

デーテに見る異常性（ゴ

き
わ
め
て
目
を
引
く
の
は
ゲ

l
テ
の
子
供
た
ち
の
死
亡
数
で
あ
る
。
そ
れ
が
母
親
の
ア
ル

コ
ー
ル
中
毒
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
の
な
ら
、
彼
女
は
当
然
か
な
り
早
く
か
ら
飲
み
は
じ
め
て

い
た
に
ち
が
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
女
が
一
七
九
一
年
に
死
産
し
た
の
は
、
ま
だ
二
十

七
歳
で
あ

っ
た
か
ら
。
顧
問
官
夫
人
が

一
八

O
七
年
ク
リ
ス
テ
ィ
ア

l
ネ
の
こ
と
を
汚
れ
の

な
い
神
の
創
造
物
と
呼
び
、
あ
の
当
時
の
す
べ
て
の
手
紙
に
飲
酒
癖
を
暗
示
す
る
も
の
が
何

も
な
い
の
を
考
え
る
と
、
私
に
は
こ
れ
は
な
か
な
か
納
得
し
が
た
い
。
ゲ
ー
テ
自
身
よ
く
大

酒
し
て
い
た
の
で
、
彼
は
こ
の
点
で
は
他
の
人
に
対
し
寛
容
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
酔

っ

ぱ
ら
い
の
女
に
は
嫌
悪
を
催
し
た
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
が
言
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
事
は
推

測
の
域
を
出
て
い
な
い
。
だ
が
一
般
に
、
知
的
創
造
力
と
本
来
の
生
殖
の
間
に
は
あ
る
対
立

が
存
在
す
る
よ
う
に
思
え
る
。

一
方
が
主
で
あ
る
所
で
は
、
他
方
は
害
を
蒙
っ

て
い
る
。
女

性
の
場
合
、
生
殖
が
も
っ
と
も
重
要
な
仕
事
で
、
知
的
創
造
力
は
一
般
に
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
に

等
し
い
。
わ
れ
わ
れ
が
後
者
を
高
め
よ
う
と
す
る
と
、
自
然
の
目
的
に
反
す
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。
現
に
、
「
解
放
」
を
要
求
す
る
婦
人
た
ち
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
。
し
か
し
男
性

の
場
合
も
、
知
的
所
産
の
充
溢
は
自
然
の
父
性
に
と

っ
て
は
有
害
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

成
人
し
た
ゲ

l
テ
の
息
子
の
場
合
も
、
私
は
、
病
的
な
こ
と
の
源
を
ひ
と
り
母
親
に
の
み

求
め
た
く
な
い
。
彼
の
悲
惨
は
、
父
親
の
天
才
に
も
責
任
が
あ

っ
た
、
と
私
ほ
思
う。

息
子

が
痛
い
ほ
ど
距
離
を
感
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
生
理
学
的
な
意
味
に
お
い
て

ju
。ア
ウ
グ
ス
ト
・
ゲ
ー
テ
に
つ
い
て
ひ
と
つ

の
イ
メ
ー
ジ
を
描
く
の
は
、
か
な
り
難
し
い
。

こ
の
少
年
は
、
最
初
、
非
常
に
順
調
に
成
長
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼
は
美
男
子
で
才
能

が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
だ
が
、
も
し
、
フ
ォ
ン

・
シ
ュ
タ
イ
ン
夫
人
の
言
を
信
じ
て
も
よ
い

の
な
ら
、
彼
は
早
く
か
ら
飲
み
は
じ
め
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼
女
は
彼
を
、
一
八

O
一
年

の
ゲ

l
テ
の
病
気
の
あ
い
だ
、
だ
か
ら
十
二
歳
の
少
年
の
と
き
、
自
分
の
と
こ
ろ
に
引
き
と

っ
て
い
た
。

「
彼
は
こ
の
間
私
の
と
こ
ろ
に
避
難
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
彼
は
す
で
に
、
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ゲ
ー
テ
の
後
青
に
お
い
て
、
病
的
な
と
こ
ろ
が
恐
ろ
し
い
頂
点
に
達
し
た
。
そ
れ
は
き
な

が
ら
、
ゲ
！
テ
が
享
受
し
た
普
通
の
人
聞
の
幸
福
以
上
の
幸
福
の
つ
け
を
、
悪
霊
た
ち
が
、

利
子
を
つ
け
て
子
孫
の
不
幸
に
よ
っ
て
返
済
さ
せ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

ゲ
ー
テ
の
息
子
は
病
い
に
苦
し
み
、
不
幸
で
あ
っ
た
。
ゲ
ー
テ
を
正
常
な
人
間
と
見
る
人

々
は
、
災
い
の
源
を
母
親
に
探
す
に
ち
が
い
な
い
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ア

l
ネ
・

ゾ
フ
ィ

l
・
ウ

ル
ピ
ウ
ス
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
役
所
の
文
書
係
ヨ
｜
ハ
ン
・
フ
リ

l
ド
リ
ッ
ヒ
・
ヴ
ル
ピ
ウ

ス
の
娘
と
し
て
、
一
七
六
四
年
六
月
六
日
、
ウ
ァ
イ
マ
ル
に
生
ま
れ
た
。
父
親
は
大
酒
飲
み

で
、
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
で
死
ん
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
母
親
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
が
知
っ
て
い

る
の
は
、
彼
女
が
早
死
に
し
た
、
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
｜
ネ
は
や
む

な
く
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
面
倒
を
み
る
こ
と
に
な
り
、
ベ
ル
ト
ウ
｜
フ
）の
造
花
工
場
で
女

工
と
し
て
働
い
た
。
ゲ
ー
テ
は
彼
女
と
一
七
八
八
年
に
結
ぼ
れ
た
。
彼
女
は
一
七
八
九
年
十

二
月
二
十
五
日
に
息
子
ア
ウ
グ
ス
ト
を
生
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
一
七
九
一
年
十
月
十
四
日
に
男

子
を
死
産
し
J

一
七
九
三
年
十
一
月
二
十
四
日
に
生
ま
れ
た
女
子
は
翌
十
二
月
四
日
に
死
に

一
七
九
五
年
．十
一
月
一
日
に
生
ま
れ
た
男
子
は
十
一
月
十
八
日
に
埋
葬
さ
れ
、
一
八

O
二
年

十
二
月
十
八
日
難
産
の
す
え
生
ま
れ
た
女
子
は
生
ま
れ
て
す
ぐ
亡
く
な
っ
た
。
ク
リ
ス
テ
ィ

ア
l
ネ
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
が
知
っ
て
い
る
こ
と
は
、
彼
女
が
小
柄
で
、
姿
が
よ
く
、
市
民

の
娘
な
り
に
非
常
に
き
れ
い
で
あ

っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
女
は
並
は
ず
れ
て
有
能

な
主
婦
で
、
頭
も
よ
く
、
知
的
な
こ
と
に
関
心
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
非
常
に
明
る
く
、

気
立
の
よ
い
、
ダ
ン
ス
好
き
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
よ
く
侮
辱
さ
れ
た
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
婦
人

た
ち
は
彼
女
に
対
し
悪
口
雑
言
の
限
り
を
尽
く
し
た
が
、
女
た
ち
の
憎
悪
を
も
っ
て
し
て
も
、

の
ち
に
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
飲
酒
癖
の
ほ
か
は
、
彼
女
に
何
ら
ひ
ど
い
欠
点
を
指
摘

で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア

i
ネ
の
有
り
ょ
う
を
い
ち
ば
ん
良
く
証
明

し
て
い
る
。
は
っ
き
り
正
当
に
評
価
し
た
も
の
を
別
に
す
れ
ば
、
ゲ
ー
テ
が
ク
リ
ス
テ
ィ
ア

ー
ネ
を
愛
し
、

尊
敬
し
、
肉
体
的
興
味
が
と
う
に
な
く
な
っ
て
か
ら
も
、
心
か
ら
な
る
愛
情

を
も
っ
て
彼
女
に
執
着
し
た
と
い
う
事
実
だ
け
が
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア

l
ネ
の
す
ぐ
れ
た
特
性

が
頭
抜
け
て
い
た
こ
と
の
証
拠
で
あ
る
。
ゲ
ー
テ
の
母
親
は
、
一
七
九
五
年
一
月
十
九
日
に
、

「
幼
い
ア
ウ
グ
ス
ト
と
お
前
の
ベ
ッ
ド
の
宝
に
も
キ
ス
を
」
と
書
い
た
が
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア

｜
ネ
を
知
っ
て
か
ら
は
、
賞
讃
を
お
し
ま
な
か
っ
た
。

一
八

O
七
年
四
月
の
彼
女
の
手
紙
に

い
わ
く
。

「
お
前
は
神
に
感
謝
し
た
ら
ど
う
な
の
。
こ
ん
な
に
か
わ
い
く
、
す
ば
ら
し
く
、
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汚
れ
の
な
い
神
の
創
造
物
に
め
ぐ
り
会
え
る
の
は
非
常
に
ま
れ
な
こ
と
で
す
よ
」
。
彼
女
は

結
婚
し
て
の
ち
も
常
と
変
わ
ら
ず
誠
実
で
従
順
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
以
前
と
変
わ
ら

（お
）

ず
控
え
目
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
尊
敬
に
値
す
る
。
フ
ィ

l
ホ
フ
は
言
う
。

「

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
｜
ネ
の
場
合
、
生
得
の
遊
び
好
き
が
よ
り
強
く
き
わ
だ
っ
て
い
た
、
と
報
告

さ
れ
て
い
る
」

。
彼
女
は
学
生
の
舞
踏
会
や
か
な
り
卑
し
い
庶
民
階
級
の
舞
踏
会
を
訪
れ
、

破
滅
を
招
く
飲
酒
三
昧
に
ふ
け
っ
た
、
と
。
こ
れ
ら
の
報
告
の
場
合
、
そ
の
う
ち
ど
れ
く
ら

い
が
単
な
る
蔭
口
な
の
か
、
不
明
で
あ
る
。
彼
女
は
ダ
ン
ス
が
好
き
な
の
に
、
上
流
の
サ
ー

ク
ル
は
彼
女
を
締
め
出
し
て
い
た
の
で
、
彼
女
は
仕
方
な
く
庶
民
や
学
生
た
ち
で
我
慢
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
彼
女
は
ゲ

l
テ
の
同
意
な
し
に
や
っ
た
こ
と
は
な
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
後
年
彼
女
が
適
量
を
越
え
て
ワ
イ
ン
を
飲
ん
だ
の
は
本
当
の
よ
う
だ
。

し
か
し
彼
女
が
い
っ
そ
れ
を
始
め
た
か
、
そ
の
傾
向
が
ど
れ
ほ
ど
進
ん
で
い
た
か
、
と
い
う

よ
う
な
も
っ
と
詳
し
い
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
に
は
わ
か
ら
な
い
。
多
分
、
彼
女
は
若
い
頃
は
飲

ま
な
か
っ
た
、
だ
か
ら
ア
ウ
グ
ス
ト
誕
生
の
頃
は
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
で
な
か
っ
た
、
と
い
う

の
は
確
実
で
あ
る
。
飲
酒
癖
は
も
ち
ろ
ん
遺
伝
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
噌
癖
」
の
素
質
は
概

し
て
受
け
つ
が
れ
る
の
で
あ
る
。
一
度
覚
え
た
楽
し
み
を
情
熱
的
に
求
め
、
そ
の
魅
力
に
抗

す
る
能
力
の
な
さ
。
こ
の
よ
う
な
素
質
も
な
い
の
に
、
飲
む
だ
け
で
飲
酒
癖
に
な
る
こ
と
は

（お
）

（

幻
）

な
い
。
望
ん
で
ア
ル

コ
ー
ル
中
毒
者
に
な
る
者
は
い
な
い
、
と
ラ
セ

l
グ
は
言
っ
て
い
る
。

明
ら
か
に
ク
リ
ス
テ
ィ
ア

l
ネ
は
父
親
か
ら
悪
い
素
質
を
受
け
つ
い
で
い
た
。
そ
し
て
と
か

く
パ

ツ
コ
ス
が
ウ
ェ
ヌ
ス
に
と
っ
て
代
わ
り
が
ち
な
年
齢
に
お
そ
ら
く
そ
の
悪
が
出
て
来
た

の
だ
ろ
う
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ア

l
ネ
は
早
死
に
し
た
。
五
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
彼
女
の
死
に
つ

い
て
は
、
ヨ
ハ
ン
ナ
・
シ
ョ

l
ペ
ン
ハ
ウ
ア

l
の
報
告
が
あ
る
〔
一
八
一
六
年
六
月
二
十
五

（お
）

日
付
け
の
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
・
フ
ォ
ン
・
デ
ァ
・
レ
ッ
ケ
あ
て
の
手
紙
〕
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
に

信
恵
性
は
な
い
。

「
か
わ
い
そ
う
な
ゲ
ー
テ
夫
人
の
死
は
、
私
が
か
つ
て
耳
に
し
た
も
っ
と

も
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。
彼
女
は
、
た
っ
た
一
人
で
、
感
情
の
な
い
看
護
婦
た
ち
の
手
に
ま

か
さ
れ
た
き
り
、
ほ
と
ん
ど
看
病
し
て
も
ら
う
こ
と
も
な
く
死
に
ま
し
た
。
彼
女
の
目
を
閉

じ
て
や
る
親
切
な
手
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
の
息
子
は
彼
女
の
所
に
ど
う
し
て
も
行

こ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
ゲ
ー
テ
自
身
も
そ
れ
を
す
る
勇
気
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

｜
｜
彼
女
は
話
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
舌
を
か
み
切

っ
て
い
た
の
で
す
。
｜
｜
私

た
ち
女
性
に
と
っ
て
非
常
に
ま
ず
い
周
期
の
と
き
、
彼
女
は
節
度
も
わ
き
ま
え
ず
あ
ら
ゆ
る

享
楽
に
興
じ
て
、
あ
ら
ゆ
る
病
い
の
中
で
も
っ
と
も
恐
ろ
し
い
病
い
、
て
ん
か
ん
を
引
き
起

こ
し
て
い
た
の
で
す
」
。
こ
の
言
い
条
が
正
し
い
の
な
ら
ク
リ
ス
テ
ィ
ア

l
ネ
は
て
ん
か

- 5 -
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き
た
。
こ
の
発
作
の
あ
と
、
ゲ
ー
テ
は
も
は
や
苦
し
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
は
ひ
じ
掛
け

椅
子
に
留
ま
っ
た
ま
ま
で
、
快
活
で
冷
静
で
あ
っ
た
。
小
康
状
態
が
三
月
二
十
一
日
の
午
前

十
一
時
ま
で
続
い
た
。
そ
れ
か
ら
病
人
は
、
医
者
た
ち
の
言
に
よ
れ
ば
、
虚
脱
し
た
。
す
な

わ
ち
、
彼
は
意
識
不
明
に
お
ち
い
り
、
手
は
冷
た
く
、
汗
を
か
き
、
脈
は
小
さ
く
速
く
な
り
、

胸
は
ラ
ッ
セ
ル
音
を
発
し
は
じ
め
た
。
瀕
死
の
状
態
が
ほ
ほ
T

一
十
四
時
間
続
い
た
。
ゲ
ー
テ

は
静
か
に
椅
子
に
坐
っ
て
、
頭
を
左
に
傾
け
、
時
お
り
夢
う
つ
つ
の
中
で
話
し
、
何
度
か
質

問
に
は
っ
き
り
答
え
た
。
「
彼
は
病
気
の
痛
み
を
ほ
と
ん
ど
感
じ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

も
し
感
じ
て
い
た
ら
、
彼
特
有
の
、
肉
体
的
障
害
に
我
慢
強
く
耐
え
ら
れ
な
い
性
質
か
ら
し
（
げ
）

て
、
少
な
く
と
も
知
ら
ず
知
ら
ず
表
に
出
し
て
、
彼
の
苦
し
み
を
悟
ら
せ
て
い
た
だ
ろ
う
」

。

フ
ォ

l
ゲ
ル
の
見
解
に
よ
る
と
、
ゲ
ー
テ
は
死
を
予
感
し
て
い
な
か
っ
た
。
最
後
の
数
時
間

に
つ
い
て
は
、
ク

l
ド
レ
（げ
が
も
っ
と
詳
し
く
報
告
す
る
。
朝
九
時
に
病
人
は
前
よ
り
い

く
ぶ
ん
元
気
に
な
り
、
ワ
イ
ン
入
り
の
水
を
求
め
、
ひ
と
り
で
身
を
起
こ
し
、
グ
ラ
ス
を
つ
か

み
、
そ
れ
を
飲
み
ほ
し
た
。
彼
は
明
か
り
を
求
め
た
が
、
明
る
く
な
る
と
手
を
目
に
か
ざ
し

（
印
）

た
の
で
、
ア
イ
シ
ェ
ー
ド
を
つ
け
て
や
っ
た
。
彼
は
筆
耕
生
の
ツ
ア

l
ン
を
呼
ん
で
、
彼
と

従
僕
に
支
え
ら
れ
て
立
ち
あ
が
り
、
立
っ
た
ま
ま
で
日
付
を
訊
ね
た
。
三
月
二
十
二
日
だ
、

と
聞
く
と
、
彼
は
言
っ
た
。
「
そ
れ
で
は
春
が
は
じ
ま
っ
た
の
だ
。
だ
と
す
る
と
そ
れ
だ
け

（
初
）

早
く
回
復
で
き
る
」

。
そ
れ
か
ら
彼
は
ま
た
椅
子
に
坐

っ
て
、
ベ
ッ
ド
に
坐

っ
て
い

る
嫁
の

手
を
と
り
、
と
り
と
め
の
な
い
こ
と
を
言
っ
た
。
彼
は
色
の
こ
と
、
巻
き
毛
の
頭
の
こ
と
を

話
し
て
、
手
で
指
し
な
が
ら
紙
ば
さ
み
を
求
め
た
。
従
僕
が
本
を
さ
し
出
す
と
、
彼
は
答
え

（幻
）

た
。

「
本
で
は
な
く
紙
ば
き
み
だ
」

。
そ
れ
は
ご
さ
い
ま
せ
ん
と
い
う
従
僕
の
言
葉
に
対

（幻）

し
、
「
そ
う
か
、
そ
れ
で
は
あ
れ
は
た
ぶ
ん
幻
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
」
（
つ
ま
り
、
色
彩
論
で

い
う
残
像
の
こ
と
〕
と
答
え
た
。
十
時
に
彼
は
食
べ
も
の
を
求
め
、
ほ
ん
の
少
し
摂
っ
て
、

少
し
ば
か
り
飲
み
、
昼
食
と
、
土
曜
日
〔
二
十
四
日
〕
の
た
め
に
フ
オ
｜
ゲ
ル
博
士
の
お
好

み
料
理
を
注
文
し
た
。
そ
れ
か
ら
ま
だ
立
た
せ
て
も
ら

っ
た
が
、
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
て
、
す
ぐ

に
ま
た
も
と
に
戻
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
彼
は
ま
た
と
り
と
め
の
な
い
こ
と
を

（幻）

言
っ
た
。
「
な
ぜ
シ
ラ
ー
の
手
紙
が
こ
こ
に
置
い
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
か
」

。
そ
れ
か

（

M
M
）
 

ら
す
ぐ
彼
は
従
僕
に
叫
ん
だ
。
「
寝
室
の
鎧
戸
を
開
け
て
、
も
っ
と
光
を
入
れ
て
く
れ
」

。

「
こ
れ
が
聞
き
と
れ
る
彼
の
最
後
の
言
葉
で
あ
っ
た
（
そ
の
時
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
ク

l
ド

レ
l
は
言
う
）

。
再
度
ま
ど
ろ
み
な
が
ら
、
彼
の
精
神
は
相
変
わ
ら
ず
活
動
し
て
い
た
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
彼
は
、
右
手
を
上
に
挙
げ
て
中
指
で
空
に
三
行
字
を
書
き
は
じ
め
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
を
彼
は
、
力
が
弱
っ
て
い
く
と
だ
ん
だ
ん
下
の
方
に
、
そ
し
て
最
後
は
脚
に
か
け

ゲーテに見る異常性（斗

て
あ
る
掛
け
ぶ
と
ん
の
上
に
一
度
な
ら
ず
く
り
返
し
た
。
こ
う
し
て
書
か
れ
た
最
初
の
文
字

が
大
文
字
の

W
で
あ
る
こ
と
は
わ
か

っ
た
。

し
か
し
そ
の
他
の
筆
跡
を
わ
れ
わ
れ
は
解
す
る

（お
）

こ
と
が
で
き
な
か

っ
た」

。
十
一
時
過
ぎ
に
ク
｜
ド
レ

l
は
、
手
が
青
く
な
り
、
目
が
曇
っ

た
の
に
気
づ
い
た
。
呼
吸
が
だ
ん
だ
ん
間
遠
に
な
り
、
十
二
時
半
に
止
ま
っ
た
。
ク

l
ド
レ

ー
の
報
告
と
フ
ォ

l
ゲ
ル
の
報
告
は
ま

っ
た
く
一
致
し
て
い
る
。
最
後
の
言
葉
を
、
後
者
は
、

部
屋
の
外
に
出
て
い
た
の
で
、
聞
か
な
か
っ
た
。
彼
も
W
を
認
め
て
い
る
（
た
だ
、
彼
に
よ

れ
ば
、
ゲ

l
テ
は
右
の
人
差
し
指
を
使
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
）
、
そ
し
て
「
句
続
点
」

（お
）

を
。
内
容
の
異
な
る
報
告
は
全
て
、
オ
テ
ィ

l
リ
エ
・
ゲ

l
テ
か
ら
出
た
と
思
わ
れ
、
細
心

の
注
意
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
あ
の
神
秘
的
ひ
び
き

（幻）

を
持
つ
言
葉
「
も
っ
と
光
を
」
に
あ
て
は
ま
る
し
、
フ
ォ
ン
・
グ
ス
テ

ッ
ト
夫
人
の
発
言
に

あ
て
は
ま
る
。
後
者
は
言
う
。
あ
の
有
名
な
言
葉
「
も
っ
と
光
を
」
（
？
）
を
彼
は
た
ぶ
ん

言
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
明
瞭
に
は
っ
き
り
彼
が
口
に
し
た
最
後
の
言
葉
は
「
今
、

変
化
が
よ
り
高
い
変
化
に
至
る
」
で
あ
る
。
そ
の
他
の
点
で
は
非
常
に
分
別
の
あ
る
婦
人
で

あ
っ
た
フ
ォ
ン
・
グ
ス
テ

ッ
ト
夫
人
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
け
る
の
は
、
オ
テ
ィ
ー
リ

エ
か
ら
だ
け
で
あ
る
。
変
化
云
々
の
文
章
は
、
身
内
一
流
の
情
に
よ
っ
て
、
空
に
書
か
れ
た

W
か
ら
臆
測
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
親
族
」
が
多
少
は
げ
し
く
興
奮
し
て
い
た

の
は
、
フ
ォ
ン

・
グ
ス
テ

ッ
ト
夫
人
の
発
言
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
女
は
い
う
、
彼
ら

は
誰
が
ひ
く
で
も
な
い
の
に
葬
送
曲
を
耳
に
し
、
死
ん
だ
頃
、

真
畳
間
に
パ
ル
ク
ガ
ル
テ
ン

で
は
た
だ
な
ら
ぬ
雰
囲
気
が
た
だ
よ
い
、
「
恐
ろ
し
い
不
安
感
を
ひ
き
起
こ
す
幽
霊
の
出
そ

う
な
静
寂
」
が
そ
こ
で
観
察
さ
れ
た
、
と
。
フ
ォ
ン

・
グ
ス
テ

ッ
ト
夫
人
自
身
は
何
ら
不
気

（お）

昧
な
も
の
に
気
づ
い
て
い
な
い
。
オ
テ
ィ
ー
リ
エ
・
ゲ

l
テ
が
発
送
し
、
ホ
ル
タ
イ
が
伝
え

る
死
亡
通
知
に
い
わ
く
、
ゲ
ー
テ
は
「
神
経
性
に
な
っ
て
い
た
カ
タ
ル
熱
の
結
果
生
じ
た
肺

水
腫
を
短
い
間
わ
ず
ら

っ
た
の
ち
に
」
死
ん
だ
、
と
。
わ
れ
わ
れ
な
ら
、
彼
は
、
最
後
の
カ

タ
ル
性
の
病
気
で
心
臓
が
弱

っ
て
死
ん
だ
、
と
言
う
だ
ろ
う
。

（

m
U
｝
 

死
体
の
美
し
き
に
つ
い
て
の
エ

ッ
カ
l
マ
ン
の
言
葉
は
有
名
で
あ
る
。
フ
オ
｜
ゲ
ル
も
ゲ

ー
テ
の
肉
体
に
つ
い
て
似
た
よ
う
な
こ
と
を
口
に
し
て
い
る
。
ゲ
ー
テ
は
頑
健
で
立
派
な
体

（

羽

）

（

幻
）

格
を
し
て
い
た
。
た
だ
、
多
少
足
が
短
か
す
ぎ
た
。
ラ
オ
ホ
の
胸
像
と
シ
ュ
テ
イ
ラ
ー
の
油

（泣
）

絵
が
そ
れ
を
い
ち
ば
ん
よ
く
表
現
し
て
い
る
。
肉
付
き
が
よ
く
、
胸
は
広
く
高
く
も
り
あ
が

り
、
首
は
太
く
、
皮
膚
は
や
わ
ら
か
く
白
く
て
静
脈
が
透
い
て
見
え
、
下
肢
に
は
か
す
か
に

静
脈
節
様
腫
脹
が
あ
り
、
頭
を
絹
の
よ
う
な
し
な
や
か
な
白
髪
が
密
に
お
お
い
、
歯
は
最
後

ま
で
丈
夫
に
維
持
さ
れ
て
い
た
、
と
。
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に
つ
け
ら
れ
る
仮
面
だ
、
と
。
し
か
し
そ
れ
は
明
ら
か
に
、
ゲ
ー
テ
自
身
が
言

っ
て
い
る
よ

り
も
っ
と
根
の
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
最
後
の
数
年
に
つ
い
て
、
フ
ォ

l
ゲ
ル
は
詳
細
な
報

告
を
も
の
に
し
て
い
る
。
彼
は
年
齢
か
ら
く
る
衰
え
を
挙
げ
る
。
四
肢
の
こ
わ
ば
り
、
ご
く

最
近
の
過
去
に
関
し
て
の
記
憶
の
欠
如
、
時
お
り
観
察
さ
れ
た
、
い
か
な
る
瞬
間
に
も
現
前

の
も
の
を
明
断
に
す
ば
や
く
概
観
す
る
能
力
の
な
さ
、
そ
し
て
難
聴
。
視
力
、
唄
覚
、
味
覚
、

感
覚
は
、
死
ぬ
ま
で
変
わ
る
こ
と
な
く
非
常
に
敏
感
で
鋭
か
っ
た
、
と
。
ゲ

l
テ
は
頭
痛
は

ま
っ
た
く
な
く
、
熟
睡
を
享
受
し
た
。
通
常
彼
は
日
中
、
二
、
三
度
短
い
時
間
う
た
た
寝

を
し
て
、
夜
は
九
時
に
床
に
つ
き
、
五
時
前
に
は
容
易
に
目
覚
め
な
か
っ
た
。
頭
が
い
っ
ぱ

い
の
と
き
は
、
時
お
り
、
夜
中
に
目
を
覚
ま
し
、
考
え
に
ふ
け
っ
た
、
と
。
こ
の
よ
う
な
誘

因
も
な
い
の
に
よ
く
眠
れ
な
い
と
き
は
、
御
機
嫌
斜
め
で
、
そ
ん
な
時
は
た
い
て
い
便
秘
で

あ
っ
た
、
と
。
薬
の
中
で
は
、
そ
れ
が
彼
に
楽
し
い
夢
と
共
に
き
わ
や
か
な
眠
り
を
与
え
て

く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
ゲ
ー
テ
は
ヒ
ヨ
ス
の
エ
キ
ス
を
愛
用
し
た
、
と
。
彼
は
概
し
て
多

く
の
薬
を
服
用
し
た
よ
う
で
あ
る
。
度
か
き
な
る
消
化
障
害
に
、
日
々
、
ア
キ
の
丸
薬
、
大

賞
、
ヤ
ラ

ッ
パ

石
齢
、
そ
し
て
涜
腸
で
対
応
し
た
、
と
。
全
て
の
薬
が
小
量
だ
け
で
効
能
が

あ
っ
た
。
フ
ォ

l
ゲ
ル
が
ゲ
ー
テ
の
自
分
勝
手
な
薬
の
服
用
を
止
め
さ
せ
た
の
で
、
ゲ
ー
テ

は
、
最
後
の
六
年
は
以
前
よ
り
健
康
で
あ
っ
た
、
と
。
国
ぎ
か
い
に
あ
る
泉
の
水
が
、
二
、

三
度
、
彼
の
体
に
よ
い
効
果
が
あ
っ
た
の
で
、
ゲ

l
テ
は
年
々
歳
々
、
日
々
そ
れ
を
飲
ん

だ、

一
年
に
四
百
場
以
上
、
と
。
十
分
な
体
の
運
動
か
不
足
し
て
、
晩
年
は
、
「
大
量
の
人

為
的
血
の
排
池
、
つ
ま
り
潟
血
を
、
時
と
し
て
緊
急
に
必
要
と
し
た
多
血
症
」
が
起
こ
っ
た
、

と
。
フ
ォ

｜
ゲ
ル
は
ゲ
ー
テ
の
特
に
風
変
り
な
所
を
さ
ら
に
言
及
す
る
。
ゲ
ー
テ
は
、
シ
ラ

ー
が
腐
っ
た
り
ン
ゴ
の
臭
い
を
好
ん
だ
よ
う
に
、
閉
め
き
っ
た
部
屋
の
空
気
を
好
み
、
自
分

の
部
屋
の
無
秩
序
に
は
き
わ
め
て
神
経
質
で
、
例
え
ば
、
机
の
本
が
斜
め
に
な
っ
て
い
る
の

は
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
し
、
他
人
が
ろ
う
そ
く
の
芯
の
燃
え
か
す
を
き
れ
い
に
す
る
の
は
我

慢
で
き
な
か
っ
た
、
と
。

こ
ん
な
ふ
う
に
ゲ

l
テ
も
寄
る
年
波
に
は
勝
て
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
小
さ
い

点
を
除
け
ば
、
ゲ
ー
テ
の
老
年
期
は
、
彼
の
体
質
の
途
方
も
な
い
強
さ
の
も
っ
と
も
輝
か
し

い
証
し
で
あ
る
。
こ
の
男
の
中
に
い
か
な
る
生
の
充
溢
が
存
在
し
て
い
た
か
を
知
る
に
は
、

明
噺
で
明
る
い
こ
の
老
人
の
疲
れ
を
知
ら
ぬ
仕
事
、
倦
む
こ
と
を
知
ら
ぬ
学
習
欲
を
観
察
す

れ
ば
い
ち
ば
ん
は
っ
き
り
す
る
。
彼
も
ま
た
一
個
の
人
間
で
あ
っ
て
、
年
を
と
ら
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
そ
れ
故
彼
は
、
精
神
的
生
殖
力
を
失
わ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
し
、
皮
膚
や
髪
と

同
様
に
、
思
想
や
言
葉
に
年
齢
を
陪
ら
ず
に
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
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ず
、
ど
ん
な
若
者
も
羨
む
よ
う
な
ひ
と
つ
の
火
が
こ
の
老
人
の
中
で
燃
え
て
い
た
。
ゲ
ー
テ

の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
は
ま
っ
た
く
も
っ
て
ひ
と
つ
の
奇
蹟
で
あ
る
。

『ウ
ー
ル

・
フ
ァ
ウ
ス

ト
』
は
激
動
の
青
春
期
に
源
を
発
し
て
い
る
。
そ
れ
を
支
配
し
て
い
る
の
は
情
熱
的
興
奮
で

あ
り
、
厭
世
的
傾
向
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
初
の
数
場
面
に
は
激
烈
な
知
識
欲
が
、
グ
レ
ー

ト
ヒ
ェ

ン
の
数
場
面
に
は
最
高
の
ポ

エ
ジ
ー
が
そ
れ
を
支
配
し
て
い
る
。
の
ち
の
『
フ
ァ
ウ

ス
ト
』
は
、
霊
一
に
対
す
る
そ
の
力
を
『
ウ
ー
ル
・
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
に
負
っ
て
い
る
。
『
ウ
ー

ル
・
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
に
よ
っ
て
こ
の
作
品
は
、
青
年
の
先
導
者
に
な
り
理
想
に
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
成
熟
し
た
男
が
そ
し
て
老
人
ゲ

l
テ
が
書
い
た
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
の
も
ろ
も

ろ
の
部
分
は
、
青
年
期
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
の
有
無
を
い
わ
せ
ぬ
力
に
は
及
ば
な
い
ま
で
も
、

や
は
り
そ
れ
は
、
人
間
精
神
が
生
み
出
し
た
も
っ
と
も
美
し
い
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
老

年
期
の
寄
与
は
測
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
、
大
部
分
が
、
ひ
と
つ
は
完
成
し
た
形
式
に
よ

っ
て
、
ひ
と
つ
は
叡
知
と
敬
慶
に
よ
っ
て
。
八
十
歳
の
男
が
こ
の
よ
う
な
も
の
を
い
つ
書
い

た
こ
と
が
あ
る
か
。
心
理
学
的
に
は
、
驚
異
の
念
は
、
若
者
の
業
績
に
対
し
て
よ
り
老
人
の

そ
れ
に
対
し
て
の
方
が
は
る
か
に
大
き
い
に
ち
が
い
な
い
。

第
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再呈

絶
え
間
な
く
仕
事
と
勉
学
に
い
そ
し
む
ゲ
ー
テ
を
死
が
不
意
に
お
そ
っ
た
。
一
八
三
二
年

三
月
十
五
日
、
彼
は
風
邪
を
ひ
い
た
。
十
六
日
、
フ
ォ

l
ゲ
ル
博
士
は
彼
が
「
い
く
ら
か
様

（
日
）

子
が
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
。
彼
は
、
い
つ
も
は
常
に
明
る
く
て
よ
く
動
く
目
が
無
気
力
で

緩
慢
な
の
を
見
て
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
医
者
は
大
公
妃
に
報
告
し
た
、
ゲ
ー
テ
は
カ
タ

ル
熱
に
か
か
り
、
全
体
に
多
少
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
る
、
と
。
だ
が
、
患
者
の
容
態
は
そ

れ
か
ら
数
日
し
て
ず
い
ぶ
ん
良
く
な
っ
た
。
ゲ
ー
テ
は
お
ど
け
た
説
教
を
た
れ
な
が
ら
、
彼

の
体
に
非
常
に
よ
く
効
い
た
五
硫
化
ア
ン
チ
モ
ン
を
ほ
め
そ
や
し
た
。
し
か
し
三
月
十
九
日

か
ら
二
十
日
に
か
け
て
の
夜
、
狭
心
症
の
発
作
が
起
こ
っ
た
。
胸
の
痛
み
、
呼
吸
困
難
、
激

し
い
不
安
。
朝
、
医
者
が
呼
ば
れ
た
と
き
、
病
人
は
ひ
ど
く
動
揺
し
て
い
た
。
不
安
が
彼
を
、

追
い
た
て
る
よ
う
な
あ
わ
た
だ
し
さ
で
、
あ
る
時
は
ベ
ッ
ド
に
、
あ
る
時
は
ひ
じ
掛
け
椅
子

に
と
か
り
た
て
た
。
歯
は
寒
さ
の
た
め
カ
チ
ガ
チ
鳴
り
、
痛
み
に
耐
え
か
ね
岬
き
、
叫
び
声

を
あ
げ
た
。
顔
は
ゆ
が
み
、
顔
色
は
灰
色
で
、
目
は
深
く
く
ぼ
ん
で
曇
り
、
ま
な
ざ
し
は
ぞ

っ
と
す
る
よ
う
な
死
の
不
安
を
表
わ
し
、
全
身
汗
に
ま
み
れ
、
速
く
て
や
や
硬
い
脈
は
疾
風

の
ご
と
く
で
、
彼
が
数
え
ら
れ
な
い
く
ら
い
だ
っ
た
。

一
時
間
半
後
、
発
作
は
お
さ
ま
っ
て
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さ
れ
た
。
彼
は
エ
ツ
カ
！
？
ン
に
言
っ
た
。

「
精
神
が
肉
体
の
維
持
に
い
か
に
力
が
あ
る
か

は
、
信
じ
が
た
い
ほ
ど
で
あ
る
。
私
は
し
ば
し
ば
下
腹
部
の
不
調
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
精
神
的
意
志
と
上
半
身
の
力
が
私
の
活
動
を
支
え
て
く
れ
る
。
精
神
は
肉
体

に
負
け
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
私
は
、
気
圧
計
の
示
度
が
高
い
と
き
は
、
低

い
と
き
よ
り
仕
事
が
楽
だ
。
こ
の
こ
と
を
私
は
知
っ
て
い
る
か
ら
、
気
圧
が
低
い
と
き
は
、

よ
り
多
く
の
努
力
を
払
っ
て
、
不
利
な
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
努
め
、
う
ま
く
行
っ
て
い
る

（

日

）

（

ロ

）

L

。
フ
ォ

l
ゲ
ル
博
士
は
消
化
障
害
の
頻
発
を
認
め
、
述
べ
る
、
ゲ
ー
テ
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

食
べ
す
ぎ
た
り
、
食
養
生
上
の
誤
り
を
犯
し
た
り
し
て
い
る
、
と
。
一
八
二
九
年
、
ゲ

l
テ

は
眼
炎
を
わ
ず
ら
い
、
か
な
り
長
い
こ
と
読
書
を
妨
げ
ら
れ
た
。
フ
ォ

l
ゲ
ル
が
「
四
、
五

（日）

週
間
前
か
ら
炎
症
を
起
こ
し
て
い
る
私
の
網
膜
を
私
に
た
め
さ
せ
よ
う
と
し
な
い
」
と
い
う

言
い
条
は
、
も
ち
ろ
ん
誤
解
に
基
づ
い
て
い
る
。

一
八
三

O
年
十
一
月
半
ば
、
ゲ
ー
テ
は
、
息
子
が
ロ
ー
マ
で
死
ん
だ
、
と
知
ら
さ
れ
た
。

彼
は
そ
の
報
せ
を
泰
然
と
受
け
い
れ
、
悲
し
み
を
押
し
穏
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
一
言
も
語

ら
な
か
っ
た
。
彼
が
、
十
二
月
十
日
、
ツ
ェ
ル
タ

l
あ
て
に
書
い
て
い
る
の
に
よ
れ
ば
、
息

子
の
他
界
は
、
激
し
く
か
っ
不
快
感
を
伴

っ
て
彼
を
苦
し
め
た
。
彼
は
強
引
に
『
詩
と
真
実

』
第
四
巻
の
仕
事
に
従
事
し
た
。
「
私
は
十
四
日
間
で
そ
こ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
。
多
分
、

痛

み
を
抑
え
、
精
神
を
あ
ん
な
に
無
理
に
緊
張
さ
せ
た
の
が
あ
の
爆
発
の
原
咽
に
な
っ
た
の
は

疑
い
な
い
で
し
ょ
う
。
肉
体
が
爆
発
の
手
は
ず
を
整
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
突
然
、

決
定
的
前
ぶ
れ
も
な
く
、
き
し
せ
ま
っ
た
徴
候
ら
し
い
も
の
も
な
く
、
肺
の
血
管
が
破
れ
ま

し
た
。
吐
血
が
ひ
ど
く
て
、
最
悪
の
こ
と
が
予
期
さ
れ
ま
し
た
。
す
み
や
か
な
手
ぎ
わ
の
よ

（

M
）
 

い
処
置
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
ら
、
多
分
こ
こ
で
人
間
万
事
ノ
終
ワ
ル
点
に
た
ど
り
つ
い
て
い

た
で
し
ょ
う
」

。

エ
ッ
カ
｜
マ
ン
も
こ
の
突
発
事
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
八
三

O
年
十
一

月
三
十
日
）
。
「
先
週
の
金
曜
日
〔
十
一
月
二
十
六
日
〕
、
ゲ
ー
テ
は
わ
れ
わ
れ
を
少
な
か

ら
ず
心
配
さ
せ
た
。
彼
は
、
夜
、
激
し
い
略
血
に
お
そ
わ
れ
、
一
日
中
死
線
を
さ
ま
よ
っ
た
。

彼
は
、
潟
血
を
含
め
る
と
〔
こ
れ
は
明
ら
か
に
手
ぎ
わ
の
よ
い
処
置
で
あ

っ
た
〕

、
六
ポ

ン

ド
の
血
を
失
な

っ
た
。

こ
れ
は
、
八
十
歳
の
年
齢
で
は
大
変
な
こ
と
だ
。
主
治
医
で
あ
る
宮

廷
顧
問
官
フ
オ
｜
ゲ
ル
の
す
ぐ
れ
た
腕
と
、
彼
の
比
類
な
き
体
質
と
が
あ
い
ま

っ
て
、
今
度

も
ま
た
勝
利
を
お
さ
め
た
。
彼
は
急
速
な
足
取
り
で
治
癒
に
向
い
、
食
欲
も
申
し
分
な
く
、

夜
も
よ
く
眠
っ
た
」
。

ゲ
ー
テ
が
六
ポ
ン
ド
の
血
を
失
っ
た
、
と
い
う
発
言
は
誇
張
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

そ
れ
は
出
血
の
限
界
量
で
あ
り
そ
う
な
る
と
老
人
の
す
ば
や
い
回
復
は
理
解
し
が
た
い

ゲーテに見る異常性（斗

も
の
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
。
失
血
は
た
い
て
い
過
大
に
見
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
ひ
と
つ
に
は

人
々
が
興
奮
し
て
い
る
た
め
、
ひ
と
つ
に
は
、
血
の
色
が
強
く
作
用
す
る
た
め
。
そ
の
血
の

強
い
色
が
、
容
器
の
水
と
多
少
の
血
を
す
べ
て
血
ば
か
り
だ
と
思
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
は
た

せ
る
か
な
フ
オ
｜
ゲ
ル
は
単
に
こ
う
言
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
、
「
肺
略
血
」

の
さ
い
、
ほ

ぽ
二
ポ
ン
ド
の
血
が
濡
血
に
よ
っ
て
抜
き
と
ら
れ
た
、
と
。
「
す
で
に
そ
の
前
に
、
深
く
て

広
い
洗
面
器
を
、
破
裂
し
た
大
事
な
血
管
か
ら
窒
息
す
る
ほ
ど
に
泊
々
と
口
か
ら
流
れ
出
る

血
が
半
分
を
満
た
し
て
い
た
」

。
潟
血
の
前
は
、
脈
持
が
一
分
間
に
わ
ず
か
五
十
回
し
か
な

く
、
「
ま
さ
に
硬
結
」
を
示
し
て
い
た
、
と
。

ど
こ
か
ら
の
血
か
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
ま
た
、
ラ
イ
ブ
チ

ッ
ヒ
の
出
血
の
と
き
と
同
じ

難
題
を
前
に
し
て
い
る
。
当
時
す
で
に
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
肺
の
古
い
病
巣
か
ら
の
出

血
か
も
し
れ
な
い
。
今
度
も
食
道
の
静
脈
溜
と
い
う
仮
定
が
不
可
能
で
は
な
い
。
い
ず
れ

の

場
合
も
、
両
者
の
出
血
は
因
果
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
古
い
胃
潰
痕
、
も
し
く
は

そ
の
傷
あ
と
が
新
し
い
出
血
の
誘
因
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
間
隔
が
あ
き
す
ぎ
る
こ

と
や
、
食
欲
は
直
ち
に
ま
た
も
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
と
り
戻
し
た
、
と
い
う
発
言
か
ら
し
て
、

あ
ま
り
蓋
然
性
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
。

興
奮
状
態
と
出
血
が
偶
然
同
時
に
起
こ
っ
た
、
と
仮
定
し
て
は
い
け
な
い
だ
ろ
う
。
む
し

ろ
、
こ
の
関
連
に
つ
い
て
の
ゲ
ー
テ
の
見
解
は
ま
っ
た
く
当
を
得
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
ま
た
、
心
の
動
揺
が
ど
ん
な
に
強
く
ゲ
ー
テ
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

か
を
見
て
、
悲
し
い
報
せ
や
印
象
一
般
に
対
す
る
彼
の
不
安
を
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
他
方
、

わ
れ
わ
れ
は
、
彼
の
体
質
と
彼
の
意
志
の
強
き
に
驚
嘆
す
る
。
そ
の
強
き
の
お
か
げ
で
彼
は
、

あ
ら
ゆ
る
衝
撃
を
受
け
な
が
ら
も
変
わ
る
こ
と
な
く
毅
然
と
し
て
仕
事
に
取
り
組
み
、
快
活

で
あ
っ
た
。
彼
は
い
ろ
い

ろ
な
目
に
あ
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

両
親
の
死
は
む
ろ
ん
自
然

な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
妹
の
早
死
に
は
つ
ら
か

っ
た
。
彼
は
天
折
し
た
何
人
か

の
子
供
た

ち
を
埋
葬
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
妻
は
彼
を
残
し
先
に
死
ん
だ
。
そ
し
て
残
酷
に
も
彼

（日）

は
、
年
下
の
友
人
シ
ラ
！
と
大
公
ま
で
奪
わ
れ
た
。
し
か
し
い
ち
ば
ん
こ
た
え
た
の
は
息
子

の
死
で
あ

っ
た
。

「
も
ろ
も
ろ
の
墓
を
越
え
て
前
進
だ
」
と
彼
は
ツ
ェ
ル
タ

l
あ
て
に
書
い

て
い
る
。

老
人
ゲ
ー
テ
に
い
く
つ
か
の
特
性
が
出
て
く
る
。
そ
れ
は
、
若
い
ゲ

l
テ
が
あ
る
種
の
奇

異
の
念
を
も
っ
て
自
分
の
父
親
に
認
め
て
い
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
教
育
的
会
話
の
傾

向
、
あ
る
種
の
教
育
上
の
頑
固
き
、
収
集
熱
、

多
少
度
の
過
ぎ
る
固
苦
し
き
と
い
か
め
し
さ

に
満
ち
て
い
る
と
こ
ろ
。
後
者
を
、
ゲ

l
テ
自
身
は
仮
面
だ
と
見
な
し
て
い
た
、
好
き
勝
手

2 -



ゲ

ー

テ

に

見

る

異

常

性

同

女
の
記
録
は
い
く
ら
か
慎
重
に
受
け
と
る
方
が
よ
い
。
一
八

O
一
年
一
月
十
二
日
、
彼
女
は

書
く
。
「
症
筆
性
咳
献
で
、

同
時
に
濃
抱
紅
斑
で
す
。
彼
は
ベ
ッ
ド
に
は
い
れ
ず
に
、
い
つ

も
立
っ
た
姿
勢
の
ま
ま
で
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
な
い
と
彼
は
窒
息
し
そ
う
で

す
。
顔
同
様
、
頚
部
が
は
れ
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
内
側
は
水
宿
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。

彼
の
左
目
は
飛
び
出
し
、
大
き
な
胡
桃
の
よ
う
で
、
血
と
膿
が
流
れ
出
て
い
ま
す
。
し
ば
し

ば
彼
は
夢
う
つ
つ
で
す
。
脳
の
炎
症
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
放
血
し
て
も
ら
い
、
辛
子
の
足

（

4
）
 

湯
を
し
て
あ
げ
ま
し
た
。
す
る
と
足
が
膨
張
し
て
、
多
少
よ
く
な

っ
た
よ
う
で
し
た
」

。
十

四
日
に
彼
女
は
書
く
。
「
ゲ

l
テ
は
良
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
だ
が
、
炎
症
で
頭
と
横
隔

膜
を
多
少
冒
さ
れ
て
い
る
の
で
、
二
十
一
日
を
過
ぎ
て
み
な
け
れ
ば
、
ま
だ
何
が
起
こ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
昨
日
は
食
欲
旺
盛
で
、
私
が
届
け
た
ス

l
プ
を
飲
み
ま
し
た
。
目
も
良
く

な
っ
て
い
る
と
か
。
た
だ
彼
は
、
非
常
に
悲
し
い
ら
し
く
、
三
時
間
泣
い
た
と
い
う
こ
と
で

（

5
）

（

6
）
 

す
。
特
に
、
ア
ウ
グ
ス
ト
を
見
る
と
、
彼
は
泣
く
の
で
す
」

。

一
八
二
三
年
二
月
十
七
日
、
ゲ
ー
テ
は

「
心
膜
の
炎
症
に
見
舞
わ
れ
た
。
お
そ
ら
く
は

心
臓
の
一
部
も
。
そ
れ
に
胸
膜
の
炎
症
が
加
わ
っ
て
、
彼
は
、
次
の
週
に
は
墓
の
縁
ま
で
連

れ
て
行
か
れ
た
。
二
月
二
十
四
日
が
山
場
’で
あ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
だ
。
医
者
た
ち
は
最
悪

の
こ
と
を
危
倶
し
た
。
彼
自
身
、
二
十
五
日
、
彼
ら
に
言

っ
た
。

「
さ
あ
、
い
つ
で
も
た
め

す
が
よ
い
。
死
神
が
そ
こ
ら
中
の
隅
に
立
っ
て
、
私
に
腕
を
伸
ば
し
て
い
る
。
し
か
し
か
ま

（

8
）
 

わ
な
い
で
く
れ
」
。
次
の
日
に
は
快
方
に
向
か
い
出
す
。
ゲ
ー
テ
の
回
復
は
非
常
に
は
や
く
、

医
者
た
ち
相
手
に
冗
談
口
を
た
た
き
、
ア
ル
ニ
カ
・
エ
キ
ス
の
効
能
を
ほ
め
そ
や
し
た
。
二

月
二
十
六
日
、
息
子
は
書
い
た
。

「
高
齢
の
父
を
し
て
、
こ
の
重
大
な
病
気
を
克
服
さ
せ
て

く
れ
た
強
く
て
す
ぐ
れ
た
体
質
が
、
こ
れ
か
ら
の
事
態

（
憂
慮
す
べ
き
前
駆
症
状
が
出
て
い

（

9
）
 

る
水
腫
）
に
も
打
ち
勝
つ
手
助
け
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
望
ん
で
い
る
」
。

ど
の
程
度
ま
で
診
断
が
正
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
か
ざ
る
を

え
な
い
。
同
じ
こ
と
は
、
同
じ
年
の
十
二
月
に
起
こ
る
「
気
管
支
炎
L

に
つ
い
て
も
あ
て
は

ま
る
。
十
一
月
に
ゲ

l
テ
は
咳
に
苦
し
め
ら
れ
た
が
、
話
す
の
も
困
難
な
ほ
ど
で
、
胸
の
あ

た
り
に
痛
み
を
伴
っ
た
。
そ
の
月
の
後
半
に
は
状
態
は
も
っ
と
悪
化
し
、
「
水
胸
」
が
懸
念

さ
れ
た
。
ゲ
｜
テ
は
今
度
も
す
ば
や
く
回
復
し
た
。
「
自
分
の
治
癒
を
い
わ
ば
指
揮
し
吋

γ

十
二
月
十
四
日
、
彼
は
す
っ
か
り
元
気
で
あ
っ
た
。
こ
の
病
気
の
あ
と
（
も
し
か
す
る
と
二

度
と
も
左
側
の
胸
膜
炎
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
）
ゲ

l
テ
は
め
っ
き
り
ふ
け
こ
ん
だ
。

彼
は
そ
れ
以
来
家
に
こ
も
り
が
ち
で
、
し
ば
し
ば
長
く
自
分
の
部
屋
を
あ
け
る
こ
と
も
な
く

な
り
、
気
象
の
変
動
に
対
し
非
常
に
敏
感
に
な
っ
た
。
消
化
不
良
に
も
し
ば
し
ば
彼
は
悩
ま
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私
は
、
ゲ

l
テ
が
後
半
生
に
か
か
っ
た
も
ろ
も
ろ
の
肉
体
的
病
気
に
こ
れ
以
上
た
ち
入
る

必
要
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
彼
の
精
神
状
態
と
ほ
と
ん
ど
関
連
が
な
か
っ
た
し
、
見
た
と
こ

ろ
、
そ
れ
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
一
八
三

O
年
十
一
月
の
略
血
だ
け
は
、
そ

の
原
因
の
一
端
が
息
子
の
死
の
心
痛
に
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
例
外
で
あ
る
。

ゲ
ー
テ
は
実
に
多
く
の
病
気
を
し
て
い
る
。

一
七
八

O
年
に
は
、
重
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
っ
た
。
そ
の
後
、
あ
る
時
は
風
邪
の
諸
疾
患
〔
特
に
一
屑
桃
腺
炎
〕
に
、
あ
る
時
は

腎
描
痛
（
少
な
く
と
も
そ
の
よ
う
に
受
け
と
ら
れ
た
）
に
悩
ん
だ
。
特
に
、
一
八

O
五
年
頭

初
の
数
ヶ
月
の
腎
佑
痛
の
発
作
は
激
し
く
、
そ
し
て
瀕
発
し
、
二
月
に
は
、
医
者
が
き
わ
め

て
憂
慮
し
た
ほ
ど
だ
。

一
八

O
一
年
に
は
、
ゲ
ー
テ
は
ま
た
、
彼
を
生
命
の
危
機
に
追
い
こ

（

l
）
 

ん
だ
「
濃
宿
紅
斑
」
を
、
よ
り
正
確
に
は
、
た
ぶ
ん
頭
と
顔
面
の
丹
毒
を
克
服
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
九
日
聞
の
記
憶
が
あ
い
ま
い
な
ま
ま
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
彼
は
そ
の
際

ひ
ど
く
昏
蒙
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
エ

ッ
カ
！
？
ン
の
『
対
話
』
の
中
で
リ

l
マ
l
は

言
う
。
「
し
か
し
私
は
、
あ
な
た
（
ゲ

l
テ
）
が
私
の
到
着
し
た
次
の
年
、
重
い
病
気
に
な

り
、
夢
う
つ
つ
の
中
で
急
に
同
じ
題
材
〔
キ
リ
ス
ト
の
地
獄
行
き
〕
の
き
わ
め
て
美
し
い
詩

句
を
朗
詠
し
た
の
を
、
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
あ
れ
は
疑
い
も
な
く
あ
な
た
の
お
若
い
頃
の

（

3
）
 

詩
を
記
憶
し
て
お
ら
れ
た
も
の
で
す
」

。
リ
l
マ
l
は
、
一
八

O
三
年
、
ゲ
ー
テ
家
の
家
庭

教
師
に
な
っ
た
と
い
う
が
、
そ
う
す
る
と
、
時
期
が
あ
わ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
一
八

O
四

年
に
は
ゲ
ー
テ
は
重
い
病
気
に
見
舞
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
。
こ
れ
は

一
八

O
一
年
の
病
気
の

こ
と
に
ち
が
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
夫
人
も
記
述
し
て
い
る
。

し
か
し
婦
人
方
の
観
察
記
録
を
読
む
場
合
、
常
に
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
、
彼
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発表した論文・著書及び講演題目
（自1985年 9月，至1986年 9月）

論文題目又は著書名 著 者

Light Scattering Study on the Heterogene- (S.Shichijyo) 

ous Structures in Pressure Densified Poly (K.Matsushige) 

(methyl Methacrylate) T.Takemura 

発表した誌名（巻号・年月）

Memorirs Fae. Eng. 昭和60年9月

Kyushu Univ. 

Vol. 45 No. 3 

Application of Fourier Analysis for a Sin- (K.Tsuzukiyama),(T.Horiuchi) Memorirs Fae. Eng. 11 1 I 

gle X-ray Difffractiop Line Profile to the (I《

Deformed Polycrystalline Aluminum Plate Vol. 45 No. 3 

Phase Transition of Dipalmitoyl Phospha- (S.Utoh),T.Takemura Rept. Progr. Polym. 11 11 

tidylcholine under High Pressure II. Studi-

es on Sub-Transition by Means of X-ray 

Scattering 

Effect of Pressure on Photoconductivity in (S.Tsubakihara) 

Polycarbonate Films Doped with Pyrazoli- ( S.Shichijyo ),{ S.Taki) 

ne (A.Hirano ),(K.Matsushige) 

(S.Saito ),T.Takemura 

Application of Ultrasonic Spectroscopy to (A.Okabe),(S.Taki) 

Study on Ferroelectric Phase Transition (S.Shichijyo),(K.Matsushige) 

of a VDF /TrFE Copolymer T.Takemura 

Studies on Fatigue Process in PMMA by (K.Nishimura),(S.Shichijyo) 

Small Angle X-ray Scattering and Dynami- (S.Taki),(K.Matsushige) 

c Modulus T.Takemura 

Light Scattering Study on the Heterogene- (S.Shichijyo),(K.Matsushige) 

ous Structures in Poly (methyl Methacryl- T.Takemura 

ate) 

Phys. Japan Vol. 28 

Rept. Progr. Polym. 

Phys. Japan Vol. 28 

1
 
1
 

1
 
1
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Rept. Progr. Polym. 

Phys. Japan Vol. 28 

1
 
1
 

1
 
1
 

Rept. Progr. Polym. 

Phys. Japan Vol. 28 

fl II 

X-ray Studies on the Ferroelectric Phase (K.Matsushige),(T.Horiuchi) Rept. Progr. Polym. 11 11 

Transition of a VDF/TrFE copolymer under T.Takemura Phys. Japan Vol. 28 

High Pressure 

Ferroelectric Phase Transition of a VDF / (I仁

TrFE Copolymer under High Pressure T.Tal王emura Phys. Japan Vol. 28 

Curve of a VDF /TrFE Copolymer T.Takemura 

Effect of Pressure on the D-E Hysteresis (K.Tagashira),(K. 

Phys. Japan Vol. 28 

超音波吸収および音速の広帯域同時測定装置 （松重和美），竹村哲男 応用物理Vol.54 11 11 

の試作 No. 9 
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Application of Ultrasonic Spectroscopy to (K.Matsushige),(H.Okabe) 

Polymers and Liquid Crystal (S.Shichijyo),T.Takemura 

Phase Transition of Lipid Multilameller (S.Utoh), T.Takemura 

Aqueous Suspension under High Pressure II , 

Structural Analysis of Lipid Bimembrane 

under High Pressure by X-ray Studies 

Pressure Effect on Volume Changes at Fe- (K.Matsushige),(S.Taki) 

rroelectric Phase Transition in VDF /Tr FE T.Takemura 

Copolymer 

Jpn. J. Appl. Phys. 昭和60年 9月

Suppl. V ol.24 No. 1 

Jpn. J. Appl. Phys. 昭和60年11月

Vol.24 No. 11 

Memorirs Fac. Eng.昭和60年12月

Kyushu Univ. 

Vol. 54 No. 4 

TrFE Copolymer at High Pressures (T.Horiuchi), T.Takemura 

Ferroelectric Phase Transition of VDF / (K.Matsushige),(K.Tagashira) Jpn. ]. Appl. Phys. 11 11 

Suppl. Vol. 24 No. 2 

Application of Ultrasonic Spectroscopy to ( S.Shichijyo ),(K.Matsushige) 

Ferroelectric Phase Transition of VDF / (H.Okabe),(S.Taki) 

TrFE Copolymer T.Takemura 

高静水圧下のX線回析装置の発展

Jpn. J. Appl. Phys. 昭和61年 1月

Suppl. Vol. 25 No. 1 

（堀内俊寿），竹村哲男 九大工学集報

Vol. 59 No. 1 

昭和61年 2月

Phase Transition of Lipid Multilamellar (S.Utoh),T.Takemura 

Aqueous Suspension under High Pressure III. 

Laser Raman Spectroscopic Study of Di -

Pamitoyl Phosphatidylcholine Bimembrane 

under High Pressure 

X-ray Analysis on Ferroelectric Phase Tr- (T.Horiuchi),(K.Matsushige) 

ansition in Vinylidenefluoride-Trifluoroeth- T.Takemura 

ylene Copolymer ( 54 mol % VDF) 

Intermediate Structure at the Ferro・to-(T.Horiuchi),(K.Matsushige) 

Para-electric Phase Transition of VDF / T.Takemura 

TrFE Copolymer (54/46 mol%) 

Jpn. J. Appl. Phys. 昭和61年 5月

Vol. 25 No. 5 

Memorirs Fac. Eng. 昭和61年 6月

Kyushu Univ. 

Vol. 55 No. 2 

Jpn. J. Appl. Phys. 

Vol. 25 No. 6 

1
 
1
 

1
 
1
 

爆発硬化した高マンカ‘ンオーステナイト鋳鋼 小田 明，宮川英明 材料第34巻第384号 昭和60年 9月

テーノf付き長尺ブロックの残留応力

爆発硬化した高マンカツオーステナイト鋳鋼 小田 明，宮川英明 材料（掲載号未定） 昭和61年 8月

繰返し衝撃材の残留応力

往復機械運動の数値計算による厳密解につい 石崎勝典，（木村剛三） 有明高専紀要第22号昭和61年 1月

て 一従来の近似解法との比較一

断面変化がある片持梁の横振動について 石崎勝典，（木村剛三）

第II報断面が長方形で幅が直線的に減少す 大山司朗

る場合 その I 解の級数展開

II 1
 
1
 

1
 
1
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側壁をもっ非対称Jet、流の順圧不安定（II) 山下 巌，（竹松正樹） 九州大学応用力学研昭和61年 9月

究所々報63号

確定的外乱を含む線形定係数系の非干渉制御 川崎義則パ岩井善太） 有明高等紀要第22号昭和61年 1月

環状フィン付管を用いた潜熱蓄熱に関する研 （井村英明），吉田正道 日本機械学会論文集昭和61年4月

究 （第 l報，凝固過程の数値解析） (B編） 52巻476号

環状フィン付管を用いた潜熱蓄熱に関する研 （井村 英明），吉田 正道

究 （第2報，実験的研究）

II II II II 

潜熱蓄熱装置に関する研究 吉田正道 総合的実験実習 昭和61年 6月

3端子回路の等価イミッタンスについて 辻 一夫

第10号

有明高専紀要第22号昭和61年 1月

有明高専第 2体育館の音響設備について 吉岡義男，辻 一夫 II II II II 

Surge and Noise Generation in a Forward M.Nakahara,(T.Ninomiya) 

DC-to-DC Converter (K.Harada) 

IEEE Trans-actions on Aerospace 

and Electronic Systems, Vol. AES 

21 No. 5 September 1985 

フォワードコンパータにおけるサージおよび 中原正俊，（二宮 保） 電子通信学会論文誌昭和61年 1月

雑音発生機構の解析 （原田 耕介） Vol. J 69・CNo. 1, 

Backward-Noise Generation in DC-to-DC (T.Ninomiya),M.Nakahara 

Converters (H.Tajima),(K.Harada) 

IEEE Power Electronics Speciali-

sts Conference Record June 1986 

オイパーギットC粒子充填層を通る流体の圧 永田良一

力損失の測定

総合的実験実習

第10号

昭和61年6月

Pyr-GC-MSによる高分子化合物の分析（3)

ーポリウレタン中のポリオール成分について一

吉武紀道 II II II II 

「ヒュッケル分子軌道法を図示するプロク、、ラム」

をめぐって

吉武紀道 II II 1
 
1
 

1
 
1
 

マイクロコンビュータによる分子軌道法につ 吉武紀道，（坂崎信男） 有明高専紀要第22号昭和61年 1月

いて（3）ーとくにHMO法を図式化するプログ

ラムの開発（2）一

ポリウレタンの熱分解に関する研究第11報 吉武紀道，（古川睦久）

架橋ポリウレタンの熱分解（2)

II II 1
 
1
 

1
 
1
 

ヒュ ッケル分子軌道法の計算と図示 吉武紀道，（坂崎信男） 「化学領域のパソコ 昭和60年12月

（木原 寛） ンII」（丸善）

水俣病30年に思う一安全工学の視点から 辻 直孝 総合的実験実習

第10号

昭和61年6月



187 発表した論文・著書及び講演題目

マンガンアンモニウムカルパメー卜からの二 宮本信明

酸化マンカツの化学合成とその電池材料とし

ての特性

九州大学工学博士論昭和61年 6月

文

アルカル金属イオン選択性電極とその迅速高 （石橋信彦），（今任稔彦） 旭硝子工業技術奨励 昭和60年 月

感度，同時分析への応用に関する研究 正留 隆 会研究報告47巻

病院建築の計画史的研究史料「衛生士官， 新谷肇一 有明高専紀要第22号昭和61年 1月

Jhr_J.L.C. （ポンペ ・ファ ン ・メールテソレフォ

ントによって考察された病院のための計画書」

欧州病院建築視察一第 9回国際公衆衛生セミ

ナーに出席して一

II II II II II 

長崎養生所の敷地選定と配置計画について " " （青木正夫） 日本建築学会計画系 昭和61年 4月

日本最初の近代洋式病院，長崎養生所に関す （篠原 宏年） 論文報告集第362号

る計画史的研究I

長崎養生所の平面計画および、構造と運営について 新谷肇一， （青木正夫） 日本建築学会計画系 昭和61年 9月

日本最初の近代洋式病院，長崎養生所に関す （篠原 宏年） 論文報告集第367号

る計画史的研究II

一方向型吊屋根のフラッタに関する基礎的研究 三宅昭春，（吉村 健） 日本建築学会構造系昭和61年 9月

一壁付吊屋根のフラッタの発生機構について一 （森下 正浩），（園田 東二） 論文報告集第367号

腰壁，たれ壁，そで壁付部材の終局強度に関 上原修ー

する実験資料の解析

総合的実験実習 昭和61年 6月

『オーストリア近代国家形成史ーマリア・テ 丹後杏ー

レジア， ヨーゼフ 2世とヨーゼフ主義 』

山川出版社 昭和61年 3月

十九世紀初頭ウエセックス： 『ラッパ隊長』 松尾保男 有明高専紀要第22号昭和61年 1月

有明高専生における漢字習得と古典学習の定 中村安生，（穴山 健） 昭和60年度九州地区昭和60年12月

着について －S.P表を利用して 花田富二夫 高等専門学校教育研

究集会報告書

『三井寺物語』論考一在韓国仮名草子資料紹 花田富二夫

介をかねて一

江戸時代文学誌

第4号

1
 
1
 

1
 
1
 

名家手簡翻刻（四） 1
 
1
 

1
 
1
 

1
 
1
 

1
 
1
 

II // 

福岡てがみの会

『孝行物語』とその周辺 花田富二夫

書評『本居大平添削尾上公雄歌集本文と研究』 1
 
1
 

1
 
1
 

国語国文学研究 昭和61年 2月

第21号一迫徹朗教授

退官記念号一

国語国文学研究 昭和61年 9月

西日本未刊善本展目録 久保田啓一

第22号

日本近世文学会秋季 昭和60年11月

大会実行委員会
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翻刻名家手簡 久保田啓一

1
 
1
 

1
 
1
 

江戸時代文学誌

第 4号

近世文妻第44号

昭和60年12月

江戸冷泉門と成島信遍 昭和61年 6月

紹介 『大田南畝全集』 II II 語文研究第61号 II II 

講 j寅 題 目 氏 名

光散乱による高密度ポリメチルメタクリレー （七条司朗），（松重和美）

卜の分子構造に関する研究 竹村哲男

フッ化ピニリデン／三フ ッ化エチレン共重合 （松重和美），（堀内俊寿）

体の強誘電的相転移機構と圧力効果 （瀧 正二），竹村哲男

（田頭克春）

発表した学会・講演会 （年月）

第34回高分子討論会昭和60年 9月

II II 1
 
1
 

1
 
1
 

光電導性高分子における圧力効果の研究 （椿原 晋介），（瀧 正二） 第46回応用物理学会昭和60年10月

（七条司朗），（平野 明） 学術講演会

（松重 句和美），竹村哲男

（斉藤 省吾）

X線フーリエ解析法の多結晶材料における変 （続山浩二），（堀内俊寿） II II II II 

形過程への応用 （松重 和美） ，竹村哲男

高圧下における脂質二分子膜の相転移現象II （宇藤茂憲） ，竹村哲男 日本物理学会秋の ！！ II 

分科会

Application of Ultrasonic Spectroscopy to (K.Matsushige),(H.Okabe) Japan. U. S. Polymer Symp. 

Studies of Polymers ( S.Shichijyo ),T. Takemura (Oct. 1985) 

Time Dependence of Submicrocrack Nu- (S.Shichijyo),(K.Nishimura) II II II II 

cleation in Poly (methyl Methacrylate) (S.Taki),(K.Matsushige) 

during Stress Relaxation and Cyclic Load- T.Takemura 

ing 

ブリルアン散乱による音響弾性的研究 （七条 司朗），（松重和美） 第30回音波の物性と 昭和60年11月

竹村哲男 化学討論会

単一パルスを用いた超音波スペク トロスコピ （松重 和美），（阿部弘高） II II II II 

竹村哲男

高圧下における音速，吸収迅速自動測定装置 竹村哲男，（瀧 正二） II II II II 

（田中正敏）

光散乱による高密度無定形高分子の凝集構造 （七条司朗），（松重和美） 応用物理学会九州 II II 

に関する研究 竹村哲男 支部学術講演会

高圧下におけるフ ッ化ビニリデン／三フ ッ化 （赤繁悦史），（瀧 正二） II II II II 

エチレン共重合体の強誘電的相転移に伴う誘 （堀内俊寿），（松重和美）

電率および結晶構造の変化 竹村哲男
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高圧下における脂質2分子膜の相転移II （宇藤茂憲），竹村哲男 応用物理学会九州 昭和60年11月

支部学術講演会

高圧に魅せられて 竹村哲男 第6回高分子学会 昭和60年12月

九州支部特別講演会

超音波スペクトロスコピー法による高分子強 （阿部弘高），（七条司朗） 超音波エレクトロニ II II 

誘電的相転移の観測 （松重和美），竹村哲男 クスの基礎と応用に

関するシンポジウム

フッ化ビニリデン／三フ ッ化エチレン共重合 （赤繁悦史），（瀧 正二） 第35回高分子学会 昭和61年 5月

体の強誘電相転移域における誘電率および結 （堀内俊寿），（松重和美） 年次大会

晶構造に対する圧力効果 竹村哲男

高温型超音波スペクトロスコピー装置による （松重和美），（阿部弘高） JI II II II 

P (VDF /TrFE）の強誘電的相転移の観測 （瀧 正二），（七条司朗）

竹村哲男

X線およびディラトによるフ ッ化ビニリデン （堀内俊寿），（瀧 正二） II II II II 

／三フッ化エチレン重合体の比容積の温度変 （松重和美），竹村哲男

化の解析

フッ化ヒ、ニリデン／三フッ化エチレン共重合 （中島 聡），（瀧 正二） 第23固化学関連合同 昭和61年 7月

体の高圧下における電気物性 （松重和美），竹村哲男 九州大会

PVK-TNFの光電導性に対する圧力効果 （椿原晋介），（七条司朗） II II II II 

（松重和美），竹村哲男

高圧下における P(VDF/TrFE）の誘電率及 （赤繁悦史），（瀧 正二） II II II II 

び結晶構造の変化 （堀内俊寿），（松重和美）

竹村哲男

フッ化ビニリデン／三フ ッ化エチレン共重合 （堀内俊寿），（深尾浩次） II II II II 

体の結品構造とX線散乱構造因子 （松重和美），竹村哲男

放射線照射・不純物が一軸応力下PMMAの （山下友義人（七条司朗） II II If If 

微視的変形過程に及ぼす影響 （堀内俊寿），（松重和美）

竹村哲男

Study on Feroelectric Phase Transition of (K.Matsushige),(H.Okabe) 2nd SPSJ Internati-昭和61年 8月

VDF /TrFE Copolymer by Ultrasonic Spe- (S.Shichijyo),T.Takemura onal Polymer Con-

ctroscopy Using PVDF Piezoelectric Tra- ference 

nsducter 

Pressure Effects on Photoconductivity in (K.Matsushige),(S.Tsubakihara) II II II 

Polymers (S.Shichijyo),T.Takemura 

ドリル先端形状とその性能 一平面研削法の 田口 紘一，（佐久間敬三） 昭和60年度精機学会昭和60年11月

場合 鹿児島地方講演会
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チゼルレスポイントドリル（新形状）の開発 田口 紘一，（佐久間敬三） 昭和61年度精密工学昭和61年 3月

（第 1報） （形状解析と研削法） 会春季大会

収束性を改善した固定ゲイン離散時間 MRA 川崎義則， （井上 昭） 第25回 SICE学術 昭和61年 7月

csのー設計法 （岩井善太），（得丸英勝） 講演会

二相熱サイホンを用いた冷熱蓄熱装置におけ （井村英昭） ，吉田正道 日本冷凍協会学術 昭和60年11月

る伝熱 斉藤祐士 講演会

環状フィン付管を用いた潜熱蓄熱に関する研 （井村英昭），吉田正道 日本機械学会関西支 II II 

究（第 1報，凝固過程の数値解析） 部第245回講演会

環状フィン付管を用いた潜熱蓄熱に関する研 （井村英昭） ，吉田正道 II JI II JI 

究（第 2報，実験的研究）

フォワード形 DC-DCコンパータにおける入 （二宮 保），中原正俊 電気関係学会九州支 昭和60年10月

力側への逆流雑音について （多島久順），（原田耕介） 部連合大会講演論文

集No.614

フォワード形 DC-DCコンパータにおける逆 （二宮 保），中原正俊 許測自動制御学会九 昭和60年12月

流雑音について （多島久順） ，（原田耕介） 州支部大会講演論文

集No.512

フォワード形 DC-DCコンパータにおける入 （二宮 保），中原正俊 電子通信学会総合全 昭和61年 3月

力側への逆流雑音について （多島久順），（原田耕介） 国大会講演論文集

No.2715 

グルコースセンサーによるグルコースアノマ 永田 良一，（権藤晋一郎） 化学工学協会群馬 昭和61年 7月

ーの異性化速度定数の測定 大会

重質MnC03からのrータイフ。CMDの合成と （田辺伊佐雄），宮本信明 第26回電池討論会要昭和60年11月

その特性 旨集

重質MnC03からのrータイフ。CMDの合成と （田辺伊佐雄），宮本信明 第53回電気化学協会昭和61年4月

その放電特性 大会要旨集

アルカリ金属イオン分離検出のためのニュー 正留 隆 ，（今任稔彦） 日本分析化学会 昭和60年10月

トラルキャリア担持イオン交換樹脂膜電極 （石橋信彦） 第34年会（神戸大）

病院建築の計画史的研究 一学校付属病院（3) （青木正夫） ，新谷 肇一 日本建築学会大会学昭和60年10月

教育・研究機能の発展に関する考察 （友清貴和），（高須芳史） 術講演梗概集（東海）

（景山正浩），（篠原宏年）

病院建築の計画史的研究 一学校付属病院（4) （青木正夫），新谷肇ー JI JI II 

患者の治療・生活機能に関する考察 （友清貴和），（高須芳史）

（景山正浩），（篠原宏年）
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病院建築の計画史的研究 一学校付属病院.（5) （青木正夫人新谷肇ー 日本建築学会大会学 昭和60年10月

学校付属病院の機能の発展に関する考察 （友清貴和），（高須芳史） 術講演梗概集（東海）

（景山正浩），（篠原宏年）

病院建築の計画史的研究 一海軍病院につい （青木正夫），新谷肇一 日本建築学会九州支 昭和61年 3月

て一 （景山正浩），（篠原宏年） 部研究報告第29号

旧藩境界域からみた農家住宅の歴史的変容過 （大岡敏昭），（青木正夫） 日本建築学会昭和61 昭和61年8月

程に関する研究仰）（北陸，近畿の田辺（舞鶴）， 北岡敏郎，（牧 敦司） 年度大会学術講演梗

小浜，福井藩領域からみた江戸後期～明治期 （木本公幸） 概集

の農家住宅平面構成の相違と発展過程・その1)

旧藩境界域からみた農家住宅の歴史的変容過 （大岡敏昭）パ青木正夫） II II II 

程に関する研究（30)（その 2) 北岡敏郎，（牧 敦司）

（木本公幸）

旧藩境界域からみた農家住宅の歴史的変容過 （大岡敏昭），（青木正夫） II II II II 

程に関する研究（31)（その 3) 北岡敏郎，（牧 敦司）

（木本公幸）

旧藩境界域からみた農家住宅の歴史的変容過 （大岡敏昭），（青木正夫） II II II 

程に関する研究開（その4) 北岡敏郎，（牧 敦司）

（木本公幸）

凹みの底の弾性膜の渦励振 三宅昭春，（吉村 健） 日本建築学会大会学 昭和60年10月

（園田東二） 術講演梗概集（東海）

肩平矩形断面柱のねじれの渦励振について （吉村 健），三宅昭春 土木学会西部支部研 昭和61年3月

（園田東二），（平山智良） 究発表会講演梗概集

（赤松輝雄）

吊屋根の渦励振に関する基礎的研究 三宅昭春，（吉村 健） II II II II 

（園田東二），（平山智良）

（赤松輝雄）

吊屋根の渦励振に関する研究 三宅昭春，（吉村 健） 日本建築学会大会学 昭和61年8月

（園田東二），（平山智良） 術講演梗概集

（北海道）

大田南畝の単身赴任 久保田啓一 岩田屋コミュニティ 昭和61年 1月

カレ ッジ「九州版近

世文学史」

注 ：氏名欄（ ）は学外者を示す
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